
Printed in Thailand

6MB24610-01

デジタルカメラ

使用説明書

Jp

「Nikon Manual Viewer 2」アプリ
いつでもどこでもスマートフォンやタブレットで
説明書を見ることができます。

Jp



お使いになる前に、この使用説明書をよくお読みになり、内容を充分に
理解してから正しくお使いください。お読みになった後は、お使いにな
る方がいつでも見られるところに必ず保管し、撮影を楽しむためにお役
立てください。
本文中のマークについて
この使用説明書は、次の記号を使用しています。必要な情報を探すとき
にご活用ください。

表記について
• SDメモリーカード、SDHCメモリーカード、およびSDXCメモリーカー
ドを「SDカード」と表記しています。

•  バッテリーチャージャーを「チャージャー」と表記しています。
•ご購入時に設定されている機能やメニューの設定状態を「初期設定」
と表記しています。

•この使用説明書では、カメラの設定が初期設定であることを前提に操
作の説明を行っています。

D
カメラを使用する前に注意していただきたいことや守っていただきた
いことを記載しています。

A カメラを使用する前に知っておいていただきたいことを記載しています。

0 使用説明書上で関連情報が記載されているページです。

「Nikon Manual Viewer 2」アプリ
ニコンデジタルカメラの説明書をスマートフォンやタブレットで見る
ことができるアプリです。App StoreまたはGoogle Playから無料で
ダウンロードできます。
* アプリおよび使用説明書をダウンロードするには、インターネットに接続
できる環境が必要です（通信料が発生します）。

A安全上のご注意
安全にカメラをお使いいただくために守っていただきたい内容が記載
されています。カメラをお使いになる前に必ずお読みください。詳しく
は0xiv～xxをご覧ください。



i

お使いになる前に、カメラと付属品が全てそろっていることを確認して
ください。万が一、付属品がそろっていない場合は、販売店にご相談く
ださい。

• SD カードは別売です。
• 日本国内でご購入いただいたカメラは、画面の表示言語を日本語または英語に設
定できます。

カメラと付属品を確認する

❏ D750 カメラ本体（01）

❏ 接眼目当てDK-21
（0107）

❏ ボディーキャップBF-1B
（026、446）

❏ Li-ion リチャージャブルバッテリー EN-EL15
（端子カバー付）（023、25）

❏ バッテリーチャージャーMH-25a
（電源プラグ（直付け型）付）（023）

❏ アイピースキャップDK-5（0107）

❏ ストラップAN-DC14（023）
❏ USB ケーブルUC-E17
（0261、266）

❏ 保証書

❏ 使用説明書（本書）
❏ ViewNX 2 CD-ROM（0257）
❏ 登録のご案内
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お使いになる前に「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。
この「安全上のご注意」は、製品を安全に正しく使用し、あなたや他の人々への危
害や財産への損害を未然に防止するために重要な内容を記載しています。お読みに
なった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管してください。
表示と意味は、次のようになっています。

お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

安全上のご注意

A危険 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡また
は重傷を負う可能性が高いと想定される内容を示しています。

A警告 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡ま
たは重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

A注意
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を
負う可能性が想定される内容および物的損害の発生が想定さ
れる内容を示しています。

絵表示の例
L記号は、注意（警告を含む）を促す内容を告げるものです。図の中や
近くに具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が描かれています。
F 記号は、禁止の行為（してはいけないこと）を告げるものです。図の
中や近くに具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。
D記号は、行為を強制すること（必ずすること）を告げるものです。図の中
や近くに具体的な強制内容（左図の場合はプラグをコンセントから抜く）が
描かれています。

I

E

M
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A 警告（カメラとレンズについて）

E分解禁止
分解したり修理や改造をしないこと
感電したり、異常動作をしてケガの原因となります。

G
C

接触禁止

すぐに修理依頼を

落下などによって破損し、内部が露出したときは、露出部に
手を触れないこと
感電したり、破損部でケガをする原因となります。
電池、電源を抜いて、ニコンサービス機関に修理を依頼してく
ださい。

K
C

電池を取る

すぐに修理依頼を

熱くなる、煙が出る、こげ臭いなどの異常時は、すみやかに
電池を取り出すこと
そのまま使用すると火災、やけどの原因となります。
電池を取り出す際、やけどに充分注意してください。
電池を抜いて、ニコンサービス機関に修理を依頼してください。

J水かけ禁止
水につけたり、水をかけたり、雨にぬらさない
感電や発火などの事故や故障の原因になります。

F使用禁止

引火・爆発のおそれのある場所では使わない
プロパンガス、ガソリン、可燃性スプレーなどの引火性ガス
や粉塵の発生する場所で使用すると、爆発や火災の原因にな
ります。

F使用禁止
レンズまたはカメラで直接太陽や強い光を見ないこと
失明や視力障害の原因となります。

F発光禁止
車の運転者等に向けてフラッシュを発光しないこと
事故の原因となります。

F発光禁止

フラッシュを人の目に近づけて発光しない
視力障害の原因になります。
撮影時には、1m以上離れてください。
特に乳幼児の撮影には注意してください。

A保管注意

幼児の口に入る小さな付属品は、幼児の手の届くところに置
かない
幼児の飲み込みの原因となります。
万一飲み込んだときは直ちに医師にご相談ください。

A警告
ストラップが首に巻き付かないようにする
特に幼児・児童の首にストラップをかけない
首に巻き付くと窒息の原因になります。
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F使用禁止

ACアダプター使用時に雷が鳴り出したら、電源プラグに触
れないこと
感電の原因となります。
雷が鳴り止むまで機器から離れてください。

A警告
指定の電源（電池、ACアダプター）を使う
指定以外のものを使用すると、事故や故障の原因になります。

A 注意（カメラとレンズについて）

I感電注意
ぬれた手でさわらない
感電の原因になることがあります。

A使用注意
カメラの電源がONの状態で、長時間直接触れないこと
使用中に温度が高くなる部分があり、低温やけどの原因にな
ることがあります。

A保管注意
製品は幼児の手の届くところに置かない
ケガの原因になることがあります。

A使用注意

逆光撮影では、太陽を画角から充分にずらすこと
太陽光がカメラ内部で焦点を結び、火災の原因になることが
あります。画角から太陽をわずかに外しても火災の原因にな
ることがあります。

A保管注意
使用しないときは、レンズにキャップを付けるか、太陽光の
あたらない所に保管すること
太陽光が焦点を結び、火災の原因になることがあります。

A移動注意
三脚にカメラやレンズを取り付けたまま移動しないこと
転倒したりぶつけたりして、ケガの原因となることがあります。

A使用注意

航空機内では、離着陸時に電源をOFFにする
飛行中は無線通信機能を使わない
病院では、病院の指示に従う
本機器が出す電磁波などが、航空機の計器や医療機器に影響を
与えるおそれがあります。
無線通信機器は、あらかじめカメラから取り外してください。

A 警告（カメラとレンズについて）
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K
M

電池を取る

プラグを抜く

長期間使用しないときは電源（電池やACアダプター）を外
すこと
電池の液もれにより、火災、ケガや周囲を汚損する原因とな
ることがあります。
ACアダプターをご使用の際には、ACアダプターを取り外し、
その後電源プラグをコンセントから抜いてください。火災の
原因となることがあります。

F発光禁止
内蔵フラッシュの発光窓を人体やものに密着させて発光さ
せないこと
やけどや発火の原因になることがあります。

F禁止
布団でおおったり、つつんだりして使用しないこと
熱がこもりケースが変形し、火災の原因になることがあります。

F放置禁止
窓を閉め切った自動車の中や直射日光が当たる場所など、異
常に温度が高くなる場所に放置しない
故障や火災の原因になることがあります。

F禁止
付属のCD-ROMを音楽用CDプレーヤーで使用しないこと
機器に損傷を与えたり大きな音がして聴力に悪影響を及ぼすこと
があります。

A 危険（専用リチウムイオン充電池について）

F禁止
電池を火に入れたり、加熱しないこと
液もれ、発熱、破裂の原因となります。

E分解禁止
電池を分解しない
液もれ、発熱、破裂の原因となります。

A危険
電池に強い衝撃を与えたり、投げたりしない
液もれ、発熱、破裂の原因となることがあります。

A危険
専用の充電器を使用すること
液もれ、発熱、破裂の原因となります。

A 注意（カメラとレンズについて）
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A危険

ネックレス、ヘアピンなどの金属製のものと一緒に持ち運ん
だり、保管したりしない
ショートして液もれ、発熱、破裂の原因になりますので、端
子カバーをつけて絶縁してください。

F使用禁止

Li-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL15に対応してい
ない機器には使用しないこと
液もれ、発熱、破裂の原因となります。
Li-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL15は、D750に対
応しています。

A危険
電池からもれた液が目に入ったときはすぐにきれいな水で洗い、
医師の治療を受けること
そのままにしておくと、目に傷害を与える原因となります。

A 警告（専用リチウムイオン充電池について）

A保管注意
電池は、幼児の手の届くところに置かない
幼児の飲み込みの原因となります。
万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談ください。

J水かけ禁止
水につけたり、ぬらさないこと
液もれ、発熱の原因となります。

A警告
変色・変形、そのほか今までと異なることに気づいたとき
は、使用しないこと
液もれ、発熱・破裂の原因となります。

A警告
充電の際に所定の充電時間を超えても充電が完了しないと
きには、充電をやめること
液もれ、発熱・破裂の原因となります。

A警告

電池をリサイクルするときや、やむなく廃棄するときはビ
ニールテープなどで接点部を絶縁すること
他の金属と接触すると、発熱、破裂、発火の原因となりま
す。ニコンサービス機関やリサイクル協力店にご持参くださ
るか、お住まいの自治体の規則に従って廃棄してください。

A警告
電池からもれた液が皮膚や衣服に付いたときはすぐにきれ
いな水で洗うこと
そのままにしておくと、皮膚がかぶれたりする原因となります。

A 危険（専用リチウムイオン充電池について）
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A 注意（専用リチウムイオン充電池について）

A使用注意
充電中の電池に長時間直接触れないこと
充電中に温度が高くなる部分があり、低温やけどの原因にな
ることがあります。

A 警告（チャージャーについて）

E分解禁止
分解したり修理や改造をしないこと
感電したり、異常動作をしてケガの原因となります。

G
C

接触禁止

すぐに修理依頼を

落下などによって破損し、内部が露出したときは、露出部に
手を触れないこと
感電したり、破損部でケガをする原因となります。
電源プラグをコンセントから抜いて、ニコンサービス機関に
修理を依頼してください。

M
C

プラグを抜く

すぐに修理依頼を

熱くなる、煙が出る、こげ臭いなどの異常時は、速やかに電源
プラグをコンセントから抜くこと
そのまま使用すると火災、やけどの原因となります。
電源プラグをコンセントから抜く際、やけどに充分注意して
ください。ニコンサービス機関に修理を依頼してください。

J水かけ禁止
水につけたり、水をかけたり、雨にぬらさない
感電や発火などの事故や故障の原因になります。

F使用禁止

引火・爆発のおそれのある場所では使わない
プロパンガス、ガソリン、可燃性スプレーなどの引火性ガス
や粉塵の発生する場所で使用すると、爆発や火災の原因にな
ります。

A警告
電源プラグの金属部やその周辺にほこりが付着している場
合は、乾いた布で拭き取ること
そのまま使用すると火災の原因になります。

F使用禁止
雷が鳴り出したら電源プラグに触れないこと
感電の原因となります。
雷が鳴り止むまで機器から離れてください。

I感電注意
ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないこと
感電の原因になることがあります。
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F禁止

チャージャーを海外旅行者用電子式変圧器（トラベルコン
バーター）やDC/ACインバーターなどの電源に接続して使
わないこと
発熱、故障、火災の原因となります。

A 注意（チャージャーについて）

I感電注意
ぬれた手でさわらない
感電の原因になることがあります。

A使用注意
通電中のチャージャーに長時間直接触れないこと
通電中に温度が高くなる部分があり、低温やけどの原因にな
ることがあります。

A放置注意
製品は幼児の手の届くところに置かない
ケガの原因になることがあります。

F禁止
布団でおおったり、つつんだりして使用しないこと
熱がこもりケースが変形し、火災の原因となることがあります。

A 警告（チャージャーについて）
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ご確認ください
●保証書について
この製品には「保証書」が付いていますのでご確認ください。「保証書」は、お買
い上げの際、ご購入店からお客様へ直接お渡しすることになっています。必ず「ご
購入年月日」「ご購入店」が記入された保証書をお受け取りください。「保証書」を
お受け取りにならないと、ご購入1年以内の保証修理が受けられないことになりま
す。お受け取りにならなかった場合は、ただちに購入店にご請求ください。

●カスタマー登録
下記のホームページからカスタマー登録ができます。

https://reg.nikon-image.com/
付属の「登録のご案内」に記載されている登録コードをご用意ください。

●カスタマーサポート
下記アドレスのホームページで、サポート情報をご案内しています。

http://www.nikon-image.com/support/

●大切な撮影の前には試し撮りを
大切な撮影（結婚式や海外旅行など）の前には、必ず試し撮りをしてカメラが正常
に機能することを事前に確認してください。本製品の故障に起因する付随的損害
（撮影に要した諸費用および利益喪失等に関する損害等）についての補償はご容赦
願います。

●本製品を安心してお使いいただくために
本製品は、当社製のアクセサリー（レンズ、スピードライト、バッテリー、チャー
ジャー、ACアダプターなど）に適合するように作られておりますので、当社製品
との組み合わせでお使いください。
•Li-ion リチャージャブルバッテリー EN-EL15には、ニコン純正
品であることを示すホログラムシールが貼られています。

•模倣品のバッテリーをお使いになると、カメラの充分な性能が発
揮できないほか、バッテリーの異常な発熱や液もれ、破裂、発火
などの原因となります。

•他社製品や模倣品と組み合わせてお使いになると、事故・故障などが起こる可能
性があります。その場合、当社の保証の対象外となりますのでご注意ください。
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●使用説明書について
•この使用説明書の一部または全部を無断で転載することは、固くお断りいたします。
•仕様・性能は予告なく変更することがありますので、ご承知ください。
•使用説明書の誤りなどについての補償はご容赦ください。
•使用説明書の内容が破損などによって判読できなくなったときは、下記のホーム
ページから使用説明書のPDFファイルをダウンロードできます。
http://www.nikon-image.com/support/manual/
ニコンサービス機関で新しい使用説明書を購入することもできます（有料）。

●著作権についてのご注意
あなたがカメラで撮影または録音したものは、個人として楽しむなどの他は、著作
権上、権利者に無断で使うことができません。なお、実演や興行、展示物の中に
は、個人として楽しむなどの目的であっても、撮影を制限している場合があります
のでご注意ください。また、著作権の対象となっている画像は、著作権法の規定に
よる範囲内で使用する以外は、ご利用いただけませんのでご注意ください。

●カメラやメモリーカードを譲渡/廃棄するときのご注意
カメラを譲渡/廃棄する際は、使用者によってカメラ内に登録または設定された、
無線LAN接続設定などの個人情報を含む内容を、カメラのセットアップメニュー
［ネットワーク］の［接続設定］で削除してください。設定内容の削除については、
別売の通信ユニットの使用説明書をご覧ください。SDカード内のデータはカメラ
やパソコンで初期化または削除しただけでは、完全には削除されません。譲渡/廃
棄した後に市販のデータ修復ソフトなどを使ってデータが復元され、重要なデータ
が流出してしまう可能性があります。SDカード内のデータはお客様の責任におい
て管理してください。
SDカードを譲渡/廃棄する際は、市販のデータ削除専用ソフトなどを使ってデータ
を完全に削除するか、初期化後にSDカードがいっぱいになるまで、空や地面などの
画像で置き換えることをおすすめします。なお、プリセットマニュアルの画像
（0153）も、同様に別の画像で置き換えてから譲渡/廃棄してください。SDカード
を物理的に破壊して廃棄する場合は、周囲の状況やケガなどに充分ご注意ください。
•Wi-Fi接続設定は、セットアップメニュー［Wi-Fi］→［接続設定］→［接続設定
のリセット］で工場出荷時の設定にリセットしてください（0284）。

●電波障害自主規制について

この装置は、クラスB情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用すること
を目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使
用されると、受信障害を引き起こすことがあります。
使用説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

VCCI-B



xxiii

●AVC Patent Portfolio Licenseに関するお知らせ
本製品は、お客様が個人使用かつ非営利目的で次の行為を行うために使用される場
合に限り、AVC Patent Portfolio Licenseに基づきライセンスされているものです。
（i）AVC規格に従い動画をエンコードすること（以下、エンコードしたものをAVC

ビデオといいます）
（ii）個人利用かつ非営利目的の消費者によりエンコードされたAVCビデオ、または

AVCビデオを供給することについてライセンスを受けている供給者から入手し
たAVCビデオをデコードすること

上記以外の使用については、黙示のライセンスを含め、いかなるライセンスも許諾
されていません。 
詳細情報につきましては、MPEG LA, LLCから取得することができます。
http://www.mpegla.com をご参照ください。

D アクセサリーについてのご注意
このカメラには、当社製のアクセサリーをお使いいただくことをおすすめしま
す。他社製アクセサリーは、カメラの故障や不具合の原因となることがありま
す。他社製アクセサリー使用によるカメラの不具合については、保証の対象と
なりませんので、ご了承ください。なお、このカメラに使用できる別売アクセ
サリーについての最新情報は、最新のカタログや当社のホームページなどでご
確認ください（0xxi）。
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Wi-Fi（無線LAN）機能について
●電波に係わるご注意
•本製品はWi-Fi（無線LAN）機能を搭載しています。国や地域によって、法律によ
りWi-Fi（無線LAN）機能が使用できない場合があります。ご購入された国以外
での使用については、本書の裏表紙に記載のニコン カスタマーサポートセンター
へお問い合わせください。

●Wi-Fi（無線LAN）機能のご注意
Wi-Fi（無線LAN）機能：2.4DS4/OF4
本製品の使用周波数は2.4 GHz 帯、変調方式は
DSSS、OFDM、与干渉距離は約40 mです。

•本製品は、「電波法」に基づく技術基準適合認証を受けた無線設備を内蔵し、証
明ラベルは無線設備上に表示しています。
以下の行為は法令で罰せられることがあります。
- 本製品の分解/改造
- 本製品から証明ラベルをはがす

•本製品の使用周波数帯は、以下の機器や無線設備と同じです。
- 電子レンジなどの産業・科学・医療用機器
- 工場の製造ライン等の移動体識別用の
q 構内無線局（免許を要する無線局）
w 特定小電力無線局（免許を要しない無線局）

- アマチュア無線局（免許を要する無線局）
これらの無線設備の近くでは、電波干渉で通信速度の低下、通信距離の短縮、通信
の途絶が双方に生じることがあります。
•本製品で電波干渉を起こさないよう、以下にご注意ください。

- 使用周波数帯が同じ無線設備が近くにないか、事前に確認する
- 万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に電波干渉を生じたら、Wi-Fiアク
セスポイントのチャンネル番号を変更して使用周波数を変える

•その他、本製品から移動体識別用の特定小電力無線局あるいはアマチュア無線局
に対して電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのことが起きたときは、
本書の裏表紙に記載されているニコンカスタマーサポートセンターへお問い合
わせください。

•データの送受信は、第三者に傍受される危険性にご留意ください。
データ送受信による情報漏洩には、当社は一切の責任を負いません。

•本製品は、電子レンジなどの電気製品、AV機器、OA機器などの電磁波や磁気の
発生源の周辺で使わないでください。
- 雑音が増大したり、通信が途絶したりします。
- AV機器、OA機器などの受信障害の原因になります。
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●本製品の使用上のご注意
本製品は、Wi-Fi（無線LAN）機器としてお使いください。
Wi-Fi機器以外としての使用による損害は、当社では一切の責任を負いません。
•医療機器や人命に直接的または間接的に係わるシステムなど、高い安全性が要求
される用途には使わないでください。

•Wi-Fi機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途では、
使用システムの安全設計や故障に対する適切な処置をしてください。

●セキュリティーについて
•本製品は電波を利用して情報を交換するため、電波の届く範囲で自由に無線接続
が可能であるという利点がありますが、セキュリティーに関する設定を行ってい
ない場合、以下のような問題が発生する可能性があります。
- 情報の漏洩：悪意ある第三者が電波を故意に傍受し、ID やパスワードなどの個
人情報が漏洩する可能性があります。

- 不正アクセス：悪意ある第三者が無断でネットワークにアクセスして、なりす
まし、情報の改ざんなどの行為を行う可能性があります。また、本製品にセキュ
リティーを設定したにもかかわらず、無線LAN の仕様上、特殊な方法によりセ
キュリティーが破られることもありますので、ご理解の上ご使用ください。

•セキュリティー設定は、専用ソフトウェア「Wireless Mobile Utility」（0279）
を使って行うことができます。

•液晶モニターやスマートデバイスに使用権限のないネットワークが表示されて
も、接続しようとしないでください。接続しようとすると、不正アクセスとみな
されるおそれがあります。使用権限のあるネットワークだけをお使いください。

●本製品の輸出、持ち出しに係わるご注意
本製品は、米国輸出規制（EAR）を含む米国法の対象であり、米国政府指定の輸出
規制国（キューバ、イラン、北朝鮮、スーダン、シリア）への輸出や持ち出しに
は、米国政府の許可が必要になりますので、ご注意ください。なお、輸出規制国は
変更されている可能性がありますので、詳しくは米国商務省へお問い合わせくだ
さい。
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●個人情報の管理および免責事項
•使用者によって本製品内に登録または設定された、Wi-Fi（無線LAN）接続設定等
の個人情報を含む情報は、誤操作、静電気の影響、事故、故障、修理、その他の
取り扱いで変化、消失する場合があります。
必要な内容は、お客様の責任において控えを必ずおとりください。
当社の責によらない内容の変化、消失、それらに起因する直接または間接の損害
および逸失利益には、当社は一切の責任を負いません。

•本製品を譲渡/ 廃棄するときは、使用者によって本製品内に登録または設定され
た、Wi-Fi接続設定等の個人情報を含む内容を、セットアップメニュー［Wi-Fi］
→［接続設定］→［接続設定のリセット］で工場出荷時の設定にリセットしてく
ださい（0284）。

•本製品の盗難や紛失などで、第三者による不正使用の被害が発生しても、当社は
一切の責任を負いません。
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お使いになる前に

カメラ本体

各部の名称と機能

6

5
4

3
2
1

87 9

12

11
10

13

4

1415
1 フラッシュ取り付け部

（アクセサリーシュー）........437
2 レリーズモードダイヤル... 7、104
3 レリーズモードダイヤル

ロックボタン..................7、104
4 ストラップ取り付け部

（吊り金具）
5 撮影モードダイヤルロック

ボタン........................................ 6
6 撮影モードダイヤル..................... 6
7 Z （Q）ボタン

測光モード............................138
フォーマット........................376

8 動画撮影ボタン...........................68
9 サブコマンドダイヤル............ 363

10 電源スイッチ.........................3、27
11 シャッターボタン.......................35
12 E ボタン

露出補正............................... 142
ツーボタンリセット............ 200

13 E 距離基準マーク................ 131
14 メインコマンドダイヤル ........ 363
15 表示パネル ....................................8
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カメラ本体（つづき）

D スピーカーについてのご注意
スピーカーに磁気カードなどの磁気製品を近づけると、記録内容が壊れることがあり
ます。スピーカーに磁気製品を近づけないでください。

A 端子カバーについて
使用しない場合は、必ず端子カバーを閉じてください。ゴミなどが入ると、誤作動の
原因となることがあります。

15
14

16

17

18
891011

7

13

2

3

4
5
6

12

1

1 内蔵フラッシュ ........................181
2 M（Y）ボタン

フラッシュモード................181
調光補正................................189

3 リモコン受光部（前面）...........196
4 アクセサリーターミナルカバー

...............................................447
5 ヘッドホン出力端子/

外部マイク入力端子カバー
...................................... 72、447

6 HDMI端子/
USB端子カバー
..........................261、266、273

7 レンズ取り外しボタン...............32
8 AFモードボタン

................... 57、59、120、123

9 フォーカスモードセレクター
............................ 57、119、130

10 レンズ着脱指標...........................26
11 D ボタン

ブラケティング
..........................204、208、211

12 ミラー.............................108、455
13 露出計連動レバー.................... 485
14 アクセサリーターミナル ........ 447
15 ヘッドホン出力端子...................72
16 外部マイク入力端子........72、447
17 HDMI端子 ................................ 273
18 USB端子

パソコンと接続する............ 261
プリンターと接続する........ 266
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A 表示パネルのイルミネーター（照明）について
電源スイッチをDマークの方向
に回すと、表示パネルのイルミ
ネーター（照明）が点灯します。
電源スイッチから指を放すと、ス
イッチは「ON」の位置に戻り、
イルミネーターは6秒間点灯し続
けます。ただし、シャッターをき
るか、もう一度Dマークの方向に
回すと消灯します。

1

13

12

11

10

9 8

5

7

6

3

4

2

1

14

1 マイク（ステレオ）............68、70
2 レンズ信号接点
3 レンズマウント ............... 26、131
4 MB-D16用接点カバー.............445
5 三脚ネジ穴
6 AFカップリング
7 Fnボタン

ファンクション
........112、192、234、356、372

8 バッテリー室開閉ノブ...............25

9 バッテリー室カバー...................25
10 パワーコネクターカバー ........ 450
11 SDカードカバー .........................25
12 Pvボタン

プレビュー
....................69、93、361、373

13 AF補助光ランプ....................... 330
セルフタイマーランプ............ 106
赤目軽減ランプ..............182、184

14 ボディーキャップ............26、446

電源スイッチ
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カメラ本体（つづき）

9
8

12
11

10

6
7

1 2 3 4 5

20

21

14 13

15

19
18
17
16

1 ファインダー接眼窓...................28
2 接眼目当て................................107
3 視度調節ダイヤル.......................28
4 A ボタン

AE/AFロック
...............127、140、361、374

5 Rボタン
 インフォ画面.........................12

6 マルチセレクター...............18、20
7 J OKボタン.................... 20、354
8 フォーカスポイントロック

レバー....................................125
9 SDカードアクセスランプ...31、35

10 リモコン受光部（背面）...........196
11 ライブビューセレクター

静止画ライブビュー ..............54
動画ライブビュー ..................66

12 aボタン
ライブビュー..................54、66

13 スピーカー..................................81

14 チルト式液晶モニター...............16
撮影時の設定を確認する .........12
ライブビューで撮影する...54、66
撮影した画像を確認する .........36
画像を1コマずつ再生する...237

15 P ボタン
ファインダー撮影時の設定を
変更する............................... 199
静止画ライブビューの設定を
変更する..................................61
動画ライブビューの設定を
変更する..................................70
画像編集メニューを
表示する............................... 396

16 W（S）  ボタン
縮小/サムネイル表示...239、240
ISO感度................................. 132
感度自動制御 ....................... 135
ツーボタンリセット............ 200
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17 X（T） ボタン
拡大表示............................... 251
画質モード/
画像サイズ .................114、117

18 L （U） ボタン
ヘルプ......................................20
プロテクト........................... 253
ホワイトバランス
..........................145、149、152

19 G ボタン
メニュー........................19、288

20 K ボタン
再生 ...............................36、237

21 O（Q）ボタン
削除 ...............................37、254
フォーマット........................376
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撮影モードダイヤル
撮影モードダイヤルロックボタンを押しながら、撮影モードダイヤルを
回すと、次の各モードに切り換えられます。

A 使用レンズについて
A、M以外の撮影モードで撮影するときは、CPUレンズ（0433）をお使いくだ
さい。非CPUレンズ（0435）装着時は、シャッターはきれません。

撮影モードダイヤル

撮影モードダイヤルロックボタン

オートモード

i：オートモード（033）

j：発光禁止オートモード（033）

シーンモード（040）

P、S、A、Mモード

e：プログラムオート（090）

f：シャッター優先オート（091）

g：絞り優先オート（092）

h：マニュアル（094）

スペシャルエフェクトモード（045）
j、k ユーザーセッティングモード（0100）



7

レリーズモードダイヤル
レリーズモードダイヤルロックボタンを押しながら、レリーズモードダ
イヤルを回すと、レリーズモードを切り換えられます。

レリーズモードダイヤル

レリーズモードダイヤルロックボタン

1 2 3 4 5 6 7

1 S 1コマ撮影 .......................104
2 T 低速連続撮影..................104
3 U 高速連続撮影..................104
4 J 静音撮影 .........................104
5 M 静音連続撮影 .................104

6 E セルフタイマー
撮影.........................104、106

7 V ミラーアップ
撮影.........................104、108
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表示パネル （説明のため、全ての表示を点灯させています）

1

2
3

4

5
6

7
8
9
10

1 シャッタースピード ......91、94
露出補正値............................142
調光補正量............................189
ホワイトバランス微調整量
...........................................149

ホワイトバランス色温度
................................. 144、 150

ホワイトバランスプリセット
マニュアルデータ番号.....155

オートブラケティング撮影
コマ数................................204

WBブラケティング撮影コマ数
...........................................208

インターバル回数................223
非CPUレンズ焦点距離........234

2 ISO感度マーク .....................132
感度自動制御設定マーク.....135

3 測光モード............................137
4 ISO感度.................................132

AFモード ..............................120

5 絞り込み段数マーク....93、435
6 絞り値 .............................92、94
絞り込み段数................93、435
オートブラケティング補正
ステップ ........................... 205

WBブラケティング補正
ステップ ........................... 209

ADLブラケティング撮影
コマ数 ............................... 211

インターバルタイマー撮影
コマ数 ............................... 223

非CPUレンズ開放絞り値.... 234
PC接続中マーク .................. 448

7 SDカードマーク（スロット1）
...................................30、118

8 SDカードマーク（スロット2）
...................................30、118

9 露出補正マーク.................... 142
10 調光補正マーク.................... 190
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A 電源OFF時のパネル表示について
バッテリーが入っていると、カメラの電源が
OFFのときも、表示パネルのSDカードマークと
記録可能コマ数が点灯します。SDカードの種類
によっては、電源がOFFのときにSDカードを
挿入しても、まれにSDカードマークと記録可
能コマ数が点灯しないことがあります。この場
合、カメラの電源をONにすると点灯します。

18
14
15

11
12

13

16
17

19

11 Wi-Fi通信表示 ......................284
12 フラッシュシンクロマーク

...........................................344
13 インジケーター

露出 .....................................95
露出補正............................143
オートブラケティング.....205
WBブラケティング..........209
ADLブラケティング........213

14 オートブラケティングマーク
......................204、208、211

15 バッテリー残量表示 ..............29
16 多重露出マーク....................216
17 ホワイトバランス色温度表示

...........................................150

18 記録可能コマ数.......................30
連続撮影可能コマ数
.................................105、495

AFエリアモード................... 123
ホワイトバランスプリセット
マニュアルデータ取得モード
表示................................... 155

微速度撮影中マーク............ 230
手動設定レンズNo. ................. 234
PCカメラモード表示........... 448
HDMI-CEC接続中マーク.... 275

19 1000コマ以上補助表示..........30

表示パネル
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ファインダー （説明のため、全ての表示を点灯させています）

6 7 8 9

10
3

1
2

4
5

12 13 14 1917 201816 23

24 25 26 2829 3027 31 32

11

2215 21

1 スペシャルエフェクトモード
マーク..................................45

2 白黒マーク................... 46、164
（撮影モードが%の場合、ピ
クチャーコントロールが［モ
ノクローム］の場合または
［モノクローム］を元にした
カスタムピクチャーコント
ロールの場合にのみ表示され
ます）

3 AFエリアフレーム ........ 28、34
4 バッテリー警告表示...............29
5 カードなしマーク.................478

6 構図用格子線........................339
（カスタムメニュー d7［ファ
インダー内格子線表示］を
［する］に設定している場合
のみ表示されます）

7 フォーカスポイント表示
................................ 125、327

AFエリアモード表示...........121
8 プラスRAW記録マーク.......357
9 撮像範囲表示........................110

10 縦位置撮影時の水準器（ローリ
ング方向）..........................359

11 横位置撮影時の水準器（ローリ
ング方向）..........................359
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12 ピント表示....................35、131
13 測光モード............................137
14 AEロックマーク...................140
15 プログラムシフトマーク ...... 90
16 シャッタースピード......91、94

AFモード..............................120
17 絞り値 .............................92、94
絞り込み段数................93、435

18 HDRマーク...........................178
19 アクティブD-ライティング

マーク ...............................176
20 オートブラケティングマーク

...........................................204
WBブラケティングマーク...208
ADLブラケティングマーク...211

21 ISO感度マーク.....................132
22 1000コマ以上補助表示......... 30
23 レディーライト...................... 39
24 FVロックマーク...................192

25 フラッシュシンクロマーク
........................................... 344

26 絞り込み段数マーク..... 93、435
27 インジケーター

露出......................................95
露出補正........................... 142

28 調光補正マーク ................... 190
29 露出補正マーク ................... 143
30 感度自動制御設定マーク.... 135
31 ISO感度 ................................ 132

AFエリアモード .................. 121
32 記録可能コマ数 ......................30
連続撮影可能コマ数
.................................105、495

ホワイトバランスプリセット
マニュアルデータ取得モード
表示................................... 155

露出補正値 ........................... 142
調光補正量........................... 189

D ファインダーについてのご注意
カメラにバッテリーが入っていない、またはバッテリー残量がない状態では、ファ
インダー内が暗くなります。充電したバッテリーを入れると明るくなります。

D 高温、低温下での液晶表示について
表示パネルやファインダーの液晶表示は、高温・低温下で色の濃さが変わった
り、低温下で応答速度が多少遅くなることがありますが、常温時には正常に戻
ります。
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インフォ画面
Rボタンを押すと、液晶モニターに「イン
フォ画面」が表示されます。シャッタース
ピードや絞り値、記録可能コマ数、AFエリ
アモードなど、撮影に関する情報や設定の
確認ができます。

（説明のため、全ての表示を点灯させています）

Rボタン

2 3 4 5 61

10
11
12

131415161718

22
23
24
25

20
21

7

19

8
9

1 撮影モード.........33、40、45、89

2 プログラムシフトマーク...........90

3 フラッシュシンクロマーク.....344

4 シャッタースピード...........91、94
オートブラケティング撮影
コマ数....................................204

WBブラケティング撮影コマ数
...............................................208

非CPUレンズ焦点距離 ............234
5 絞り込み段数マーク........ 93、435

6 絞り値 ................................. 92、94
絞り込み段数....................93、435
オートブラケティング補正
ステップ............................... 205

WBブラケティング補正
ステップ............................... 209

ADLブラケティング撮影コマ数
............................................... 211

非CPUレンズ開放絞り値........ 234
7 インジケーター

露出..........................................95
露出補正............................... 142
オートブラケティング........ 204
WBブラケティング ............. 208
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8 ピクチャーコントロールマーク
............................................... 165

9 ホワイトバランスモード ........ 145
ホワイトバランス微調整設定
マーク................................... 149

10 HDRマーク............................... 177
HDR強度................................... 179
多重露出マーク........................ 216

11 電子音マーク............................ 337

12 1000コマ以上補助表示..............30

13 画像コメント入力設定マーク...385

14 著作権情報設定マーク............ 386

15 Yマーク................................... 382

16 画質モード ............................... 114
スロット2の機能..................... 118

17 画像サイズ................................117

18 AFモード...................................120

19 プレビューボタンの機能表示 ...361

20 アクティブD-ライティング
マーク ...................................176

21 レリーズモード........................104
連続撮影速度............................105

22 撮像範囲表示............................109

23 測光モード................................137

24 オートブラケティングマーク ...204
WBブラケティングマーク.......208
ADLブラケティングマーク.......211

25 ADLブラケティング度合い表示
...............................................211

A インフォ画面を消灯するには
•シャッターボタンを半押しする
•インフォ画面の表示中に、Rボタンを押す
操作を行わないまま約10秒経過したときも、インフォ画面は消灯します。

A Yマークについて
インフォ画面でYが点滅している場合、カメラの内蔵時計が初期化されていま
す。その場合は撮影日時が正しく記録されないため、セットアップメニュー［地
域と日時］（0382）の［日時の設定］で日時設定をしてください。カメラの内
蔵時計は、バッテリーとは別の時計用電池で作動します。カメラにバッテリー
を入れるか、別売のパワーコネクターとACアダプターを接続すると（0445）、
時計用電池が充電されます。フル充電するには約2日間かかります。充電する
と、約3カ月の間時計を動かすことができます。
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インフォ画面（つづき）

A 関連ページ
•液晶モニターの点灯時間を変更する →A c4［モニターのパワーオフ時間］
（0335）
•インフォ画面の表示を手動で白黒反転する →A d9［インフォ画面の表示設
定］（0340）

30 3129282726 32 33 34

36

3738

40

41
42
43

39

35

26 Wi-Fi通信マーク.......................284
Eye-Fi通信マーク.....................393

27 衛星受信状態マーク.................236

28 長秒時ノイズ低減マーク.........315

29 ヴィネットコントロール.........313

30 自動ゆがみ補正 ........................314

31 露出ディレーモード.................338

32 インターバルタイマー設定
マーク....................................221

微速度撮影設定マーク.............227
リモコンモード（ML-L3）.......194

33 MB-D16のバッテリー種別表示
...............................................343

MB-D16のバッテリー残量表示
...............................................342

34 カメラのバッテリー残量表示... 29

35 ISO感度マーク......................... 132
ISO感度..................................... 132
感度自動制御設定マーク ........ 135

36 記録可能コマ数...........................30
微速度撮影中マーク................ 230

37 Fnボタンの機能表示................ 356

38 AE/AFロックボタンの機能表示
............................................361

39 AFエリアモード表示............... 123

40 フラッシュモード.................... 181

41 FVロックマーク....................... 192

42 調光補正マーク........................ 189
調光補正量 ............................... 189

43 露出補正マーク........................ 142
露出補正値 ............................... 142
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Pボタン
ファインダー撮影時（0199）、静止画ライ
ブビュー時（061）、動画ライブビュー時
（070）または再生時（0241）に、それぞ
れのシーンで便利な機能に簡単にアクセス
できます。

Pボタン

ファインダー撮影時 再生時

静止画ライブビュー
撮影時

動画ライブビュー撮影時
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チルト式液晶モニター
このカメラの液晶モニターは、角度を変えて使えます。

通常の撮影
通常の撮影では、モニターを収納している状態でお
使いください。

ローアングル撮影
カメラを低い位置に構えて撮影
できます。

ハイアングル撮影
カメラを高い位置に構えて撮影
できます。

約90°

約75°
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D チルト式液晶モニター取り扱い上のご注意
•液晶モニターの角度を変える場合は、可動範囲内でゆっくりと動かしてくださ
い。無理な力がかかると、カメラ本体や液晶モニターの破損の原因となります。

•液晶モニターの内側には触れないでください。
故障の原因となります。

•液晶モニターの内側に水などの液体がかから
ないようにご注意ください。故障の原因となり
ます。

•撮影時以外は、液晶モニターをカメラ本体に収
納することをおすすめします。

•液晶モニター部分を掴んで、カメラを持ち上げ
たりしないでください。カメラが破損すること
があります。

•三脚使用時には、液晶モニターが三脚に接触しないように注意しながら角度を
変えてください。

特にこの部分には触れ
ないでください。
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マルチセレクターは、上下左右を押したり、Jボタンを押して操作し
ます。この説明書では、マルチセレクターを上下左右に押す動作を
1342で表しています。

マルチセレクターの使い方

上を押す（1）

左を押す（4） 右を押す（2）

 Jボタン

下を押す（3）
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撮影や再生、カメラの基本的な設定をする
ときは、主にメニューを使います。
Gボタンを押すと、液晶モニターに次の
ようなメニュー画面（例：セットアップメ
ニュー）を表示します。

ヘルプあり表示（020）

メニューの操作方法

Gボタン

次の各メニューのアイコンのタブを選ぶと、選んだメニュー画面が表示
されます

※どちらかに設定できます。初期設定は［マイメニュー］です。

D 再生メニュー（0297）

C 静止画撮影メニュー（0308）

1 動画撮影メニュー（0316）

A カスタムメニュー（0322）

B セットアップメニュー（0375）

N 画像編集メニュー（0395）

O Oマイメニュー（0424）/m最近設定した項目（0429）※

メニュー切り換えタブ

項目がそのメニュー全体のどの
位置にあるかを示しています

各項目の設定をアイコンで表示
します

タブで選んだメニュー内にある
設定項目を一覧表示します

メニュー項目
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メニュー項目の設定
メニューの操作には、マルチセレクターとJボタンを使います。

❚❚メニュー項目の設定方法

1 メニュー画面を表示する
•Gボタンを押します。

A d（ヘルプあり表示）
ヘルプがある場合にL（U）ボタンを押すと、その項目のヘルプ（説
明）を表示します。
• 説明が2ページ以上ある場合は、L（U）ボタンを押しながらマルチセレク
ターの3を押して、次のページを表示してください。

• L（U）ボタンを放すと、メニュー画面に戻ります。

上に移動

前の画面に戻る
（左を選択または取り
消し）

次の画面に進む
（右を選択または決定）

決定する

下に移動

Gボタン

L（U）ボタン
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2 メニューのタブを選ぶ
•4を押して、タブのアイ
コンを黄色く表示します。

3 メニューを切り換える
•1または3を押して、 メニューのタブを切り換えます。

4 選んだメニューに入る
•2を押して、選んだメ
ニューに入ります。

5 メニュー項目を選ぶ
•1または3で項目を選び
ます。
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6 設定内容を表示する
•2を押して設定内容を表
示します。

7 設定内容を選ぶ
•1または3で設定内容を
選びます。

8 決定する
•Jボタンを押して決定します。
•メニュー操作をキャンセル（中止）する
には、Gボタンを押してください。

•メニュー画面から撮影に戻るには、シャッターボタンを半押し
してください。

D メニュー項目の設定について
•撮影モードやカメラの状態によって、設定できないメニュー項目があります。
この場合、その項目はグレーで表示されて選べません。

•Jボタンの代わりに2を押しても決定できますが、画像の削除やSDカードの
初期化などの重要な設定項目については、Jボタンしか使えないことがあり
ます。
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次の1～7の手順で撮影前の準備を行ってください。

1 カメラにストラップを取り付ける（2カ所）

2 バッテリーをバッテリーチャージャーで充電する
•電源プラグ（直付け型）を取り付けた後（q）、電源プラグ（直
付け型）回転ロックを矢印の方向にスライドさせながら（w）、
電源プラグ（直付け型）を90°回転させ、しっかりと固定させ
ます（e）。

撮影前の準備

D バッテリーとチャージャーの使用上のご注意
お使いになる前に、必ず「安全上のご注意」（0xiv～xx）、「カメラとバッテリー
の取り扱い上のご注意」（0458～462）をお読みになり、記載事項をお守りく
ださい。

電源プラグ（直付け型）
回転ロック

90 °
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•フル充電するには約2時間35分かかります（残量のないバッテ
リーの場合）。

D チャージャーの「CHARGE」ランプが速く（1秒間に8回）点滅する
場合

•バッテリーのセットミス：電源プラグをコンセントから抜いて、バッテリーを
取り外し、チャージャーにセットし直してください。

•指定温度外での使用：チャージャーを指定温度範囲内（0℃ ～ 40℃）でお使
いください。

•上記の処置をしても不具合が続く場合は、ただちに電源プラグをコンセントか
ら抜いて、充電を中止してください。販売店またはニコンサービス機関に
チャージャーおよびバッテリーをお持ちください。

D 付属の電源プラグ（直付け型）についてのご注意
付属の電源プラグ（直付け型）は、バッテリーチャージャーMH-25a以外の機
器に接続しないでください。この電源プラグ（直付け型）は、日本国内専用（AC
100V対応）です。海外でお使いになる場合は、別売の専用コードが必要です。
別売の電源コードについては、ニコンサービス機関にお問い合わせください。
また、オンラインショップ（ニコンダイレクト）
http://shop.nikon-image.com/ でもお求めいただけます。

充電中
（点滅）

充電完了
（点灯）
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3 カメラにバッテリーとSDカードを入れる
•バッテリーやSDカードをカメラに入れたり、カメラから取り出
したりするときは、必ずカメラの電源スイッチがOFFの位置にあ
ることを確認してください。

•バッテリーとSDカードは、図のように正しい向きで入れてくだ
さい。

•オレンジ色のバッテリーロックレバーをバッテリー側面で押しな
がら、バッテリーを奥まで入れると、バッテリーロックレバーが
バッテリーに掛かって固定されます。

• SDカードは、カチッと音がするまで挿入してください。
• SDカードを1枚だけ使用するときは、スロット1に入れてくださ
い（030）。

バッテリーロックレバー
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4 レンズを取り付ける
•この使用説明書では、主にAF-S NIKKOR 24-85mm f/3.5-4.5G 

ED VRのレンズを使用して説明しています。
•ほこりなどがカメラ内部に入らないように注意してください。

•撮影する前に、レンズキャップを取り外してください。

M/A
M

ON
OFF

カメラのボディー
キャップを外す

レンズの裏ぶたを外す

カメラの指標とレンズの
指標を合わせる

カメラの指標

レンズの指標

M/A
M

ON
OFF

カチッと音がするまで矢印の方向にレンズを回す
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5 カメラの電源をONにする

•表示パネルが点灯します。

6 日付と時刻を設定する
•ご購入後、初めて電源をONにすると、カメラの内蔵時計の日付
と時刻を設定する画面が表示されます。日時の設定が完了するま
で、撮影や他の設定はできません。

•マルチセレクターの1ま
たは3を押して、選択中
の項目の数値を合わせ、
4または2で項目を移動
します。

•日付と時刻の設定を完了
したら、Jボタンを押し
ます。

•設定した日付と時刻は、セットアップメニュー［地域と日時］
（0382）の［日時の設定］で変更できます。

A イメージセンサークリーニングについて
カメラの電源をON/OFFするたびに、撮像素子の前面にあるローパスフィル
ターを振動させてゴミをふるい落とすイメージセンサークリーニングが作動し
ます（0454）。

電源スイッチ

表示パネル
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7 ファインダーを見やすくする
•ファインダーで構図を決め
ながら撮影する場合は、あ
らかじめ、ファインダー内
がはっきり見えるように視
度調節ダイヤルを回して調
節してください。

•ファインダーをのぞきながら視度調節ダイヤルを回して、AFエリ
アフレームが最もはっきり見えるように調節してください。

•爪や指先で目を傷つけないようにご注意ください。

撮影前の準備が完了しました。すぐに撮影する場合は、033ヘ進みます。

視度調節前 視度調節後

AFエリア
フレーム
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❚❚バッテリーの残量について
表示パネルまたはファインダーで、バッテリーの残量を確認できます。

表示パネル ファインダー 意味
L ― 残量は充分に残っています。

K ―

残量が減り始めました。J ―

I ―

H d
残量は残りわずかです。予備のバッテリーを
準備するか、バッテリーを充電してくださ
い。

H
（点滅）

d
（点滅）

バッテリーが消耗して撮影できません。バッ
テリーを交換するか、バッテリーを充電して
ください。

表示パネル ファインダー
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❚❚ SDカード表示と記録可能コマ数について
このカメラは、スロット1とスロット2のSD
カードスロットを装備しており、2枚のSD
カードを使用することができます。
•スロット1 とスロット2 の両方にSDカー
ドを入れると、スロット1から優先的に記
録し、空き容量がなくなったら、記録先
をスロット2に変更します（［スロット2の
機能］（0118）が初期設定の［順次記録］
のとき）。撮影で主に使いたいSDカード
は、スロット1に入れてください。

•表示パネルとインフォ画面には、使用中
のスロットが右図のように表示されます
（例：スロット1とスロット2の両方にSD
カードが入っている場合）。

• SD カードの残量がなくなった場合や SD
カードがロックされている場合など、何
らかのエラーが発生しているときは、エ
ラーが発生しているSDカードのアイコン
が点滅します（0477）。

•表示パネルまたはファインダー内表示
で、SDカードの記録可能コマ数（これか
ら撮影できる枚数）を確認できます。

•カメラにSDカードが2枚入っている場合、
スロット1の記録可能コマ数が表示され
ます。

•記録可能コマ数が1000コマ以上あるとき
は、1000を意味する「k」マークが点灯し
ます。

スロット2

スロット1

表示パネル

記録可能コマ数

表示パネル

ファインダー内表示
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❚❚バッテリーとSDカードの取り出し方
バッテリーを取り出すには
電源をOFFにしてからバッテリー室カバーを
開けてください。バッテリーロックレバーを矢
印の方向に押すと、バッテリーが少し飛び出し
ますので、引き抜いて取り出してください。

SDカードを取り出すには
SDカードカバーを開ける前に、SDカードア
クセスランプの消灯を確認して、電源をOFF
にしてください。SDカードカバーを開けて、
SDカードを奥に押し込んで放すと（q）、カー
ドが押し出されるので、引き抜いて取り出し
てください（w）。

D SDカード取り扱い上のご注意
•カメラの使用後は SDカードが熱くなっていることがあります。取り出しの際
はご注意ください。

•SD カードの初期化中や画像の記録または削除中、パソコンとの通信時などに
は、次の操作をしないでください。記録されているデータの破損やSDカード
の故障の原因となります。
- SDカードの着脱をしないでください
- カメラの電源をOFFにしないでください
- バッテリーを取り出さないでください
- ACアダプターを抜かないでください

•端子部に手や金属で触れないでください。
•SDカードに無理な力を加えないでください。破損のおそれがあります。
•曲げたり、落としたり、衝撃を与えたりしないでください。
•熱、水分、直射日光を避けてください。
•パソコンで初期化しないでください。

16 G
B
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❚❚レンズの取り外し方
カメラの電源をOFFにしてから、カメラ前面
のレンズ取り外しボタンを押しながら（①）、
レンズを矢印の方向にいっぱいまで回し
（②）、引き抜いてください。
•レンズを取り外した後は、カメラのボ
ディーキャップとレンズの裏ぶたをそれ
ぞれ取り付けてください。

A SDカードが入っていないときの表示
について

SDカードが入っていないときは、表示パネル
とファインダー内表示の記録可能コマ数表示
部にSマークが表示されます。電源をOFF
にしても、バッテリー残量があるときは、表
示パネルのSマークが点灯します。

A SDカードの書き込み禁止スイッチについて
•SDカードには、書き込み禁止スイッ
チが付いています。このスイッチを
「LOCK」の位置にすると、データの
書き込みや削除が禁止され、カード
内の画像を保護できます。

•「LOCK」したSD カードをカメラに入
れてシャッターをきろうとすると、
警告メッセージが表示され、撮影できません。撮影時や、画像を削除するとき
は「LOCK」を解除してください。

D 絞りリングのあるCPUレンズについてのご注意
絞りリングのあるCPUレンズ（0433）を取り付ける場合は、最小絞り（最大
値）にして、ロックしてください。

16 GB

書き込み禁止
スイッチ

M/A
M

ON
OFF
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かんたんな撮影と再生

カメラの電源をONにして、カメラ上面の撮影モードダイヤルロックボ
タンを押しながら、撮影モードダイヤルを回してiまたはjに合わせ
ます。

かんたんに静止画を撮影する
（i オート/j発光禁止オート）
撮影モードi（オート）とj（発光禁止オート）を
使うと、カメラまかせの簡単な操作で静止画撮影を
楽しむことができます。iの場合は、必要に応じて
フラッシュが発光します。フラッシュを光らせずに
撮影したいときは、jで撮影してください。

撮影モードダイヤル

撮影モードダイヤルロックボタン
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1 カメラを構える
•脇を軽く締め、右手でカメラのグ
リップを包み込むようにしっかりと
持ち、左手でレンズを支えます。

•人物などを縦位置で撮影する場合は、
カメラを縦位置に構えます。

2 構図を決める
•ファインダーをのぞいて、構
図を決めてください。

•被写体をAFエリアフレーム内
に配置します。

A ズームレンズの使い方
被写体を大きく写したいときはズーム
リングを望遠側（焦点距離目盛の大きい
数値側）に、広い範囲を写したいときは
ズームリングを広角側（焦点距離目盛の
小さい数値側）に回してください。

AFエリアフレーム

M/A
M

ON
OFF

望遠側

広角側

ズームリング
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3 シャッターボタン
を軽く押して（半
押しして）、ピン
トを合わせる
•暗い場所などでは、

AF補助光が光った
り内蔵フラッシュ
が上がることがあ
ります。

•ピントが合うと、ファインダー内のピント表示（●）が点灯します。

•ピントが合った位置には、フォーカスポイントが表示されます。

4 シャッターボタンを半押
ししたまま、さらに
深く押し込んで（全押し
して）撮影する
• SDカードアクセスランプ
が点灯している間は、画
像を記録しています。SD
カードやバッテリーを取
り出さないでください。

ファインダー内
ピント表示

意味

I　 （点灯） 被写体にピントが合っています。

　F （点灯） 目的の被写体よりも手前にピントが合っています。

H　 （点灯） 目的の被写体よりも後方にピントが合っています。

　F H　 （点滅）
オートフォーカスでのピント合わせができません
（「オートフォーカスの苦手な被写体について」
（0129）をご覧ください）。

ピント表示

フォーカスポイント

SDカード
アクセスランプ
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1 Kボタンを押す
•撮影した画像をカメラ背面の液晶モニ
ターに表示します。

•表示中の画像がどちらのスロットのSD
カードに入っているかは、画像の左下
のSDカードマークで確認できます。

2 マルチセレクターの4
または2を押して他の
画像を確認する

•撮影に戻るには、シャッターボタンを半押ししてください。

撮影した画像を確認する

A 撮影直後の画像確認について
再生メニューの［撮影直後の画像確認］（0305）を［する］に設定すると、K
ボタンを押さなくても、撮影した画像を自動的に液晶モニターに表示します。

A 関連ページ
画像を表示するスロットを切り換える→「Pボタンを使う」（0241）

Kボタン
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画像を削除する
表示中の画像を削除します。削除した画像は元には戻せないのでご注意
ください。

1 削除したい画像を表示する
• Kボタンを押して液晶モニターに画像
を表示してから、マルチセレクターの4
または2で削除したい画像を選びます。

•削除する画像がどちらのスロットのSD
カードに入っているかは、画像の左下
のSDカードマークで確認できます。

2 画像を削除する
• O（Q）ボタンを押すと、削除確認画
面が表示されます。もう一度O（Q）
ボタンを押すと、表示中の画像を削除
して、再生画面に戻ります。

•削除確認画面でKボタンを押すと、画
像の削除をキャンセルします。

Kボタン

O（Q）ボタン
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D 再生メニュー［削除］
再生メニューの［削除］（0255）では、次の操作ができます。
•複数の画像を選んで削除
•同じ日付の画像をまとめて削除
•再生フォルダー内の全画像を一括して削除
また、SDカードを2枚使っているときは、全画像を削除するSDカードスロット
を指定できます。

A ファインダー撮影時の半押しタイマーについて
このカメラには、バッテリーの消耗を抑えるための「半押しタイ
マー」という機能があります。半押しタイマーは、シャッターボ
タンを半押しするとオンになり、何も操作が行われないまま約6秒
経過すると、オフになります。半押しタイマーがオフになると、
表示パネルのシャッタースピード、絞り値表示とファインダー内
の全ての表示が消灯します。もう一度シャッターボタンを半押しすると、半押
しタイマーがオンになり、元の状態に戻ります。半押しタイマーの作動時間は、
カスタムメニュー c2［半押しタイマー］（0334）で変更できます。

半押しタイマーオフ 半押しタイマーオン
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A 内蔵フラッシュについて
撮影モードiでは、被写体が暗い場合や逆光の
場合に、シャッターボタンを半押しすると自動
的に内蔵フラッシュが上がります。

ファインダー内にN（レディーライト）が点灯し
ているときは、シャッターボタンを全押しする
と、内蔵フラッシュが発光します。内蔵フラッ
シュが上がっている状態でNが点灯していない
ときは、フラッシュが充電中のため、撮影できま
せん。

内蔵フラッシュを収納するときは、カチッと音
がするまで手で軽く押し下げます。バッテリー
の消耗を防ぐため、使用しないときは常に収納
してください。
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シーンに合わせて撮影する
（簡単操作でより美しく）
撮影するシーンが決まっているときは、シーンに合わせてシーンモード
を選ぶだけで、美しく撮影できます。シーンモードを選ぶ以外は、iと
同じ操作で撮影できます。

❚❚シーンモードの設定方法
撮影モードダイヤルをhに合わせた後、メインコマンドダイヤルを
回して設定を変更します。

•現在選択されているシーンモードは、Rボタンを押して確認できます。
•次のシーンモードから設定できます。

k ポートレート t 海・雪
l 風景 u 夕焼け
p こどもスナップ v トワイライト
m スポーツ w ペット
n クローズアップ x キャンドルライト
o 夜景ポートレート y 桜
r 夜景 z 紅葉
s パーティー 0 料理

メインコマンド
ダイヤル

液晶モニター撮影モード
ダイヤル
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❚❚各シーンモードの特徴

k（ポートレート）
人物を美しく撮影したいときに使いま
す。人物の肌を滑らかで自然な感じに仕
上げます。
•被写体と背景が離れているときや、望遠
レンズを使って撮影したときは、背景が
ぼけて立体感のある画像になります。

l（風景）
自然の風景や街並みを、色鮮やかに撮影
したいときに使います。

D ご注意
• 内蔵フラッシュとAF補助光は発光しません。

p（こどもスナップ）
子供の撮影に向いています。肌の色を美
しく表現すると同時に、服装や背景も鮮
やかに仕上げます。

m（スポーツ）
運動会などスポーツ写真の撮影に向い
ています。動きのある被写体の一瞬の動
きを鮮明にとらえ、躍動感のある画像に
仕上げます。

D ご注意
• 内蔵フラッシュとAF補助光は発光しません。
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n（クローズアップ）
草花や昆虫などの小さな被写体に近づ
き、大きく写したいときに使います。
•マイクロレンズを使用すると、より被写
体に近づいて撮影することができます。

o（夜景ポートレート）
夕景や夜景をバックに、人物を撮影した
いときに使います。人物と背景の両方を
美しく表現します。

r（夜景）
夜景の撮影に適しています。ノイズや不
自然な発色を抑え、外灯やネオンなどの
光を鮮やかにして夜景の雰囲気を表現
します。

D ご注意
• 内蔵フラッシュとAF補助光は発光しません。

s（パーティー）
パーティーなどでの撮影に適していま
す。パーティー会場の光の雰囲気も表現
します。
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t（海・雪）
晴天の海や湖、砂浜、雪景色などの撮影
に適しています。

D ご注意
• 内蔵フラッシュとAF補助光は発光しません。

u（夕焼け）
夕焼けや朝焼けの撮影に適しています。

D ご注意
• 内蔵フラッシュとAF補助光は発光しません。

v（トワイライト）
夜明け前や日没後の風景の撮影に適し
ています。わずかな自然光での風景をき
れいに表現します。

D ご注意
• 内蔵フラッシュとAF補助光は発光しません。

w（ペット）
動き回るペットなどの撮影に適してい
ます。

D ご注意
• AF補助光は照射しません。
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x（キャンドルライト）
キャンドルライトでの撮影に適してい
ます。

D ご注意
• 内蔵フラッシュは発光しません。

y（桜）
桜、花畑などの花がたくさん咲いている
風景の撮影に適しています。

D ご注意
• 内蔵フラッシュは発光しません。

z（紅葉）
紅葉の撮影に適しています。紅葉の赤色
や黄色を鮮やかに表現します。

D ご注意
• 内蔵フラッシュは発光しません。

0（料理）
料理の撮影に適しています。料理を鮮や
かに表現します。

D ご注意
• M（Y）ボタンを押して内蔵フラッシュを
上げて、フラッシュ撮影することもできま
す（0183）。

A 三脚の使用について
暗いときや手ブレが気になるときは、三脚の使用をおすすめします。



45

特殊効果をつけて撮影する
（スペシャルエフェクトモード）
特殊な効果のついた画像を撮影できます。

❚❚スペシャルエフェクトモードの設定方法
撮影モードダイヤルをqに合わせた後、メインコマンドダイヤルを
回して設定を変更します。

•現在選択されているスペシャルエフェクトモードは、Rボタンを押し
て確認できます。

•次のスペシャルエフェクトモードから設定できます。

% ナイトビジョン 1　 シルエット
g カラースケッチ 2　 ハイキー
i ミニチュア効果 3　 ローキー
u セレクトカラー

メインコマンド
ダイヤル

液晶モニター撮影モード
ダイヤル
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❚❚各スペシャルエフェクトモードの特徴

%（ナイトビジョン）
意図的に高感度で撮影して、モノトーン
（白黒）で表現します。暗闇での撮影に
適しています。

D ご注意
• オートフォーカスでピントが合いにくい場合は、フォーカスモードセレクターを

Mに合わせて、マニュアルフォーカスで撮影してください。
• 撮影した画像にノイズ（ざらつき、むら、すじ）が発生する場合があります。
• 内蔵フラッシュは発光しません。

g（カラースケッチ）　
輪郭を抽出して色をつけることで、ス
ケッチ風に表現します。
•ライブビュー表示にすると、g（カ
ラースケッチ）の効果を設定できます
（049）。

D ご注意
• オートフォーカス中は効果が一時解除されます。
• 動画撮影の場合は、コマ送りのような動画として記録されます。
• 動画撮影中はオートフォーカスは作動しません。
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i（ミニチュア効果）
ミニチュア（模型）を接写したように表
現します。高いところから見下ろして撮
影する場合に適しています。
•ライブビュー表示にすると、i（ミニ
チュア効果）の効果を設定できます
（050）。

D ご注意
• 内蔵フラッシュとAF補助光は発光しません。
• オートフォーカス中は効果が一時解除されます。
• 動画撮影の場合は、早送り動画として記録されます。
• 動画撮影の場合は音声は記録されません。
• 動画撮影中はオートフォーカスは作動しません。

u（セレクトカラー）
選んだ色のみをカラーで残し、それ以外
の色をモノトーン（白黒）で表現します。
•ライブビュー表示にすると、u（セレ
クトカラー）の効果を設定できます
（052）。

D ご注意
内蔵フラッシュは発光しません。

1（シルエット）
背景が明るいシーンで、被写体を意図的
にシルエットで表現します。

D ご注意
内蔵フラッシュは発光しません。
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2（ハイキー）
全体的に明るめの被写体の撮影に適し
ています。画像全体を意図的に明るい
トーンで表現します。光に満ちた華やい
だ雰囲気になります。

D ご注意
内蔵フラッシュは発光しません。

3（ローキー）
全体的に暗めの被写体の撮影に適して
います。画像全体を意図的に暗いトーン
で表現します。深く落ち着き、ハイライ
ト部分が引き立った雰囲気になります。

D ご注意
内蔵フラッシュは発光しません。

A 三脚の使用について
暗いときや手ブレが気になるときは、三脚の使用をおすすめします。

A スペシャルエフェクトモードについて
•%、g、i、uでは、RAWを含む画質モード（0114）に設定できません。
他の撮影モードで画質モードを［RAW＋FINE］、［RAW＋NORMAL］、［RAW
＋BASIC］に設定していた場合は、それぞれFINE、NORMALまたはBASICに
変更されます。［RAW］の場合はFINEに変更されます。

•撮影モードがgまたはiのときにレリーズモードをT（低速連続撮影）、U
（高速連続撮影）またはM（静音連続撮影）に設定した場合、連続撮影速度が
遅くなります。

•撮影モードがgまたはiのときは、ライブビュー時の表示の更新は遅くなり
ます。
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❚❚g（カラースケッチ）の効果の設定方法
スペシャルエフェクトモードでgを選んだ後、効果を設定します。

1 aボタンを押す
•液晶モニターに被写体が表示されます。

2 Jボタンを押す

•カラースケッチの設定画面が表示さ
れます。

3 色の濃さと線の濃さを設定する
•マルチセレクターの1または3を押
して、設定したい項目を選びます。

•［色の濃さ］：2を押すと色が濃くな
り、4を押すと薄くなります。

•［線の濃さ］：2を押すと線が濃くな
り、4を押すと薄くなります。［線の濃さ］を濃くすると、画像
全体の色も濃くなります。

4 決定する
•Jボタンを押すと、効果が決定します。
•静止画ライブビューまたは動画ライブビュー、ファインダー撮影
が可能です。

•ファインダー撮影をする場合は、aボタンを押してライブビュー
を終了します。ファインダー撮影時も、設定した効果は維持され
ます。

aボタン
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❚❚i（ミニチュア効果）の効果の設定方法
スペシャルエフェクトモードでiを選んだ後、効果を設定します。

1 aボタンを押す
•液晶モニターに被写体が表示されます。

2 フォーカスポイントを被写体に重
ねる
•マルチセレクターで、ぼかさないで
はっきりと見せたい部分にフォーカ
スポイントを移動します。

•シャッターボタンを半押しして、ピ
ントが合う部分を確認します。

• X（T）ボタンを押すと、被写体が拡大表示され、ピントを
細部まで確認できます。W（S）ボタンを押すと画像を縮小表
示します。

•拡大表示中は効果が一時解除されます。

3 Jボタンを押す

•ミニチュア効果の設定画面が表示さ
れます。

aボタン
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4 効果をかける方向と幅を設定する
•4または2を押すと、効果をかける
方向を縦と横から選べます。

•1または3を押すと、効果をかける
幅を設定できます。

5 決定する
•Jボタンを押すと、効果が決定します。
•静止画ライブビューまたは動画ライブビュー、ファインダー撮影
が可能です。

•ファインダー撮影をする場合は、aを押してライブビューを終了
します。ファインダー撮影時も、設定した効果は維持されます。

A ミニチュア効果での動画撮影について
動画の記録時間は撮影にかかる時間よりも短くなります。たとえば、動画撮影メ
ニューの［画像サイズ/フレームレート］が1920 × 1080、30pの場合（0318）、
約3分の動画ファイルを作成するためには、約45分の撮影時間が必要です。
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❚❚u（セレクトカラー）の効果の設定方法
スペシャルエフェクトモードでuを選んだ後、効果を設定します。

1 aボタンを押す
•液晶モニターに被写体が表示されます。

2 Jボタンを押す
•セレクトカラーの設定画面が表示さ
れます。

3 残したい色を抽出する

•カメラを動かして画面中央の枠を残し
たい色の被写体に重ねます。

• X（T）ボタンを押すと、被写体
が拡大表示され、残したい色を細部ま
で確認できます。W（S）ボタンを
押すと画像を縮小表示します。

•マルチセレクターの1を押すと、画面中央の枠に重ねた被写体の
色が抽出され、色の枠に表示されます。

•抽出した色以外の色は、モノトーン（白黒）で表示されます。

aボタン

色
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4 抽出する色の感度を設定する
•1または3を押して、抽出する色の
感度を［1］～［7］から設定しま
す。数値が大きいほど抽出する色の
色相が広くなり、小さいほど狭くな
ります。

5 抽出する色を追加する
•メインコマンドダイヤルを
回して別の色の枠を選び、
手順3～4と同じ手順で色
を抽出し、色の感度を設定
します。

•最大3色まで設定できます。
•抽出した色を選んでO（Q）ボタンを押すと、抽出した色をリ
セットします。

•抽出した全ての色を削除したい場合は、O（Q）ボタンを押し続
けます。確認画面で［はい］を選んでJボタンを押すと、全ての
色をリセットします。

6 決定する
•Jボタンを押すと、効果が決定します。
•静止画ライブビューまたは動画ライブビュー、ファインダー撮影
が可能です。

•ファインダー撮影をする場合は、aボタンを押してライブビュー
を終了します。ファインダー撮影時も、設定した効果は維持され
ます。

D セレクトカラー設定時のご注意
•残したい色の彩度によっては、抽出しにくい場合があります。彩度の高い色の
抽出をおすすめします。

•色の感度を高く設定しすぎると、選択した色に近い色相の色も抽出されます。

色の感度



54

静止画ライブビュー撮影

液晶モニターで被写体を見ながら静止画を撮影できます。

1 ライブビューセレクターを
C（静止画ライブビュー）に合わ
せる

2 aボタンを押す
•ミラーアップしてライブビューを開始
します。ファインダー内が暗くなり、
液晶モニターに被写体が表示されます。

3 フォーカスポイントを被写体に重ねる
•フォーカスポイントの形状はAFエリアモードによって異なります
（058）。

静止画ライブビューで撮影する

ライブビューセレクター

aボタン
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4 シャッターボタンを半押しして、ピントを合わ
せる
• シャッターボタンを半押しすると、ピントが合った時
点でフォーカスがロックされます。

• フォーカスポイントは、オートフォーカス作動中は緑色で点滅し、ピン
トが合うと緑色で点灯します。ピントが合わないと赤色で点滅します。

• 露出を固定（AEロック）するには、
AAE/AFロックボタンを押し続けます
（0140）。

• Pボタンを押して、［露出プレビュー］
（061）を［する］に設定すると、右
のような露出プレビュー画面に切り替
わります。露出プレビューでは、表示
されたシャッタースピード、絞り値、
ISO感度での撮影で、どのような露出
（明るさ）になるのかを液晶モニターで
確認しながら静止画撮影できます。露
出補正（0142）は、通常と同じ±5段まで設定できますが、液晶モ
ニターで確認できるのは±3段までになります。

5 シャッターボタンを全押しして撮
影する
• 撮影時は液晶モニターが消灯します。

6 aボタンを押して静止画ライブ
ビューを終了する

AAE/AFロックボタン
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A ライブビュー時の拡大表示
ライブビュー中にX（T）ボタンを押すと、拡大表示できます（最大約19倍）。
• X（T）ボタンを押すごとに拡大率が上がり、W（S）ボタンを押す
ごとに拡大率が下がります。

• 拡大表示中は、画面の右下に構図のどの部分を拡大しているかを表すナビ
ゲーションウィンドウ（グレーの枠）が表示されます。

• 拡大表示中は、マルチセレクターの1342で画面をスクロールさせて、見
たい部分に移動できます。

A 静止画ライブビュー時のプレビュー機能
撮影モードがP、S、A、またはMの場合は、静止画ライブビュー中にPvボタンを
押すと開放絞りになり、ピントが確認しやすくなります。再度Pvボタンを押す
か、オートフォーカスでピントを合わせると、設定した絞り値に絞り込まれま
す。開放絞りにしたままでシャッターボタンを全押しすると、設定した絞り値
に絞り込まれてから撮影します。

A HDMI接続時の撮影について
HDMI対応機器との接続時には、接続した機器とカメラのモニターに被写体が表
示されます。

X（T）ボタン ナビゲーション
ウィンドウ
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AFモードを変更する
フォーカスモードセレクターが
AFの場合、静止画ライブビュー
または動画ライブビュー時のAF
モードを選べます。

❚❚静止画ライブビューまたは動画ライブビュー撮影
時のAFモードの変更方法

AFモードボタンを押しながら、メインコマンドダイヤルを回す
• AFモードは液晶モニターに表示されます。

AF-S シングルAFサーボ
静止している被写体の撮影に適しています。シャッ
ターボタンを半押しすると、ピントが合った時点で
フォーカスがロックされます。

AF-F 常時AFサーボ

動いている被写体の撮影に適しています。シャッター
ボタンを半押しするまで、カメラは被写体の動きに合
わせてピントを合わせ続けます。半押しすると、ピン
トが合った時点でフォーカスがロックされます。

フォーカスモード
セレクター

AFモードボタン メインコマンド
ダイヤル

液晶モニター
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AFエリアモードを変更する
静止画ライブビューまたは動画ライブビュー時のAFエリアモードを選
べます。AFエリアモードは、フォーカスモードセレクター（057）が
AF の場合のみ設定できます。

!　 顔認識AF

記念写真など、人物の顔にピントを合わせたい場合に適してい
ます。カメラが人物の顔を自動的に認識し、フォーカスポイン
トが黄色の二重枠に変わります。複数の顔を認識した場合は、
カメラが最も近いと判断した人物の顔を二重枠で表示します。
このとき、マルチセレクターで二重枠を移動して他の顔を選ぶ
こともできます。途中で顔が後ろを向くなどしてカメラが顔を
認識できなくなると、枠が消えます。

$
ワイド
エリアAF

風景などを手持ちで撮影する場合に適しています。フォーカス
ポイントは、マルチセレクターで任意の位置に移動できます。
Jボタンを押すと、フォーカスポイントは中央に移動します。

%　
ノーマル
エリアAF

画面の任意の位置にピンポイントでピントを合わせたい場合
に適しています。フォーカスポイントは、マルチセレクターで
任意の位置に移動できます。Jボタンを押すと、フォーカス
ポイントは中央に移動します。三脚の使用をおすすめします。

&
ターゲット
追尾AF

指定した被写体に追尾させてフォーカスポイントを動かした
い場合に適しています。マルチセレクターでフォーカスポイン
トを被写体に重ねてJボタンを押すと、被写体の追尾を開始
し、被写体の動きに合わせてフォーカスポイントが移動しま
す。もう一度Jボタンを押すと、追尾を終了します。

D ターゲット追尾AFについてのご注意
次のような場合は、追尾動作が正常に行われないことがありますので、ご注意
ください。
• 被写体の色、明るさが背景と似ている場合
• 被写体の大きさ、色、明るさが著しく変わる場合
• 被写体が大きすぎる/小さすぎる場合
• 被写体が明るすぎる/暗すぎる場合
• 被写体の動きが速すぎる場合
• 被写体が隠れたり、画面から外れた場合
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❚❚静止画ライブビューまたは動画ライブビュー撮影
時のAFエリアモードの変更方法

AFモードボタンを押しながら、サブコマンドダイヤルを回す
• AFエリアモードは液晶モニターに表示されます。

D 静止画ライブビューまたは動画ライブビュー撮影時のオートフォーカ
スについてのご注意

•静止画ライブビューまたは動画ライブビュー撮影時のオートフォーカスは、通
常のオートフォーカスより、ピント合わせに時間がかかります。また、次の被
写体はピントが合わない場合がありますので、ご注意ください。
- 画面の長辺側と平行な線の被写体
- 明暗差の少ない被写体
- フォーカスポイント内の被写体の輝度が著しく異なる場合
- イルミネーション、夜景などの点光源や、ネオンなど明るさが変化する被写体
- 蛍光灯、水銀灯、ナトリウム灯などの照明下で、画面にちらつきや横縞が
見える場合

- クロスフィルターなど、特殊なフィルターを使用した場合
- フォーカスポイントに対して被写体が小さい場合
- 連続した繰り返しパターンの被写体（ビルの窓やブラインドなど）
- 動く被写体

•オートフォーカス作動中は、画面の明るさが変わることがあります。
•フォーカスポイントが緑色に点滅しているとき（オートフォーカス作動中）は、
シャッターはきれません。ただし、赤色に点滅しているとき（ピントがあって
いないとカメラが判断したとき）でもシャッターはきれます。

•ピントが合わなくてもピント表示（緑枠）が点灯する場合があります。
•AF-S以外のレンズやテレコンバーターを使用した撮影では、充分なピント精度
が出ない場合があります。

AFモードボタン 液晶モニターサブコマンド
ダイヤル
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マニュアルフォーカスで撮影する
マニュアルフォーカス（0130）で撮影する
ときは、レンズのフォーカスリングを回して
被写体にピントを合わせます。

•ピントの状態を細部まで確認したい場合
は、X（T）ボタンを押して被写体を
拡大表示してください（056）。

X（T）ボタン
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Pボタンを使う
静止画ライブビュー時にPボタンを押すと、
次の機能の設定を変更できます。項目を選ん
でマルチセレクターの2を押すと、選んだ項
目の設定画面が表示されます。
•設定終了後、Jボタンを押して決定します。
•撮影に戻るには、再度Pボタンを押してくだ
さい。

撮像範囲設定 静止画ライブビュー時の撮像範囲を選べます（0109）。

画質モード 画質モードの設定を変えられます（0114）。

画像サイズ 画像サイズの設定を変えられます（0117）。

ピクチャー
コントロール

ピクチャーコントロールの設定を変えられます（0164）。

アクティブ
D-ライティング

アクティブD-ライティングの設定を変えられます（0175）。

リモコンモード
設定（ML-L3）

リモコンモードの設定を変えられます（0194）。

モニターの
明るさ

• 静止画ライブビュー時の液晶
モニターの明るさを、1また
は3を押して調整できます。

• 液晶モニターの明るさを調整
すると、静止画ライブビュー
または動画ライブビュー中の
表示に反映されますが、撮影
した画像や画像再生時の表
示、メニュー表示などには反映されません。

露出プレビュー
露出プレビューを有効にするかどうかを設定できます。［する］
に設定すると、露出プレビュー画面に切り替わります（062）。

Pボタン



62

A 露出プレビューについて
•露出プレビュー（061）を［する］に設定する
と、表示されたシャッタースピード、絞り値、ISO
感度での撮影で、どのような露出（明るさ）にな
るのかを液晶モニターで確認しながら静止画撮
影できます。露出補正（0142）は、通常と同じ
±5段まで設定できますが、液晶モニターで確認
できるのは±3段までになります。

•スペシャルエフェクトモードの場合や、シャッタースピードが A（バル
ブ）または%（タイム）の場合、露出プレビューには切り替わりません。ま
た、次の場合は、露出プレビューの表示が実際に撮影される画像と異なります。
- 内蔵フラッシュまたは別売スピードライト使用時
-［アクティブD-ライティング］（0175）または［HDR（ハイダイナミック
レンジ）］（0177）を設定した場合

- ピクチャーコントロールの［明瞭度］が［0］以外の場合（0167）
- ピクチャーコントロールの［コントラスト］が［A］（オート）の場合（0167）
- シャッタースピードをvに設定した場合
- オートブラケティング撮影時

•被写体が極端に明るい場合や暗い場合には、画像の明るさを正しく表示できな
いことがあります（露出インジケーターが点滅します）。

A 画像再生時やメニュー表示時の明るさについて
画像再生時やメニュー表示時などの液晶モニターの明るさは、セットアップメ
ニューの［モニターの明るさ］（0377）で設定してください。セットアップメ
ニューで設定した液晶モニターの明るさは、静止画ライブビューまたは動画ラ
イブビュー中の明るさには反映されません。
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静止画ライブビュー中の情報表示について

q
ライブビュー
残り時間

ライブビューが自動的に終了する30秒前から、ライブ
ビュー残り時間のカウントダウンを表示します。

064　

w AFモード ライブビュー撮影時のAFモードを表示します。 057　

e
AFエリア
モード

ライブビュー撮影時のAFエリアモードを表示します。 058　

r
フォーカス
ポイント

枠内の被写体にピントが合います。フォーカスポイン
トの形状は、選んだAFエリアモード（058）により
異なります。

054　

t
露出インジ
ケーター

自分で設定した露出値と、カメラが制御した露出値と
の差が表示されます。［露出プレビュー］の設定が［す
る］のときのみ表示されます。

095

r

t

q

ew
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静止画ライブビュー時の表示を切り換える
静止画ライブビュー中は、Rボタンを押すたびに、次のように画面の
表示が切り替わります。

D 静止画ライブビュー残り時間のカウントダウンについて
カメラが自動的にライブビューを終了する30秒前から、液晶モニターの左上に
カウントダウンを表示します（063）。
•カスタムメニュー c4［モニターのパワーオフ時間］（0335）の設定により終
了する場合は、終了30秒前から黒字で表示し、終了5秒前から赤字で表示しま
す。［モニターのパワーオフ時間］の［ライブビュー表示］を［制限なし］に
設定している場合も、カメラ内部の温度上昇などによりライブビューが終了す
る場合があります。

•カメラ内部の温度上昇により終了する場合は、終了30秒前から赤字で表示しま
す。撮影条件によっては、ライブビュー開始後すぐにカウントダウンが始まる
ことがあります。

情報表示 情報表示なし

水準器表示（0390） ヒストグラム※

格子線表示

※露出プレビュー時（062）のみ表示されます。
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D 静止画ライブビュー撮影時のご注意
•静止画ライブビュー中は、液晶モニターの表示に次のような現象が発生するこ
とがありますが、実際に記録される画像に影響はありません。
- 電車や自動車など、高速で画面を横切る被写体が歪んで表示される
- カメラを左右に動かした場合、画面全体が歪んで見える
- ジャギー、偽色、モアレ、輝点が発生する
- 周囲でスピードライトやフラッシュなどが発光されたり、イルミネーショ
ンなどの点滅する光源がある場合、画面の一部が明るくなったり、明るい
横帯が発生する

•蛍光灯、水銀灯、ナトリウム灯などの照明下で、ライブビュー表示中に画面に
ちらつきや横縞が生じる「フリッカー現象」は、セットアップメニューの［フ
リッカー低減］（0381）で低減できますが、設定しているシャッタースピー
ドによっては、撮影した静止画に記録されることがあります。

•適正露出や画像に影響を与える接眼部からの逆入射光を防ぐため、シャッター
ボタンを押す前に付属のアイピースキャップを取り付けてください（0107）。

•ライブビュー表示中は、太陽など強い光源にカメラを向けないでください。内
部の部品が破損するおそれがあります。

•静止画ライブビュー時に動画撮影ボタンを押しても動画撮影はできません。動
画ライブビューに切り換えてください（066）。

•静止画ライブビュー中は、カスタムメニュー c2［半押しタイマー］（0334）
の設定にかかわらず、半押しタイマーはオフになりません。
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動画ライブビュー撮影と再生

液晶モニターを見ながら音声付きの動画を撮影できます。

1 ライブビューセレクターを
1（動画ライブビュー）に合わ
せる

2 aボタンを押す
•ミラーアップしてライブビューを開
始します。ファインダー内が暗くな
り、液晶モニターに被写体が表示さ
れます。

•動画ライブビュー中は、実際に撮影
される動画の露出（明るさ）を液晶
モニターで確認できます。

動画ライブビューで撮影する

ライブビュー
セレクター

aボタン
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3 動画ライブビュー撮影時のAFモー
ドを設定する
•動画ライブビュー撮影時のAFモード
の設定方法については、「AFモードを
変更する」（057）をご覧ください。

4 動画ライブビュー撮影時のAFエリ
アモードを設定する
•動画ライブビュー撮影時のAFエリア
モードの設定方法については、「AFエ
リアモードを変更する」（058）をご
覧ください。

5 シャッターボタンを半押しして、
ピントを合わせる
•動画撮影を開始する前に、被写体にピ
ントを合わせます。
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6 動画撮影ボタンを押して、撮影を
始める
•動画撮影中は録画中マークが液晶モ
ニターに表示されます。SDカードに
記録できる残り時間の目安も液晶モ
ニターで確認できます。

•動画撮影中も、シャッターボタンを
半押しすると被写体にピントを合わ
せられます。

•内蔵マイク（03）で音声を記録し
ます。録画中は、マイクを指でふさ
がないようにしてください。

•露出を固定（AEロック）するには、
AAE/AFロックボタンを押し続けま
す（0140）。

•動画撮影中は±3段の範囲で露出補正
ができます（0142）。

7 もう一度動画撮影ボタンを押して、
撮影を終了する

8 aボタンを押して動画ライブ
ビューを終了する

録画中マーク

残り時間

動画撮影ボタン
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インデックスマーキングについて
カスタムメニュー g2［プレビューボタンの
機能］（0373）の［押し時の動作］が［イ
ンデックスマーキング］の場合、動画撮影中
にPvボタンを押すと、撮影中の動画にイン
デックスマークを付けることができます。イ
ンデックスマークを付けると、動画の再生時
や編集時に目的の場所へ素早く移動できま
す（082）。インデックスマークは1つの動
画に最大20個まで付けられます。

D 撮影モードがiのときのインデックスマーキングについて
撮影モードがiのときは、動画記録中にインデックスマークを付けることはで
きません。

A 関連ページ
• Fnボタンを押してインデックスマークを付ける
→A g1［Fn ボタンの機能］（0372）

•AAE/AFロックボタンを押してインデックスマークを付ける
→A g3［AE/AFロックボタンの機能］（0374）

インデックスマーク

Pvボタン
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Pボタンを使う
動画ライブビュー時にPボタンを押すと、次
の機能の設定を変更できます。項目を選んで
マルチセレクターの2を押すと、選んだ項目
の設定画面が表示されます。
•設定終了後、Jボタンを押して決定します。
•撮影に戻るには、再度Pボタンを押してくだ
さい。

•［マイク感度］、［録音帯域］、［風切り音低
減］、［マルチセレクターによるパワー絞り］
および［ハイライト表示］は、動画撮影中
も設定を変更できます。

撮像範囲設定 動画ライブビュー時の撮像範囲を選べます（075）。

画像サイズ/
フレームレート

動画を記録するときの画像サイズ（ピクセル）/フレームレー
トを設定します（0318）。

動画の画質 動画の画質を選べます（0318）。

マイク感度

内蔵マイクまたは別売のステ
レオマイクロホンの感度を、1
または3を押して調整できま
す（0319）。

録音帯域
内蔵マイクまたは別売ステレオマイクロホンの周波数特性を
設定します（0319）。

風切り音低減 内蔵マイクに吹き付ける風の音を抑えるローカットフィル
ター機能を有効にするかどうかを設定できます（0320）。

ピクチャー
コントロール

ピクチャーコントロールの設定を変えられます（0164）。明
瞭度の設定は、動画には反映されません。

ファイル記録先 SDカードを2枚使用している場合に動画を記録するスロット
を設定できます（0317）。

Pボタン
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モニターの
明るさ

• 動画ライブビュー撮影時の
液晶モニターの明るさを、1
または3を押して調整でき
ます。

• 液晶モニターの明るさを調整
すると、静止画ライブビュー
または動画ライブビュー中の
表示に反映されますが、撮影した画像や画像再生時の表示、
メニュー表示などには反映されません。

マルチセレク
ターによる
パワー絞り

マルチセレクターによるパワー絞りを有効にするかどうかを
設定できます。撮影モードがP、S、AまたはMのときのみ設定
できます。
•［有効］に設定すると、マルチセレクターの1を押している間、
最小絞り側に絞りが動きます。また、3を押している間、開
放絞り側に絞りが動きます。

ハイライト表示

動画ライブビュー時、ハイライ
ト部分（非常に明るい部分）を
斜線で表示するかどうかを設
定できます。撮影モードがP、
S、AまたはMのときのみ設定で
きます。

ヘッドホン音量

ヘッドホン音量を、1または
3を押して調整できます。

ハイライト部分
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A パワー絞りについて
•撮影モードAまたはMのときのみ動作します。
•静止画撮影情報の表示中は、パワー絞りは動作しません。
•6マークが液晶モニターに表示されているときは、パワー絞りは動作しません。
•使用するレンズによっては、パワー絞りが動作しない場合があります。
•カメラの電源をOFFにするか、動画ライブビューを終了して半押しタイマーが
オフになると、パワー絞りは無効になります。

A 別売のステレオマイクロホンについて
別売のステレオマイクロホンを外部マイク入力端子に接続すると、動画撮影中
にオートフォーカスでピント合わせをしたときに生じるレンズの動作音などが
録音されるのを低減できます（0447）。

A ヘッドホンについて
•市販のヘッドホンをヘッドホン端子に接続すると、音声はヘッドホンから出力
されます。

•マイク感度を最大に設定すると、大音量で出力される場合がありますので、
ヘッドホン使用時は特にご注意ください。

A 関連ページ
• Fnボタンを押して開放絞り側に絞りを動かす→B g1［Fn ボタンの機能］
（0372）
•Pvボタンを押して最小絞り側に絞りを動かす→B g2［プレビューボタンの機
能］（0373）
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動画ライブビュー中の情報表示について

q 動画記録禁止マーク 動画が撮影できない状態のとき表示します。 　 —

wヘッドホン音量
市販のヘッドホン接続時に表示されます。
ヘッドホン出力の音量レベルを表示します。

071　

eマイク感度 マイク感度のレベルを表示します。 070　

r
音声レベル
インジケーター

音声を記録するときの音量レベルを表示しま
す。インジケーターの色が赤で表示される場
合、音量が大きすぎることを示しています。
マイク感度を調節してください。

070　

t録音帯域マーク 録音帯域の設定を表示します。 070

y風切り音低減マーク 風切り音低減が［する］の場合に表示します。070

u動画記録残り時間 動画撮影時に、SDカードに記録できる残り時
間を表示します。

068　

i動画の画像サイズ 動画の画像サイズを表示します。 0318　
oハイライト表示マーク ハイライト表示が有効の場合に表示します。 071

D 動画ライブビュー残り時間のカウントダウンについて
•カメラが自動的に動画撮影を終了する（0469）30秒前から、液晶モニターの
左上にカウントダウンを表示します。

•撮影条件によっては、動画撮影を開始後すぐにカウントダウンが始まることが
あります。

•動画記録中にカウントダウンが始まった場合は、液晶モニターの右上に表示さ
れている動画残り記録時間にかかわらず、ライブビュー残り時間のカウントダ
ウン時間で動画撮影を自動的に終了します。

q

w
e

t
y

r

iu

o
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動画ライブビュー時の表示を切り換える
動画ライブビュー中は、Rボタンを押すたびに、次のように画面の表
示が切り替わります。

情報表示 情報表示なし

水準器表示（0390） ヒストグラム

格子線表示
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動画ライブビュー時の撮像範囲
ファインダー撮影時や静止画ライブビュー時の撮像範囲と比べ、動画ライブ
ビュー時の撮像範囲は次の図のようになります。動画ライブビューで撮影す
る動画や静止画のアスペクト比（縦横比）は、16：9です。

•［撮像範囲設定］（070）で［DX（24 × 16）
1.5×］に設定するか、DXレンズを装着して
動画撮影メニューの［撮像範囲］の［DX自
動切り換え］（0110）を［する］に設定し
た場合は、DXベースの（動画）フォーマット
になります。その場合、液晶モニターにはa
が表示されます。

•［撮像範囲設定］を［FX（36 × 24）1.0×］に設定して撮影する場合は、
動画ライブビューでの撮像範囲はFXベースの（動画）フォーマットになり
ます。

• 動画ライブビュー時の撮像範囲のサイズは、FXベースの（動画）フォーマッ
トとDXベースの（動画）フォーマットでは異なります。それぞれの撮像範
囲のサイズは次の通りです。

フォーマット サイズ
FXベースの（動画）フォーマット 約35.9×20.2 mm

DXベースの（動画）フォーマット 約23.5×13.2 mm

FX フォーマットの
撮像範囲（0109）

DXフォーマットの
撮像範囲（0109）

FXベースの（動画）
フォーマットの撮像範囲

DXベースの（動画）
フォーマットの撮像範囲
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動画ライブビュー時の静止画撮影
カスタムメニュー g4［シャッターボタンの
機能］（0374）が［静止画撮影］の場合、
動画ライブビュー中にシャッターがきれる
までシャッターボタンを全押しし続けると、
動画と同じ撮像範囲の静止画（075）を撮
影します。
•動画撮影中の場合、動画撮影は終了し、そこまでの動画を記録します。
•画質モードは、静止画撮影メニュー［画質モード］（0114）で設定
した内容になります。

•動画ライブビュー中の静止画撮影の露出は、液晶モニターでは確認で
きません。

•撮影モードMで静止画を撮影する場合は、静止画ライブビュー（054）
で適正露出に合わせてから動画ライブビューに切り換えてください。

❚❚動画ライブビュー時に撮影できる静止画の
画像サイズ

動画ライブビュー時に撮影できる静止画の画像サイズは、次の通りです。

※ピクセル数÷出力解像度（dpi）×2.54 cmで計算しています。

撮像範囲 画像サイズ
プリント時の大きさ

（出力解像度300dpiの
場合）※

FXベースの（動画）
フォーマット

L（6016×3376ピクセル） 約50.9×28.6 cm

M（4512×2528ピクセル） 約38.2×21.4 cm

S（3008×1688ピクセル） 約25.5×14.3 cm

DXベースの（動画）
フォーマット

L（3936×2224ピクセル） 約33.3×18.8 cm

M（2944×1664ピクセル） 約24.9×14.1 cm

S（1968×1112ピクセル） 約16.7× 9.4 cm
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A 動画撮影について
•使用している SDカードの書き込み速度によっては、最長記録時間に満たない
で撮影が自動的に終了する場合があります（0494）。

•動画撮影時は、AFエリアモードが顔認識AFの場合に認識できる人数が少なく
なります。

•0（動画記録禁止）マーク（073）が表示されているときは、動画撮影でき
ません。

•1つの動画ファイルで記録可能な最大ファイルサイズは4GBです。
•動画ライブビュー時は、内蔵フラッシュと別売のスピードライト（0437）は
発光しません。

•画像が明るくなりすぎたり、暗くなりすぎたりする場合は、ライブビューを終
了してからもう一度動画ライブビューを開始してください。

•動画を撮影するときは、常にsRGBの色空間で撮影されます。
•各撮影モードで動画ライブビュー時に設定できる機能は、次の通りです。

•動画撮影中にL（U）ボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回す
と、ホワイトバランスを変更できます（撮影モードP、S、A、Mのみ、0145）。

A ワイヤレスリモートコントローラーとリモートコードについて
カスタムメニューg4［シャッターボタンの機能］を［動画撮影］に設定すると、
ワイヤレスリモートコントローラー（0447） やリモートコード（0447）の
シャッターボタンを半押しして動画ライブビューを開始したり、全押しして動
画撮影の開始と終了を行えます（0374）。

※1 スポット測光は設定できません。
※2 撮影モードMで撮影する場合、シャッタースピードは1/25～1/4000秒

の範囲で設定できます（動画のフレームレート（0318）によって、低
速側の制限が異なります）。

絞り値
シャッター
スピード

ISO感度
（0321）

露出補正 測光※1

P、 S ー ー ー ○ ○

A　 ○ ー ー ○ ○

M　 ○ ○※2 ○ ー ○

h、% ー ー ー ○ ー

その他の
撮影モード

ー ー ー ー ー
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D 動画撮影時のご注意
•動画撮影中の液晶モニターの表示に、次のような現象が発生する場合がありま
す。これらの現象は撮影した動画にも記録されます。
- 蛍光灯、水銀灯、ナトリウム灯などの照明下で、画面にちらつきや横縞が
発生する（0381）

- 電車や自動車など、高速で画面を横切る被写体が歪む
- カメラを左右に動かした場合、画面全体が歪む
- ジャギー、偽色、モアレ、輝点が発生する
- 周囲でスピードライトやフラッシュなどが発光されたり、イルミネーショ
ンなどの点滅する光源がある場合、画面の一部が明るくなったり、明るい
横帯が発生する

- パワー絞り作動中、画面にちらつきが発生する
•動画ライブビュー時に、X（T）ボタンで画面を拡大した場合（060）、
ノイズ（ざらつき、むら、すじ）、色の変化が発生しやすくなります。

•次のような場合は、動画撮影は自動的に終了します。
- 最長記録時間に達したとき
- SDカードの残量がなくなったとき
- 撮影モードを切り換えたとき

•動画撮影時、太陽など強い光源にカメラを向けないでください。内部の部品が
破損するおそれがあります。

•次のような場合は、動作音が録音されることがあります。
- オートフォーカス作動中
- 絞り値を変更した場合
- VRレンズ使用時にVR（手ブレ補正）をONにした場合

A HDMI接続時の撮影について
•HDMI対応機器との接続時には、接続した機器とカメラのモニターに被写体が
表示されます。

•HDMI-CEC対応機器との接続時にライブビュー撮影を行うには、セットアップ
メニューの［HDMI］の［機器制御］を［しない］に設定してください（0274）。
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A 関連ページ
•動画撮影時のオートフォーカスについてのご注意→「静止画ライブビューまた
は動画ライブビュー撮影時のオートフォーカスについてのご注意」（059）

•レンズのフォーカスリングを使って（マニュアルフォーカスで）ピントを合わ
せる→「マニュアルフォーカスで撮影する」（060）

•動画を記録するときの記録先、画像サイズとフレームレート、画質、音声など
を設定する→ 1 動画撮影メニュー（0316）

•Jボタンを押して、画面中央にフォーカスポイントを移動したり、拡大表示に
切り換えられるようにする→ A f1［OKボタンの機能］（0354）

•動画ライブビュー時のFnボタン、Pvボタン、AAE/AFロックボタン、シャッ
ターボタンの機能を設定する→ A g1［Fnボタンの機能］（0372）、 A g2［プ
レビューボタンの機能］（0373）、A g3［AE/AFロックボタンの機能］
（0374）、Ag4［シャッターボタンの機能］（0374）
•AAE/AFロックボタンを押し続けなくてもAEロック状態を維持できるように
する→A g1［Fnボタンの機能］（0372）、 A g2［プレビューボタンの機能］
（0373）、A g3［AE/AFロックボタンの機能］（0374）
•シャッターボタンで動画ライブビューの開始や動画撮影の開始と終了ができ
るようにする→ A g4［シャッターボタンの機能］（0374）

•ライブビュー表示中や動画撮影時のフリッカー現象を低減する→ B［フリッ
カー低減］（0381）
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1コマ表示モード（0237）で1マークが表示されている画像が動画で
す。Jボタンを押すと動画を再生します（プログレスバーで再生中の
位置の目安を確認できます）。

❚❚動画再生中の操作方法

動画の再生

一時停止する マルチセレクターの3を押すと、一時停止しま
す。

再生を再開
する

一時停止中または早送り/巻き戻し中にJボタン
を押すと、動画再生を再開します。

操作
ガイド

再生時間/記録時間

音量設定プログレス
バー

1マーク 記録時間
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巻き戻しする/
早送りする

• 動画の再生中
に4 を押すと
巻き戻し、2を
押すと早送りします。同じ方向のボタンを押す
ごとに、巻き戻し/早送りの速度が2倍、4倍、
8倍、16倍に切り替わります。

• 4を押し続けると、最初のコマに移動し、2を
押し続けると、最後のコマに移動します。

• 先頭フレームに
はhアイコン
が、最終フレー
ムにはiアイコンが、画面右上に表示されます。

コマ戻しする/
コマ送りする

• 一時停止中に4または2を押すと、コマ戻し/
コマ送りします。

• 4または2を押し続けると連続でコマ戻し/コ
マ送りします。

10秒進める/
10秒戻す

メインコマンドダイヤルを1クリック回すと、10
秒前または後に移動します。

インデックス
マークに移動
する

動画撮影時に設定したインデックスマークに移
動するには、サブコマンドダイヤルを回します。
サブコマンドダイヤルを回すと、前後のインデッ
クスマークに移動します。

先頭フレーム
に移動する/
最終フレーム
に移動する

動画にインデックスマークがない場合にサブコ
マンドダイヤルを回すと、先頭フレームまたは最
終フレームに移動します。

音量を調節
する

X（T）/ 
W　（S）

X（T）ボタンを押すと音量が大きくなり、
W（S）ボタンを押すと小さくなります。

動画を編集
する

P 一時停止中にPボタンを押すと、［動画編集］画
面を表示します（083）。
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再生を
終了する / K

1またはKボタンを押すと1コマ表示モードに
戻ります。

撮影に戻る 液晶モニターが消灯し、すぐに撮影できます。

A インデックスマーク
インデックスマークが設定された動画（069）
の場合、1コマ表示画面にpマークが表示され
ます。
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撮影した動画を編集できます。

動画の必要な部分を残す

1 1コマ表示モード（0237）で編集したい動画を表示する

2 切り取りたい位置で動画を一時停止
する
•Jボタンを押すと、動画が再生されま
す。再生中にマルチセレクターの3を
押すと、一時停止します。

•プログレスバーで再生中の位置の目安を
確認できます。

•4または2、メインコマンドダイヤル、サブコマンドダイヤルで
再生中の位置を調整できます。

動画の編集

9　 始点/終点の設定
動画の前半、後半、または前後両端を切り取って、
選択した範囲だけを残します。

4　 選択フレームの保存 選択した1フレームを切り出して、JPEG画像として
保存します。

プログレスバー
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3［始点/終点の設定］を選ぶ
• Pボタンを押して、［始点/終点の設定］
を選んでJボタンを押します。

4 始点または終点を選ぶ
•［始点］を選んでJボタンを押すと、
選んだ始点より後ろの部分が残ります。

•［終点］を選んでJボタンを押すと、選んだ終点より前の部分が
残ります。

Pボタン

始点

終点
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5 手順4で選んだ始点、または手順4
で選んだ終点の位置を調整する
•4または2を押して、切り取りたい
位置を調整します。

•メインコマンドダイヤルを1クリック回
すと、10秒前または後に移動します。

•サブコマンドダイヤルを回すと、先頭
フレームまたは最終フレームに移動します。

•動画撮影時にインデックスマークを設定した場合（069）は、
サブコマンドダイヤルを回すと、前後のインデックスマークに移
動します。

6 1を押して決定する

7 保存する動画を確認する
•［プレビュー］を選んでJボタンを押
すと、編集後の動画のプレビューが
再生されます（プレビューを終了す
るには1を押します）。

•［キャンセル］を選んでJボタンを押
すと、手順5の画面に戻ります。
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8 動画ファイルの保存方法を選ぶ
•［新規保存］を選ぶと、編集前の動
画とは別に、新しい動画として保存
します。［上書き保存］を選ぶと、
編集前の画像が上書きされます。

9 動画ファイルを保存する
•Jボタンを押して決定します。

D 動画編集時のご注意
•SDカードに充分な空き容量がない場合、動画編集できません。
•［始点/終点の設定］では、2秒未満の動画は編集できません。
•動画編集で作成した動画の日時情報は、撮影時の日時になります。

A 動画の前後を切り取るには
手順5の画面で、L（U）ボタンを押すと、w（始点）またはx（終点）を切
り換えられ、一度の操作で動画の前後を切り取ることができます。

A 画像編集メニュー［動画編集］
動画編集は、メニュー操作でも行えます（0395）。

L（U）ボタン
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動画の1フレームをJPEG画像として保存する

1 保存したい位置で動画を一時停止
する
•動画の再生中にマルチセレクターの3
を押すと、一時停止します。

2［選択フレームの保存］を選ぶ
• Pボタンを押して、［選択フレームの保
存］を選んでJボタンを押します。

3 JPEG画像として保存したいフ
レームを決める
•保存したいフレームを選んで1を押
します。

Pボタン
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4 JPEG画像を作成する
•［はい］を選んでJボタンを押すと、

JPEGの画像として保存します。

A［選択フレームの保存］で作成した画像について
•画質モード［FINE］（0114）のJPEG画像を作成します。
•画像編集はできません。
•再生時の画像情報（0242）で表示されない項目があります。
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P、S、A、Mモードで撮影する

撮影モードP、S、A、Mでは、撮影の意図に応じて、
シャッタースピードと絞りのそれぞれを自分で設定
したり、カメラまかせにしたりすることができます。

撮影モードP、S、A、Mを使う

P プログラムオート
（090）

シャッターチャンスを逃したくないスナップ撮影な
どに使います。シャッタースピードと絞り値の両方を
カメラが自動制御します。

S シャッター優先
オート（091）

被写体の動きを強調して撮影したいときなどに使い
ます。シャッタースピードを自分で設定し、絞り値は
カメラが自動制御します。

A 絞り優先オート
（092）

背景のぼかし方を調節して撮影したいときなどに使
います。絞り値を自分で設定し、シャッタースピード
はカメラが自動制御します。

M マニュアル
（094）

シャッタースピードと絞り値の両方を自分で設定し
ます。長時間露出（バルブ、タイム）撮影も、この
モードで行います。

D 使用レンズについてのご注意
•CPUレンズ（Gタイプ、Eタイプレンズを除く）の絞りリング（0433）は、必
ず最小絞り（一番大きい数値）にセットしてください。

•非CPUレンズをお使いの場合は、撮影モードAまたはMで撮影してください（そ
の他のモードではシャッターがきれません）。絞りの設定や確認はレンズの絞
りリングで行って撮影してください。詳しくは「使用できるレンズ」（0430）
をご覧ください。
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P（プログラムオート）
被写体の明るさに応じて露出が適正になるように、カメラがシャッター
スピードと絞り値を自動的に決定します。同じ露出でシャッタースピー
ドと絞り値の組み合わせを変える「プログラムシフト」も行えます。

A プログラムシフト
撮影モードPでは、カメラがシャッタースピー
ドと絞り値を決めますが、半押しタイマーが
オンのときに次の方法で「プログラムシフト」
を行うと、適正露出のまま、シャッタースピー
ドと絞り値の組み合わせを変えられます。プ
ログラムシフト中はファインダー内表示にプ
ログラムシフトマークOが点灯します。
•背景をぼかしたい（絞り値を小さくする）場
合や動きの速い被写体を撮影したい（速い
シャッタースピードにする）場合にはメイン
コマンドダイヤルを右に回してください。

•近くから遠くまでピントの合った写真を撮
影したい（絞り値を大きくする）場合や被写
体の動きを強調したい（遅いシャッタース
ピードにする）場合にはメインコマンドダイ
ヤルを左に回してください。

•プログラムシフトを解除するには、プログラムシフトマークOが消灯するまで
メインコマンドダイヤルを回してください。電源をOFFにしたときや、他の撮
影モードに切り換えたときも、プログラムシフトは解除されます。

A 関連ページ
•「撮影モードP（プログラムオート）のプログラム線図」（0465）
•「ファインダー撮影時の半押しタイマーについて」（038）

メインコマンドダイヤル

ファインダー内表示
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S（シャッター優先オート）
シャッタースピードを自分で決めると、露出
が適正になるようにカメラが自動的に絞り値
を決定します。動きの速い被写体の撮影や、
遅いシャッタースピードで被写体の動きを強
調する撮影に適しています。シャッタース
ピードは、半押しタイマーがオンのときにメ
インコマンドダイヤルを回して設定します。
•シャッタースピードは1/4000（u）～

30秒（q）、vに設定できます。

A 関連ページ
表示パネルでA/% が点滅したときは→「警告メッセージ」（0476）

メインコマンドダイヤル

表示パネル
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A（絞り優先オート）
絞り値を自分で決めると、露出が適正にな
るようにカメラが自動的にシャッタース
ピードを決定します。絞り値を設定するに
は、半押しタイマーがオンのときにサブコ
マンドダイヤルを回します。
•設定できる最小絞り値、開放F値はレンズ
の種類によって異なります。 サブコマンドダイヤル

表示パネル
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A 非CPUレンズを取り付けた場合
非CPUレンズ（0435）を装着してセットアッ
プメニューの［レンズ情報手動設定］（0232）
でレンズの開放絞り値（開放F値）を設定した
場合は、表示パネルとファインダー内表示に
絞り値が表示されます。絞り値の設定は、レ
ンズの絞りリングで行ってください。この場
合、絞りリングによる中間絞りの設定は可能
ですが、表示は1段単位になります。
•開放絞り値を設定しない場合は、表示パネルとファインダー内の絞り値表示が
開放からの絞り段数表示（F、開放絞りはFA）となりますので、絞り値の
設定と確認は、レンズの絞りリングで行ってください。

A 被写界深度のプレビュー
Pvボタンを押している間、レンズの絞り羽根が
絞り込まれます。この状態でファインダーをの
ぞくと、そのときの絞り値のおおよその被写界
深度（ピントの合う前後の範囲）が確認できま
す。内蔵フラッシュや別売のニコンクリエイ
ティブライティングシステム（0437）対応ス
ピードライト使用時は、モデリング発光をしま
す。モデリング発光をしないようにするには、
カスタムメニューe5［モデリング発光］を［し
ない］に設定してください（0353）。

Pvボタン
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M（マニュアル）
シャッタースピードと絞り値の両方を自分で決定します。花火や星空な
どを長時間露出（バルブ撮影、タイム撮影、096）で撮影する場合に
はこの撮影モードを使います。半押しタイマーがオンのときに、露出イ
ンジケーターを確認しながら、コマンドダイヤルを回してシャッタース
ピードと絞り値を設定します。
•メインコマンドダイヤルを回すと、シャッタースピード表示が変化し
ます。設定したいシャッタースピード（1/4000（u）～30秒
（q）およびA（バルブ）、%（タイム）、v）に合わせ
てください。

•サブコマンドダイヤルを回すと、絞り値が変化します。
•設定できる最小絞り値、開放F値はレンズの種類によって異なります。

サブコマンドダイヤル

メインコマンドダイヤル

絞り値の
設定

シャッター
スピードの

設定
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A AFマイクロレンズ装着時の露出倍数について
AFマイクロレンズをカメラに装着して、外部露出計の測光値を参考に絞り値を
サブコマンドダイヤルでセットする場合、露出倍数を考慮する必要はありませ
ん。レンズの絞りリングでセットする場合だけ、露出倍数を考慮した補正が必
要になります。

A 露出インジケーターについて
撮影モードがMのときの適正露出との差が、表示パネルとファインダー内表示に
表示されます。この「露出インジケーター」の見方は次の通りです（表示内容
はカスタムメニュー b2［露出設定ステップ幅］（0331）の設定によって変化
します）。

•長時間露出（バルブ、タイム）撮影時（096）は、露出インジケーターは表
示されません。

D 露出の制御ができないときの警告について
光量がカメラの測光範囲を超えて露出の制御ができない場合や、ライブビューで
の露出制御範囲を超えた場合には、露出インジケーターが点滅して警告します。

A 関連ページ
インジケーターの＋/－方向を変更する→A f8［インジケーターの＋/－方向］
（0367）

［露出設定ステップ幅］が［1/3段］のとき

適正露出の場合
1/3段

アンダーの場合
2段

オーバーの場合

表示
パネル

ファイン
ダー内表示
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長時間露出で撮影する（撮影モードMのみ）
長時間露出撮影には、バルブ撮影とタイム撮影の2種類があります。花
火や夜景、星空の撮影や、自動車のライトの流れを表現したいときなど
に使います。

バルブ撮影

シャッターボタンを押し続けている間シャッターが開いたまま
になり、シャッターボタンを放すとシャッターが閉じます。
• リモコン ML-L3（別売）の送信ボタンを押すと、シャッタース
ピードをA（バルブ）にしていても、タイム撮影になります。

タイム撮影
シャッターボタンを全押しするとシャッターが開いたままにな
り、もう一度全押しするとシャッターが閉じます。

シャッタースピードを35秒、
絞り値をF25にして撮影した場合の画像
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❚❚バルブ撮影する

1 撮影モードダイヤルをM
に合わせる

2 メインコマンドダイヤルを回して、シャッタースピードを
A（バルブ）に設定する

3 ピントを合わせて、撮影を開始する
•シャッターボタンを全押しして撮影を開始します。シャッターボ
タンは押し続けてください。

4 撮影を終了する
•シャッターボタンを放すと、撮影が終了します。

撮影モードダイヤル

メインコマンドダイヤル 表示パネル
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❚❚タイム撮影する

1 撮影モードダイヤルをM
に合わせる

2 メインコマンドダイヤルを左に回して、シャッタースピー
ドを%（タイム）に設定する

3 ピントを合わせて、撮影を開始する
•シャッターボタンを全押しすると、シャッターが開き、撮影を開
始します。

4 もう一度シャッターボタンを全押しして撮影を終了する
•シャッターが開いてからボタンを押さないまま30分経つと、
シャッターが自動的に閉じて撮影を終了します。

撮影モードダイヤル

メインコマンドダイヤル 表示パネル
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A 別売のリモコンML-L3をお使いの場合
撮影前に、静止画撮影メニューの［リモコンモード設定（ML-L3）］でリモコン
モード（［2秒リモコン］、［瞬時リモコン］、［ミラーアップリモコン］）を設定し
てください（0194）。

A 長時間露出について
•手ブレを抑えるために三脚や別売のリモコン、ワイヤレスリモートコントロー
ラーまたは、リモートコードなどが必要です（0447）。ワイヤレスリモート
コントローラーとリモートコードのシャッターボタンは、カメラのシャッター
ボタンと同様に機能します。

•適正露出に影響を与える接眼部からの逆入射光を防ぐため、シャッターボタン
を押す前に付属のアイピースキャップを取り付けてください（0107）。

•露光時間が長くなると、画像にノイズ（ざらつき、むら、輝点）が発生するこ
とがあります。このノイズは、あらかじめ静止画撮影メニューの［長秒時ノイ
ズ低減］（0315）を［する］にしておくことで低減できます。

•撮影中のバッテリー切れを防ぐため、充分に充電されたバッテリー、または別
売のパワーコネクターとACアダプターを組み合わせてお使いになることをお
すすめします。
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ユーザーセッティングモード
U1、U2を使う

よく使う機能（ユーザーセッティング）を、あらかじめ撮影モードダイ
ヤルU1とU2に登録すると、撮影モードダイヤルを切り換えるだけで、登
録したユーザーセッティングの内容で撮影できます。

ユーザーセッティングを登録する

1 登録したい撮影モード
を選ぶ

U1、U2にユーザーセッティングを登録
する

撮影モードダイヤル
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2 登録したい撮影機能を設定する
•ユーザーセッティングモードU1、U2には、次の撮影機能を登録で
きます。

– 静止画撮影メニュー項目（0308）
– 動画撮影メニュー項目（0316）
– カスタムメニュー項目（0322）
– シャッタースピード（撮影モードS、M）、絞り値（撮影モー
ドA、M）、プログラムシフト（撮影モードP）、露出補正、調
光補正、フラッシュモード、フォーカスポイント、測光モー
ド、AFモード、AFエリアモード、オートブラケティング

3 セットアップメニューの［ユー
ザーセッティングの登録］を選ぶ
•Gボタンを押して、セットアップ
メニューの［ユーザーセッティングの
登録］を選んでマルチセレクターの
2を押します。

D 登録できない撮影機能について
静止画撮影メニューまたは動画撮影メニューでは、一部登録できない撮影機能
があります。詳しくは「静止画撮影メニュー」（0308）または「動画撮影メ
ニュー」（0316）をご覧ください。

Gボタン
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4 設定を登録したいユーザーセッ
ティングモードを選ぶ
•［U1に登録］または［U2に登録］の
いずれかを選んで、2を押します。

5 ユーザーセッティングを登録する
•1または3で、［はい］を選んでJ
ボタンを押すと、選んだユーザー
セッティングモードに現在の設定内
容が登録されます。

6 登録したユーザーセッ
ティングで撮影する
•撮影モードダイヤルをU1
またはU2に合わせると、
登録したユーザーセッ
ティングの内容で撮影で
きます。

撮影モードダイヤル
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登録したユーザーセッティングをリセットする

1 セットアップメニューの［ユーザー
セッティングのリセット］を選ぶ
•Gボタンを押して、セットアップメ
ニューの［ユーザーセッティングのリ
セット］を選んでマルチセレクターの
2を押します。

2 リセットしたいユーザーセッティ
ングモードを選ぶ
•［U1をリセット］または［U2をリ
セット］のいずれかを選んで、2を
押します。

3 ユーザーセッティングをリセット
する
•1または3で、［はい］を選んでJ
ボタンを押すと、選んだユーザー
セッティングモードに登録された設
定内容が、初期設定（撮影モードP）
に戻ります。

Gボタン
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レリーズモード

レリーズモードダイヤルロックボタンを押
しながら、レリーズモードダイヤルを回すと
（07）、シャッターをきる（レリーズする）
ときの動作を設定できます。

1コマ撮影や連続撮影、静音撮影
など、レリーズモードを変更する

レリーズモード 内容

S　 1コマ撮影 シャッターボタンを全押しするたびに1コマずつ撮影します。

T　 低速連続撮影 シャッターボタンを全押ししている間、約1～6コマ/秒※1で
連続撮影できます※2。

U　 高速連続撮影 シャッターボタンを全押ししている間、約6.5コマ/秒で連続撮
影できます※2。動きのある被写体などに使用すると便利です。

J　 静音撮影

1コマ撮影時より静かに撮影したい場合に適しています。静音撮
影では、シャッターボタンを全押ししている間はミラーダウン
しません。シャッターボタンを半押し状態に戻すとミラーダウ
ンするため、ミラーダウン音のタイミングを遅らせることがで
きます。また、ミラーダウンする音も1コマ撮影に比べ静かです。
• 静音撮影時には、カスタムメニュー d1［電子音設定］
（0336）の設定にかかわらず、電子音は鳴りません。

M　 静音連続撮影 シャッターボタンを全押ししている間、約3コマ/秒で連続静
音撮影します※2。

E　 セルフタイマー撮影
セルフタイマー撮影ができます（0106）。

V　 ミラーアップ撮影

カメラ本体のミラーアップを行い、撮影時にミラーアップの
振動によるブレを防ぐことができます（0108）。超望遠撮
影時や接写撮影時に効果的です。
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※1 カスタムメニューd2［低速連続撮影］（0337）で設定した連続撮影速度にな
ります。

※2 連続撮影速度は、AFモードがAF-C、撮影モードSまたはM、1/200 秒以上の高速
シャッタースピード、電源がEN-EL15で、その他が初期設定のときの値です。

A 連続撮影可能コマ数について
•シャッターボタンを半押しすると、連続撮影可能
コマ数が、表示パネルとファインダー内に表示さ
れます。右図の場合、撮影速度を維持しながら最
低41コマ続けて撮影できることを示しています。

•連続撮影は最大100コマまでできます。ただし、
「tAA」と表示されたとき、連続撮影速度が低下
します。

•表示される連続撮影可能コマ数は、おおよその目安
です。撮影条件によって増減することがあります。

A ライブビュー撮影時の連続撮影について
ライブビュー時に連続撮影をする場合、シャッターボタンを全押ししている間、撮影し
た画像が表示されます。画像が表示されている間は、ライブビューは表示されません。

A 連続撮影時の記録について
•内蔵フラッシュが発光する場合（0181）は、連続撮影できません。
• SDカードの性能や撮影条件によっては、数十秒から1分間程度SDカードアクセスラ
ンプが点灯します。SDカードアクセスランプの点灯中にカメラからSDカードを取り
出さないでください。データが消失するだけでなく、カメラとSDカードに不具合が
生じるおそれがあります。

• SDカードアクセスランプ点灯中に電源をOFFにすると、撮影された全ての画像がSD
カードに記録されてから電源が切れます。

•連続撮影時にバッテリーの残量がなくなった場合は、撮影は行わず、撮影済みの画像
データがSDカードに記録されて終了します。

A 連続撮影速度について
次の場合など、条件によって連続撮影速度が遅くなることがあります。
•シャッタースピードが低速の場合
•感度自動制御を［する］にして感度が自動制御されているとき（0134）
•バッテリー残量が少ないとき
•レンズの絞りを著しく絞り込んだ場合
• VRレンズ使用時にレンズの手ブレ補正スイッチをONにしたとき
•非 CPUレンズ装着時およびカスタムメニュー f5［コマンドダイヤルの設定］の［絞
り値の設定方法］を［絞りリング］に設定した場合（0364）

A 関連ページ
•連続撮影時に撮影コマ数を制限する →A d3［連続撮影コマ数］（0337）
•「記録可能コマ数と連続撮影可能コマ数」（0495）
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セルフタイマーによる撮影は記念写真など、撮影者自身も一緒に写りた
いときなどに便利です。セルフタイマー撮影時は、三脚などを使ってカ
メラを固定してください。

1 レリーズモードダイヤ
ルをE（セルフタイ
マー撮影）に合わせる
•レリーズモードダイヤル
ロックボタンを押しなが
ら、Eに合わせます。

2 構図を決め、ピントを合わせる
• AFモードがAF-Sでピントが合ってい
ないときなど、カメラのシャッター
がきれない状態ではセルフタイマー
は作動しません。

3 セルフタイマー撮影を開
始する
•シャッターボタンを全押し
すると、セルフタイマーラ
ンプが約8秒間点滅後、約
2秒間点灯して合計で約10秒後にシャッターがきれます。

•レリーズモードダイヤルを他のモードに切り換えると、セルフタ
イマーは解除されます。

セルフタイマーを使って撮影する（E）

レリーズモード
ダイヤル



107

A セルフタイマー撮影時のフラッシュについて
•内蔵フラッシュを手動で上げる撮影モード（0183）でフラッシュを使って撮
影したいときは、撮影を開始する前にM（Y）ボタンを押して内蔵フラッシュ
を上げ、ファインダー内表示のc（フラッシュアイコン）が点灯するまでお待
ちください。セルフタイマーの作動中にフラッシュを上げると、撮影は中止さ
れます。

•内蔵フラッシュが発光するときは、カスタムメニュー c3［セルフタイマー］の
［撮影コマ数］（0334）を2コマ以上に設定していても、連続撮影はできません。

A ファインダーから顔を離して撮影するときは
•ファインダーから顔を離して撮影するときは、ファインダーから入った光が適
正露出や画像に影響を与えることを防ぐため、付属のアイピースキャップを取
り付けることをおすすめします。

•アイピースキャップは、接眼目当てを取り外し（①）、図のように取り付けま
す（②）。接眼目当てを取り外すときは、カメラをしっかりと支えてください。

A 関連ページ
•セルフタイマーの作動時間、撮影コマ数、撮影間隔を設定する →A c3［セル
フタイマー］（0334）

•セルフタイマー撮影時の電子音を設定する →A d1［電子音設定］（0336）

接眼目当て アイピースキャップ
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ミラーアップ撮影すると、撮影時にミラーアップの振動によるブレを防
ぐことができます。
•レリーズモードダイヤルロックボタンを押しながら、レリーズモード
ダイヤルをV（ミラーアップ撮影）に合わせます。

•シャッターボタンを半押ししてピントと露出を合わせた後、全押しす
るとミラーアップします。もう一度シャッターボタンを全押しすると
撮影できます。

ミラーアップ撮影する（V）

D ミラーアップ中のご注意
•ファインダーで構図を確認できません。
•オートフォーカスと測光は使えません。

A ミラーアップ撮影について
•ブレを防ぐため、シャッターボタンは静かに押してください。
•撮影が終了すると、ミラーダウンします。
•三脚の使用をおすすめします。
•ミラーアップ撮影時には、別売のリモートコード（0447）を使うと効果的です。
•リモコンを使ってミラーアップ撮影する方法については、「別売のリモコン

ML-L3を使って撮影する（4）」（0194）をご覧ください。
•ミラーアップしたまま約30秒経過すると、自動的にシャッターがきれます。

レリーズモードダイヤルロックボタン

レリーズモードダイヤル
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画像の記録

撮像範囲を切り換えて撮影できます。

❚❚撮像範囲設定
このカメラで設定できる撮像範囲は次の通りです。撮像範囲は、静止画撮
影メニューまたは動画撮影メニューの［撮像範囲］の［撮像範囲設定］で
設定するか（0111）、Fnボタンとコマンドダイヤルで設定します（0112）。

撮像範囲を変更する

c FX（36 × 24）1.0×
（FXフォーマット）

35mm判カメラに準じた画角の FXフォー
マット（35.9×24.0 mm）で画像を記録しま
す。35mm判カメラ用のニッコールレンズを
装着して撮影するときに設定します。

Z 1.2×（30 × 20）1.2×

29.9×19.9 mmで画像を記録します。レンズ
に表記されている焦点距離の約1.2倍のレン
ズに相当する画角になります。動画撮影メ
ニューでは選べません。

a DX（24 × 16）1.5×
（DXフォーマット）

DXフォーマット（23.5×15.7 mm）で画像を
記録します。レンズに表記されている焦点距離
の約1.5倍のレンズに相当する画角になります。

DXレンズの
イメージサークル

DX（24×16）1.5×

FX（36×24）1.0×

35mm判カメラ用
レンズの
イメージサークル

1.2×（30×20）1.2×
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❚❚ DX自動切り換え
静止画撮影メニューまたは動画撮影メニュー［撮像範囲］の［DX自動
切り換え］では、DXレンズを装着したときに自動的に撮像範囲を［DX
（24×16）1.5×］（DXフォーマット）に切り換えるかどうかを設定で
きます。

する DXレンズを装着すると、自動的に撮像範囲を［DX（24×16）
1.5×］に切り換えます。

しない 自動的に切り換えません。

D「ケラレ」について
DXレンズは通常の35mm判カメラ用レンズに比べ、イメージサークルが小さく
なっています。このため、DXレンズを装着して［DX自動切り換え］を［しな
い］に設定して［撮像範囲設定］を［FX（36 × 24）1.0×］または［1.2×
（30× 20）1.2×］にして撮影すると、画面周辺部が黒くなることがあります。
これを「ケラレ」といいます。ファインダー上ではケラレがないように見えて
も、撮影した画像を再生すると周辺部が暗くなっていることや、充分な解像度
が得られないことがあります。

A ファインダーの表示について
撮像範囲が［1.2×（30×20）1.2×］または［DX（24×16）1.5×］のとき
は、下図のように表示します。

1.2×（30×20）1.2× DX（24×16）1.5×
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❚❚メニューの［撮像範囲］で設定する場合

1 静止画撮影メニューまたは動画撮影
メニューの［撮像範囲］を選んでマ
ルチセレクターの2を押す

2［撮像範囲設定］を選ぶ
•［撮像範囲設定］を選んで2を押す
と、［撮像範囲設定］画面が表示され
ます。

3 設定したい撮像範囲を選ぶ
•設定したい撮像範囲を選んで、Jボタ
ンを押します。

•設定に応じた撮像範囲がファインダー
内で確認できます（0110）。
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❚❚ Fnボタンとコマンドダイヤルで設定する場合

1 カスタムメニュー f2［Fnボタンの機能］の［コマンドダ
イヤル併用時の動作］（0360）を［撮像範囲選択］に設
定する
• Fnボタンとコマンドダイヤルの組み合わせに対して、撮像範囲の
選択機能が割り当てられます。

2 Fnボタンを押しながら、
メインコマンドダイヤ
ルまたはサブコマンド
ダイヤルを回す

•設定に応じた撮影範囲がファインダー内で確認できます
（0110）。
• Fnボタンを押すと、表示パネルやファ
インダー内表示、インフォ画面で撮像
範囲の設定を確認できます。

撮像範囲 表示

FX（36 × 24）1.0×（FXフォーマット） 36 - 24

1.2×（30 × 20）1.2× 30 - 20

DX（24 × 16）1.5×（DXフォーマット） 24 - 16

メインコマンド
ダイヤル

Fnボタン
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A 撮像範囲の表示について
撮像範囲は、インフォ画面に表示されます（012）。

D 撮像範囲の切り換えについて
撮像範囲の［DX自動切り換え］を［する］（0110）に設定してDXレンズを装
着している場合、Fnボタンでは撮像範囲は切り換えられません。

A 撮像範囲を変更したときの画像サイズについて
同じ画像サイズに設定した場合でも、［撮像範囲］の設定によって、撮影画像の
ピクセル数が変化します（0117）。

A 関連ページ
•「動画ライブビュー時の撮像範囲」（075）
•Pvボタンで撮像範囲を切り換える → A f3［プレビューボタンの機能］（0361）
•AAE/AFロックボタンで撮像範囲を切り換える → A f4［AE/AFロックボタン
の機能］（0361）

•「記録可能コマ数と連続撮影可能コマ数」（0495）
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画像を記録する際の画質モードを選びます。

❚❚画質モードの設定方法
X（T）ボタンを押しながら、メインコマンドダイヤルを
回す
•画質モードは、インフォ画面に表示されます。

画質モードを変更する

画質モード ファイル形式 内容

RAW　 NEF　
撮像素子の生データ（RAW形式）を記録しま
す。撮影時に設定したホワイトバランスやコン
トラストなどを、撮影後に変更できます。

FINE　

JPEG　

画像データを約1/4に圧縮して記録します
（サイズ優先時）。

NORMAL　
画像データを約1/8に圧縮して記録します
（サイズ優先時）。

BASIC　
画像データを約1/16に圧縮して記録します
（サイズ優先時）。

RAW＋FINE　

NEF ＋ JPEG　

RAWとJPEG（FINE）の2種類の画像を同時に
記録します。

RAW＋
NORMAL　

RAWとJPEG（NORMAL）の2種類の画像を同
時に記録します。

RAW＋BASIC　 RAWとJPEG（BASIC）の2種類の画像を同時
に記録します。

高

画質

低

X（T）
ボタン

メインコマンド
ダイヤル

インフォ画面
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A RAW画像について
•画質モードでRAWを選んだ場合、画像サイズは設定できません。RAWで保存
した画像を付属のViewNX 2やCapture NX-Dなどで表示すると、画像サイズ
はLと同じになります。

•現像には画像編集メニューの［RAW現像］（0 408）、または付属のソフト
ウェアViewNX 2やCapture NX-Dを使います。

•ViewNX 2は付属のViewNX 2 CD-ROMを使ってインストールできます。
•Capture NX-Dは、ViewNX 2インストーラー（0257）に表示されているリ
ンクからダウンロードしてインストールできます。

A RAW画像とJPEG画像の同時記録について
•画質モード［RAW＋FINE］、［RAW＋NORMAL］、［RAW＋BASIC］で撮影し
たとき、カメラではJPEG画像のみを再生します。SDカードを1枚使用している
場合、JPEG画像と同時記録されたRAW画像はパソコンでのみ再生できます。

•SDカードを1枚使用している場合や、SDカードを2枚使用していても［スロッ
ト2の機能］（0118）が［順次記録］または［バックアップ記録］の場合、
RAW画像と同時記録されたJPEG画像をカメラ上で削除すると、RAW画像も削
除されます。

•［スロット2の機能］（0118）を［RAW+JPEG 分割記録］に設定してSDカー
ドを2枚使用している場合、RAW画像がスロット1に、JPEG画像がスロット2
に記録されます。RAW画像と同時記録されたJPEG画像をカメラ上で削除して
も、RAW画像は削除されません。

A JPEG画像の圧縮率について
画像データの圧縮率は目安です。撮影するシーンやISO感度によっては圧縮率が
大きく変わる場合があります。

A［画質モード］について
画質モードは静止画撮影メニュー（0308）でも設定できます。

A 関連ページ
「記録可能コマ数と連続撮影可能コマ数」（0495）
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❚❚ JPEG画像の圧縮方式を選ぶ
静止画撮影メニュー［JPEG圧縮］を選んで、画質モードがJPEG（FINE）、
JPEG（NORMAL）、JPEG（BASIC）の画像を記録するときの圧縮方式
を設定します。

❚❚ RAW画像の圧縮方式を選ぶ
静止画撮影メニュー［RAW記録］で［記録方式］を選んで、RAW画像
の記録時の圧縮方式を設定します。

❚❚ RAW画像の記録ビット数を選ぶ
静止画撮影メニュー［RAW記録］で［記録ビットモード］を選んで、
RAW画像の記録ビット数を設定します。

O サイズ優先 ファイルサイズがほぼ一定になるように圧縮します。

P 画質優先
画質の劣化を抑えて圧縮します。画像によってファイルサイズ
は異なります。

N ロスレス
圧縮RAW

可逆圧縮します（データを完全に復元できます）。非圧縮時
のファイルサイズに対して、約60～80%に圧縮して記録し
ます。

O 圧縮RAW
非可逆圧縮します（データは完全には復元できません）。非
圧縮時のファイルサイズに対して、約45～65％に圧縮して
記録します。

q 12ビット記録 RAW画像を12ビットで記録します。

r 14ビット記録
RAW画像を14ビットで記録します。［12ビット記録］の
場合よりもさらに豊かな階調表現になります。画像のファ
イルサイズは［12ビット記録］よりも大きくなります。
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画像を記録する際の画像サイズ（大きさ）を、［サイズL］、［サイズM］、
［サイズS］から設定できます。画像サイズは撮像範囲との組み合わせで変
わります（0109）。

※ピクセル数÷出力解像度（dpi）×2.54 cmで計算しています。

❚❚画像サイズの設定方法
X（T）ボタンを押しながら、サブコマンドダイヤルを回す
•画像サイズは、インフォ画面に表示されます。

画像サイズを設定する

撮像範囲 画像サイズ
プリント時の大きさ

（出力解像度300dpiの場合）※

FX（36 × 24）
1.0×

L （6016×4016ピクセル） 約50.9×34.0 cm

M（4512×3008ピクセル） 約38.2×25.5 cm

S （3008×2008ピクセル） 約25.5×17.0 cm

1.2×（30 × 20）
1.2×

L （5008×3336ピクセル） 約42.4×28.2 cm

M（3752×2504ピクセル） 約31.8×21.2 cm

S （2504×1664ピクセル） 約21.2×14.1 cm

DX（24 × 16）
1.5×

L （3936×2624ピクセル） 約33.3×22.2 cm

M（2944×1968ピクセル） 約24.9×16.7 cm

S （1968×1312ピクセル） 約16.7×11.1 cm

A［画像サイズ］について
画像サイズは静止画撮影メニュー（0308）でも設定できます。

サブコマンド
ダイヤル

X（T）
ボタン

インフォ画面
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Gボタンを押して、静止画撮影メニュー［スロット2の機能］を選ぶ
と、2つあるSDカードスロットの両方を使って画像を記録するときのス
ロット2の機能を設定できます。

2枚のSDカードに記録する（スロット
2の機能）

P 順次記録 スロット1から優先的に記録し、空き容量がなくなっ
たら、記録先をスロット2に変更します。

Q バックアップ記録 バックアップ用として同じ画像をスロット1、スロッ
ト2に記録します。

R RAW+JPEG分割
記録

•［画質モード］が［RAW + FINE］、［RAW +
NORMAL］、または［RAW + BASIC］の場合、
スロット1にRAW画像、スロット2にJPEG画像を
記録します。

• その他の画質モードの場合は、同じ画像をスロッ
ト1とスロット2の両方に記録します。

A［バックアップ記録］と［RAW+JPEG分割記録］について
•表示パネルとファインダー内表示の記録可能コマ数には、記録可能コマ数が少
ないスロットのコマ数を表示します。

•どちらか一方のスロットの空き容量がなくなると、シャッターがきれなくなり
ます。

A 動画を記録するスロットについて
動画撮影メニューの［ファイル記録先］で、記録するスロットを設定できます
（0317）。
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フォーカス

フォーカスモードセレクターを
AFに合わせると、オートフォー
カスになります。ここでは、ファ
インダーを見ながら撮影すると
きの、オートフォーカスでのピ
ントの合わせ方について説明し
ています。

AFモードを設定する

オートフォーカスで撮影する

AF-A AFサーボモード
自動切り換え

被写体が静止しているときはAF-S、動いているとき
はAF-Cに自動的に切り替わります。

AF-S シングル
AFサーボ

静止している被写体の撮影に適しています。シャッ
ターボタンを半押しすると、ピントが合った時点で
フォーカスがロックされます。
• 初期設定はピントが合うとシャッターがきれる
フォーカス優先モードです（0325）。

AF-C コンティニュアス
AFサーボ

ファインダー内のピント表示（●）がいったん点灯し
てもフォーカスロックはされず、シャッターをきるま
でピントを合わせ続けるモードです。スポーツなど動
きのある被写体の撮影に適しています。シャッターボ
タンの半押しを続けると、被写体が動いている場合に
は予測駆動フォーカス（0120）に切り替わり、被写
体の動きに合わせてピントを追い続けます。
•初期設定ではピントの状態に関係なく、いつでもシャッ
ターがきれるレリーズ優先モードです（0325）。

フォーカスモードセレクター
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❚❚ AFモードの変更方法
AFモードボタンを押しな
がら、メインコマンドダイ
ヤルを回す
• AFモードは、表示パネルと
ファインダー内表示に表示
されます。

A 予測駆動フォーカスについて
ファインダー撮影時のAFモードがAF-Cのときや、AF-Aに設定していて自動的
にAF-Cに切り替わったときは、シャッターボタンの半押し時に被写体が近づい
てきたり遠ざかっていくのをカメラが認識すると、自動的に予測駆動フォーカ
スに切り替わります。予測駆動フォーカスが作動すると、シャッターがきれる
時点での到達位置を予測しながらピントを合わせ続けます。

A 関連ページ
•AF-Cをフォーカス優先モードにする →A a1［AF-Cモード時の優先］（0325）
•AF-Sをレリーズ優先モードにする →A a2［AF-Sモード時の優先］（0325）
•サブコマンドダイヤルでAFモードを切り換えられるようにする→A f5［コマ
ンドダイヤルの設定］の［メインとサブの入れ換え］（0363）

•ライブビュー /動画撮影時のAFモードを設定する →「AFモードを変更する」
（057）

メインコマンド
ダイヤル

AFモードボタン

AF-A AF-S AF-C
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AFエリアモードを変更する
AFエリアモード 内容

シングルポイント
AF

フォーカスポイントを自分で選べます（0125）。選んだ
フォーカスポイントだけを使ってピント合わせをします。静
止している被写体の撮影に適しています。

ダイナミックAF・
9点

AFモードのAF-AまたはAF-C（0119）との組み合わせで、
撮影者が選んだ1つのフォーカスポイントから被写体が一時
的に外れても、周辺のフォーカスポイントからのピント情報
を利用してピントを合わせます。
• ダイナミックAF・9点：構図を決めて撮影するときや、被
写体の動く方向が予測でき、フォーカスポイントで被写体
をとらえやすい撮影に適しています（例：陸上競技やモー
タースポーツ）。

• ダイナミックAF・21点：動きがランダムで予測しにくい被
写体の撮影に適しています（例：フィールドスポーツ）。

• ダイナミックAF・51点：被写体の動きが速く、選んだフォー
カスポイントで被写体をとらえにくい場合の撮影に適して
います（例：野鳥撮影）。

ダイナミックAF・
21点

ダイナミックAF・
51点

3D-トラッキング

AFモードのAF-AまたはAF-C（0119）との組み合わせで、
51点全てのフォーカスポイントを使って被写体を追尾する
3D-トラッキングになります。選んだフォーカスポイントで被
写体にピントを合わせると、シャッターボタンを半押しして
いる間は被写体の動きに合わせて、フォーカスポイントを自
動的に切り換えて被写体にピントを合わせ続けます。左右に
動く被写体を自由な構図で撮影するのに適しています（例：
テニス）。
• カメラが途中で被写体を見失ってしまった場合は、いった
んシャッターボタンを放して、もう一度被写体にフォーカ
スポイントを合わせてください。
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グループエリア
AF

撮影者が選んだフォーカスポイント（グループ）を使ってピ
ント合わせをします。広い範囲で被写体をとらえるため、
誤って背景にピントが合ってしまうことが起こりにくくなり
ます。1つのフォーカスポイントではとらえにくい被写体を
撮影する場合に適しています。
• AFモードがAF-Sのときは、人物の顔を認識します。その場
合は、認識した顔を優先してピントを合わせます。

オートエリアAF

カメラが自動的に全てのフォー
カスポイントから被写体を判別
してピントを合わせます。また、
人物の顔を認識した場合は優先
してピントを合わせます。
• AFモードがAF-Sのときは、ピ
ントが合ったフォーカスポイ
ント全てを約1秒間表示します。AF-CまたはAF-Aに設定
していて自動的にAF-Cに切り替わったときは、ピントが
合った複数のフォーカスポイントを一瞬表示してから、主
に使用するフォーカスポイント1点を表示します。

AFエリアモード 内容
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❚❚ AFエリアモードの変更方法
AFモードボタンを押しな
がら、サブコマンドダイヤ
ルを回す
• AFエリアモードは、表示パ
ネルとファインダーに表示
されます。

A AFエリアモードの表示について
表示パネルおよびファインダー内表示の各AFエリアモードの表示は次のように
なります。

※実際にファインダーに表示されるフォーカスポイントは1点のみです。
ピント情報として利用する周辺のフォーカスポイントの数を選択できます。

サブコマンド
ダイヤル

AFモードボタン

表示パネル ファインダー内表示

AFエリアモード 表示パネル ファインダー内表示

シングルポイントAF

ダイナミックAF・9点※

ダイナミックAF・21点※

ダイナミックAF・51点※

3D-トラッキング

グループエリアAF

オートエリアAF
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A 3D-トラッキングについて
3D-トラッキングでは、半押ししていったんピントが合った時点で、選んだ
フォーカスポイント周辺の色を記憶します。そのため、被写体の色が周囲の色
と似ていたり、半押し開始時の被写体が小さいと、うまく動作しない場合があ
ります。

A マニュアルフォーカス時のAFエリアモードについて
AFエリアモードは自動的にシングルポイントAFになります。

A 関連ページ
•AFロックオンを解除する →A a3［AFロックオン］（0326）
•ダイナミックAF時やグループエリアAF時のフォーカスポイントの見え方を変
える → A a4［フォーカスポイント表示］（0327）

•メインコマンドダイヤルで AF エリアモードを切り換えられるようにする →
A f5［コマンドダイヤルの設定］の［メインとサブの入れ換え］（0363）

•ライブビュー /動画撮影時のAFエリアモードを設定する →「AFエリアモード
を変更する」（058）
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フォーカスポイントを自分で選ぶ
このカメラには、51カ所のフォーカスポイント（自動でピント合わせを
行う領域）があります。フォーカスポイントを自分で選ぶことで、構図
を自由に変えられます。

1 フォーカスポイント
ロックレバーのロック
を解除する
•フォーカスポイントロッ
クレバーを回して・に合
わせ、ロックを解除する
と、マルチセレクターで
フォーカスポイントを選
べるようになります。

2 半押しタイマーがオンのときに、
ファインダーをのぞきながらマル
チセレクターでフォーカスポイン
トを選ぶ
•ファインダー内で、フォーカスポイン
トが移動します。

•Jボタンを押すと、中央部のフォー
カスポイントが選ばれます。

フォーカスポイント
ロックレバー
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•フォーカスポイントロッ
クレバーをLの位置に回す
と、フォーカスポイント
をロック（固定）します。

D オートエリアAFモードについて
AFエリアモードがオートエリアAFの場合、フォーカスポイントをカメラが自動
的に決めるため、自分ではフォーカスポイントを選べません。

A 関連ページ
•フォーカスポイントの照明方法を変更する →A a5［フォーカスポイント照
明］（0328）

•フォーカスポイントの選択を循環方式にする →A a6［フォーカスポイント
循環選択］（0328）

•マルチセレクターで選べるフォーカスポイントの数を変える →A a7［AF点
数切り換え］（0328）

•カメラの縦位置と横位置で個別にフォーカスポイントを設定する → A a8
［縦/横位置フォーカスポイント切換］（0329）
•Jボタンを押したときの機能を変更する→A f1［OKボタンの機能］（0354）
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フォーカスロックしてピントを固定する
ピントを合わせたい被写体がいずれのフォーカスポイントにも入らな
いときや、オートフォーカスが苦手な被写体（0129）を撮影するとき
には、次の手順でピントを固定（フォーカスロック）して撮影してくだ
さい。フォーカスロックを行う前に、AFエリアモード（0121）をオー
トエリアAF以外に設定することをおすすめします。

1 ピントを合わせたい被写
体にフォーカスポイント
を重ね、シャッターボタ
ンを半押しする
•ピントが合うと、ファイ
ンダー内のピント表示
（I）が点灯します。

2 ピントを固定する
AFモード（0119）がAF-Aまたは
AF-Cのとき
シャッターボタンを半押ししたまま
（q）、AAE/AFロックボタンを押すと
（w）、ピントが固定されます。
AAE/AFロックボタンを押している間
は、シャッターボタンから指を放して
も、ピントと露出が固定されます。

•AAE/AFロックボタンを押している
間、ファインダー内にはAE-Lマー
クが点灯します。

AFモードがAF-Sのとき
シャッターボタンを半押ししている間は、ピントが固定されます。
AAE/AFロックボタンを押してピントを固定することもできます。

シャッターボタン

AAE/AFロックボタン
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3 フォーカスロックを行っ
たままで構図を変え、
シャッターボタンを全押
しして撮影する
•被写体との距離は変えな
いでください。フォーカ
スロック後に被写体との距離が変化した場合は、いったんフォー
カスロックを解除し、ピントを合わせ直してください。

A シャッターボタンの半押しで露出を固定するには
カスタムメニュー c1［半押しAEロック］を［する］に設定すると、シャッター
ボタンの半押しで露出を固定できます（0333）。

A ピントを固定したまま繰り返し撮影したいときは
•シャッターボタンの半押しでフォーカスロックした場合は、シャッターをきっ
た後、シャッターボタンを半押しの状態に戻し、そのままもう一度シャッター
ボタンを全押ししてください。

•AAE/AF ロックボタンを押してフォーカスロックを行った場合は、AAE/AF
ロックボタンを押したままもう一度シャッターボタンを全押ししてください。

A 関連ページ
AAE/AFロックボタンを押したときの機能を変更する →A f4［AE/AFロック
ボタンの機能］（0361）
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A オートフォーカスの苦手な被写体について
次のような被写体では、オートフォーカスによるピント合わせができず、シャッ
ターがきれないことや、ピントが合わなくてもピント表示（I）が点灯し、シャッ
ターがきれることがあります。このような場合は、マニュアルフォーカス
（0130）でピントを合わせるか、フォーカスロック（0127）を利用してくだ
さい。

被写体の明暗差がはっきりしない場合
（白壁や背景と同色の服を着ている人物など）

フォーカスポイント内に遠くのものと近くのものが混
在する被写体
（オリの中の動物など）

連続した繰り返しパターンの被写体
（ビルの窓やブラインドなど）

被写体の明暗差が極端に異なる場合
（太陽を背景にした日陰の人物など）

背景に対して被写体が小さい場合
（遠くの建物を背景に近くの人物を撮影する場合など）

絵柄が細かい場合
（一面の花畑など）
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使用するレンズの種類によって、ピントを手動（マニュアル）で合わせ
るときの設定が異なります。各レンズでのマニュアルフォーカスの設定
は次の通りです。
• AFレンズを使用している場合：
カメラのフォーカスモードセ
レクターをMにしてください。
レンズにフォーカスモード切
り換えスイッチがある場合は、
レンズ側のフォーカスモード
もMにしてください。AF-Sレン
ズを使用している場合は、レンズのフォーカスモード切り換えスイッチ
をMにしてください。カメラのフォーカスモードセレクターを切り換え
る必要はありません。

•マニュアルフォーカスレンズを使用する場合：マニュアルフォーカス
レンズを使用すると、常にマニュアルフォーカスで撮影できます。

ピントは、レンズのフォーカスリングを回
して、ファインダー内のメインの被写体が
はっきり見えるように合わせます。

マニュアルフォーカスで撮影する

D AF-Sレンズ以外のAFレンズでマニュアルフォーカスをする場合のご
注意

AFレンズでマニュアルフォーカスをする場合は、必ずカメラのフォーカスモー
ドセレクターをMにしてください。フォーカスモードセレクターがAFのままマ
ニュアルフォーカスをすると、カメラやレンズの故障の原因になります。

フォーカスモードセレクター
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❚❚フォーカスエイドによるピント合わせ
マニュアルフォーカスで撮影するときは、ファインダー内のピント表示
（I）でピントが合っているかどうかを確認できます。ピントが合って
いるかどうかの基準となるフォーカスポイントは51カ所から選べます。
•ピントが合うとピント表示（I）が表示さ
れます。

•オートフォーカスの苦手な被写体
（0129）では、ピントが合っていなくて
もピント表示（I）が点灯することがあり
ますので、ファインダースクリーンの像で
ピントが合っていることを確認してくだ
さい。

•別売の AF-S/AF-I テレコンバーターを装着した場合のフォーカスエイ
ドが可能なフォーカスポイントについては、「AF-S/AF-Iテレコンバー
ター使用時のフォーカスポイントについて」（0434）をご覧ください。

A 距離基準マークについて
距離基準マークEは撮影距離の基準とな
るマークで、カメラ内の撮像面の位置を示
します。マニュアルフォーカスや接写など
でカメラから被写体までの距離を実測す
る場合、このマークが基準となります。レ
ンズ取り付け面（レンズマウント）から撮
像面までの寸法（フランジバック）は
46.5mmです。 距離基準マークE

46.5mm
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ISO感度

撮影時の周辺の明るさに応じて、光に対する感度（ISO感度）を変更できます。
一般的に、ISO感度を高くするほど、より高速のシャッタースピードで撮影で
きます（同じ被写体を同じ絞り値で撮影する場合）。ISO感度はISO 100 ～12800
の間で1/3段ステップで設定できます。また、ISO 100から約0.3段～約1段の範
囲での減感と、ISO 12800から約0.3段～約2段の範囲での増感ができます。
設定できるISO感度は、撮影モードによって異なります。

•［オート］ではカメラが自動的にISO感度を決めます。

❚❚ ISO感度の設定方法
W（S）ボタンを押しなが
ら、メインコマンドダイヤル
を回す
• ISO感度は、表示パネル、ファイ
ンダー内表示およびインフォ画
面に表示されます。

ISO感度を設定する

撮影モード 設定できるISO感度
P、S、A、M Lo 0.3～Lo 1、100～12800、Hi 0.3～Hi 2

%（ナイトビジョン）オート

上記以外 オート、Lo 0.3～Lo 1、100～12800、Hi 0.3～Hi 2

W（S）ボタン メインコマンド
ダイヤル

表示パネル

ファインダー内表示
インフォ画面



133

A［ISO感度］について
ISO感度は、静止画撮影メニュー（0308）の［ISO感度設定］でも設定できま
す。また、動画ライブビュー時のISO感度は動画撮影メニューの［動画ISO感度
設定］で設定できます（0321）。

A ISO感度を高く設定した場合
ISO感度を高くするほど暗い場所での撮影や動いている被写体の撮影などに効
果的です。ただし、撮影した画像に多少ノイズ（ざらつき、むら、すじ）が発
生する場合があります。

A 高感度（Hi 0.3～Hi 2）に設定した場合
ISO感度を［Hi 0.3］に設定すると、ISO 12800に対して約0.3段分増感します
（ISO 16000相当）。［Hi 2］では約2段分の増感になります（ISO 51200相当）。
これらのISO感度に設定したときは、ノイズ（ざらつき、むら、すじ）が発生し
やすくなります。

A 低感度（Lo 0.3～Lo 1）に設定した場合
ISO感度を［Lo 0.3］に設定すると、ISO 100に対して約0.3段分減感します（ISO
80相当）。［Lo 1］では約1段分の減感になります（ISO 50相当）。明るい場所で
絞りを開きたい場合などに使用してください。これらのISO感度で撮影した画像
は、やや硬調な仕上がりになりますので、通常の撮影では［100］以上をお使
いください。

D ISO感度についてのご注意
［ISO感度］を［オート］にしてから撮影モードをP、S、A、Mのいずれかに切り
換えた場合は、［オート］に設定する直前のISO感度に戻ります。

A 関連ページ
• ISO感度の設定ステップ幅を変更する →A b1［ISO感度設定ステップ幅］
（0331）
•コマンドダイヤルを回すだけでISO感度を変更できるようにする
→A d8［ISO感度の簡易設定］（0339）

•高感度撮影時のノイズを低減する →C/1［高感度ノイズ低減］（0315）
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感度自動制御機能は、設定したISO感度で適正露出が得られない場合に、
カメラが自動的にISO感度を変更する機能です。

1 静止画撮影メニュー［ISO感度設
定］の［感度自動制御］を選んで
マルチセレクターの2を押す

2［する］を選ぶ
•［する］を選んでJボタンを押すと、
カメラが自動的にISO感度を変更する
ようになります。フラッシュ撮影時
も、フラッシュの光量が適正となる
ように感度自動制御が機能します。

•［しない］を選ぶと、［ISO感度］で
設定したISO感度に固定されます。

感度自動制御機能を使う
撮影モードP、 S、 A、 Mのみ
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3 感度の制御方法を設定する
•カメラが感度を自動的に制御する方
法を選びます。

•Jボタンを押して設定します。

［感度自動制御］を［する］にすると、表
示パネルとファインダー内表示に、右のよ
うに表示されます。ISO AUTO表示が点灯
している場合は、［ISO感度］で設定した
感度で撮影されます。感度が自動制御され
るとISO AUTO表示が点滅し、制御された
ISO感度が表示されます。

制御上限
感度

感度自動制御するときにISO感度が高くなりすぎないように、上
限感度（200～Hi 2）を設定できます。

低速限界
設定

撮影モードPまたはAで感度自動制御が働き始めるシャッタース
ピード   （1/2000～30秒）を設定できます。また、［オート］に
設定すると、レンズの焦点距離に応じてシャッタースピードの
低速限界をカメラが自動で設定します（CPUレンズ装着時のみ）。
たとえば、望遠レンズ使用時は手ブレが発生しやすくなるため、
低速限界が自動的に高速側に設定され、ブレを軽減できます。
•［オート］を選んで2を押すと、補正値の設定画面が表示され
ます。低速限界をカメラが自動で設定するときに、より高速
側または低速側になるように調整できます。

• ISO感度を上欄の［制御上限感度］まで上げても露出不足にな
る場合は、適正露出を得るために、低速限界設定よりもさら
にシャッタースピードが低速になります。

A 感度自動制御の設定について
W（S）ボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを回すと、［感度自動制
御］をISO AUTO［する］またはISO［しない］に設定できます（0134）。
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A 感度自動制御についてのご注意
• ISO 感度が高くなると、撮影した画像に多少ノイズ（ざらつき、むら、すじ）
が発生する場合があります。

•［制御上限感度］で設定した ISO感度よりも［ISO感度］（0132）で設定した
ISO感度が高い場合、［ISO感度］で設定したISO感度を制御上限感度として撮
影します。

•フラッシュ撮影時のシャッタースピードはカスタムメニュー e1［フラッシュ
撮影同調速度］（0344）とe2［フラッシュ時シャッタースピード制限］（0346）
で設定した範囲内に制限されます。［低速限界設定］のシャッタースピードを
この範囲外に設定した場合は、シャッタースピードの下限はe2［フラッシュ時
シャッタースピード制限］で設定したシャッタースピードに制限されます。

•レンズ情報を登録していない非 CPU レンズ使用時は、低速限界設定を［オー
ト］に設定できますが、低速限界が1/30秒に固定されます。

•内蔵フラッシュ撮影時または別売スピードライト（0437）の装着時にフラッ
シュモードをスローシンクロに設定していても、背景の明るさがより適正とな
るように感度自動制御が機能して感度が自動的に上がり、シャッタースピード
が低速にならないことがあります。
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測光・露出

適正な露出を得るためにカメラが被写体の明るさを測る方法（測光モー
ド）を設定します。
• P、 S、 A、 M以外の撮影モードの場合、それぞれの撮影シーンに適した
測光モードが自動的に選ばれます。

測光モードを設定する

a　
マルチ
パターン
測光

ほとんどの撮影状況に対応できる測光モードです。画面の広い領域を
測光して、被写体の輝度（明るさ）分布、色、距離や構図などさまざ
まな情報を瞬時に分析するため、見た目に近い画像が得られます。

Z　
中央部重点
測光

画面の中央部分を重点的に測光します。画面中央にメインの被写体
を大きく配置して撮影する場合などに適しています。
• 露出倍数のかかるフィルターをお使いになるときは、中央部重点
測光をおすすめします。

• 測光範囲はカスタムメニュー b5［中央部重点測光範囲］（0333）
で変更できますが、非CPUレンズ使用時はφ12mm相当になります。

b　
スポット
測光

フォーカスポイントに重なるφ4 mm 相当（全画面の約1.5％）の部
分だけを測光します。逆光時や被写体の明暗差が激しいときなど、狭
い範囲での露出を基準にして撮影したい場合に適しています。
• 測光エリアは、フォーカスポイントに連動します。ただし、ファ
インダー撮影時のAFエリアモード（0121）がオートエリアAFの
ときや、非CPUレンズ使用時は、中央のフォーカスポイントに相
当する部分を測光します。

h　
ハイライト
重点測光

画面のハイライト部分を重点的に測光します。舞台撮影など、ハイ
ライト部分の白とびを軽減して撮影したい場合に適しています。

撮影モードP、 S、 A、 Mのみ
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❚❚測光モードの設定方法
Z（Q）ボタンを押しながら、メインコマンドダイヤルを回す
•測光モードは、表示パネルと
ファインダー内表示に表示され
ます。

A マルチパターン測光とレンズの組み合わせについて
測光モードがマルチパターン測光のときの測光方式は、レンズの種類によって
変わります。
•CPUレンズ

-「3D-RGBマルチパターン測光Ⅲ」：G、EまたはDタイプのCPUレンズ使用
時の測光方式です。距離情報を利用して測光します。

-「RGBマルチパターン測光Ⅲ」：G、EまたはDタイプ以外のCPUレンズ使用
時の測光方式です。距離情報は利用しません。

•非CPUレンズ
- セットアップメニューの［レンズ情報手動設定］（0232）でレンズ情報を
設定すると、「RGBマルチパターン測光」という測光方式になります。レン
ズ情報を設定しない場合は、中央部重点測光になります。

A ハイライト重点測光とレンズの組み合わせについて
測光モードがハイライト重点測光のときは、一部のCPUレンズ（G、E、Dタイ
プ以外のAFレンズ、AI-Pニッコールレンズ）または非CPUレンズを使用すると、
自動的に中央部重点測光に変更されます。

Z （Q）
ボタン

メインコマンド
ダイヤル

表示パネル ファインダー内表示
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A 非CPUレンズ使用時の測光モードについて
［中央部重点測光］または［スポット測光］に設定した場合、セットアップメ
ニューの［レンズ情報手動設定］（0232）で焦点距離と開放絞り値を設定する
と、測光の精度が向上します。

A 関連ページ
•マルチパターン測光時に顔検出をするかどうかを設定する → A b4［マルチパ
ターン測光］（0332）

•中央部重点測光の測光範囲を変更する →A b5［中央部重点測光範囲］（0333）
•測光モードごとに適正露出の基準を決める →A b6［基準露出レベルの調節］
（0333）
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AE ロック撮影とは、被写体の特定の部分を測光して露出を決め、その
まま構図を変えて撮影する方法です。露出を合わせたい部分とその周囲
とで、極端に明るさが異なる場合などに効果的です。

1 測光モードで中央部重点測光またはスポット測光を選ぶ
（0137）

2 露出を合わせたい部分にフォーカ
スポイントを重ねてシャッターボ
タンを半押ししたまま、AAE/
AFロックボタンを押して、露出
を固定する
•AAE/AFロックボタンを押している
間は、測光モードに応じた部分の露
出で固定（ロック）され、構図を変
えても露出は変わりません。

•ファインダー内表示にAE-Lマークが
点灯します。

•オートフォーカス撮影時は、フォー
カスロックも同時に行われますの
で、ピント表示（I）の点灯も確認
してください。

3 AAE/AFロックボタン
を押したまま、構図を
決めて撮影する

AEロックして露出を固定する

シャッターボタン

AAE/AFロックボタン
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A 測光エリアについて
•スポット測光で、測光エリアとフォーカスポイントが連動する場合（0137）
は、選択中のフォーカスポイントの露出が記憶されます。

•中央部重点測光に設定した場合は、ファインダー中央部（φ12 mmの円内）を
重点的に測光した露出が記憶されます。

A AEロック中のカメラ操作について
AAE/AFロックボタンを押している間も以下の操作ができます。

•表示パネルやファインダー内表示には、変更後のシャッタースピード、絞り値
が表示されます。

•AEロック中は、測光モードは変更できません。

A 関連ページ
•シャッターボタンの半押しでAEロックできるようにする →A c1［半押しAE
ロック］（0333）

•AAE/AFロックボタンに別の機能を割り当てる →A f4［AE/AFロックボタン
の機能］（0361）

撮影モード 操作
P プログラムシフト（090）
S シャッタースピードの変更
A 絞り値の変更



142

露出補正とは、カメラが制御する適正露出値を意図的に変えることで
す。画像全体を明るくしたり、暗くしたいときなどに使います。露出補
正を行うときは、測光モード（0137）を中央部重点測光またはスポッ
ト測光にすると効果的です。

❚❚露出補正の設定方法
Eボタンを押しながら、メインコマンドダイヤルを回す
•露出補正値は、表示パネルに表示されます。
•露出補正は、1/3段ステップで±5段の範囲で設定できます。

露出補正して画像の明るさを調整する
撮影モードP、 S、 A、 M、 h、 %のみ

－1段補正 露出補正なし ＋1段補正

Eボタン

メインコマンドダイヤル 表示パネル
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•Eボタンを押すと、表示パネルとファインダー内表示で設定した補正
量を確認できます。

•補正量を設定すると、表示パネルとファ
インダー内表示に露出補正マークEが
表示されます。また、M以外の撮影モー
ドでは、表示パネルとファインダー内表
示に露出補正インジケーターが表示さ
れ、［0］が点滅します。

•被写体を明るくしたいときは＋側に、暗くしたいときは－側に補正す
るのが基本です。

•露出補正を解除するには、補正量を0.0にしてください。カメラの電源
をOFFにしても、補正量の設定は解除されません。

A 撮影モードMでの露出補正について
撮影モードがMのときは、インジケーター表示が変わるだけで、設定したシャッ
タースピードと絞り値は変わりません。

A 撮影モードhまたは%で露出補正をした場合
撮影モードhまたは%でも露出補正ができます。hまたは%で露出補
正を行った場合、撮影モードを切り換えると、露出補正値の設定は解除されます。

A 関連ページ
•露出補正のステップ幅を変更する →A b2［露出設定ステップ幅］（0331）
•Eボタンを使わずに露出補正する→A b3［露出補正簡易設定］（0331）
•露出補正値を変えながら撮影する→「AE ブラケティング、フラッシュブラケ
ティングの撮影方法」（0203）

•フラッシュ使用時に背景の明るさだけを補正する→A e4［フラッシュ使用時
の露出補正］（0353）

補正なし
（Eボタンを押したとき）

－0.3段（－1/3段）補正 ＋2段補正
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ホワイトバランス

光源に合わせて、画像が見た目に近い色で撮影されるようにすることを
「ホワイトバランスを合わせる」といいます。初期設定のv（オート）
でほとんどの光源に対応できますが、撮影した画像が思い通りの色にな
らないときは、天候や光源に合わせてホワイトバランスを変更してくだ
さい。
• P、 S、 A、 M以外の撮影モードの場合、それぞれの撮影シーンに適した
ホワイトバランスが自動的に選ばれます。

※微調整が0の場合の値です。

ホワイトバランスを変更する
撮影モードP、 S、 A、 Mのみ

ホワイトバランス
設定される
色温度

v オート

約3500～
8000K※

AUTO1 標準

AUTO2　 
電球色を残す

J 電球 約3000K※

I 蛍光灯 ―

ナトリウム灯
混合光

約2700K※

電球色蛍光灯 約3000K※

温白色蛍光灯 約3700K※

白色蛍光灯 約4200K※

昼白色蛍光灯 約5000K※

昼光色蛍光灯 約6500K※

高色温度の
水銀灯

約7200K※

H 晴天 約5200K※

N フラッシュ 約5400K※

G 曇天 約6000K※

M 晴天日陰 約8000K※

K　 色温度設定
（0150）

約2500～
10000K

L プリセット
マニュアル
（0153）

―

ホワイトバランス
設定される
色温度
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❚❚ホワイトバランスの設定方法
L（U）ボタンを押しながら、メインコマンドダイヤルを
回す
•ホワイトバランスは、インフォ画面に表示されます。

A［ホワイトバランス］について
ホワイトバランスは静止画撮影メニュー（0308）または動画撮影メニュー
（0316）でも設定できます。動画撮影メニューでは［ホワイトバランス］を
［静止画の設定と同じ］に設定できます。

Av（オート）について
v（オート）の場合は、静止画撮影メニューまたは動画撮影メニューで
［AUTO1標準］と［AUTO2電球色を残す］から選べます。［AUTO2電球色を
残す］を選ぶと、電球色の光源下で撮影した際に暖かみのある画像の仕上がり
になります。

A I（蛍光灯）について
I（蛍光灯）の場合は、静止画撮影メニューまたは動画撮影メニューで蛍光灯
の種類を選べます。

D スタジオ用大型ストロボを使用する場合
スタジオ用大型ストロボを使用する場合は、v（オート）に設定していても
適正なホワイトバランスが得られないことがあります。その場合は、 N（フラッ
シュ）モードにして微調整を行うか、プリセットマニュアルをお使いください。

L（U）
ボタン

インフォ画面メインコマンド
ダイヤル
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A 色温度について
光の色には、赤みを帯びたものや青みを帯びたものがあり、人間の主観で光の
色を表すと、見る人によって微妙に異なります。そこで、光の色を絶対温度（K：
ケルビン）という客観的な数字で表したのが色温度です。色温度が低くなるほど
赤みを帯びた光色になり、色温度が高くなるほど青みを帯びた光色になります。

3000 4000 5000 6000 8000 10000 [ K ]

q w re tyu i o !0 !1

赤みが強くなる 青みが強くなる

q Iナトリウム灯混合光（約2700K） y H晴天（約5200K）

w
J電球（約3000K）
I電球色蛍光灯（約3000K）

u Nフラッシュ（約5400K）

i G曇天（約6000K）

e I温白色蛍光灯（約3700K） o I昼光色蛍光灯（約6500K）

r I白色蛍光灯（約4200K） !0 I高色温度の水銀灯（約7200K）

t I昼白色蛍光灯（約5000K） !1 M晴天日陰（約8000K）
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ホワイトバランスは、さらに微調整できます（［色温度設定］以外）。

❚❚メニューの［ホワイトバランス］で設定する場合

1 静止画撮影メニューまたは動画撮
影メニューの［ホワイトバランス］
で、設定したいホワイトバランス
を選んでマルチセレクターの2を
押す

2 調整したい項目を選び、微調整画面が表示されるまで2を
押す
•［プリセットマニュアル］での微調整画面の表示方法については、
「プリセットマニュアルデータの微調整について」（0163）をご
覧ください。

3 微調整値を設定する
•マルチセレクターを操作すると、座標
上のA（アンバー）、B（ブルー）、G
（グリーン）、M（マゼンタ）の4方向
で、設定段数を各方向6段まで微調整で
きます。

• A（アンバー）、B（ブルー）方向は、色
温度の高さを0.5段単位で微調整できます。1段は約5ミレッドに
相当します。

• G（グリーン）、M（マゼンタ）方向は、色補正用（CC）フィル
ターと同じような微調整を0.25段単位で行えます。1段は濃度約
0.05に相当します。

ホワイトバランスを微調整する
撮影モードP、 S、 A、 Mのみ

座標 設定段数
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4 微調整値を決定する
•Jボタンを押して微調整値を決定すると、メニューに戻ります。

A ホワイトバランスの微調整画面について
•ホワイトバランスを微調整すると、インフォ画
面にアスタリスク（E）が表示されます。

•ホワイトバランスの微調整画面で表示されてい
る色は、色温度方向の目安の色を表しています。
微調整画面で設定しても、設定したそのままの
色の画像にはならない場合があります。たとえ
ば、ホワイトバランスをJ（電球）に設定して
B（ブルー）方向に微調整しても、青色が強い画
像にはなりません。

A ミレッド（MIRED）について
色温度の逆数を百万（106）倍したものです。色温度は、同じ色温度差でも、色
温度の低い場合では色の変化が大きく、色温度の高い場合では、色の変化が小
さくなります。たとえば同じ1000ケルビンの違いでも6000ケルビン付近での変
化は比較的小さく、3000ケルビン付近では1000ケルビンの違いで光色が大きく
変わります。ミレッドは、その変化幅をほぼ同じに表現する尺度であり、色温
度変換フィルターの単位としても利用されます。
例）色温度の差（K：ケルビン）：ミレッドの差 （M：ミレッド）

4000K－3000K＝1000 K ：83 M
7000K－6000K＝1000 K ：24 M

A 関連ページ
ホワイトバランスを変えながら撮影する 
→A e6［オートブラケティングのセット］（0353）
→「WBブラケティングの撮影方法」（0208）
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❚❚ホワイトバランスボタンとサブコマンドダイヤル
で設定する場合（アンバーおよびブルー方向のみ）

L（U）ボタンを押しながら、サブコマンドダイヤルを回す
•ホワイトバランスの微調整値
は、表示パネルとインフォ画面
に表示されます。

•L（U）ボタンとサブコマンドダイヤルで微調整する場合は、A
（アンバー）から B（ブルー）への横軸の方向のみ設定できます
（0147）。
•サブコマンドダイヤルを左に回すと A（アンバー）方向に、右に回す
とB（ブルー）方向に色温度の高さを0.5段単位で微調整できます。1段
は約5ミレッドに相当します。

•L（U）ボタンの操作では、L（プリセットマニュアル）のホ
ワイトバランスは微調整できません。メニューで微調整してください
（0163）。

L（U）ボタン サブコマンド
ダイヤル

表示パネル インフォ画面
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ホワイトバランスを K（色温度設定）にしたときは、ホワイトバラン
スの色温度を直接数値で指定できます。

❚❚メニューの［ホワイトバランス］で設定する場合
A（アンバー）、B（ブルー）方向とG（グリーン）、M（マゼンタ）方向
の両方の色温度（0147）を設定できます。

1 静止画撮影メニューまたは動画撮影
メニューの［ホワイトバランス］
で、［色温度設定］を選んでマルチ
セレクターの2を押す

2 A（アンバー）、B（ブルー）方向の
色温度を設定する
•4または2を押して色温度を1桁ずつ
選び、1または3を押して数値を設
定します。

3 G（グリーン）、M（マゼンタ）方
向の色温度を設定する
•4または2を押して、G（グリーン）、

M（マゼンタ）方向の色温度にカーソル
を移動し、1または3を押して数値を
設定します。

色温度設定で色温度を指定する
撮影モードP、 S、 A、 Mのみ

A（アンバー）、B（ブ
ルー）方向の色温度

G（グリーン）、M（マゼン
タ）方向の色温度
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4 色温度を決定する
•Jボタンを押して色温度を決定すると、メニューに戻ります。
• G（グリーン）、M（マゼンタ）方向
の色温度を0以外に設定すると、イン
フォ画面にアスタリスク（E）が表
示されます。
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❚❚ボタン操作で色温度を設定する場合
（アンバーおよびブルー方向のみ）
ホワイトバランスがK（色温度設定）のときにL（U）ボ
タンを押しながら、サブコマンドダイヤルを回す、またはマル
チセレクターの1342を押す
•L（U）ボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを回すと、色
温度が切り替わります（ミレッド単位、0148）。

•L（U）ボタンを押しながらマルチセレクターの4または2を押
すと、色温度を1桁ずつ選べます。1または3を押すと選んだ桁の
数値を設定できます。

• A（アンバー）、B（ブルー）方向の色温度のみ設定できます。
•色温度は表示パネルとインフォ画面に表示されます。

D 色温度設定についてのご注意
•光源が蛍光灯やフラッシュのときは、色温度設定を使わず、それぞれ I（蛍
光灯）、c（フラッシュ）に設定してください。

•ホワイトバランスの色温度を指定したときは、試し撮りをして、設定した色温
度が撮影状況に適しているかどうかを確認することをおすすめします。

L（U）ボタン サブコマンド
ダイヤル

表示パネル インフォ画面
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プリセットマニュアルでは、撮影する照明下で取得したホワイトバラン
スデータまたは撮影済みの画像のプリセットマニュアルデータをカメ
ラに保存し、ホワイトバランスを設定します。カクテル照明（自然光と
人工照明とが混ざった室内撮影）や特殊照明下で、前記のv（オー
ト）やJ（電球）などの各設定や、色温度設定では望ましいホワイト
バランスが得られない場合に便利です。

最大6種類のプリセットマニュアルデータ（d-1～d-6）をカメラに保存
できます。プリセットマニュアルデータを保存するには、次の方法があ
ります。

プリセットマニュアルで基準となる白を
設定する

プリセットマニュアルデータを
カメラで新規取得して保存する

撮影する照明下で白またはグレーの被写
体を基準にして撮影を行い、撮影データ
から取得して保存します（0154）。静
止画ライブビュー（054）または動画ラ
イブビュー（066）撮影時には、液晶モ
ニターに表示中の被写体の一部分を選ん
でプリセットマニュアルデータを取得で
きます（スポットホワイトバランス、
0158）。

撮影済みの画像のホワイトバランス
データをコピーして保存する

SDカードにある画像のホワイトバラン
スデータをコピーして保存します
（0161）。

撮影モードP、 S、 A、 Mのみ
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ファインダー撮影時にプリセットマニュアル
データを新規取得する
プリセットマニュアルデータを取得する前に：
•プリセットマニュアルデータを取得する場合は、あらかじめホワイト
バランスをセットする照明下で、無彩色（白またはグレー）の被写体
を用意しておいてください。スタジオ用大型ストロボにてホワイトバ
ランスをセットする場合は、被写体をグレー（ホワイトバランス取得
用の18%標準反射板）にすることをおすすめします。

•無彩色（白またはグレー）の被写体を基準にプリセットマニュアル
データを取得するときは、カメラが露出を通常よりも1段オーバーに
なるように自動的に調整します。撮影モードがMの場合は、露出イン
ジケーターを確認して、適正露出になるように設定してください
（095）。

1 L（U）ボタンを押しながらメインコマンドダイヤル
を回して、インフォ画面のホワイトバランス表示をLに
合わせる

L（U）
ボタン

インフォ画面メインコマンド
ダイヤル
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2 新規取得するプリセットマニュアルデータの保存場所を選ぶ
•L（U）ボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを回して、
これから取得するプリセットマニュアルデータの保存場所をd-1
～d-6の中から選びます。

3 プリセットマニュアル取得モードにする
•いったんL（U）ボタンから指を
放し、再度L（U）ボタンを押し
続けると、プリセットマニュアル取
得モードになり、表示パネルとファ
インダー内表示にDがそれぞれ約6
秒間点滅します。

インフォ画面L（U）
ボタン

サブコマンド
ダイヤル

ファインダー内表示

表示パネル
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4 Dの点滅中に白またはグレーの被写体を撮影する
•撮影時に使う照明の下で、用意した無彩色（白また
はグレー）の被写体をファインダーいっぱいにとら
えてシャッターボタンを全押しすると、プリセット
マニュアルデータが取得され、手順2で選んだ保存
場所に保存されます。

•ピントが合わなくてもシャッターがきれ、プリセットマニュアル
データが正常に取得されます。

•シャッターボタンを押しても、SDカードに画像は記録されません。

5 正常にプリセットマニュアルデータが取得されたことを確
認する
•プリセットマニュアルデータが取
得されると、表示パネルにC

が、ファインダー内表示にaが、
それぞれ約6秒間点滅し、プリセッ
トマニュアル取得モードを終了し
ます。

•被写体が極端に低輝度または高輝
度の場合、カメラがプリセットマ
ニュアルデータを取得できないこ
とがあります。この場合、表示パ
ネルとファインダー内表示に 
b aが、それぞれ約6秒間点滅
します。このとき、シャッターボ
タンを半押しするとプリセットマ
ニュアル取得モード（手順4）に戻
ります。

ファインダー内表示

表示パネル

ファインダー内表示

表示パネル
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D プリセットマニュアル取得モードの時間制限について（ファインダー
撮影時）

プリセットマニュアル取得モードは、何も操作しないままカスタムメニュー c2
［半押しタイマー］（0334）で設定した時間が過ぎると解除されます。

D プリセットマニュアルデータ取得時の制限について（ファインダー撮
影時）

次の場合は、プリセットマニュアルデータを取得できません：
•HDR（ハイダイナミックレンジ）撮影時（0177）
•多重露出撮影時（0215）
•ライブビューセレクターが1の場合にカスタムメニュー g4［シャッターボタ
ンの機能］が［動画撮影］のとき（0374）

A ホワイトバランスのプロテクト設定について
プロテクト設定（0163）されたプリセットマニュアルデータが選ばれている
場合、プリセットマニュアルデータは新規取得できません（表示パネル、ファ
インダー内表示およびインフォ画面で（3/Prt）が点滅します）。

A プリセットマニュアルデータについて
•ご購入時のプリセットマニュアルデータd-1～d-6は、晴天モードと同じ色温度

5200Kに設定されています。
•静止画撮影メニューまたは動画撮影メニュー
から［ホワイトバランス］の［プリセットマ
ニュアル］を選ぶと、取得したプリセットマ
ニュアルデータが右のように表示されます。
マルチセレクターでプリセットマニュアル
データを選んでJボタンを押すと、選んだプ
リセットマニュアルを使って撮影できます。
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ライブビュー撮影時にスポットホワイトバラン
スでプリセットマニュアルデータを取得する
静止画ライブビュー（054）または動画ライブビュー撮影時（066）
には、液晶モニターに表示されている被写体の一部分を選んでプリセッ
トマニュアルデータを取得できます（スポットホワイトバランス）。被
写体の一部に白、またはグレーの部分があれば、あらかじめプリセット
マニュアル取得用の被写体を用意する必要はなく、望遠レンズ装着時に
も、レンズを交換せずにそのままプリセットマニュアルデータを取得で
きます。

1 aボタンを押す
•ミラーアップしてライブビューを開始
します。ファインダー内が暗くなり、
液晶モニターに被写体が表示されます。

2 L（U）ボタンを押しながらメインコマンドダイヤル
を回して、液晶モニターのホワイトバランス表示をLに
合わせる

aボタン

液晶モニターL（U）
ボタン

メインコマンド
ダイヤル
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3 新規取得するプリセットマニュアルデータの保存場所を
選ぶ
•L（U）ボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを回して、
これから取得するプリセットマニュアルデータの保存場所をd-1
～d-6の中から選びます。

4 プリセットマニュアル取得モードに
する
•  いったんL（U）ボタンから指
を放し、再度L（U）ボタンを押
し続けると、プリセットマニュアル
取得モードになり、液晶モニターに
Lが点滅します。

5 Lの点滅中に、マルチセレク
ターでrを被写体の白またはグ
レーの部分に重ねる
• X（T）ボタンを押すと、被写体
が拡大表示され、rで選んだ部分を
細部まで確認できます。

液晶モニターL（U）
ボタン

サブコマンド
ダイヤル

液晶モニター
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6 Jボタンを押すか、シャッターボ
タンを全押しして、プリセットマ
ニュアルデータを取得する

•データが取得できなかった場合は、
液晶モニターに右の画面が表示され、
手順5の状態に戻ります。rの位置を
変えるなどして、再度プリセットマ
ニュアルデータを取得してください。

7 L（U）ボタンを押してプリセットマニュアル取得
モードを終了する
•静止画撮影メニューまたは動画撮影
メニューから［ホワイトバランス］
の［プリセットマニュアル］を選ぶ
と、ライブビュー撮影時に取得した
プリセットマニュアルデータには、
ホワイトバランスを取得した範囲に
枠が表示されます。

D プリセットマニュアル取得モードの時間制限について
（ライブビュー撮影時）

ライブビュー撮影時のプリセットマニュアル取得モードの時間制限は、カスタ
ムメニュー c4［モニターのパワーオフ時間］の［ライブビュー表示］で設定し
た時間になります（0335）。

D プリセットマニュアルデータ取得時の制限について（ライブビュー撮影時）
次の場合は、プリセットマニュアルデータを取得できません：
•HDR（ハイダイナミックレンジ）撮影時（0177）
•ライブビューセレクターが1の場合にカスタムメニュー g4［シャッターボタ
ンの機能］が［動画撮影］のとき（0374）
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プリセットマニュアルデータを管理する

❚❚ 撮影済み画像のホワイトバランスデータをコピーする
選んだプリセットマニュアルデータの保存場所に、SDカード内の画像
で使用されたホワイトバランスを、プリセットマニュアルデータとして
コピーできます。

1 静止画撮影メニューまたは動画撮影
メニューの［ホワイトバランス］で
［プリセットマニュアル］を選んで
マルチセレクターの2を押す

2 コピー先を選ぶ
•マルチセレクターで黄色い枠を移動し
てd-1～d-6の中からコピー先を選び
ます。

•W（S）ボタンを押すと設定画面
が表示されます。

3［使用する画像の選択］を選ぶ
•［使用する画像の選択］を選んで2を
押すと、SDカード内の画像が一覧表
示されます。

W（S）ボタン
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4 ホワイトバランスデータをコピー
したい画像を選ぶ
•マルチセレクターで黄色い枠を移動
して画像を選びます。

5 ホワイトバランスデータをコピーする
•Jボタンを押すとSDカード内の画像のホワイトバランスデータ
がコピーされます。

•選んだ画像に画像コメント（0385）がある場合、画像コメント
もコピーされます。

A ホワイトバランスデータをコピーしたい画像について
選んだ画像は、X（T）ボタンを押している間、拡大して確認できます。

A 設定画面でのプリセットマニュアルデータの切り換えについて
設定画面で、マルチセレクターの1を押してプ
リセットマニュアルデータ（d-1～d-6）を選
び、2を押すと、プリセットマニュアルデータ
が切り替わります。

X（T）ボタン
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A プリセットマニュアルデータの微調整について
設定画面で［微調整］を選ぶと、微調整画面が
表示され、選択中のプリセットマニュアルデー
タを微調整できます（0147）。

A プリセットマニュアルデータにコメントを入力する
設定画面で［コメント編集］を選ぶと、選択中
のプリセットマニュアルデータにコメント（最
大36文字）を入力できます。コメントの入力方
法は、「カスタムピクチャーコントロールを登
録する」の手順6をご覧ください（0171）。

A プリセットマニュアルデータを保護する（プロテクト）
設定画面で［プロテクト］を選ぶと、選択中の
プリセットマニュアルデータにプロテクト（保
護）を設定できます。プロテクトの設定画面で
［する］を選んでJボタンを押すと、選んだプ
リセットマニュアルデータがプロテクト設定
されます。プロテクト設定されたプリセットマ
ニュアルデータは微調整やコメント編集がで
きなくなります。
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画像処理

ピクチャーコントロールを選ぶ
このカメラには、被写体や撮影シーンに合わせて選ぶことのできる「ピ
クチャーコントロール」が搭載されています。
• P、S、A、M以外の撮影モードの場合、それぞれの撮影シーンに適した
ピクチャーコントロールが自動的に選ばれます。

ピクチャーコントロールを使って画像の仕
上がりを簡単に設定したり、思い通りに調
整する

Q スタンダード 鮮やかでバランスの取れた標準的な画像になります。
• ほとんどの撮影状況に適しています。

R ニュートラル
被写体の豊かな階調や色合いを自然に再現した画像にな
ります。
• 撮影した画像を調整、加工する場合に適しています。

S ビビッド
メリハリのある生き生きとした色鮮やかな画像になります。
• 青、赤、緑など、原色を強調したいときに適しています。

T モノクローム 白黒やセピアなど、単色の濃淡で表現した画像になります。

e ポートレート 人物の肌が滑らかで自然な画像になります。

f 風景 自然の風景や街並みが色鮮やかな画像になります。

q フラット

シャドー部からハイライト部まで幅広く情報を保持した
画像になります。
• 撮影した画像を積極的に調整、加工する場合に適してい
ます。

撮影モードP、 S、 A、 Mのみ
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1 静止画撮影メニューまたは動画撮
影メニューの［ピクチャーコント
ロール］を選んでマルチセレク
ターの2を押す

2 設定したいピクチャーコントロー
ルを選ぶ
•Jボタンを押して設定します。

A［ピクチャーコントロール］について
動画撮影メニューの［ピクチャーコントロール］を［静止画の設定と同じ］に
設定すると、静止画撮影メニューで設定したピクチャーコントロールで動画を
撮影します。

A［カスタムピクチャーコントロール］について
静止画撮影メニューまたは動画撮影メニューで［カスタムピクチャーコント
ロール］を選ぶと、調整したピクチャーコントロールに名前を付けて登録した
り（0169）、SDカードを使って、同じ機種のカメラやピクチャーコントロー
ルに対応するソフトウェアと共用する（0173）ことができます。

A 撮影中のピクチャーコントロールの確認について
使用しているピクチャーコントロールは、Rボタ
ンを押すと表示されるインフォ画面で確認でき
ます。

ピクチャーコントロール
マーク
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ピクチャーコントロールを調整する
ピクチャーコントロールやカスタムピクチャーコントロール（0169）
の設定は、撮影目的や好みに合わせて調整できます。自動的にバランス
よく調整できる「クイック調整」と各項目を手動で細かく調整する「手
動調整」があります。

1 調整したいピクチャーコントロール
を選ぶ
•ピクチャーコントロールの一覧画面
（0165）で、マルチセレクターの2
を押します。

2 ピクチャーコントロールを調整する
•1または3で調整する項目（0167）
を選びます。4または2を押すと1ス
テップ刻みで、サブコマンドダイヤル
を回すと0.25ステップ刻みで値を設定
します。

•［クイック調整］を選んで4または2を押すと、各項目のレベル
を自動的に調整します（0167）。

• O（Q）ボタンを押すと初期設定の内容に戻ります。

3 設定する
•Jボタンを押して設定します。

A ピクチャーコントロールを調整した場
合の表示について

ピクチャーコントロールを調整すると、アイコ
ンの横にアスタリスク（E）が表示されます。



167

❚❚レベル調整の設定項目

※1［ニュートラル］、［モノクローム］または［フラット］はクイック調整できま
せん。カスタムピクチャーコントロール（0169）の場合も、クイック調整で
きません。手動調整した後にクイック調整を行うと、手動調整で設定した値は
無効になります。

※2 設定する強度や撮影シーンによっては、明るい被写体の周辺に暗い影が出た
り、暗い被写体の周辺が明るくなったりします。

※3［モノクローム］を元にしたカスタムピクチャーコントロールや［モノクロー
ム］のときは、表示されません。

※4［モノクローム］を元にしたカスタムピクチャーコントロールや［モノクロー
ム］のときのみ表示されます。

クイック調整※1 輪郭強調、コントラスト、色の濃さ（彩度）のレベルを自動
的に調整します。

手
動
調
整

輪郭強調
輪郭の強弱を調整できます。［A］（オート）を選ぶと、自動
で調整します。

明瞭度
画像の明瞭度を調整します。［A］（オート）を選ぶと、自動
で調整します※2。明瞭度の設定は、動画には反映されません。

コントラスト 画像のコントラストを調整できます。［A］（オート）を選ぶ
と、自動で調整します。

明るさ 白とびや黒つぶれを抑えながら画像の明るさを調整します。

色の濃さ
（彩度）※3

画像の彩度（色の鮮やかさ）を調整できます。［A］（オート）
を選ぶと、自動で調整します。

色合い
（色相）※3

画像の色合いを調整できます。

フィルター
効果※4

白黒写真用カラーフィルターを使って撮影したときのよう
な効果が得られます（0168）。

調色※4 印画紙を調色したときのように、画像全体の色調を調整でき
ます（0168）。

A ピクチャーコントロールのレベル調整について
［輪郭強調］、［明瞭度］、［コントラスト］、［色の濃
さ（彩度）］の場合、X（T）ボタンを押して
手動調整と［A］（オート）を切り換えられます。
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D［輪郭強調］、［明瞭度］、［コントラスト］、［色の濃さ（彩度）］の［A］
（オート）についてのご注意

•同じような状況で撮影しても、被写体の位置や大きさ、露出によって、仕上が
り具合は変化します。

•充分な効果を得るには、Gタイプ、EタイプまたはDタイプのレンズをお使いに
なることをおすすめします。

A ピクチャーコントロール調整時のjマークについて
ピクチャーコントロール調整中に各項目に表示
されるjマークは、調整する前の値を示してい
ます。前回調整した値を参考にして調整すると
きに便利です。

A［モノクローム］の［フィルター効果］について
［フィルター効果］には、次のような効果があります。

※市販の白黒写真用カラーフィルターの色です。［フィルター効果］で得られる
効果は、市販の白黒写真用カラーフィルターよりも強くなります。

A［モノクローム］の［調色］について
［調色］の項目（［B&W］以外）を選んでマルチ
セレクターの3を押すと、さらに色の濃淡を7ス
テップから選べます。4または2を押すか（1ス
テップ刻み）、サブコマンドダイヤルを回して
（0.25ステップ刻み）選んでください。

Y（黄※） コントラストを強調する効果があり、風景撮影で空の明る
さを抑えたい場合などに使います。［Y］→［O］→［R］の
順にコントラストが強くなります。

O（オレンジ※）

R（赤※）

G（緑※）
肌の色や唇などを落ち着いた感じに仕上げます。ポート
レート撮影などに使います。
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カスタムピクチャーコントロールを登録する
カメラに搭載された「ピクチャーコントロール」は、好みに合わせて調
整して、「カスタムピクチャーコントロール」として登録できます。

❚❚カスタムピクチャーコントロールの登録方法

1 静止画撮影メニューまたは動画撮
影メニューの［カスタムピク
チャーコントロール］を選んでマ
ルチセレクターの2を押す

2［編集と登録］を選ぶ
•［編集と登録］を選んで2を押すと、
［編集・登録対象を選択］画面が表示
されます。

3 元にするピクチャーコントロール
を選ぶ
•ピクチャーコントロールを選んで2
を押すと、編集画面が表示されます。

•編集を行わない場合はJボタンを押
します。［登録先の選択］画面が表示
されます（手順5へ）。
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4 ピクチャーコントロールを調整する
•項目の内容や調整方法は［ピク
チャーコントロール］と同じです。

•Jボタンを押すと［登録先の選択］
画面が表示されます。

• O（Q）ボタンを押すと初期設定の
内容に戻ります。

5 登録先を選ぶ
• C-1～9（カスタム1～9）の中から登録
先を選びます。
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6 登録名を編集する
•登録先を選んで2を押すと、［登録名変更］画面が表示されます。
•初期状態では、「（元に
なったピクチャーコン
トロール名）-XX」が名
前エリアに入力されて
います。XXには自動的
に数値が設定されます。

•登録名は19文字まで入力できます。文字はカーソル位置に挿入さ
れます。

•登録名を変更しない場合は、手順7へ進みます。
•名前エリアに新しい文字を入力する場合は、マルチセレクターで
入力するキーボードエリアの文字上にカーソルを移動させ、Jボ
タンを押します。

•名前エリアのカーソルを左右に移動する場合は、W（S）ボタ
ンを押しながらマルチセレクターの4または2を押します。

•名前エリアからあふれた文字は削除されます。
•名前を1文字削除する場合は、W（S）ボタンを押しながら4
または2を押して削除する文字の上にカーソルを移動させ、
O（Q）ボタンを押します。

7 X（T）ボタンを押す
•登録名の編集が終了します。

•登録したピクチャーコントロールは、
ピクチャーコントロールの一覧画面に
表示されます。

キーボード
エリア

名前エリア

X（T）ボタン
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A 登録名変更について
［カスタムピクチャーコントロール］で［登録
名変更］を選ぶと、登録したカスタムピク
チャーコントロールの名前を変更できます。

A 登録したピクチャーコントロールを削除するには
［カスタムピクチャーコントロール］で［削除］を選ぶと、登録したカスタムピ
クチャーコントロールを削除できます。

A 元になったピクチャーコントロールの表示について
カスタムピクチャーコントロールの調整画面
では、元になったピクチャーコントロールがア
イコンで表示されます。

A カスタム1～9で調整できる項目について
カスタム1～9を選んだ場合は、元になったピクチャーコントロールと同じ項目
が調整できます。

元になった
ピクチャーコントロール
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SDカードを使ってピクチャーコントロールを
対応ソフトウェアと共用する
Picture Control Utility 2を使用すると、作成したカスタムピクチャーコ
ントロールをSDカードからカメラに読み込んで登録したり、カメラで
作成したカスタムピクチャーコントロールをSDカードにコピーするこ
とができます。また、SDカード上の不要なカスタムピクチャーコント
ロールを削除することもできます。Picture Control Utility 2は、
Capture NX-D（0263）や付属のViewNX 2から起動できます。

1［カスタムピクチャーコントロー
ル］画面で［メモリーカードを使
用］を選ぶ
•［メモリーカードを使用］を選んでマ
ルチセレクターの2を押すと、［メモ
リーカードを使用］画面が表示され
ます。

2［カメラに登録］、［メモリーカー
ドから削除］または［メモリー
カードにコピー］を選ぶ
［カメラに登録］：
• SDカードにあるカスタムピクチャー
コントロールをカメラに登録できま
す。カメラに登録したいカスタムピクチャーコントロールと登録
先（C-1～9（カスタム1～9））を選んで名前を付けると、選んだ
カスタムピクチャーコントロールがカメラに登録されます。
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［メモリーカードから削除］：
• SDカードにあるカスタムピクチャー
コントロールを選んで削除できます。
右のような確認画面が表示されるの
で、［はい］を選んでJボタンを押す
と、選んだカスタムピクチャーコント
ロールを削除できます。

［メモリーカードにコピー］：
•カメラにあるカスタムピクチャーコントロールをSDカードにコ
ピーできます。SDカードにコピーしたいカスタムピクチャーコ
ントロールとコピー先（1 ～ 99）を選んでJボタンを押すと、
選んだカスタムピクチャーコントロールがSDカードにコピーさ
れます。

A SDカードへのコピー /SDカードからの削除について
•カメラに搭載されているピクチャーコントロールは、コピーや削除ができません。
•カメラにSDカード内のカスタムピクチャーコントロールを登録するときや、カ
メラ内のカスタムピクチャーコントロールをSDカードにコピーするときは、
SDカードをスロット1に入れてください。スロット2に入っているSDカードは
認識されません。

•SDカードに保存できるカスタムピクチャーコントロールは、99個までです。
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アクティブD-ライティングで撮影する
撮影モードP、 S、 A、 Mのみ

撮影の前にあらかじめ［アクティブD-ライティング］を設定しておく
と、ハイライト部の白とびを抑え、暗部の黒つぶれを軽減する効果があ
ります。見た目のコントラストに近い画像に仕上がります。暗い室内か
ら外の風景を撮ったり、直射日光の強い海辺など明暗差の激しい景色を
撮影するのに効果的です。アクティブD-ライティングを設定したとき
は、測光モードをマルチパターン測光に設定して撮影することをおすす
めします（0137）。

白とびや黒つぶれを抑えて撮影する

A 静止画撮影メニュー［アクティブD-ライティング］と画像編集メ
ニュー［D-ライティング］の違い

［アクティブD-ライティング］を設定してから撮影すると、撮影シーンに応じて
露出や階調を制御し、ハイライト部やシャドー部および中間調を適切に調整し
て画像を記録します。一方、［D-ライティング］（0398）は、撮影済みの画像
に対して階調を再調整してシャドー部を明るく補正します。

アクティブD-ライティング
［しない］

アクティブD-ライティング
［Y オート］
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❚❚アクティブD-ライティングの設定方法

1 静止画撮影メニューの［アクティ
ブD-ライティング］を選んでマル
チセレクターの2を押す

2 効果の度合いを選び、Jボタンを
押す
•［Y オート］、［Z より強め］、
［P 強め］、［Q 標準］、［R 弱
め］、［しない］に設定できます。

•［Yオート］に設定すると、撮影
シーンに応じて自動的に効果の度合
いを設定します。

D アクティブD-ライティングについてのご注意
•アクティブ D-ライティングを設定して撮影をするとき、撮影シーンによって
は、ノイズ（ざらつき、むら、すじ）が強調されたり、明るい被写体の周辺に
暗い影が出たり、暗い被写体の周辺が明るくなったりする場合があります。

•アクティブD-ライティングを設定していても、ISO感度がHi 0.3以上の場合、ア
クティブD-ライティングは機能しません。

•撮影モードが M のときは、［Yオート］に設定していても［Q標準］相当
の度合いに固定されます。

•被写体によっては画像に階調とびが発生する場合があります。

A 関連ページ
•アクティブD-ライティングの効果の度合いを変えながら撮影する
→「ADLブラケティングの撮影方法」（0211）

• Fn ボタンとメインコマンドダイヤルでアクティブ D-ライティングの効果の度
合いを切り換える →A f2［Fnボタンの機能］（0356）
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HDR（ハイダイナミックレンジ）合成を行う
1回の撮影で露出が異なる画像を2コマ撮影して合成することにより、輝
度範囲の広いシーンでも白とびや黒つぶれの少ない画像を記録します。
明暗差が著しい撮影シーンなどで、シャドー部からハイライト部まで幅
広く再現された画像になります。HDRモードを設定したときは、測光
モードをマルチパターン測光に設定して撮影することをおすすめしま
す（0137）。

1 静止画撮影メニューの［HDR（ハ
イダイナミックレンジ）］を選んで
マルチセレクターの2を押す

露出明るめで
撮影した画像

露出暗めで
撮影した画像

+

HDRモードで
合成された画像
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2［HDRモード］を設定する
•［HDRモード］を選んで2を押します。

•1または3を押してHDRモードを設
定し、Jボタンを押します。

•［する（連続）］または［する（1
回）］を選ぶと、HDRモードの撮影
待機状態になり、ファインダー内表
示にlマークが点灯します。

6 する（連続）
HDRモードで続けて撮影します。HDRモードを解
除するには、もう一度［HDRモード］を選んで
［しない］を選択してください。

する（1回） 撮影を終了すると、HDRモードが解除されます。
しない HDRモードを解除します。

D RAWを含む画質モードについて
RAWを含む画質モードの場合、HDR撮影はできません。

ファインダー内表示
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3［HDR強度］を設定する
•［HDR強度］を選んで2を押します。

•1または3を押してHDR強度を設定
し、Jボタンを押します。

•［オート］、［より強め］、［強め］、
［標準］、［弱め］に設定できます。
•［オート］に設定すると、撮影シーン
に応じて自動的にHDRの強度を設定し
ます。

4 構図を決め、ピントを合わせて撮影する
•シャッターボタンを全押しすると、2回連続してシャッターがき
れます。

•合成処理中は、表示パネルに
l jが、ファインダー内表示
にl lが点滅します。この表
示が消えるまで撮影できません。

•［する（連続）］の場合、［HDRモー
ド］で［しない］を選んでHDRモー
ドを解除するまで、HDRモードで撮
影できます。

• HDRモードが［する（1回）］の場合、1回撮影すると、HDRモー
ドが解除され、lマークが消灯します。
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D HDR撮影時のご注意
•撮影した画像の画像周辺部は切り取られます。
•動いている被写体を撮影する場合や撮影時の手ブレの量が大きい場合は、正し
く合成されないことがあります。三脚をお使いいただくことをおすすめします。

•撮影シーンによっては、明るい被写体の周辺に暗い影が出たり、暗い被写体の
周辺が明るくなったりします。また、HDRの効果が出にくい場合があります。

•被写体によっては画像に階調とびが発生する場合があります。
•測光モードが中央部重点測光またはスポット測光のときや、非CPUレンズ装着
時に［HDR強度］を［オート］に設定すると、HDRの強度は［標準］相当の
度合いに固定されます。

•内蔵フラッシュと別売のスピードライトは発光しません。
•レリーズモード（0104）がT、UまたはMの場合にシャッターボタンを全
押しし続けても連続撮影しません。

•シャッタースピードは、A（バルブ）または%（タイム）に設定できません。

D HDRモードの制限について
HDRモードは、次の機能とは同時に使用できません：
•オートブラケティング撮影（0203）
•多重露出撮影（0215）
•微速度撮影（0227）

A HDRモードとインターバルタイマー撮影の組み合わせについて
•HDRモードを［する（連続）］に設定してからインターバルタイマー撮影（0221）
を設定すると、［インターバルタイマー撮影］で設定されたインターバルでHDR
撮影ができます。

•HDRモードが［する（1回）］の場合は、1回だけHDRモードで撮影した後、イ
ンターバルタイマーとHDRモードが解除されます。
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フラッシュ撮影

内蔵フラッシュを使うと、暗い場所や逆光下など、さまざまな場所での
撮影を楽しむことができます。

内蔵フラッシュが自動的に上がる撮影モード
の場合
撮影モードi、k、p、n、o、s、w、gでは、暗いときや逆光の
ときなど、必要に応じて自動的に内蔵フラッシュが上がり、発光します。

1 フラッシュモードを設定する
• M（Y）ボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すと、
インフォ画面のフラッシュモード表示が変わります。

内蔵フラッシュを使って撮影する

M（Y）ボタン インフォ画面メインコマンド
ダイヤル
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2 シャッターボタンを半押
しして、ピントを合わせ
てから撮影する
内蔵フラッシュを収納して
いても、必要に応じて自動
的に内蔵フラッシュが上が
り、発光します（発光禁止に設定している場合を除く）。フラッ
シュが自動的に上がらないとき、手で無理に上げないでください。
内蔵フラッシュが破損するおそれがあります。

❚❚設定できるフラッシュモード
内蔵フラッシュが自動的に上がる撮影モードで設定できるフラッシュ
モードは次の通りです。

フラッシュモード 撮影モード

通常発光オート（自動発光）：暗いときや逆光のときに
必要に応じて発光します。

i、k、p、n、
s、w、g

赤目軽減オート（自動発光）：人物撮影に適しています。
フラッシュが発光する前に、赤目軽減ランプが点灯し
て、人物の目が赤く写る「赤目現象」を軽減します。

i、k、p、n、
s、w、g

赤目軽減オート（自動発光）＋スローシャッター：夜景
や夕景をバックにした人物撮影などに適しています。赤
目軽減発光に加え、背景をきれいに写すために、自動的
にシャッタースピードを遅くする「スローシャッター」
が行われます。

o

通常発光オート（自動発光）＋スローシャッター：通常
発光に加え、背景をきれいに写すために、自動的に
シャッタースピードを遅くする「スローシャッター」が
行われます。

o

j 発光禁止：発光しません。
i、k、p、n、
o、s、w、g
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内蔵フラッシュを手動で上げる撮影モードの
場合
撮影モードP、S、A、M、0では、M（Y）ボタンを押して、手動で内
蔵フラッシュを上げます。

1M（Y）ボタンを押す
•内蔵フラッシュが上がります。
•フラッシュモードが発光禁止に設定さ
れている場合や別売スピードライトが
装着されている場合は、内蔵フラッ
シュは上がりません。手順2に進んで
ください。

2 フラッシュモードを設定する
• M（Y）ボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すと、
インフォ画面のフラッシュモード表示が変わります。

• 0の場合、フラッシュモードを設定する必要はありません。

3 シャッターボタンを半押しして、ピントを合わせてから撮
影する
•内蔵フラッシュを上げているときは、周囲の明るさなどにかかわ
らず、フラッシュは常に発光します（発光禁止に設定している場
合を除く）。

M（Y）ボタン

M（Y）ボタン インフォ画面メインコマンド
ダイヤル
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❚❚設定できるフラッシュモード
内蔵フラッシュを手動で上げる撮影モードで設定できるフラッシュ
モードは次の通りです。

フラッシュモード 撮影モード

通常発光：撮影のたびに内蔵フラッシュが発光します。 P、S、A、M、0

赤目軽減発光：人物撮影に適しています。フラッシュが
発光する前に、赤目軽減ランプが点灯して、人物の目が
赤く写る「赤目現象」を軽減します。

P、S、A、M

赤目軽減発光＋スローシャッター：夜景や夕景をバック
にした人物撮影などに適しています。赤目軽減発光に加
え、背景をきれいに写すために、自動的にシャッタース
ピードを遅くする「スローシャッター」が行われます。

P、A

通常発光+スローシャッター：通常発光に加え、背景を
きれいに写すために、自動的にシャッタースピードを遅
くする「スローシャッター」が行われます。

P、A

後幕発光+スローシャッター：動いている被写体の後方
に流れる光や軌跡などを表現したい場合などに適して
います。後幕発光に加え、背景をきれいに写すために、
自動的にシャッタースピードを遅くする「スローシャッ
ター」が行われます。
• フラッシュモードを設定すると、Sの文字も表示
されます。

P、A

後幕発光：通常発光時はシャッターが開くと同時にフ
ラッシュが発光します（先幕発光）が、後幕発光では
シャッターが閉じる直前にフラッシュが発光します。

S、M

j　 発光禁止：発光しません。 P、S、A、M

後幕発光先幕発光
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A 内蔵フラッシュを収納する
内蔵フラッシュを収納するときは、カチッと音
がするまで手で軽く押し下げます。バッテリー
の消耗を防ぐため、使用しないときは常に収納
してください。

A インフォ画面のフラッシュモード表示について
インフォ画面のフラッシュモードでは、内蔵フラッシュ使用時の発光方式が、次
のように表示されます。内蔵フラッシュの発光方式は、カスタムメニュー e3
［内蔵フラッシュ発光］で設定できます（0346）。

通常発光 FP発光（0345）

i-TTL-BL調光
スタンダードi-TTL調光

—

マニュアル発光 —

リピーティング発光 —

コマンダーモード
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A 測光モードと内蔵フラッシュの調光について
測光モードをマルチパターン測光、中央部重点測光またはハイライト重点測光に
設定すると、i-TTL-BL調光になり、スポット測光に設定すると、スタンダードi-TTL
調光になります。i-TTL モードでは次のような内蔵フラッシュ撮影ができます。

D フラッシュ撮影時のご注意
•内蔵フラッシュを使って撮影するときは、被写体から0.6 m以上離れてください。
•フラッシュの光がさえぎられることがあるので、レンズフードは外してくださ
い。また、マクロ付きズームレンズのマクロ領域ではお使いになれません。

•内蔵フラッシュ撮影時は、 レリーズモードをT、UまたはMに設定しても、
連続撮影にはなりません。

•内蔵フラッシュを連続して使うと、発光部を保護するため、一時的に発光が制
限され、シャッターがきれなくなる場合があります。少し時間をおくと再び使
えるようになります。

• i-TTLモード時のISO感度連動範囲は、100～12800です。ISO感度を100よりも
低感度に設定したり、12800よりも高感度に設定した場合には、距離や絞り値
によっては適正な発光量にならないことがあります。

i-TTL-BL
調光

91Kピクセル（約91,000ピクセル）RGBセンサーによる測光情報
を元に被写体と背景光のバランスを考慮したBL（バランス）調光
を行います。シャッターボタンを押すと、内蔵フラッシュがモニ
ター発光を行い、被写体と背景光のバランスを考慮した最適な発
光量を決定します。
• G、EまたはDタイプレンズ装着時は、レンズから得られた被写
体までの距離情報も利用して最適な発光量を決定します。

• 非 CPU レンズ装着時は、レンズ情報（開放絞り値、焦点距離）
を設定することにより、より精度が向上します（0232）。

スタン
ダード

i-TTL調光

背景の明るさは考慮されず、撮影画面が基準露光量となるように
調光します。主要被写体のみを強調する場合や、フラッシュ撮影
で露出補正する場合に適しています。
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A 内蔵フラッシュ撮影時のシャッタースピード制限について
内蔵フラッシュ撮影時のシャッタースピード制限は、次のようになります。

•撮影モードP、S、A、Mでは、カスタムメニュー e1［フラッシュ撮影同調速度］
（0344）を［1/250秒（オートFP）］に設定すると、内蔵フラッシュ使用時
でも高速側のシャッタースピードが1/250秒までフラッシュ同調します
（0345）。また、カスタムメニュー e1［フラッシュ撮影同調速度］を［1/250
秒（オートFP）］または［1/200秒（オートFP）］に設定して別売のオートFP
ハイスピードシンクロ対応スピードライト（0440）を装着した場合は、高速
側のシャッタースピードが1/4000秒まで制御されます。

A 内蔵フラッシュの調光範囲（光の届く範囲）と限界絞り値
内蔵フラッシュはISO感度と絞り値によって調光範囲（光の届く範囲）が異なり
ます。下表を参考にしてください。

※内蔵フラッシュで調光できる最短撮影距離は0.6mです。

•撮影モードPでは、内蔵フラッシュ使用時に下表の絞り値よりも絞りを開くこ
とはできません。

※制御される絞り値よりも開放絞りが暗い場合は、装着レンズの開放絞りに
よって制御されます。

i　、 k、 p、n、 
s、 w、 0、 g

1/200～1/60秒
P、A 1/250～1/60秒

S　 1/250～30秒

o　 1/200～1秒 M　 1/250～30秒、A、%

ISO感度および絞り値 調光範囲
（m）100　 200　　 400　 800　 1600　 3200　 6400　 12800　

1.4　 2　 2.8　 4　 5.6　 8　 11　 16　 約0.7～8.5
2　 2.8　 4　 5.6　 8　 11　 16　 22　 約0.6～6

2.8　 4　 5.6　 8　 11　 16　 22　 32　 約0.6～4.2
4　 5.6　 8　 11　 16　 22　 32　 – 約0.6～3

5.6　 8　 11　 16　 22　 32　 – – 約0.6～2.1
8　　 11　 16　 22　 32　 – – – 約0.6～1.5

11　　 16　 22　 32　 – – – – 約0.6～1.1
16　 22　 32　 – – – – – 約0.6～0.8

ISO感度と開放側の限界絞り（F）
100　 200　 400　 800　 1600　 3200　 6400　 12800　
2.8　 3.5　 4　 5　 5.6　 7.1　 8　 10　
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A 関連ページ
•「オートFPハイスピードシンクロについて」（0345）
•フラッシュの調光量を固定して撮影する →「FVロックして調光量を固定する」
（0191）
•内蔵フラッシュの同調速度を変更する →A e1［フラッシュ撮影同調速度］
（0344）
•フラッシュ時のシャッタースピードを制限する →A e2［フラッシュ時
シャッタースピード制限］（0346）

•内蔵フラッシュの発光方式を変更する →A e3［内蔵フラッシュ発光］
（0346）
•内蔵フラッシュをコマンダーモードで使用する →A e3［内蔵フラッシュ発
光］（0346）

•別売スピードライト（フラッシュ）を使って撮影する →「使用できるスピード
ライト」（0437）
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調光補正とは、フラッシュの発光量を意図的に変えることで、背景に対
する被写体の明るさを調整したいときなどに使います。発光量を多くし
て被写体をより明るく照らしたり、発光量を少なくして被写体に光が強
く当たりすぎないようにするなど、発光量の微妙な調整ができます。

❚❚調光補正の設定方法
M（Y）ボタンを押しながら、サブコマンドダイヤルを回す
•調光露出補正値は、表示パネ
ル、ファインダー内表示および
インフォ画面に表示されます。

•調光補正は、1/3 段ステップで
－3段～＋1段の範囲で設定で
きます。

調光補正してフラッシュの発光量を変更
する 撮影モードP、 S、 A、 M、 hのみ

M（Y）ボタン サブコマンド
ダイヤル
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•補正量を設定すると、表示パネルと
ファインダー内表示にY（調光補正）
マークが表示されます。

• M（Y）ボタンを押すと、表示パネル、
ファインダー内表示またはインフォ画
面で設定した補正量を確認できます。

•被写体を明るくしたいときは＋側に、
暗くしたいときは－側に補正するのが
基本です。

•調光補正を解除するには、補正量を0.0
にしてください。カメラの電源をOFF
にしても、補正量の設定は解除されま
せん。

A 別売スピードライトの調光補正について
カメラ側とスピードライト側で同時に調光補正を行う場合、両方の補正値を加
算します。

A 関連ページ
•調光補正のステップ幅を変更する →A b2［露出設定ステップ幅］（0331）
•フラッシュ撮影時に露出補正した場合に調光量も補正するかどうかを設定す
る →A e4［フラッシュ使用時の露出補正］（0353）

•調光補正値を変えながら撮影する →「AE ブラケティング、フラッシュブラケ
ティングの撮影方法」（0203）

補正なし（M（Y）ボタンを
押したとき）

－0.3段（－1/3段）補正

＋1段補正
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調光量をロック（固定）することにより、被写体に調光量を合わせたま
ま構図を変えたり、同じ調光量を維持したまま撮影できます。被写体が
画面の中央にない場合など、自由な構図で適切な調光量のフラッシュ撮
影が可能です。
• FVロック中にカメラのISO感度や絞り値を変更しても、フラッシュの
発光量が補正されることによりFVロックは維持されます。

1 カスタムメニュー f2［Fnボタンの
機能］（0356）を［FV-L］に設定
する

2 内蔵フラッシュを上げる
•撮影モードP、S、A、M、または0で M（Y）ボタンを押すと、
内蔵フラッシュが上がり、フラッシュの充電が開始されます。

•撮影モードi、k、p、n、o、s、
w、gでは、シャッターボタンを半
押しすると、撮影状況に応じて内蔵
フラッシュが自動的に上がります。

3 被写体にピントを合わせる
•発光量を合わせたい被写体
を画面の中央でとらえ、
シャッターボタンを半押し
して被写体にピントを合わ
せます。

FVロックして調光量を固定する

M（Y）ボタン
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4 モニター発光を行う
•ファインダー内表示にcが点灯して
いることを確認し、Fnボタンを押す
と、フラッシュがモニター発光を行
い、調光量を計算します。

• FVロックが行われ、ファインダー内
表示にe（FVロック）マークが表示
されます。

5 構図を変更する

6 シャッターボタンを全押しして撮影する
• FVロック中は、被写体の露出を一定にしたまま複数のコマを撮影
することができます。必要に応じて手順5～6を繰り返してくだ
さい。

7 FVロックを解除する
•もう一度Fnボタンを押すと、FVロックが解除され、ファインダー
内表示のeが消灯します。

D 内蔵フラッシュのFV ロックについて
内蔵フラッシュだけを発光させてフラッシュ撮影を行う場合、FVロックを使用
するときはカスタムメニュー e3［内蔵フラッシュ発光］（0346）を［TTL モー
ド］に設定してください。

Fnボタン
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A 別売スピードライトのFVロックについて
別売のスピードライト（0437）の発光モードがTTL、「モニター発光あり」の
AAまたはAのいずれかに設定されている場合も、FVロックを行うことができま
す（別売スピードライトの発光モードについては、スピードライトの使用説明
書をご覧ください）。カスタムメニュー e3［内蔵フラッシュ発光］（0346）を
［コマンダーモード］にして撮影する場合は、主灯（マスターフラッシュ）また
は補助灯（リモート）グループのうち、少なくとも1グループの発光モードを
［TTL］または［AA］に設定してください。

A 別売スピードライトのFVロック時の測光エリアについて
別売スピードライトを使用したFVロック時の測光エリアは次のようになります。

A 関連ページ
• Pvボタンを押してFVロックをする →A f3［プレビューボタンの機能］（0361）
•AAE/AFロックボタンを押してFVロックをする →A f4［AE/AFロックボタン
の機能］（0361）

撮影状態 発光モード 測光エリア

1灯撮影時
i-TTLモード 画面中央φ5 mm相当

絞り連動外部自動調光
スピードライトの
外部測光エリア

アドバンストワイヤレス
ライティングによる

増灯時

i-TTLモード 全画面

絞り連動外部自動調光
スピードライトの
外部測光エリア外部自動調光

（マスタースピードライト）
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リモコン撮影

別売のリモコンML-L3（0449）を使って、カメラから離れた場所から
静止画を撮影することができます。記念写真など撮影者自身も一緒に写
りたいときや、シャッターボタンを押すときの手ブレを軽減したいとき
などにお使いください。リモコン撮影時は、三脚などを使ってカメラを
固定してください。

1 静止画撮影メニューの［リモコン
モード設定（ML-L3）］を選んでマ
ルチセレクターの2を押す

別売のリモコンML-L3を使って
撮影する
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2 リモコンモードを設定する
•設定したいリモコンモードを選んでJボタンを押すと、リモコン
モードに切り替わります。

•［しない］を選ぶと、ML-L3の送信ボタンを押しても、撮影を行
いません。

3 構図を決め、ピントを合わせる
•オートフォーカスで撮影する場合、撮影を開始する
前にカメラのシャッターボタンを半押しして、ピン
ト合わせを行ってください。

%　 2秒リモコン
ML-L3の送信ボタンを押すと、2秒後にシャッター
がきれます。

$　瞬時リモコン ML-L3の送信ボタンを押すと、すぐにシャッターが
きれます。

&　 ミラーアップ
リモコン

ML-L3の送信ボタンを押すと、ミラーアップしま
す。もう一度ML-L3の送信ボタンを押すと、撮影で
きます。撮影時にミラーアップの振動によるブレを
防ぐことができます。

D 別売のリモコンML-L3を初めてお使いになるときのご注意
リモコンにはさんである透明の絶縁シートを引き抜いてください。

D リモコンML-L3使用時の制限について
•リモコンML-L3使用時は、レリーズモードダイヤル（0104）での設定は無効
になり、静止画撮影メニューの［リモコンモード設定（ML-L3）］の内容で撮
影を行います。

•ライブビューセレクターが1の場合にカスタムメニュー g4［シャッターボタ
ンの機能］が［動画撮影］（0374）のときは、リモコンML-L3は使えません。



196

4 ML-L3の送信ボタンを押す
• 5 m以内の距離から、ML-L3の送信部
をカメラのリモコン受光部に向け、送
信ボタンを押してください（リモコン
受光部は、カメラ前面と背面の2カ所
にあります、02、4）。

5 撮影する
• 2秒リモコンモードではセルフタイマーランプが約2秒間点灯してか
らシャッターがきれます。

•瞬時リモコンモードではすぐにシャッターがきれ、撮影後にセル
フタイマーランプが一瞬点灯します。

•ミラーアップリモコンモードの場合、ML-L3の送信ボタンを1回
押すと、ミラーアップします。もう一度送信ボタンを押すと、
シャッターがきれ、撮影後にセルフタイマーランプが一瞬点灯し
ます。

• 2秒リモコンモードと瞬時リモコンモードでの撮影時のフォーカ
ス動作は、ファインダー撮影時のAFモード（0119）の設定に
よって、次のように異なります。

•ライブビュー撮影時、2秒リモコンモードでは、ピントが合って
から約2秒後に、瞬時リモコンモードでは瞬時にシャッターがき
れます（ピントが合わなくてもシャッターはきれます）。

AF-A　
AF-S　

ピントが合ってから約2秒後、または瞬時にシャッターがきれま
す。ピントが合わない場合は、待機状態に戻ります。ただし、す
でにピントが合っているときはピント合わせを行わず、シャッ
ターがきれます。

AF-C　
ピント合わせは行わず、ML-L3の送信ボタンを押してから約2秒
後、または瞬時にシャッターがきれます。
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A ミラーアップリモコンモードについて
•ミラーアップ中は、ファインダーで構図を確認できません。
•ミラーアップ中は、 オートフォーカスと測光は使えません。
•ML-L3の送信ボタンを1回押してミラーアップした後約30秒経過すると、自動
的にシャッターがきれます。

A リモコンモード設定（ML-L3）の解除について
次の場合、リモコンモードを解除します。
•撮影を行わないまま、カスタムメニュー c5［リモコン待機時間（ML-L3）］
（0335）で設定したリモコン待機時間が過ぎた場合
•［リモコンモード設定（ML-L3）］で［しない］を選んだ場合
•ツーボタンリセットを行った場合（0200）
•［静止画撮影メニューのリセット］（0309）を行った場合

A リモコン撮影時のフラッシュについて
•内蔵フラッシュが自動で上がる撮影モード（0181）では、リモコンの受信待
機状態になるとフラッシュの充電が始まり、充電完了後にML-L3の送信ボタン
を押すと、必要に応じて内蔵フラッシュが自動的に上がり発光します。フラッ
シュの充電中にML-L3の送信ボタンを押しても、カメラは反応しません。しば
らく待ってから送信ボタンを押してください。

•内蔵フラッシュを手動で上げる撮影モード（0183）でフラッシュを使って撮
影したいときは、撮影を開始する前にM（Y） ボタンを押して内蔵フラッシュ
を上げ、ファインダー内表示の cが点灯するまでお待ちください。ML-L3の送
信ボタンを押した後にフラッシュを上げると、撮影は中止されます。

•瞬時リモコンモード、ミラーアップリモコンモードの場合、赤目軽減発光
（0184）を組み合わせたフラッシュモードでは、赤目軽減ランプが約1秒間点
灯してからシャッターがきれます。2秒リモコンモードの場合、セルフタイマー
ランプが約2秒間点灯した後、赤目軽減のために赤目軽減ランプが約1秒間点
灯してからシャッターがきれます。

A 関連ページ
•リモコン撮影の受信待機時間を変更する →A c5［リモコン待機時間
（ML-L3）］（0335）
•リモコン撮影時の電子音を設定する →A d1［電子音設定］（0336）
•付属のアイピースキャップを使う →「ファインダーから顔を離して撮影する
ときは」（0107）
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別売のワイヤレスリモートコントローラーWR-1（0447）や、ワイヤ
レスリモートコントローラーWR-R10とWR-T10（0447）を使うと、
ワイヤレスリモートコントローラーのシャッターボタンをカメラの
シャッターボタンと同様に操作して撮影できます。連続撮影やセルフタ
イマー撮影も無線での遠隔撮影で行えます。

ワイヤレスリモートコントローラーWR-1
WR-1は、他のWR-1やWR-R10またはWR-T10と組み合わせて、送信機
または受信機として使います。たとえば、受信機に設定したWR-1をカメ
ラのアクセサリーターミナルに取り付けると、送信機に設定したWR-1か
らの操作で、遠隔撮影したり、カメラの設定を変更したりすることがで
きます。

ワイヤレスリモートコントローラー
WR-R10/WR-T10
WR-R10（送受信機）をカメラに取り付けると、WR-T10（送信機）か
らの操作で、遠隔撮影することができます。

別売のワイヤレスリモートコント
ローラーを使って撮影する
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撮影の便利な機能

ファインダー撮影時にPボタンを押すと、撮
影時の設定を変更できます。マルチセレク
ターで項目を選んでJボタンを押すと、選
んだ項目の設定画面が表示されます。撮影に
戻るには、再度Pボタンを押してください。

•設定できるメニュー項目は次の通りです。

ファインダー撮影時にPボタンを使う

Pボタン

メニュー項目 0

撮像範囲設定 109　

ピクチャーコントロール 164　

アクティブD-ライティング 175　

HDR
（ハイダイナミックレンジ）

177　

リモコンモード設定
（ML-L3）

194　

Fnボタンの機能 356　

プレビューボタンの機能 361　

AE/AFロックボタンの機能 361　

長秒時ノイズ低減 315　

高感度ノイズ低減 315　

メニュー項目 0
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W（S）ボタンとEボタン
（それぞれのボタンに緑色の
Iがついています）を2秒以
上同時に押すと、一瞬表示パ
ネルの表示が消え、カメラの
機能が次のように初期設定に
戻ります。

ツーボタンリセットで基本的な機能を初期
設定に戻す

0　

画質モード NORMAL　 114　

画像サイズ サイズL　 117　

ホワイトバランス AUTO1 標準 144　

微調整値 A-B：0、G-M：0 147　

ピクチャーコントロールの調整値 解除※1 166　

HDR（ハイダイナミックレンジ） 解除※2 177　

ISO感度

撮影モード
P、 S、 A、 M以外 オート　

132　
P、 S、 A、 M 100　

感度自動制御 しない 134　

リモコンモード設定（ML-L3） しない 194　

インターバルタイマー撮影 解除※3 221　

W（S）ボタン

Eボタン
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ファインダー撮影時のAF

AFモード
%　 AF-S　

119　
%以外 AF-A　

AFエリアモード

撮影モード

n、 x、 0、 1、 2、 3 シングルポイントAF　

121　
m、 w ダイナミックAF・51点

i、 j、 k、 l、 p、 o、 r、 s、 t、 
u、 v、 y、 z、g、u、 P、 S、 A、 M

オートエリアAF

静止画ライブビュー /動画ライブビュー時のAF

AFモード シングルAFサーボ 57　

AFエリアモード

撮影モード

m、 r、 w、  %、 g、 u、 1、  2、 3、 P、 
S、 A、 M

ワイドエリアAF

58　n、 0 ノーマルエリアAF

i、 j、 k、 l、 p、 o、 s、 t、 u、 
v、 x、 y、 z

顔認識AF

フォーカスポイント※4 中央 125　

露出プレビュー しない 61　

マルチセレクターによるパワー絞り 無効 71　

ハイライト表示 しない 71　

ヘッドホン音量 15　 71　

測光モード マルチパターン測光 137　

AE-L（ホールド） 解除
127、
140　

オートブラケティング 解除※5 203　

フラッシュ調光補正 解除（0.0） 189　

露出補正 解除（0.0） 142　

露出ディレーモード しない 338　

0　
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※1 現在選択中のピクチャーコントロールのみ解除されます。
※2 HDRモードが［する（連続）］または［する（1回）］の場合は［しない］に設
定されます。HDR強度は初期設定には戻りません。

※3 インターバルタイマー撮影が中断されます。開始時刻、撮影間隔、撮影回数×
1回のコマ数、露出平滑化は初期設定には戻りません。

※4 AFエリアモードがオートエリアAFのときは、フォーカスポイントは表示され
ません。

※5 撮影コマ数が0に設定されます。AE、フラッシュ、WBブラケティングの補正
ステップは1になります。ADLブラケティングで撮影コマ数が2コマのときの
2コマ目のアクティブD-ライティングの度合いは、［Yオート］になります。

※6 多重露出撮影が中断され、その時点までの露光結果だけを重ね合わせた画像が
記録されます。また、多重露出モードが［する（連続）］または［する（1回）］
の場合は［しない］に設定されます。コマ数と自動ゲイン補正は初期設定には
戻りません。

フラッシュモード

撮影モード

i、 k、 p、 n、 w、 g 通常発光オート

181　
s　 赤目軽減オート

o　
通常発光オート＋
スローシャッター

0、 P、 S、 A、 M 通常発光

FVロック 解除 191　

多重露出 解除※6 215　

プログラムシフト 解除 90　

プラスRAW記録 解除 357　

0　
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明るさ（露出）、フラッシュの発光量、ホワイトバランス、アクティブD-ラ
イティング（ADL）の設定をカメラが自動的に変えながら撮影します。画
像の明るさやフラッシュの発光量の調整が難しい場合や複数の光源が混在
していてホワイトバランスを決めにくい場合の撮影に効果的です。

❚❚ AEブラケティング、フラッシュブラケティングの
撮影方法

露出値（AE）とフラッシュの発光量を変えながら撮影します。

1 カスタムメニュー e6［オートブラ
ケティングのセット］で［AE・フ
ラッシュブラケティング］を選ん
でJボタンを押す
•［AEブラケティング］、［フラッシュブ
ラケティング］を選んだ場合も操作
は同じです。

オートブラケティングで露出や調光、ホ
ワイトバランス、アクティブD-ライティ
ングを変えながら撮影する

撮影モードP、 S、 A、 Mのみ

補正なし －1段補正 ＋1段補正
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2 撮影コマ数を設定する
•Dボタンを押したままメインコマンドダイヤルを回すと、イン
フォ画面または表示パネルを確認しながら撮影コマ数を設定でき
ます。

•r以外に設定すると、表示パネル
にMマークが、ファインダー内表示
にDが点灯します。

•インフォ画面にはvとオートブラケティングインジケーター
が表示されます。マークは、［AEブラケティング］を選んだ場合
はw、［フラッシュブラケティング］を選んだ場合はxに
変更されます。

A AEブラケティング、フラッシュブラケティングについて
［AE・フラッシュブラケティング］では、AEブラケティングとフラッシュブラ
ケティングを同時に行います。AEブラケティングだけを行いたいときは［AEブ
ラケティング］を、フラッシュブラケティングだけを行いたいときは［フラッ
シュブラケティング］を選びます。フラッシュブラケティングは、i-TTL調光時
および絞り連動外部自動調光時（別売の絞り連動外部自動調光対応スピードラ
イト使用時のみ）に使用できます（0186、439）。

撮影コマ数

オートブラケティング
インジケーター

インフォ画面Dボタン メインコマンド
ダイヤル

ファインダー内表示
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3 補正ステップを設定する
• Dボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを回すと、インフォ
画面または表示パネルを確認しながら補正ステップを設定できます。

•補正ステップは、露出設定ステップ幅が「1/3段」の場合、0.3
（1/3段）、0.7（2/3段）、1.0（1段）、2.0（2段）、3.0（3段）から
選ぶことができます。補正ステップを2.0または3.0に設定した場
合、撮影コマ数は最大5枚です。手順2で撮影コマ数を7枚または
9枚に設定していても、自動的に5枚に変更されます。

•補正ステップが0.3のときの撮影コマ数と撮影順序は次の表の通
りです。
インフォ
画面

オートブラケティング
インジケーター

撮影
コマ数

撮影順序

0F 0.3　 0　 0　

＋3F 0.3　 3　 0/＋0.3/＋0.7

－3F 0.3　 3　 0/－0.7/－0.3

＋2F 0.3　 2　 0/＋0.3

－2F 0.3　 2　 0/－0.3

3F 0.3　 3　 0/－0.3/＋0.3

5F 0.3　 5　
0/－0.7/－0.3/
＋0.3/＋0.7

7F 0.3　 7　
0/－1.0/－0.7/－0.3/
＋0.3/＋0.7/＋1.0

9F 0.3　 9　
0/－1.3/－1.0/－0.7/
－0.3/＋0.3/＋0.7/
＋1.0/＋1.3

補正ステップ

インフォ画面Dボタン サブコマンドダイヤル
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4 撮影する
•設定した撮影コマ数を撮影してくだ
さい。

•シャッタースピードと絞り値は補正
された値が表示されます。

•撮影するたびに、コマ数を示す表示がオートブラケティングイン
ジケーター上から消えます。

• AEブラケティングと露出補正（0142）を同時に設定すると、
両方の補正値が加算されたAEブラケティング撮影が行えます。

❚❚ AEブラケティング、フラッシュブラケティング
撮影をやめるには

Dボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回して、インフォ画
面または表示パネルの撮影コマ数を（0F/r）にしてください（表示パ
ネルのMマークが消灯します）。ただし、設定した補正ステップは記憶
されます。また、ツーボタンリセット（0200）でもブラケティングを
解除できますが、この場合は設定した補正ステップもリセットされます。

A 関連ページ
•オートブラケティングの補正ステップ幅を変更する →Ab2［露出設定ステッ
プ幅］（0331）

•オートブラケティングの撮影順を変更する →Ae7［BKTの順序］（0354）

撮影コマ数：3
補正ステップ：0.7

1コマ撮影した状態
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A AE・フラッシュブラケティング、AEブラケティング、フラッシュブ
ラケティング撮影について

•レリーズモード（0104）をT、UまたはMにセットして連続撮影する場
合、シャッターボタンを押し続けると、セットしたコマ数の撮影が終了した時
点でいったん停止し、シャッターボタンを押し直すと次の連続撮影が可能になり
ます。

•セルフタイマー撮影時（0106）には、シャッターボタンを全押しすると、カ
スタムメニュー c3［セルフタイマー］（0334）の［連続撮影間隔］で設定し
た撮影間隔で撮影します。ただし、c3の［撮影コマ数］で設定した撮影コマ数
にかかわらず、0204の手順2で設定した撮影コマ数が1コマずつ撮影されます。

•撮影中に電源をOFFにしても、再びONにすれば撮影を再開できます。
•撮影中にSDカードの残量がなくなっても、残量のある他のSDカードに交換す
れば残りを撮影できます。

A AEブラケティング
AEブラケティングでは、撮影モードによって補正される内容（シャッタースピー
ド、絞り値）が異なります。

※1 静止画撮影メニュー［ISO 感度設定］の［感度自動制御］（0134）が［す
る］のときは、シャッタースピードや絞り値が制御範囲を超えると、自動
的にISO感度が変化します。

※2 静止画撮影メニュー［ISO感度設定］の［感度自動制御］（0134）が［す
る］のときは、まずISO感度を変化させて基準となる露出を適正露出に近づ
けてから、オートブラケティングでシャッタースピードを変化させます。

撮影モード 変化する内容
P　 シャッタースピードと絞り値※1

S　 絞り値※1

A　 シャッタースピード※1

M　 シャッタースピード※2
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❚❚ WBブラケティングの撮影方法
ホワイトバランスの色温度を変えながら撮影します。ホワイトバランス
についての説明は、0144をご覧ください。

1 カスタムメニュー e6［オートブラ
ケティングのセット］で［WBブ
ラケティング］を選ぶ

2 撮影コマ数（2コマまたは3コマ）を設定する
•D ボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すと、イン
フォ画面または表示パネルを確認しながら撮影コマ数を設定でき
ます。

•r以外に設定すると、表示パネル
にMマークが、ファインダー内表示
にDが点灯します。インフォ画面
にはyとWBブラケティングイ
ンジケーターが表示されます。

.
D WBブラケティングの制限について
WBブラケティングは、RAWを含む画質モードでは使用できません。

撮影コマ数

WBブラケティング
インジケーター

インフォ画面Dボタン メインコマンド
ダイヤル

ファインダー内表示
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3 補正ステップを設定する
•D ボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを回すと、イン
フォ画面または表示パネルを確認しながら補正ステップを設定で
きます。

•補正ステップは、1（1段）、2（2段）、3（3段）から選ぶことが
できます。

•ホワイトバランス補正ステップの1段は、約5ミレッドに相当しま
す。A方向に数が大きくなるごとにアンバーが強くなります。B
方向に数が大きくなるごとにブルーが強くなります（0148）。

•補正ステップが1のときの撮影コマ数と撮影順序は次の表の通り
です。

インフォ
画面

WB ブラケティング
インジケーター

撮影
コマ数

補正ステップ 撮影順序

B2F 1　 2 B方向1段 0/B1

A2F 1　 2 A方向1段 0/A1

3F 1　 3 各方向1段 0/A1/B1

補正ステップ

インフォ画面Dボタン サブコマンド
ダイヤル
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4 撮影する
•シャッターボタンを1回全押しすると、設定した全
てのコマ数の画像が記録されます。

•ホワイトバランスを微調整している場合は、微調整
値にWBブラケティングの補正ステップが加算されます。

• WBブラケティングの撮影コマ数が
記録可能コマ数より多い場合、表
示パネルにnが、ファイン
ダー内表示にjが右図のように
点滅し、シャッターがきれません
（表示パネルの残量のないSDカー
ドのアイコンも点滅します）。新し
いSDカードに交換すると撮影でき
ます。

❚❚ WBブラケティング撮影をやめるには
Dボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回して、インフォ画
面または表示パネルの撮影コマ数を（0F/r）にしてください（表示パ
ネルのMマークが消灯します）。ただし、設定した補正ステップは記憶
されます。また、ツーボタンリセット（0200）でもブラケティングを
解除できますが、この場合は設定した補正ステップもリセットされます。

D WBブラケティング撮影について
•WBブラケティングでは、色温度（A（アンバー）からB（ブルー）への横方向）
の補正のみを行います（0147）。G（グリーン）からM（マゼンタ）への縦方
向の補正は行いません。

•撮影中に電源をOFFにした場合、全てのコマの記録が終了してから電源が切れ
ます。

•セルフタイマー撮影時（0106）には、シャッターボタンを全押しすると、カ
スタムメニュー c3［セルフタイマー］の［撮影コマ数］（0334）で設定した
撮影コマ数にかかわらず、0208の手順2で設定した撮影コマ数が全て記録さ
れます。

A 関連ページ
「ミレッド（MIRED）について」（0148）
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❚❚ ADLブラケティングの撮影方法
アクティブD-ライティングの効果の度合いを変えながら撮影します。ア
クティブD-ライティングについての説明は、0175をご覧ください。

1 カスタムメニュー e6［オートブ
ラケティングのセット］で［ADL
ブラケティング］を選ぶ

2 撮影コマ数を設定する
•Dボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すと、イン
フォ画面または表示パネルを確認しながら撮影コマ数を設定でき
ます。

•r以外に設定すると、表示パネルに
Mマークが、ファインダー内表示に
Dが点灯します。インフォ画面に
はzとADLブラケティングイン
ジケーターが表示されます。

撮影コマ数

ADLブラケティング
インジケーター

インフォ画面Dボタン メインコマンド
ダイヤル

ファインダー内表示
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•設定した撮影コマ数により、ブラケティングの内容が次のように
異なります。

•撮影コマ数を3コマ以上に設定した場合は、手順4に進んでください。

3 アクティブD-ライティングの度合いを設定する
•Dボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを回すと、撮影コ
マ数が2コマのときの2コマ目のアクティブD-ライティングの度
合いを設定できます。

撮影
コマ数

ブラケティングの内容

2コマ
［しない］→（手順3で設定するアクティブD-ライティングの
度合い）の順に撮影

3コマ ［しない］→［弱め］→［標準］の順に撮影
4コマ ［しない］→［弱め］→［標準］→［強め］の順に撮影
5コマ ［しない］→［弱め］→［標準］→［強め］→［より強め］の順に撮影

Dボタン サブコマンドダイヤル
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•アクティブD-ライティングの度合いは、インフォ画面または表示
パネルのADLブラケティングインジケーターで確認できます。

4 撮影する
•設定した撮影コマ数を撮影してくだ
さい。

•撮影するたびに、コマ数を示す表示
がADLブラケティングインジケー
ター上から消えます。

アクティブD-ライティングの度合い インフォ画面 表示パネル

Y　 オート

R　 弱め

Q　 標準

P　 強め

Z　 より強め

撮影コマ数 1コマ撮影した状態
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❚❚ ADLブラケティング撮影をやめるには
Dボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回して、インフォ画
面または表示パネルの撮影コマ数を（0F/r）にしてください（表示パ
ネルのMマークが消灯します）。ただし、設定したアクティブD-ライ
ティングの度合いは記憶されます。また、ツーボタンリセット（0200）
でもブラケティングを解除できますが、この場合は設定したアクティブ
D-ライティングの度合いもリセットされます。

A ADLブラケティング撮影について
•レリーズモード（0104）をT、UまたはMにセットして連続撮影する場
合、シャッターボタンを押し続けると、セットしたコマ数の撮影が終了した時
点でいったん停止し、シャッターボタンを押し直すと次の連続撮影が可能になり
ます。

•セルフタイマー撮影時（0106）には、シャッターボタンを全押しすると、カ
スタムメニュー c3［セルフタイマー］（0334）の［連続撮影間隔］で設定し
た撮影間隔で撮影します。ただし、c3の［撮影コマ数］で設定した撮影コマ数
にかかわらず、0211の手順2で設定した撮影コマ数が1コマずつ撮影されます。

•撮影中に電源をOFFにしても、もう一度ONにすれば撮影を再開できます。
•撮影中にSDカードの残量がなくなっても、残量のある他のSDカードに交換す
れば残りを撮影できます。
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多重露出撮影は2～3コマまで重ねて写し込み、1つの画像として記録し
ます。RAWデータを使用して合成するため、通常のアプリケーション
ソフトウェアなどで画像を合成する場合と比べ、階調特性に優れた画像
になります。

❚❚多重露出の撮影方法

1 静止画撮影メニューの［多重露出］
を選んでマルチセレクターの2を
押す

多重露出撮影で1つの画像に重ねて
写し込む 撮影モードP、 S、 A、 Mのみ
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2［多重露出モード］を設定する
•［多重露出モード］を選んで、2を
押します。

•  1または3を押して多重露出モード
を設定し、Jボタンを押します。

•［する（連続）］または［する（1回）］
を選ぶと、多重露出の撮影待機状態に
なり、表示パネルにnマークが点灯
します。

6 する（連続）
同じ設定で続けて多重露出撮影します。多重露出撮影
を解除するには、もう一度［多重露出モード］を選ん
で［しない］を選択してください。

する（1回） 多重露出撮影を終了すると、多重露出が解除されます。

しない 多重露出撮影を解除します。
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3［コマ数］（露光回数）を設定する
•［コマ数］を選んで、2を押します。

•1または3を押して露光回数を設定
し、Jボタンを押します。

4［自動ゲイン補正］を設定する
•［自動ゲイン補正］を選んで、2を押
します。

•自動ゲイン補正の設定後、Jボタン
を押します。

する

重ね合わせた画像の露出が適正になるように、露光回数
に合わせて自動的にゲイン（出力）を補正します。
• 各コマのゲインは、「1÷露光回数」となります。たと
えば、露光回数が「2コマ」の場合は1/2、「3コマ」の
場合は1/3になります。

しない
ゲインを補正せず、全ての露光結果をそのまま重ね合わ
せます。
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5 1回目の撮影をする
•撮影を始めると、nマー
クが点滅します。

6 2回目以降の撮影をする
•［する（連続）］の場合、［多重露出モード］で［し
ない］を選んで多重露出モードを解除するまで、多
重露出撮影できます。

•多重露出モードが［する（1回）］の
場合、手順3で設定したコマ数分の撮
影をすると、多重露出撮影が解除さ
れ、nマークが消灯します。
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D 多重露出撮影時のご注意
•多重露出の撮影途中、画像の再生やメニュー画面の表示で液晶モニターを点灯
した場合、液晶モニターが消灯してから操作のないまま30秒程度経過すると、
画像が記録されて多重露出が解除されます。撮影間隔が長くなる場合は、カス
タムメニュー c2［半押しタイマー］（0334）を長めに設定すると、多重露出
が解除されるまでの時間が延長されます。

•多重露出撮影中は、ライブビュー撮影ができません。
•多重露出モードを［する（連続）］または［する（1回）］に設定していても、
ライブビュー表示にすると［しない］になります。

•自動ゲイン補正（0217）を［しない］に設定した場合、ノイズ（ざらつき、
むら、すじ）が発生しやすくなります。

•多重露出による撮影中は、SDカードを交換しないでください。
•レリーズモード（0104）をT、UまたはMに設定して撮影する場合、多重
露出モードが［する（1回）］のときは、シャッターボタンを押し続けると、多
重露出で設定された撮影コマ数の撮影後、多重露出撮影を解除します。［する
（連続）］のときは、シャッターボタンを押し続けている間、多重露出で設定さ
れた撮影コマ数で多重露出撮影を繰り返します。

•セルフタイマー撮影時（0106）には、シャッターボタンを全押しすると、カ
スタムメニュー c3［セルフタイマー］（0334）の［連続撮影間隔］で設定し
た撮影間隔で撮影します。ただし、c3の［撮影コマ数］で設定した撮影コマ数
にかかわらず、多重露出で設定した撮影コマ数の撮影が終了した時点で画像が
記録されます。

•多重露出の撮影データ（撮影日時、測光モード、シャッタースピード、絞り
値、撮影モード、露出補正値、焦点距離、縦横位置情報など）は、1コマ目の
内容になります。
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❚❚多重露出撮影を中断するには
設定したコマ数分を撮影する前に多重露出
撮影を中断するには、多重露出モードを［し
ない］に設定します。多重露出撮影を中断す
ると、その時点までの露光結果だけを重ね合
わせた画像が記録されます（［自動ゲイン補
正］を［する］にしていたときは、露光回数
に合わせてゲイン補正が行われます）。
このほか、次の場合も、多重露出は中断されます。
•ツーボタンリセット（0200）を行ったとき
•カメラの電源をOFFにしたとき
•バッテリーの残量がなくなったとき
•多重露出中に撮影した画像を削除したとき

A 多重露出とインターバルタイマー撮影の組み合わせについて
多重露出を設定してから 1コマ目を撮影する前にインターバルタイマー撮影
（0221）を設定すると、設定されたインターバルで多重露出撮影ができます。
この場合、［インターバルタイマー撮影］で設定されたインターバルで1コマず
つ撮影され、［多重露出］で設定されたコマ数の撮影が終了すると、インターバ
ルタイマー撮影を解除します。多重露出が［する（1回）］の場合は、多重露出
も解除されます。

A 多重露出撮影時に利用できない機能について
多重露出撮影中はSDカードの初期化はできません。また、一部のメニュー項目
がグレーで表示されて選べません。
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設定した開始方法（即時または設定時刻）と撮影間隔で自動的に撮影を
行います。インターバルタイマー撮影は、レリーズモードをS、T、
U、JまたはMに設定して行ってください。

1 静止画撮影メニューの［インター
バルタイマー撮影］を選ぶ

•マルチセレクターの2を押すと、イ
ンターバルタイマー撮影の設定画面
が表示されます。

2 インターバルタイマー撮影の設定をする
•開始方法を選ぶ

-インターバルタイマー撮影をすぐに開始する場合は、［即時スタート］を選
びます。

-インターバルタイマー撮影の開始日時を設定する場合は、［開始日時設定］
を選びます。表示される画面で開始日時を設定してJボタンを押します。

設定した間隔で撮影する
（インターバルタイマー撮影）

［開始方法の設定］を選んで
2を押す

開始方法を選んでJボタン
を押す
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•撮影間隔（インターバル）を設定する

•撮影回数と1回のコマ数を設定する

-レリーズモードがSの場合、撮影コマ数を2コマ以上に設定すると、カスタ
ムメニューd2［低速連続撮影］（0337）で設定された速度で撮影します。

•露出平滑化をするかどうかを選ぶ

-［する］を選ぶと、1コマ前に撮影した静止画と大きく明るさが変化しない
ようにカメラが自動で露出を調整します。ただし、撮影モードMで静止画
撮影メニュー［ISO感度設定］の［感度自動制御］が［しない］の場合、露
出の平滑化は行いません。

［撮影間隔］を選んで2を押す 撮影間隔（時、分、秒）を
設定してJボタンを押す

［撮影回数×1回のコマ数］
を選んで2を押す

撮影回数と1回で撮影する
コマ数を設定して、Jボタ
ンを押す

［露出平滑化］を選んで2を
押す

露出平滑化をするかどうか
を選んでJボタンを押す
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3［撮影開始］を選んでJボタンを
押す
•手順2の［開始方法の設定］で［即時ス
タート］を選んでいる場合は、約3秒後
に撮影を開始します。

•手順2の［開始方法の設定］で［開始
日時設定］を選んでいる場合は、設定
した日時に撮影を開始します。

•設定した撮影間隔とコマ数で撮影を繰り返します。

D インターバルタイマー撮影を開始する前に
•試し撮りをすることをおすすめします。
•あらかじめセットアップメニューの［地域と日時］（0382）で日時が正確に
設定されていることを確認してください。

•カメラを三脚に固定することをおすすめします。
•撮影中のバッテリー切れを防ぐため、充分に充電されたバッテリーまたは別売
のパワーコネクターとACアダプターをお使いください。

•ファインダーから顔を離して撮影するときは、ファインダーからの光が適正露
出や画像に影響を与えることを防ぐため、付属のアイピースキャップを取り付
けることをおすすめします（0107）。

A インターバルタイマー撮影の待機状態について
インターバルタイマー撮影の待機状態では、SD
カードアクセスランプが点滅します。撮影直前
になると表示パネルのシャッタースピード表示
部に残りの撮影回数を、絞り値表示部にその回
の残りの撮影コマ数を、それぞれ表示します。
•待機状態でシャッターボタンを半押しすると、
残りの撮影回数と撮影コマ数を表示します。

SDカード
アクセスランプ
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❚❚インターバルタイマー撮影を一時停止するには
インターバルタイマー撮影を一時停止するには、次の操作を行います。
•撮影待機中にJボタンを押す
•撮影待機中に静止画撮影メニュー［インターバルタイマー撮影］で
［一時停止］を選び、Jボタンを押す

❚❚インターバルタイマー撮影を再開するには
インターバルタイマー撮影を再開する手順は次の通りです。
すぐに再開する場合

再開する日時を設定する場合

❚❚インターバルタイマー撮影を終了するには
インターバルタイマー撮影を終了するには、撮影待機中に静止画撮影メ
ニュー［インターバルタイマー撮影］で［終了］を選び、Jボタンを
押します。インターバルタイマー撮影終了後は通常の撮影待機状態に戻
ります。

［再開］を選んでJボ
タンを押す

［開始方法の設定］画面
で［開始日時設定］を
選び2を押す

開始日時を設定してJ
ボタンを押す

［再開］を選んでJボタ
ンを押す
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D インターバルタイマー撮影についてのご注意
•撮影間隔は、想定されるシャッタースピードに1回のコマ数を掛けた値よりも
長い時間を設定してください。実際のインターバルタイマー撮影には、イン
ターバル時間の他、シャッタースピードやカメラが処理を行う時間などが含ま
れます。撮影間隔が充分な長さに設定されていない場合は、設定した撮影間隔
で撮影できず、その回の撮影がキャンセルされることがあります。

•撮影間隔が充分な長さに設定されていない場合は、設定した［撮影回数×1回
のコマ数］で撮影できないことがあります。

•設定した開始日時が現在時刻後1分以内の場合や［撮影間隔］が［00:00'00"］
の場合、シャッタースピードがA（バルブ）または%（タイム）の場合
など、インターバルタイマー撮影を開始できないときには警告メッセージを表
示します。

•SD カードの残量がない場合、撮影時刻ごとにカウントは進みますが、実際の
撮影は行われません。残量のあるSDカードに交換し、インターバルタイマー
撮影を再開してください（0224）。

•次の場合はインターバルタイマー撮影が一時停止状態になります。
- 電源をOFFにして、再度ONにしたとき（電源がOFFの間にバッテリーやSD
カードを交換しても、一時停止状態が持続します）

- レリーズモードをEまたはVに切り換えたとき
•インターバルタイマー撮影中にカメラの設定を変更すると、インターバルタイ
マー撮影が終了する場合があります。

•AFモードがAF-S、またはAF-Aで自動的にAF-Sが選ばれている場合は、撮影
ごとにピント合わせを行います。被写体にピントが合わないときに撮影開始予
定時刻を8秒過ぎると、その回の撮影をキャンセルして次の回の撮影時刻から
撮影を再開します。

D インターバルタイマー撮影の制限について
インターバルタイマー撮影は、次の機能とは同時に使用できません：
•ライブビュー撮影（054、66）
•長時間露出（バルブまたはタイム）撮影（096）
•微速度撮影（0227）
•カスタムメニュー g4［シャッターボタンの機能］の［動画撮影］（0374）

A インターバルタイマー撮影の設定について
電源をOFFにしたり、レリーズモードを切り換えたりした場合も、設定した内
容は記憶されています。
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D 撮影コマ数について
レリーズモードに関係なく、1回の撮影ごとに設定された撮影コマ数が撮影され
ます。

A インターバルタイマー撮影待機中の各種設定について
インターバルタイマー撮影の待機中は、各種設定やメニュー画面の操作や、画
像の再生を行うことができます。ただし、メニュー画面や再生画面を表示して
いる場合、撮影時刻の約4秒前に液晶モニターを消灯して、撮影に入ります。

A オートブラケティングとインターバルタイマー撮影の組み合わせにつ
いて

•インターバルタイマー撮影とオートブラケティングを同時に行う場合は、オー
トブラケティングを先にセットしてからインターバルタイマーを設定してく
ださい。

•インターバルタイマー撮影時にAE・フラッシュブラケティング、AEブラケティ
ング、フラッシュブラケティングまたはADLブラケティングを行う場合は、撮
影時間ごとにオートブラケティングで設定したコマ数が撮影されます。

•インターバルタイマー撮影時にWBブラケティングを行う場合は、撮影時間ご
とに1コマ撮影し、オートブラケティングで設定したコマ数が記録されます。
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微速度撮影では、設定した撮影間隔で自動的に撮影を行い、撮影した静
止画をつないで動画として記録できます。撮影する静止画は、動画と同
じ撮像範囲（075）で記録されます。また、記録される動画のフレー
ムレートは動画撮影メニューの［画像サイズ/フレームレート］（0318）
で設定できます。

1 動画撮影メニューの［微速度撮影］
を選ぶ

•マルチセレクターの2を押すと、微
速度撮影の設定画面が表示されます。

2 微速度撮影の設定をする
•撮影間隔（インターバル）を設定する

-撮影間隔は、想定されるシャッタースピードよりも長い時間を設定してく
ださい。

微速度撮影する
撮影モードi、 j、 P、 S、 A、 M、 hのみ

［撮影間隔］を選んで2を押す 撮影間隔（分、秒）を設定
してJボタンを押す
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•撮影時間を設定する

-撮影時間は、最長で7時間59分まで設定できます。

•露出平滑化をするかどうかを選ぶ

-［する］を選ぶと、明るさの変化が滑らかになり、より自然な動画を記録し
ます。ただし、撮影モードMで静止画撮影メニュー［ISO感度設定］の［感
度自動制御］が［しない］の場合、露出の平滑化は行いません。

3［撮影開始］を選んでJボタンを
押す
•約3秒後に撮影を開始します。
•手順2で 設定した［撮影時間］内に、
設定した［撮影間隔］で撮影を繰り
返します。

［撮影時間］を選んで2を押す 撮影時間（時、分）を設定
して、Jボタンを押す

［露出平滑化］を選んで2を
押す

露出平滑化をするかどうか
を選んでJボタンを押す
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❚❚微速度撮影を終了するには
•微速度撮影を終了するには、次の操作を行います。

- 撮影待機中にGボタンを押し、［終了］を選んでJボタンを押す
- 微速度撮影の待機状態のときにJボタンを押す

•微速度撮影を終了すると、終了時点までの動画が SD カードに記録さ
れ、通常の撮影待機状態に戻ります。

A 微速度撮影を開始する前に
•ファインダー撮影時の露出で撮影します。試し撮りをして、画像を再生して確
認することをおすすめします。

•カメラを三脚で固定することをおすすめします。
•撮影中のバッテリー切れを防ぐため、別売のパワーコネクターと AC アダプ
ター、または充分に充電されたバッテリーをお使いください。

•ファインダーから顔を離して撮影するときは、ファインダーからの光が適正露
出や画像に影響を与えることを防ぐため、付属のアイピースキャップを取り付
けることをおすすめします（0107）。

•内蔵フラッシュを使用する場合は、撮影モードをP、S、AまたはMに設定し、
M（Y）ボタンを押して内蔵フラッシュを上げてください。

A 微速度撮影の記録コマ数（撮影回数）と動画の長さについて
•手順2で設定する撮影時間を設定する撮影間
隔で割った数（小数点以下切り上げ）が、記
録コマ数（撮影回数）の目安になります。

•微速度撮影で記録される動画の長さは、上記
の記録コマ数÷動画撮影メニュー［画像サイ
ズ/フレームレート］（0318）で選んだフ
レームレートで計算できます（たとえば、［画
像サイズ/フレームレート］が［1920×1080
24p］のときに記録コマ数が48コマの場合、
記録される動画の長さは約2秒になります）。

•最長20分の動画を記録できます。
動画の画像サイズ/
フレームレート

記録時間/
最長記録時間

SDカード
使用状況
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A 微速度撮影の待機状態について
•微速度撮影の待機状態では、SDカードアクセ
スランプが点滅し、表示パネルに微速度撮影
中マークが点灯します。撮影直前になると表
示パネルのシャッタースピード表示部にその
回の残りの撮影時間を表示します（時間、分）。

•待機状態でシャッターボタンを半押しする
と、残りの撮影時間を表示します。

•待機状態で G ボタンを押すと、液晶モニ
ターの微速度撮影画面に撮影間隔と撮影時
間、露出平滑化の設定が表示されます。また、
［終了］を選んで微速度撮影を終了できます
（0229）。

A 撮影直後の画像確認について
微速度撮影中は、Kボタンで画像を表示することはできません。ただし、再生
メニューの［撮影直後の画像確認］（0305）を［する］にすると、撮影のたび
に自動的に画像が数秒間液晶モニターに表示されます（表示だけを行い、通常
の再生時の操作は無効になります）。

A 微速度撮影動画の記録先について
微速度撮影で撮影した動画は、動画撮影メニューの［ファイル記録先］（0317）
で選んだスロットに記録されます。

A レリーズモードについて
•レリーズモードに関係なく、1回の撮影ごとに1コマ撮影します。
•Eに設定していてもセルフタイマー撮影を行いません。

A 関連ページ
微速度撮影終了時に電子音が鳴るようにする →A d1［電子音設定］（0336）

SDカード
アクセスランプ
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D 微速度撮影についてのご注意
•微速度撮影時には、音声は記録されません。
•実際の微速度撮影には、インターバル時間の他、シャッタースピードやカメラ
が処理を行う時間が含まれます。そのため、設定した撮影間隔で撮影できない
ことがあります。

•次のような場合には、微速度撮影を開始できません：
- 設定した［撮影時間］が［撮影間隔］より短い場合
-［撮影時間］または［撮影間隔］が［00:00'00"］の場合
- SDカードの残量がない場合

•微速度撮影中は、Kボタンを押しても画像の再生はできません。Gボタン
を押すと［微速度撮影］画面が表示され、その他のメニューは選択できません。

•微速度撮影をする場合、ホワイトバランスをv（オート）以外に設定すると
色みを固定することができます（0144）。

•微速度撮影中は、カスタムメニュー c2［半押しタイマー］（0334）の設定に
かかわらず、半押しタイマーはオフになりません。

•AFモードがAF-S、またはAF-Aで自動的にAF-Sが選ばれている場合は、撮影
ごとにピント合わせを行います。被写体にピントが合わないときは、その回の
撮影をキャンセルして次の回から撮影を再開します。

•微速度撮影中にカメラの設定を変更したり、カメラの操作を行ったり、HDMI
ケーブルを接続すると、終了時点までの動画を記録して微速度撮影が終了する
場合があります。

•次の場合は動画を記録せずに、微速度撮影が終了します。
- バッテリーやACアダプターを取り外したとき
- SDカードを取り出したとき

D 微速度撮影の制限について
微速度撮影は、次の機能とは同時に使用できません：
•ライブビュー撮影（054、66）
•長時間露出（バルブまたはタイム）撮影（096）
•オートブラケティング撮影（0203）
•HDR（ハイダイナミックレンジ）（0177）
•多重露出撮影（0215）
•インターバルタイマー撮影（0221）
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このカメラでは、非CPUレンズ装着時も撮影モードAまたはMで撮影が
できます。非CPUレンズを使用する場合、絞り値はレンズの絞りリング
で設定します。セットアップメニューの［レンズ情報手動設定］でレン
ズの情報をカメラに登録することにより、非CPUレンズを使って撮影す
るときに、次の機能が使用できます。

•焦点距離を設定して使用できる機能：
- 別売のスピードライトのオートパワーズーム
- 再生画面での焦点距離表示（焦点距離に＊印が付きます）

•開放絞り値（開放F値）を設定して使用できる機能：
- レンズで設定した絞り値表示（表示パネル、ファインダー内表示）
- スピードライトの絞り連動外部自動調光
- 再生画面での絞り値表示（絞り値に＊印が付きます）

•焦点距離と開放絞り値の両方を設定して使用できる機能：
- RGB マルチパターン測光（レフレックスニッコールなど一部のレン
ズでは、焦点距離と開放絞り値を設定してもRGBマルチパターン測
光では充分な精度が得られない場合があります。中央部重点測光ま
たはスポット測光に設定して撮影してください）

•焦点距離と開放絞り値の両方を設定すると精度が向上する機能：
- 中央部重点測光
- スポット測光
- i-TTL調光

非CPUレンズを使う
（レンズ情報手動設定）

D ズームレンズまたはテレコンバーター使用時のご注意
•ズームレンズ使用時やテレコンバーター使用時など、一致する焦点距離が選択
項目にないときは、装着レンズの焦点距離に最も近く、かつ大きい値を選んで
ください。

•テレコンバーターを使用した際の開放絞り値は、合成絞り値を設定してください。
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❚❚レンズ情報の登録方法

1 セットアップメニューの［レンズ
情報手動設定］を選んでマルチセ
レクターの2を押す

2［レンズNo.］を選ぶ
•4または2を押して、登録したいレ
ンズNo.を選びます。

3［焦点距離（mm）］を選ぶ
•4または2を押して、レンズの焦点
距離を選びます。

4［開放絞り値］を選ぶ
•4または2を押して、レンズの開放
絞り値を選びます。

5 Jボタンを押して、設定を終了する
•レンズの設定が保存されて、セットアップメニュー画面に戻ります。
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❚❚手動設定済みレンズ情報の選択方法

1 カスタムメニュー f2［Fnボタンの機能］の［コマンドダ
イヤル併用時の動作］を［手動設定済みレンズの選択］に
設定する（0360）
• Fnボタンとコマンドダイヤルの組み合わせに対して、レンズの選
択機能が割り当てられます。

2 Fnボタンを押しながらメイン
コマンドダイヤルを回す

•レンズNo.は表示パネルに表示されま
す。使用したいレンズの番号が表示さ
れるまでメインコマンドダイヤルを回
します。

A ズームレンズ装着時について
非CPUズームレンズを装着してズーミングをした場合、変化するレンズの焦点
距離や開放絞り値とカメラで設定されているレンズ情報は連動しません。ズー
ミングを行った場合は、もう一度レンズ情報を設定してください。

A 関連ページ
•Pvボタンで手動設定済みレンズ情報を切り換える →A f3［プレビューボタン
の機能］（0361）

•AAE/AFロックボタンで手動設定済みレンズ情報を切り換える →A f4［AE/
AFロックボタンの機能］（0361）

メインコマンド
ダイヤル

Fnボタン

焦点距離 開放絞り値

レンズNo.
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このカメラは、アクセサリーターミナル（02）に接続した別売のGPS
ユニットGP-1またはGP-1Aと通信し、画像データに撮影時の緯度、経
度、標高、UTC（協定世界時）を記録できます。

❚❚ GP-1/GP-1Aとの接続について
•カメラの電源をOFFにしてから、GP-1/GP-1Aに付属のケーブルをア
クセサリーターミナルに接続します（0447）。詳しくはGP-1/GP-1A
の使用説明書をご覧ください。

• GP-1/GP-1Aと通信して撮影した画像には、再生時の画像情報に位置
情報のページ（0249）が追加されます。

❚❚ GP-1/GP-1Aと接続中のカメラの設定について
セットアップメニューの［位置情報］を選んでマルチセレクターの2を
押すと、GP-1/GP-1Aとの接続時の半押しタイマー、取得した位置情報
の表示、衛星による日時合わせを設定できます。
•［半押しタイマー］では、カメラとGP-1/GP-1Aを接続しているときの
半押しタイマーを設定できます。

•［情報表示］では、GP-1/GP-1A接続時に取得した情報を表示します。

位置情報を画像に記録する

有効

カメラを操作していないときは、カスタムメニュー c2［半押しタイ
マー］（0334）で設定された時間でオフになります。
• カメラのバッテリーの消耗を少なくすることができます。
• GP-1/GP-1Aとの接続時には、電源をONにした直後または半押し
タイマーがオンになった直後は、カメラが位置情報を取得できる
まで半押しタイマーがさらに最大1分間延長されます。

無効 GP-1/GP-1Aと接続中は、半押しタイマーがオフになりません。

緯度 緯度を表示

経度 経度を表示

標高 標高を表示

UTC
UTC（協定世界時）を表示。UTC（Coordinated Universal Time＝
協定世界時）は、GP-1/GP-1Aと接続して取得された世界標準時で、
カメラで設定されている時刻とは別に記録されます。



236

•［衛星 による日時合わせ］が［する］の場合、GP-1/GP-1A接続時に取
得した日時の情報でカメラの内蔵時計を合わせます。GP-1/GP-1Aを
使用して日時を合わせないときは、［しない］を選んでください。

A GP-1/GP-1A使用時の表示について
GP-1/GP-1Aとの通信状態は、インフォ画面の衛
星受信状態マークoで確認できます。
•o（点灯）：GP-1/GP-1Aとの通信中です。
•o（点滅）：GP-1/GP-1Aが取得している情報
が確定していないため、位置情報は記録され
ません。oが点灯するまでお待ちください。

•o（消灯）：GP-1/GP-1Aとの通信が2秒以上
途絶えると、oが消灯します。この状態で撮
影した画像データには位置情報は記録されません。
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画像の再生

画像を1コマずつ再生する（1コマ表示モード）
Kボタンを押すと、最後に撮影した画像が
液晶モニターに表示されます。

❚❚ 1コマ表示モードでの操作方法

画像を再生する

前後の画像を見る
マルチセレクターの4を押すと前の
画像が、2を押すと次の画像が表示
されます。

画像情報を
切り換える

1または3を押すと、画像の再生時
に画像情報の切り換えができます
（0242）。

撮影に戻る / K 液晶モニターが消灯し、すぐに撮影
できます。

動画を再生する 1マークが表示されている画像の場
合、動画を再生します（080）。

Kボタン
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A 縦位置で撮影した画像の場合
再生メニューの［縦位置自動回転］（0305）を
［する］に設定すると、縦位置で撮影された画
像を、右のように縦位置で再生します。

A 撮影直後の画像確認について
•再生メニューの［撮影直後の画像確認］（0305）を［する］に設定すると、
Kボタンを押さなくても、撮影した画像を自動的に液晶モニターに表示しま
す。 

•レリーズモードがT、UまたはMのときは、撮影終了後に、最初のコマから
順次画像を表示します。

•縦位置で撮影した状態のまま画像確認がしやすいように、再生メニューの［縦位
置自動回転］を［する］に設定しても、撮影直後の画像確認時は自動回転しません。
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複数の画像を一覧表示する
（サムネイル表示モード）

1コマ表示モードのときにW（S）ボタンを押すと、複数の縮小画像
（サムネイル画像）を表示する「サムネイル表示モード」に切り替わり
ます。 

❚❚サムネイル表示モードでの操作方法

画像を選ぶ

マルチセレクターを操作すると、黄色の枠（カー
ソル）が動いて、拡大表示（0251）や削除
（0254）、プロテクト（0253）の対象となる
画像を選べます。

1コマ表示
する

サムネイル表示モードを終了して、1コマ表示
モードに戻ります。

撮影に戻る /K 液晶モニターが消灯し、すぐに撮影できます。

1コマ表示
モード

サムネイル表示モード カレンダー
表示モード

W
（S）

X
（T）

W
（S）

X
（T）
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撮影した日付ごとに画像を表示する
（カレンダー表示モード）

72コマ表示時（0239）にW（S）ボタンを押すと、撮影した日付
ごとに縮小画像を表示する「カレンダー表示モード」に切り替わります。

❚❚カレンダー表示モードでの操作方法

表示を
切り換える W（S）/J

• カレンダー表示時にW（S）ボタンまたは
Jボタンを押すと、黄色い枠が撮影日サムネ
イル表示に移動し、選択中の日付に撮影した
画像が選べます。

• 撮影日サムネイル表示時にW（S）ボタ
ンを押すと、カレンダー表示に戻り、日付
を選べます。

72コマ表示
に戻る/
画像を拡大
する

X（T）

• カレンダー表示時は 72 コマ表示に切り替
わります。

• 撮影日サムネイル表示時は、X（T）
ボタンを押している間、拡大表示をしま
す。

日付を選ぶ/
画像を選ぶ

• カレンダー表示時は、マルチセレクターを
操作すると黄色の枠（カーソル）が動いて、
撮影した日付を選べます。

• 撮影日サムネイル表示時は、マルチセレク
ターの1または3を押して1コマ表示
（0237）や拡大表示（0251）、プロテク
ト（0253）、削除（0254）の対象とな
る画像を選べます。

1コマ表示
モード

サムネイル表示モード カレンダー
表示モード

W
（S）

X
（T）

W
（S）

X
（T）

カレンダー表示

撮影日サム
ネイル表示
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Pボタンを使う
1コマ表示モードまたはサムネイル表示
モードでPボタンを押すと、次の機能を使
用できます。項目を選んでマルチセレク
ターの2を押すと、選んだ項目の設定画面
が表示されます。

•動画再生の一時停止中に Pボタンを押す
と、動画の編集（083）を行えます。

•再生画面に戻るには、再度Pボタンを押し
てください。

1コマ表示
する

撮影日サムネイル表示時にJボタンを押す
と、選択した画像を1コマ表示します。

撮影に戻る /K 液晶モニターが消灯し、すぐに撮影できま
す。

スロット/フォルダー
指定メニュー

スロットとフォルダーを切り換えられます。スロットを
選んで2を押すと、選んだスロット内のフォルダーの一
覧が表示されます。フォルダーを選んでJボタンを押す
と、フォルダー内の画像が表示されます。

画像編集 選んだ静止画を編集できます（0396）。

動画編集 選んだ動画を編集できます（083）。

スマートデバイスへ
の送信指定/解除

スマートデバイスに取り込みたい静止画を送信指定する
ことができます（0286）。

Pボタン
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1コマ表示モードでは、画像についての詳しい情報を見ることができま
す。マルチセレクターの1または3を押すと、次のように撮影情報の
表示が切り替わります。

※1 再生メニューの［再生画面設定］（0300）で設定している場合のみ表示します。
※2 GP-1/GP-1A（0235）を使用して撮影した画像の場合のみ表示します。

画像情報を表示する

標準表示
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❚❚標準表示

※1 再生メニューの［再生画面設定］（0300）で［フォーカスポイント］を設定
している場合のみ表示します。

※2 表示されるフォーカスポイントは、撮影時の設定により、次のように異なります。
- ファインダー撮影時のAFモードがAF-S、またはAF-Aで自動的にAF-Sが
選ばれた場合、最初にロックしたフォーカスポイントを赤く表示します。

- ファインダー撮影時のAFモードがAF-C、またはAF-Aで自動的にAF-Cが
選ばれていて、AFエリアモード（0121）がシングルポイントAF、ダイ
ナミックAF、3D-トラッキングまたはグループエリアAFの場合、ピント
が合ったときはフォーカスポイントを赤く表示し、ピントが合っていない
ときは表示しません。

- ファインダー撮影時のAFモードがAF-C、またはAF-Aで自動的にAF-Cが
選ばれていて、オートエリアAFの場合、フォーカスポイントを表示しません。

1/12

100ND750  DSC_0001.  JPG
2014/04/15  10: 02: 28
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1 プロテクト設定の有無........ 253
2 画像編集の有無.................... 395
3 送信指定の有無.................... 286
4 フォーカスポイント

........................................... 125
5 AFエリアフレーム .............34
6 コマ番号/フォルダー内全画像数
7 画質モード ........................... 114

※1、 2

※1

8 画像サイズ............................117
9 撮像範囲................................109

10 撮影時刻....................... 27、382
11 撮影日付....................... 27、382
12 スロット................................118
13 フォルダー名........................309
14 ファイル名............................311
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❚❚ハイライト表示

※W（S）ボタンを押しながらマルチセレ
クターの4または2を押すと、次のよう
に点滅表示するハイライト部分が切り替
わります。

1 2

3

1 画像のハイライト部分（画像の
中の非常に明るい部分）を各色
ごとに点滅表示します

2 フォルダー番号-コマ番号
............................................... 309

※

3 ハイライト部分が点滅表示して
いる色※

W（S）ボタン

ハイライト部分
（RGB）

赤色のハイライト
部分（R）

青色のハイライト
部分（B）

緑色のハイライト
部分（G）
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❚❚ RGBヒストグラム

※W（S）ボタンを押しながらマルチセレ
クターの4または2を押すと、次のように
点滅表示するハイライト部分が切り替わり
ます。

1

2

5

6

7

8
4
3

1 画像のハイライト部分を
各色ごとに点滅表示します
........................................... 244

2 フォルダー番号-コマ番号
........................................... 309

3 ホワイトバランス................ 144
ホワイトバランス色温度.... 150
ホワイトバランス微調整.... 147
プリセットマニュアル........ 153

※
4 ハイライト部分が点滅表示して
いる色

5 RGBのヒストグラム
6 赤色（R）のヒストグラム
7 緑色（G）のヒストグラム
8 青色（B）のヒストグラム

※

W（S）ボタン

ハイライト部分
（RGB）

赤色のハイライト
部分（R）

青色のハイライト
部分（B）

緑色のハイライト
部分（G）点滅表示なし
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A 拡大ヒストグラム表示について
RGBヒストグラム表示でX（T）ボタンを
押すと、ヒストグラム表示のまま拡大画面にな
ります。拡大ヒストグラム表示では、拡大領域
のヒストグラムを表示することができます。ま
た、拡大表示中にマルチセレクターを操作する
と画面をスクロールして見たい部分に移動で
きます。W（S）ボタンを押すと画像を縮小
表示します。

A ヒストグラムについて
ヒストグラムとは、画像の明るさ（輝度）の分布を表すグラフのことです。横
軸は明るさ、縦軸は明るさごとのピクセル数を示しています。
•いろいろな明るさの被写体が
写っている画像では、グラフの山
が全体的に分布したヒストグラ
ムになります。

•暗い画像はヒストグラムの分布
が左側に寄った形になります。

•明るい画像はヒストグラムの分布
が右側に寄った形になります。

露出補正を＋側にすれば山が右側に寄り、－側にすれば山が左側に寄ります。
屋外などで周りが明るすぎて液晶モニターでは画像の明るさが確認しにくいと
きでも、ヒストグラムから画像全体の露出傾向を確認することができます。

A ヒストグラム表示について
•RGBヒストグラムは明るさ（輝度）を表示しています。
•ヒストグラム表示は、画像加工アプリケーションで表示されるヒストグラムと
異なることがあります。目安としてお使いください。
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❚❚撮影情報
撮影時の設定の詳細を表示します。
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※1 感度自動制御した画像の場合、ISO感度を赤く表示します。
※2 カスタムメニュー b6［基準露出レベルの調節］（0333）を0以外に設定して
いる場合のみ表示します。

※3 VRレンズ装着時のみ表示します。
※4 表示される項目は、撮影時に設定したピクチャーコントロールによって異なり
ます。

※5 セットアップメニューの［著作権情報］（0386）を設定して撮影した画像の
場合のみ表示します。
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16 高感度ノイズ低減................ 315
長秒時ノイズ低減................ 315
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........................................... 175

18 HDR強度 .............................. 179
19 ヴィネットコントロール.... 313

20 画像編集メニュー（0395）で行
われた画像編集の内容が一覧表
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複数の画像編集が行われた場合
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❚❚位置情報（0235）※

※動画の場合は、動画撮影開始時に取得した情報を表示します。
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❚❚統合表示

※感度自動制御された画像の場合、ISO感度を赤く表示します。
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1 コマ番号/フォルダー内全画像数
2 送信指定の有無.................... 286
3 プロテクト設定の有無........ 253
4 画像編集の有無.................... 396
5 カメラ名
6 画像コメントの有無............ 385
7 位置情報の有無.................... 235
8 画像のヒストグラムを表示しま
す（0246）。
横軸は明るさ、縦軸は明るさご
とのピクセル数を表します。

9 画質モード ........................... 114
10 画像サイズ ........................... 117
11 撮像範囲 ............................... 109
12 ファイル名 ........................... 311
13 撮影時刻 .......................27、382
14 フォルダー名 ....................... 309
15 撮影日付 .......................27、382
16 スロット ............................... 118

17 測光モード............................137
18 撮影モード.....33、40、45、89
19 シャッタースピード.......91、94
20 絞り値..............................92、94
21 ISO感度 ............................132
22 焦点距離.....................232、436
23 アクティブD-ライティングの

強度....................................176
24 ピクチャーコントロール.....164
25 色空間....................................312
26 フラッシュモード ................181
27 ホワイトバランス ................144
ホワイトバランス色温度.....150
ホワイトバランス微調整.....147
プリセットマニュアル.........153

28 フラッシュ調光補正値.........189
コマンダーモードの有無.....348

29 露出補正値............................142

※
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1コマ表示モードのときにX（T）ボタン
を押すと、拡大表示されます。拡大できる最
大の大きさ（長さ比）は、画像サイズがLの
場合は約38倍、Mでは約28倍、Sでは約19
倍です（撮像範囲が［FX（36×24）1.0×］
の場合）。拡大表示中に人物の顔を認識した
場合は、顔を白枠で囲み、サブコマンドダイ
ヤルを回して順次移動することができます。

❚❚拡大表示中の操作方法

画像を拡大表示する

拡大率を
上げる X（T）

ボタンを押すごと
に拡大率が上がり
ます。

拡大表示中は、画面の右下
にナビゲーションウィンド
ウが表示され、拡大表示中
の部分が黄色い枠で囲んで
示されます。ナビゲーショ
ンウィンドウの下には拡大
率を示すバーが表示され、
拡大率が100%の場合、バー
の色が緑で表示されます。
ナビゲーションウィンドウ
は数秒すると消えます。

拡大率を
下げる W（S）

ボタンを押すごと
に拡大率が下がり
ます。

画面をスク
ロール（移
動）させる

画面をスクロール
させて、見たい部
分に移動できま
す。マルチセレク
ターを押し続ける
と、高速で移動し
ます。

X（T）ボタン
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人物の顔へ
移動させる

拡大表示中に人物
の顔を認識すると、
画面右下のナビ
ゲーションウィン
ドウに白枠が表示
されます。サブコマ
ンドダイヤルを回
すと、認識した顔に
順次移動します。

前後の画像
を見る

メインコマンドダイヤルを回すと、そのままの
拡大率と表示範囲で、前後の静止画を表示しま
す（動画を選ぶと、拡大表示を終了します）。

撮影に戻る /K 液晶モニターが消灯し、すぐに撮影できます。
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大切な画像を誤って削除しないために、画像にプロテクト（保護）を設
定できます。ただし、SDカードを初期化（フォーマット：0376）す
ると、プロテクトを設定した画像も削除されますのでご注意ください。
•マルチセレクターで画像を選んで
L（U）ボタンを押すと、画像にプロ
テクトを設定します。

•プロテクトを設定した画像にはPアイコ
ン が表示されます。

•画像のプロテクトを解除するには、解除
する画像を表示（選択）して、L（U）
ボタンを押します。

プロテクトで画像を削除できないように
保護をする

A プロテクトの一括解除について
画像の再生中に、L（U）ボタンとO（Q）ボタンを同時に2秒以上押し続
けると、再生メニューの［再生フォルダー設定］で設定されているフォルダー
内の全ての画像のプロテクトを一括で解除できます。

L（U）ボタン
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SDカードに記録された画像を削除します。削除した画像は元には戻せ
ないのでご注意ください。ただし、プロテクトおよび非表示設定されて
いる画像は削除できません。

ボタン操作で画像を削除する
O（Q）ボタンを押すと、表示中の画像を1コマ削除できます。

1 マルチセレクターで削除する画像を
選んでO（Q）ボタンを押す
•削除確認の画面が表示されます。
•Kボタンを押すと、画像の削除はキャ
ンセルされます。

2 もう一度O（Q）ボタンを押す
•表示中の画像が削除されます。

画像を削除する

A 選んだ日付の画像を削除するには
カレンダー表示モードのカレンダー表示時に、日付を選んでO（Q）ボタンを
押すと、選んだ日付の画像を全て削除します。

A 関連ページ
画像の削除後に表示される画像を変更する →D［削除後の次再生画像］
（0305）

O（Q）ボタン

O（Q）ボタン
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複数の画像をまとめて削除する
再生メニューの［削除］では、複数の画像を一括して削除できます。た
くさんの画像を削除するときは、時間がかかることがあります。

❚❚［選択画像削除］を選んだ場合

1 削除する画像を選ぶ
•マルチセレクターで画像を選び、W
（S）ボタンを押すと、Oが表示さ
れて削除設定されます。もう一度W
（S）ボタンを押すと解除されます。
•削除する画像全てに設定してください。

Q
選択画像
削除

選択した画像を削除します。

n 日付選択 選択した日付に撮影した画像を一括で削除します（0256）。

R
全画像
削除

［再生フォルダー設定］（0298）
で設定したフォルダー内の全て
の画像を削除します。
• SDカードを 2枚使用してい
る場合は、画像を削除するス
ロットを選択できます。

W（S）ボタン
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2 画像を削除する
•Jボタンを押すと、確認画面が表示さ
れます。

•確認画面で［はい］を選んでJボタン
を押すと、選択した画像が全て削除さ
れます。

❚❚［日付選択］を選んだ場合

1 日付を選ぶ
•マルチセレクターで日付を選んで2を
押すと、日付の横にチェックMが入
ります。もう一度2を押すと解除さ
れます。

•削除する日付全てにチェックを入れて
ください。

2 画像を削除する
•Jボタンを押すと、確認画面が表示さ
れます。

•確認画面で［はい］を選んでJボタン
を押すと、選択した日付の画像が全て
削除されます。
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パソコン、プリンター、
テレビとの接続

付属のソフトウェアをインストールして、画像をパソコンに取り込め
ば、静止画や動画の表示、編集ができます。インストールを始める前
に、お使いのパソコンの環境が0259の動作環境に合っているか確認し
てください。

1 パソコンを起動し、ViewNX 2 CD-ROMをCD-ROMドラ
イブに入れ、インストーラーを起動する
•次の画面で言語を選びます。

2 インストールを開始する
•画面の指示に従ってインストールしてください。

ViewNX 2をインストールする

q言語を選ぶ

w［次へ］を
クリック

［インストール］
をクリック
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3 インストールを終了する

4 CD-ROMをCD-ROMドライブから取り出す

Windows　 Mac

［はい］をクリック ［OK］をクリック

D 必ず最新バージョンのソフトウェアをお使いください
•お使いのカメラに対応していないバージョンのソフトウェアを使用すると、

RAW画像をカメラからパソコンへ正常に転送できないことがあります。必ず
最新バージョンのViewNX 2をお使いください。

•最新版のViewNX 2は、当社ホームページ（0xxi）からダウンロードしてイン
ストールすることもできます。

A ニコンホームページへのアクセスについて（Windowsのみ）
ViewNX 2をインストールした後、Windowsの［スタート］メニューから［す
べてのプログラム］→［Link to Nikon］の順にクリックすると、当社のホーム
ページにアクセスできます（インターネットに接続できる環境が必要です）。
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A ViewNX 2の動作環境について（Windows）

プロセッサー
（CPU）

• 静止画：Intel Celeron/Pentium4/Coreシリーズ1.6GHz
以上

• 動画：
- 再生時：Pentium D 3.0GHz以上
- 編集時：Intel Core i5以上

• 1280×720ピクセル以上でフレームレート30fps以上、
または1920×1080ピクセル以上で動画再生をする場合：
Intel Core i5以上を推奨

OS※
Windows 8.1、Windows 7、Windows Vista
• 全てプリインストールされているモデルに対応

実装メモリー
（RAM）

• 32ビット版 Windows 8.1、Windows 7、
Windows Vista：1 GB 以上（2 GB以上推奨）

• 64ビット版 Windows 8.1、Windows 7、
Windows Vista：2 GB 以上（4 GB以上推奨）

ハードディスク OS起動ディスクの空き容量が1 GB以上（3 GB以上推奨）

モニター
• 解像度：1024×768ピクセル（XGA）以上
（1280×1024ピクセル以上推奨）
• 表示色数：24ビットカラー以上

インターフェース
（USB）

標準装備された USB ポートが必要です。ハブを介してカメ
ラとパソコンを接続すると、正しく動作しないことがあり
ます。

※対応OSに関する最新情報は、当社ホームページのサポート情報（0xxi）で
ご確認ください。
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A ViewNX 2の動作環境について（Mac）

プロセッサー
（CPU）

• 静止画：Intel Coreシリーズ/Xeonシリーズ
• 動画：

- 再生時：Core Duo 2GHz以上
- 編集時：Intel Core i5以上

• 1280×720ピクセル以上でフレームレート30fps以上、
または1920×1080ピクセル以上で動画再生をする場合：
Intel Core i5以上を推奨

OS※ OS X 10.9、10.8、10.7

実装メモリー
（RAM）

2 GB以上（4 GB以上推奨）

ハードディスク OS起動ディスクの空き容量が1 GB以上（3 GB以上推奨）

モニター
• 解像度：1024×768ピクセル（XGA）以上
（1280×1024ピクセル以上推奨）
• 表示色数：1670万色以上

インターフェース
（USB）

標準装備された USB ポートが必要です。ハブを介してカメ
ラとパソコンを接続すると、正しく動作しないことがあり
ます。

※対応OSに関する最新情報は、当社ホームページのサポート情報（0xxi）で
ご確認ください。
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パソコンに画像を取り込む

1 パソコンに接続する
• SDカードを入れたカメラの電源をOFFにしてから、付属のUSB
ケーブルでカメラとパソコンを接続し、カメラの電源をONにし
ます。

2 ViewNX 2のNikon Transfer 2が起動する
•起動するプログラム（ソフトウェア）を選ぶ画面がパソコンに表
示されたときは、Nikon Transfer 2を選びます。

3 画像をパソコンに取り込む
•［転送開始］をクリックすると、
記録されている画像がパソコン
に取り込まれます（ViewNX 2
の初期設定）。

4 接続を解除する
•カメラの電源をOFFにして、USBケーブルを抜きます。

ViewNX 2を使う

［転送開始］
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A Windows 7をお使いの場合
図のような画面が表示されたときは、次
の手順でNikon Transfer 2を選びます。
1［画像とビデオのインポート］で使用す
るプログラムにNikon Transfer 2を選ぶ
•［画像とビデオのインポート］の［プ
ログラムの変更］をクリックすると
表示される画面で、［画像ファイルを取り込む -Nikon Transfer 2使用］を
選んで、［OK］をクリックします。

2［画像ファイルを取り込む］をダブルクリックする

A Windows 8.1をお使いの場合
Windows 8.1の設定によっては、図のよ
うなダイアログが表示されます。この場
合は次の手順でNikon Transfer 2を選び
ます。
1 ダイアログをクリックする
2［画像ファイルを取り込む-

Nikon Transfer 2］をクリックする

A ViewNX 2を手動で起動するには
•Windows：デスクトップの［ViewNX 2］のショートカットアイコンをダブ
ルクリックする

•Mac：Dockの［ViewNX 2］アイコンをクリックする

A ViewNX 2の詳しい使い方は
ViewNX 2のヘルプを参照してください。
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D パソコンとの接続時のご注意
•カメラとパソコンが通信している間は、カメラの電源を OFF にしたり、USB
ケーブルを抜いたりしないでください。

•ケーブルを接続するときは、端子の挿入方向を確認して無理な力を加えずに、まっす
ぐに差し込んでください。端子を引き抜くときも、まっすぐに引き抜いてください。

•ケーブルを抜き差しするときは、必ずカメラの電源がOFFになっていることを
確認してください。

•カメラとパソコンを接続するときは、充分に充電されたバッテリーをお使いに
なることをおすすめします。

D USBハブについて
USBハブを使ってカメラをパソコンやプリンターに接続すると、正しく動作し
ないことがあります。

A 画像を編集するには
Capture NX-Dを使用すると、パソコンに取り込んだ画像を編集したり、RAW
現像したりできます。また、イメージダストオフ機能を使用してRAW画像から
ゴミの写り込みを取り除くこともできます。
•Capture NX-Dは、ViewNX 2インストーラー（0257）に表示されているリ
ンクからダウンロードしてインストールできます。
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有線LAN/無線LANを使ってパソコンに画像
を転送する
このカメラは、別売の通信ユニットUT-1（0446）をカメラに付属の
USBケーブルで接続することにより、有線LANでパソコンやFTPサー
バーと通信できます。さらに、UT-1にワイヤレストランスミッターWT-5
（0446）を取り付けると、無線LANで通信を行えます。

❚❚有線LAN/無線LAN接続時に使える機能

• UT-1およびWT-5の使用方法については、各製品の使用説明書をよく
お読みください。

• UT-1およびWT-5のファームウェアや関連するソフトウェアは、必ず
最新版にバージョンアップしてお使いください。

FTP画像送信モード SDカードに記録した静止画および動画や、撮影直後の静
止画をパソコンやFTPサーバーに保存できます。PC画像送信モード

カメラコントロール
モード

別売のCamera Control Pro 2で、カメラをコントロール
したり、撮影した静止画および動画をパソコンに保存でき
ます。

HTTPサーバー
モード

パソコンや iPhoneのWebブラウザーからSDカードに記
録した画像などの閲覧やリモート撮影ができます。
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A 画像送信モード
FTP画像送信モードやPC画像送信モードでUT-1を接続しているときは、画像再
生時にPボタンを押して、選択画像を転送できます（接続していないときは、転
送設定のみを行います）。このため、［編集前後の画像表示］（0422）など、画
像再生時にPボタンを押す操作（0396）は使えなくなります。画像の転送以外
にPボタンを使うときは、接続設定を削除してください。接続設定を削除する方
法については、UT-1の使用説明書をご覧ください。

D 画像転送状態でのご注意
画像転送状態のときは、動画の記録および再生はできません。（画像転送状態と
は、UT-1が接続されており、画像を転送中、または、転送予定の画像が残って
いる状態のことです）。

A 動画の転送について
動画は画像送信モードでパソコンに転送できます。ただし、［オプション］の［撮
影後自動送信］および［フォルダー送信］で動画を転送することはできません。

D HTTPサーバーモードについて
HTTPサーバーモードでは、カメラ本体での動画の記録および再生はできません。
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PictBridge（ピクトブリッジ：0492）対応プリンターをお使いの場合、
パソコンを使わずに、カメラとプリンターを付属のUSBケーブルで直接
接続してSDカード内の画像をプリントできます（ダイレクトプリント）。

カメラとプリンターを接続する
USBケーブルは、無理な力を加えず、端子にまっすぐ差し込んでください。

•カメラとプリンターの電源をONにすると、液晶モニターにPictBridge
のロゴが表示された後、撮影された画像が表示されます。

画像をプリンターで印刷する

D ダイレクトプリントの前に
•ダイレクトプリント時は、残量が充分にあるバッテリーをお使いください。別
売のパワーコネクターとACアダプターをお使いになることをおすすめします。

•直接プリントする画像は、静止画撮影メニューの［色空間］を［sRGB］に設
定して撮影してください（0312）。

D USBハブについて
USBハブに接続した場合の動作は保証しておりません。

D ダイレクトプリントについてのご注意
•RAW画像（0114）はダイレクトプリントできません。RAW画像の場合は画
像編集メニューの［RAW現像］（0408）で作成したJPEG画像をプリントし
てください。

•［フチ設定］と［範囲指定］は、それぞれの機能に対応していないプリンター
では選べません。なお、［範囲指定］で狭い範囲を大きくプリントした場合は、
画像が粗くプリントされる場合があります。
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1コマだけプリントする

1 プリントしたい画像を選んでJボタンを押す
•マルチセレクターの4または2を押してプリントしたい画像を選
びます。

• 1コマ表示中にX（T）ボタンを押すと、表示中の画像を拡大
表示します（0251）。Kボタンを押すと、1コマ表示に戻ります。

•W（S）ボタンを押して6コマ表示に切り換えて、画像を選ぶ
ことができます。X（T）ボタンを押すと、1コマ表示に戻り
ます。

2 プリント設定の項目を設定する
•［プリント設定］画面で設定したい項目を選んで2を押すと、そ
れぞれの設定画面が表示されます。設定方法については、「プリ
ント設定項目について」（0268）をご覧ください。

3 プリントを開始する
•［プリント実行］を選んで、Jボタンを押すとプリントが始まり
ます。

•プリントを中断したいときは、もう一度Jボタンを押してください。
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❚❚プリント設定項目について

※プリンターの設定を優先したいときは、それぞれの設定時に［プリンターの設
定］を選んでください。

用紙設定
プリントする用紙のサイズを選んでJボタンを押します。プ
リンターが対応する用紙サイズのみが表示されます。

枚数指定 プリントする枚数（1～99枚）を設定してJボタンを押します。

フチ設定
［あり］を選んでJボタンを押すと、画像にフチを付けてプリ
ントします。

日付プリント
［あり］を選んでJボタンを押すと、画像に日付をプリントし
ます。

範囲指定

［する］を選んで、マルチセレクターの2を押すと、［範囲指定］
画面が表示されます。プリント範囲（黄色の枠）はW（S）
ボタンを押すと狭くなり、X（T）ボタンを押すと広くなり
ます。マルチセレクターを操作するとプリント範囲が移動しま
す。プリント範囲を決定するにはJボタンを押します。

※

※

※
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複数の画像をプリントする

1 カメラとプリンターを接続し（0266）、撮影した画像が
表示されたらGボタンを押す

2 プリント方法を選んで、プリントする画像や枚数を設定する
•プリント方法を選んでマルチセレクターの2を押します。

プリント
画像選択

プリントする画像と枚数を選んでプリントします。
• マルチセレクターでプリントする画像を選び、W（S）ボ
タンを押しながら1または3を押して枚数（1 ～ 99 枚）を
設定して、Jボタンを押します。

• X（T）ボタンを押している間、選択中の画像を拡大表
示します。

• プリントしない画像は枚数を0 にします。

日付選択

指定した日付に撮影した全ての画像を1 枚ずつプリントします。
• プリントする日付を選び、2を押して設定します。
• W（S）ボタンを押すと、選択している日付に撮影した画
像をサムネイル表示します。

• もう一度W（S）ボタンを押すと、日付選択画面に戻ります。
• サムネイル表示中に X（T）ボタンを押すと、ボタンを
押している間、選んだ画像を拡大表示します。

• 日付を設定したら、Jボタンを押します。

DPOF
プリント

再生メニューの［プリント指定（DPOF）］（0271）で設定し
た画像をプリントします。プリント指定した画像と枚数を確認
してからJボタンを押します。

INDEX
プリント

SDカードの中のJPEG画像（0114）を一覧できる「インデッ
クス」をプリントします。
•［INDEXプリント］画面が表示されたら、Jボタンを押します。
• インデックスプリントできるのは256コマまでです。SDカー
ド内に257コマ以上の画像がある場合は、印刷されない画像
があります（確認画面が表示されます）。

• 用紙サイズによってはプリントできない場合があります（警
告メッセージが表示されます）。
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3 プリント設定の項目を設定する
•［プリント設定］画面で設定したい項目を選んで2を押すと、そ
れぞれの設定画面が表示されます。［用紙設定］、［フチ設定］、
［日付プリント］を設定できます。設定方法については、「プリン
ト設定項目について」（0268）をご覧ください。

4 プリントを開始する
•［プリント実行］を選んでJボタンを押すと、プリントが始まり
ます。

•プリントを中断したいときは、もう一度Jボタンを押してください。

A 関連ページ
プリント時のエラーについては、「警告メッセージ」（0474）をご覧ください。
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プリントしたい画像を指定する
（プリント指定）

SDカードをプリンターのカードスロットに挿入して印刷するときや、
プリントサービス店に持ち込んでプリントを依頼するとき、またはカメ
ラとプリンターを直接接続してダイレクトプリントするとき（0266）
に、どの画像を何枚プリントするかをあらかじめ指定できます（プリン
ターやプリントサービス店がDPOF規格に対応している必要がありま
す）。プリント指定の方法は次の通りです。

1 再生メニューの［プリント指定
（DPOF）］で［設定］を選んでマルチ
セレクターの2を押す

2 プリントする画像と枚数を設定する
•マルチセレクターでプリントする画像を
選び、W（S）ボタンを押しながら1
または3を押して枚数（1～99枚）を設
定して、Jボタンを押します。

• X（T）ボタンを押している間、
選択中の画像を拡大表示します。

•プリントしない画像は枚数を0 にします。
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3 プリント指定の項目を設定する
•指定した画像全てに撮影情報や日付を
プリントしたい場合は、［撮影情報］ま
たは［日付］を選び、2を押して
チェックボックスをオンMにします。

4 Jボタンを押して、プリント指定を終了する

D プリント指定についてのご注意
•ダイレクトプリント時には、［プリント指定（DPOF）］の［撮影情報］と［日
付］の設定は無効になります。ダイレクトプリントで日付をプリントしたい場
合は、ダイレクトプリントの［日付プリント］を［あり］にしてください。

•SDカードの残量が充分にないときは、プリント指定ができない場合があります。
•RAW画像（0114）は、プリント指定ができません。画像編集メニューの［RAW
現像］（0408）で作成したJPEG画像をプリントしてください。

•プリント指定を行った SDカード内のデータを、このカメラ以外で削除しない
でください。正しくプリントできなくなる場合があります。

A 設定したプリント指定を一括で解除したいときは
前ページの手順1の画面で［一括解除］を選ぶと、［プリント指定（DPOF）］で
設定した内容を全て解除します。
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HDMIケーブルを使ってハイビジョンテレビ
と接続する
カメラをHDMI端子のあるハイビジョンテレビなどと接続できます。接続
には、別売のHDMI端子用ケーブル（0446）または市販のHDMI端子用
ケーブル（Type C）が必要です。別途お買い求めください。HDMIケー
ブルを抜き差しするときは、必ずカメラの電源をOFFにしてください。

•テレビの入力をHDMI入力に切り換え、カメラの電源をONにしてK
ボタンを押すと、撮影した画像がテレビの画面に表示されます。

•テレビで動画を再生するときは、音量をテレビ側で調節してくださ
い。カメラ側では音量調節できません。

画像をテレビで見る

HDMI端子※
（外部機器側）

HDMI端子
（カメラ側）

※使用する外部機器の端子に合ったケーブルをお使いください。
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HDMI対応機器との接続時の設定を変更する
セットアップメニュー（0375）の［HDMI］で、HDMI対応機器との
接続時の設定を変更したり、HDMI-CEC対応テレビのリモコンから制御
できるように設定できます。

❚❚出力解像度
HDMI対応機器への出力解像度を設定でき
ます。
•［出力解像度］が［オート］の場合、出力
先の映像信号形式を自動的に検出します。

❚❚  機器制御
HDMI-CEC対応テレビのリモコンを使って、1コマ表示とスライド
ショー再生のカメラ操作を行えます。

1 カメラとHDMI-CEC対応テレビを接続する

2 HDMI-CEC対応テレビとカメラの電源をONにする
•［機器制御］が［する］の場合、カメラのマルチセレクターやJ
ボタンの代わりにHDMI-CEC対応テレビのリモコンを使ってカメ
ラを操作できるようになります。

•［機器制御］が［しない］の場合は、HDMI-CEC対応テレビのリ
モコンでカメラは動作しません。
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❚❚詳細設定

出力レンジ

ビデオ信号の色階調の入力範囲（RGBレンジ）は、HDMI対応
機器によって異なります。通常は、HDMI対応機器に合わせて
自動で出力レンジを切り換える［オート］をお使いください。
HDMI対応機器のRGBレンジを識別できない場合は、次のい
ずれかを選んでください。
• リミテッドレンジ：RGBレンジが16～235の機器に適して
います。画面で黒色がつぶれて表示される場合に選びます。

• フルレンジ：RGBレンジが0～255の機器に適しています。
黒色が明るく表示されたり、薄く表示されたりする場合に
選びます。

出力画面サイズ HDMI対応機器の画面に出力する範囲を、95％と100％から選
びます（いずれも上下左右とも）。

ライブビュー時
の情報表示

HDMI接続してライブビュー撮影をするときに、HDMI対応機
器に撮影情報を表示するかどうかを設定します。［しない］の
場合は、撮影情報が表示されません。

モニターの
同時表示

HDMI対応機器との接続時に、カメラの液晶モニターを点灯す
るかどうかを設定します。［しない］を選ぶと、液晶モニター
が消灯するため、カメラのバッテリーの消耗を少なくするこ
とができます。
•［ライブビュー時の情報表示］が［しない］の場合、［モニ
ターの同時表示］は［する］に固定されます。

A HDMI、HDMI-CECとは
「HDMI」とは、High-Definition Multimedia Interfaceの略で、マルチメディア
インターフェースのひとつです。「HDMI-CEC」とは、HDMI-Consumer
Electronics Controlの略で、対応機器間での連携動作を可能にします。

A HDMI-CEC対応テレビとの接続時の表示
HDMI-CEC対応テレビとの接続時には、表示パネルの記録可能コマ数表示部に
)が表示されます。

A 機器制御について
詳しくは、テレビの使用説明書などをご覧ください。
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A テレビでの画像の再生について
•画像の再生方法は、液晶モニターで再生するときと同じです。
•テレビ画面では、画像の周辺部が一部ケラレて表示される場合があります。そ
の場合は、セットアップメニュー［HDMI］→［詳細設定］→［出力画面サイ
ズ］（0275）を［95%］に設定してください。

•テレビでの再生などでカメラを長時間使うときは、別売のパワーコネクターと
ACアダプターをお使いになることをおすすめします。

A HDMIケーブル接続時のライブビュー撮影と動画撮影について
•HDMI ケーブルでカメラとテレビをつなぐと、テレビ画面を見ながら静止画ラ
イブビュー撮影や動画ライブビュー撮影を行えます（054、66）。

•［画像サイズ/フレームレート］（0318）を［1920×1080 60p］に設定して動
画を記録しながらHDMI出力するには、次の条件を全て満たす必要があります。
-［HDMI］>［出力解像度］：［オート］または［1080p（プログレッシブ）］
-［HDMI］>［詳細設定］>［出力画面サイズ］：［100%］
-［HDMI］>［詳細設定］>［ライブビュー時の情報表示］：［しない］

•その他の設定にした場合、動画記録中に［HDMI］（0274）の［出力解像度］
や［出力画面サイズ］の設定、フレームレートが変更されてHDMI出力される
ことがあります。
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Wi-Fiを使う

このカメラは、専用ソフトウェアWireless Mobile Utilityをインストー
ルしたスマートデバイスとWi-Fi（無線LAN）で通信できます（0278）。
スマートデバイスからカメラをリモートで操作して、撮影およびスマー
トデバイスへの画像の取り込みを行ったり、取り込んだ画像をインター
ネット経由で共有したりできます。また、カメラ側から画像を選んでス
マートデバイスに送信することもできます（0286）。

Wi-Fiを使ってできること

D Wi-Fi（無線LAN）機能について
D750（K）にはWi-Fi機能は搭載されていません。

画像を取り込み

リモート操作

画像を共有
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Wi-Fi（無線LAN）を使う前に、Android OS またはiOS のスマートデバ
イスに専用ソフトウェアWireless Mobile Utilityをインストールしてか
ら、スマートデバイスとカメラを接続してください。スマートデバイス
とカメラを接続する方法は、お使いのスマートデバイスの種類によって
異なります。

カメラとスマートデバイスを接続する

Android OS

WPS プッシュボタン方式：スマートデバイスがWPS接
続に対応している場合（スマートデバイスの［Wi-Fi設
定］に［WPSボタン接続］がある場合）、簡単な操作で
カメラとスマートデバイスを接続できます。

0280　

WPS PINコード方式：スマートデバイスがWPS接続に
対応している場合、スマートデバイスのPINコードをカ
メラに入力することで、カメラとスマートデバイスを接
続できます。

0281　

SSIDの表示：スマートデバイスがWPS接続に対応して
いなくても、カメラに表示されるSSIDをスマートデバ
イス側で選ぶことで、カメラとスマートデバイスを接続
できます。

0283　

iOS
SSIDの表示：カメラに表示されるSSIDをスマートデバ
イス側で選ぶことで、カメラとスマートデバイスを接続
できます。

0283　



279

A  スマートデバイスにWireless Mobile Utilityをインストールする
Google PlayサービスまたはApp Storeで「Wireless Mobile Utility」を検索し、
スマートデバイスにインストールしてください。ソフトウェアの検索方法につ
いては、お使いのスマートデバイスの説明書をご覧ください。
•Wireless Mobile Utilityの詳しい操作方法は、下記のホームページから使用説
明書（PDF形式）をダウンロードしてご覧ください。
- Android OS：http://nikonimglib.com/ManDL/WMAU/

- iOS：http://nikonimglib.com/ManDL/WMAU-ios/

D セキュリティー設定について
初めてカメラとスマートデバイスを接続するときにWPSを使用しない場合、パ
スワードなどのセキュリティーは設定されません。セキュリティーの設定は、接
続後にWireless Mobile Utilityを使って行うことができます。設定方法について
は、Wireless Mobile Utilityの説明書をご覧ください。
•Wireless Mobile Utilityの使用説明書（PDF）は、下記のホームページからダ
ウンロードしてご覧ください。
- Android OS：http://nikonimglib.com/ManDL/WMAU/
- iOS：http://nikonimglib.com/ManDL/WMAU-ios/
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WPSプッシュボタン接続でスマートデバイス
と接続する（Android OSのみ）

1 Wi-Fiの［通信機能］を［有効］にする
•セットアップメニューの［Wi-Fi］を
選んでマルチセレクターの2を押し
ます。

•［通信機能］を選んで2を押し、［有
効］を選んでJボタンを押します
（通信機能が有効になるまで、数秒間
かかります）。

2 カメラ側とスマートデバイス側で同時にWPSボタン接続操
作をする
•カメラ側：

-［接続設定］を選んで2を押します。

-［WPS プッシュボタン方式］を選んで
2を押すと、カメラが約2分間接続待
機状態になります。

- 接続待機状態を延長するには、Jボタ
ンを押してください。

•スマートデバイス側：
- スマートデバイスの［Wi-Fi設定］から［WPSボタン接続］を選び
ます。
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3 スマートデバイスにインストールしたWireless Mobile 
Utilityを起動する
•スマートデバイスにWireless Mobile Utilityのトップ画面が表示
されます。

スマートデバイスのPINコードをカメラに
入力して接続する（Android OSのみ）

1 Wi-Fiの［通信機能］を［有効］にする
•セットアップメニューの［Wi-Fi］を
選んでマルチセレクターの2を押し
ます。

•［通信機能］を選んで2を押し、［有
効］を選んでJボタンを押します
（通信機能が有効になるまで、数秒間
かかります）。
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2［接続設定］で［WPS PINコード方式］を選ぶ
•［接続設定］を選んで2を押します。

•［WPS PINコード方式］を選んで2を
押します。

3 スマートデバイスのPINコードを入力する
•4または2を押して桁を選び、1または3を押して数値を設定
し、Jボタンを押します。

4 スマートデバイスにインストールしたWireless Mobile 
Utilityを起動する
•スマートデバイスにWireless Mobile Utilityのトップ画面が表示
されます。
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カメラのSSIDをスマートデバイスで選んで
接続する（Android OS/iOS）

1 Wi-Fiの［通信機能］を［有効］にする
•セットアップメニューの［Wi-Fi］を
選んでマルチセレクターの2を押し
ます。

•［通信機能］を選んで2を押し、［有
効］を選んでJボタンを押します
（通信機能が有効になるまで、数秒間
かかります）。

2 カメラのSSIDを表示する
•［接続設定］を選んで2を押します。

•［SSIDの表示］を選んで2を押します。
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3 スマートデバイスのWi-Fi設定でカメラのSSIDを選ぶ
•スマートデバイスのWi-Fi接続に関連する設定メニューで、カメ
ラの液晶モニターに表示されているSSIDを選びます。

4 スマートデバイスにインストールしたWireless Mobile 
Utilityを起動する
•スマートデバイスにWireless Mobile Utilityのトップ画面が表示
されます。

❚❚ Wi-Fi接続設定をリセットするには
［Wi-Fi］の［接続設定］で［接続設定のリ
セット］を選んで2を押すと、確認画面が
表示されます。［はい］を選んでJボタンを
押すと、接続先などの接続設定が、工場出荷
時の設定にリセットされます。

A Wi-Fi通信表示について
Wi-Fiの［通信機能］を［有効］にすると、表
示パネルでg（Wi-Fi通信表示）が点滅します。
スマートデバイスとカメラの接続が完了し、
Wireless Mobile Utilityで通信している間は、
gが点灯します。
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D Wi-Fi接続についてのご注意
•Wi-Fi（無線LAN）をお使いの前に、「Wi-Fi（無線LAN）機能について」（0xxiv）
をお読みください。

•電波の出力が禁止されている場所では、［Wi-Fi］の［通信機能］を［無効］に
してください。

•カメラのWi-Fi機能は、SDカードを挿入していないと使えません。USBケーブ
ルまたはHDMIケーブルを接続しているときも使えません。

•スマートデバイスからWireless Mobile Utilityでカメラと通信している間は、
半押しタイマーはオフになりません（通信を行わずに約5分経過すると、半押
しタイマーがオフになります）。

•Wi-Fi接続中は、Eye-Fiカードでデータを送信できません。
•操作中のバッテリー切れを防ぐため、充分に充電されたバッテリーをお使いく
ださい。

•次の場合に、Wi-Fiの通信機能が無効になります。
- セットアップメニュー［Wi-Fi］の［通信機能］で［無効］を選んだとき
- 別売の通信ユニットUT-1を接続したとき
- カメラの電源をOFFにしたとき
- 動画撮影を開始したとき
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スマートデバイスに取り込みたい静止画をあらかじめカメラで選んで
送信指定することができます。動画は送信指定できません。

表示中の画像を送信指定する

1 送信指定する画像を選ぶ
• 1コマ表示モードのときは、送信指定する画像を表示します。
•サムネイル表示モードまたはカレンダー表示モードのときは、送
信指定する画像を選びます。

2 Pボタンを押す

3［スマートデバイスへの送信指定/
解除］を選んでJボタンを押す

•&アイコンが表示されます。

スマートデバイスに取り込みたい画像を
カメラで送信指定する

Pボタン
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複数の画像をまとめて送信指定する
セットアップメニュー［Wi-Fi］の［スマートデバイスへの送信指定］
では、複数の画像をまとめて送信指定できます。

1 セットアップメニューの［Wi-Fi］
で［スマートデバイスへの送信指
定］を選んでマルチセレクターの
2を押す

2 送信指定する画像を選ぶ
•マルチセレクターで画像を選び、W
（S）ボタンを押すと、&が表示さ
れて送信指定されます。もう一度W
（S）ボタンを押すと解除されます。
•送信指定する画像全てに設定してくだ
さい。

• X（T）ボタンを押している間、
選んだ画像を拡大表示します。

3 設定を完了する
•Jボタンを押して、設定を完了します。

A 送信指定を解除するには
解除したい画像を選んで、手順2と3を行います。

W（S）ボタン
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メニューガイド

再生、静止画撮影、動画撮影、カスタム、セットアップの各メニューの
初期設定は次の通りです。ツーボタンリセット（0200）、静止画撮影
メニュー［静止画撮影メニューのリセット］（0309）、動画撮影メニュー
［動画撮影メニューのリセット］（0317）、またはカスタムメニュー［カ
スタムメニューのリセット］（0324）を行うと、それぞれの項目の設
定をリセットできます。ツーボタンリセットで初期設定に戻る項目につ
いては、「ツーボタンリセットで基本的な機能を初期設定に戻す」
（0200）をご覧ください。

❚❚再生メニューの初期設定

初期設定一覧

再生メニュー項目 初期設定
［再生フォルダー設定］（0298） ND750　

［撮影直後の画像確認］（0305） しない　

［削除後の次再生画像］（0305） 後ろのコマ

［縦位置自動回転］（0305） する

［スライドショー］（0306）

［再生画像の種類］（0306） 静止画と動画

［インターバル設定］（0306） 2 秒
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❚❚静止画撮影メニューの初期設定
ご購入時の設定に戻すには、静止画撮影メニューの［静止画撮影メ
ニューのリセット］を行います（0309）。

メニュー項目 初期設定
［ファイル名設定］（0311） DSC　

［スロット2の機能］（0118） 順次記録

［画質モード］（0114） NORMAL　

［画像サイズ］（0117） サイズL

［撮像範囲］（0109）

［撮像範囲設定］（0109） FX（36×24）1.0×

［DX自動切り換え］（0110） する

［JPEG圧縮］（0116） サイズ優先

［RAW記録］（0116）

［記録方式］（0116） ロスレス圧縮RAW

［記録ビットモード］（0116） 14ビット記録

［ホワイトバランス］（0144） オート：標準

微調整値（0147） A-B：0、G-M：0

色温度設定（0150） 5000K　

プリセットマニュアル（0153） d-1　

［ピクチャーコントロール］（0164） スタンダード

［色空間］（0312） sRGB　

［アクティブ
D-ライティング］（0176）

P、S、A、M、%、g、i、
u、1、2、3

しない

その他の撮影モード オート

［HDR（ハイダイナミックレンジ）］（0177）

［HDRモード］（0178） しない

［HDR強度］（0179） オート

［ヴィネットコントロール］（0313） 標準

［自動ゆがみ補正］（0314） しない

［長秒時ノイズ低減］（0315） しない

［高感度ノイズ低減］（0315） 標準
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※多重露出撮影中は、1コマ目を撮影してから解除されるまで［静止画撮影メニュー
のリセット］を選択できません。

［ISO感度設定］（0132）

［ISO感度］（0132）
P、S、A、M 100　

その他の撮影モード オート

［感度自動制御］（0134） しない

［リモコンモード設定（ML-L3）］（0194） しない

［多重露出］（0215）※

［多重露出モード］（0216） しない

［コマ数］（0217） 2　

［自動ゲイン補正］（0217） する

［インターバルタイマー撮影］（0221）

開始方法の設定（0221） 即時スタート

撮影間隔（0222） 1分

撮影回数×1回のコマ数（0222） 0001×1

露出平滑化（0222） しない

メニュー項目 初期設定
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❚❚動画撮影メニューの初期設定
ご購入時の設定に戻すには、動画撮影メニューの［動画撮影メニューの
リセット］を行います（0317）。

メニュー項目 初期設定
［ファイル名設定］（0311） DSC　

［ファイル記録先］（0317） スロット1

［画像サイズ/フレームレート］（0318） 1920×1080 60p

［動画の画質］（0318） 標準

［マイク感度］（0319） マイク感度 オート

［録音帯域］（0319） 広帯域

［風切り音低減］（0320） しない

［撮像範囲］（075）

［撮像範囲設定］（0109）  FX（36×24）1.0×

［DX自動切り換え］（0110） する

［ホワイトバランス］（0144） 静止画の設定と同じ

微調整値（0147） A-B：0、G-M：0

色温度設定（0150） 5000K

プリセットマニュアル（0153） d-1

［ピクチャーコントロール］（0164） 静止画の設定と同じ

［高感度ノイズ低減］（0315） 標準

［動画ISO感度設定］（0321）

［Mモード時のISO感度設定］（0321） 100　

［Mモード時の感度自動制御］（0321） しない

［制御上限感度］（0321） 12800　

［微速度撮影］（0227）

撮影間隔（0227） 5秒

撮影時間（0228） 25分

露出平滑化（0228） する
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❚❚カスタムメニューの初期設定
ご購入時の設定に戻すには、カスタムメニューの［カスタムメニューの
リセット］を行います（0324）。

カスタムメニュー項目 初期設定
a1 ［AF-Cモード時の優先］（0325） レリーズ
a2 ［AF-Sモード時の優先］（0325） フォーカス
a3 ［AFロックオン］（0326） 3（標準）

a4

［フォーカスポイント表示］（0327）

［マニュアルフォーカス時の表示］ する

［ダイナミックAFモード時の表示］ しない

［グループエリアAFモード時の表示］ g　
a5 ［フォーカスポイント照明］（0328） オート
a6 ［フォーカスポイント循環選択］（0328） しない
a7 ［AF点数切り換え］（0328） 51点
a8 ［縦/横位置フォーカスポイント切換］（0329） しない
a9 ［内蔵AF補助光の照射設定］（0330） する
b1 ［ISO感度設定ステップ幅］（0331） 1/3 段
b2 ［露出設定ステップ幅］（0331） 1/3 段
b3 ［露出補正簡易設定］（0331） しない
b4 ［マルチパターン測光］（0332） 顔認識する
b5 ［中央部重点測光範囲］（0333） φ 12 mm

b6

［基準露出レベルの調節］（0333）

［マルチパターン測光］ 0

［中央部重点測光］ 0

［スポット測光］ 0

［ハイライト重点測光］ 0
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c1 ［半押しAEロック］（0333） しない
c2 ［半押しタイマー］（0334） 6 秒

c3

［セルフタイマー］（0334）

［時間］ 10 秒

［撮影コマ数］ 1　

［連続撮影間隔］ 0.5秒

c4

［モニターのパワーオフ時間］（0335）

［画像の再生］ 10 秒

［メニュー表示］ 1分

［インフォ画面表示］ 10 秒

［撮影直後の画像確認］ 4 秒

［ライブビュー表示］ 10分
c5 ［リモコン待機時間（ML-L3）］（0335） 1分

d1
［電子音設定］（0336）

［音量］ 電子音なし

［音の高さ］ 低音
d2 ［低速連続撮影］（0337） 3コマ/ 秒
d3 ［連続撮影コマ数］（0337） 100　
d4 ［露出ディレーモード］（0338） しない
d5 ［フラッシュ使用推奨表示］（0338） する
d6 ［連番モード］（0338） する
d7 ［ファインダー内格子線表示］（0339） しない
d8 ［ISO感度の簡易設定］（0339） しない
d9 ［インフォ画面の表示設定］（0340） 自動
d10［イルミネーター点灯］（0340） しない
d11 ［MB-D16電池設定］（0341） アルカリ単3形電池
d12 ［電池の使用順序］（0343） MB-D16から

カスタムメニュー項目 初期設定
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e1 ［フラッシュ撮影同調速度］（0344） 1/200 秒

e2 ［フラッシュ時シャッタースピード制限］
（0346）

1/60 秒

e3 ［内蔵フラッシュ発光］/
［外付けフラッシュ発光］（0346）

TTLモード

e4 ［フラッシュ使用時の露出補正］（0353） 全体を補正
e5 ［モデリング発光］（0353） する

e6 ［オートブラケティングのセット］（0353）
AE・フラッシュブラケ

ティング
e7 ［BKTの順序］（0354） ［0］→［－］→［+］

f1

［OKボタンの機能］（0354）

［撮影モード］（0354）
フォーカスポイント
中央リセット

［再生モード］（0355）
1コマとサムネイルの

切り換え

［ライブビュー］（0355）
フォーカスポイント
中央リセット

f2

［Fnボタンの機能］（0356）
［押し時の動作］（0356） 設定しない
［コマンドダイヤル併用時の動作］
（0360）

撮像範囲選択

f3

［プレビューボタンの機能］（0361）
［押し時の動作］（0361） プレビュー
［コマンドダイヤル併用時の動作］
（0361）

設定しない

f4

［AE/AFロックボタンの機能］（0361）
［押し時の動作］（0362） AE-L/AF-L

［コマンドダイヤル併用時の動作］
（0362）

設定しない

カスタムメニュー項目 初期設定
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f5

［コマンドダイヤルの設定］（0363）

［回転方向の変更］（0363）
露出補正の設定時：U、
シャッタースピード/
絞り値の設定時：U

［メインとサブの入れ換え］（0363）
露出設定：しない
AF設定：しない

［絞り値の設定方法］（0364） サブコマンドダイヤル

［再生/メニュー画面で使用］（0365） しない

［サブコマンドダイヤルで画像送り］
（0365）

10コマ

f6 ［ボタンのホールド設定］（0366） しない
f7 ［カードなし時レリーズ］（0367） レリーズ許可

f8 ［インジケーターの＋/－方向］（0367）

f9
［動画撮影ボタンの機能］（0368）

［コマンドダイヤル併用時の動作］ 設定しない
f10 ［MB-D16の4ボタンの機能］（0369） AE-L/AF-L　
f11 ［リモコン（WR）のFnボタンの機能］（0370） 設定しない

g1
［Fnボタンの機能］（0372）

［押し時の動作］ 設定しない

g2
［プレビューボタンの機能］（0373）

［押し時の動作］ インデックスマーキング

g3
［AE/AFロックボタンの機能］（0374）

［押し時の動作］ AE-L/AF-L　
g4 ［シャッターボタンの機能］（0374） 静止画撮影

カスタムメニュー項目 初期設定
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❚❚セットアップメニューの初期設定
セットアップメニュー項目 初期設定

［ユーザーセッティングの登録］（0100）

［U1に登録］ 撮影モードPの初期設定

［U2に登録］ 撮影モードPの初期設定

［モニターの明るさ］（0377） 0　

［モニターのカラーカスタマイズ］（0378） A-B：0、G-M：0

［イメージセンサークリーニング］（0453）

［電源スイッチに連動］（0454） 電源ONとOFFで実行

［フリッカー低減］（0381） オート

［地域と日時］（0382）

［夏時間の設定］（0382） しない

［縦横位置情報の記録］（0383） する

［HDMI］（0274）

［出力解像度］（0274） オート

［機器制御］（0274） する

［詳細設定］（0275）

出力レンジ：オート
出力画面サイズ：100%
ライブビュー時の
情報表示：する

モニターの同時表示：する

［位置情報］（0235）

［半押しタイマー］（0235） 有効

［衛星による日時合わせ］（0236） する

［Wi-Fi］（0278）

［通信機能］ 無効

［Eye-Fi送信機能］（0393） 有効
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Gボタンを押して、タブのDアイコンを選ぶと、再生メニューが表
示されます。

再生メニュー項目一覧
再生メニューの項目は、次の通りです。

D 再生メニュー：再生で使える便利な機能

Gボタン

メニュー項目 0

削除 255

再生フォルダー設定 298

非表示設定 298

再生画面設定 300

画像コピー 300

撮影直後の画像確認 305

削除後の次再生画像 305

縦位置自動回転 305

スライドショー 306

プリント指定（DPOF） 271

メニュー項目 0

A 関連ページ
「再生メニューの初期設定」（0288）
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画像はSDカード内のフォルダーに保存されます。
画像の再生（0237）時に表示するフォルダーを設定します。

非表示設定した画像は、非表示設定画面以外では表示されません。

再生フォルダー設定
Gボタン ➜ D再生メニュー

ND750　
D750で作成された全てのフォルダー内の画像を再生し
ます。

全てのフォルダー SDカード内の全てのフォルダーの画像を再生します。

記録中のフォルダー
画像の記録に実際に使われているフォルダーの画像を再
生します。

非表示設定
Gボタン ➜ D再生メニュー

設定 画像ごとに非表示設定します。

日付選択

選択した日付に撮影した画像を一括
で非表示設定します。
• 非表示設定したい日付を選び、マ
ルチセレクターの2を押すと、日
付の左側のチェックボックスがオ
ンMになります。

• もう一度 2 を押すと、チェック
ボックスがオフUになります。

• Jボタンを押すと、設定を完了します。

一括解除 非表示設定を一括で解除します。
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❚❚画像ごとに非表示設定する

1［設定］を選ぶ
•［設定］を選んでマルチセレクターの
2を押すと、画像の選択画面が表示
されます。

2 非表示する画像を選ぶ
•マルチセレクターで画像を選び、
W（S）ボタンを押して設定しま
す。設定するとRが表示されます。
もう一度W（S）ボタンを押すと、
Rが消えます。

•非表示にする画像全てに設定してく
ださい。

• X（T）ボタンを押している間、
選んだ画像を拡大表示します。

3 設定を完了する
•Jボタンを押して、設定を終了します。

D 非表示設定についてのご注意
•SDカードを初期化すると、非表示設定した画像も削除されますのでご注意くだ
さい。

•プロテクトと非表示の両方を設定した画像の非表示設定を解除すると、プロテ
クト設定も解除されます。

W（S）ボタン
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標準表示画面（0243）で、選んだフォーカスポイントまたはピント合
わせに使用したフォーカスポイントを表示するかどうかを設定できま
す。また、1コマ表示時の画像情報表示に、画像のみ表示、ハイライト
表示、RGBヒストグラム表示、撮影情報表示、統合表示を追加します。
•追加したい項目を選び、マルチセレクターの2を押してチェックボッ
クスをオンMにします。もう一度2を押すと、チェックボックスがオ
フUになります。

•Jボタンを押すと、設定を完了します。

SDカードを2枚使用しているときに、SDカード内の画像をもう一方の
SDカードにコピーできます。

❚❚画像のコピー方法

1［コピー元の選択］を選んでマル
チセレクターの2を押す

再生画面設定
Gボタン ➜ D再生メニュー

画像コピー
Gボタン ➜ D再生メニュー

コピー元の選択 コピーしたい画像があるスロットを選びます。

コピー元画像の選択 コピーしたい画像を選びます。

コピー先フォルダーの選択
［コピー元の選択］で選ばなかったスロットにある
フォルダーを画像のコピー先として選びます。

コピー実行 コピーを実行します。
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2 コピーしたい画像があるスロット
を選ぶ
•コピーしたい画像が入っているカー
ドのスロットを選んでJボタンを押
すと、［画像コピー］画面に戻ります。

3［コピー元画像の選択］を選ぶ
•［コピー元画像の選択］を選んでマル
チセレクターの2を押すと、［コピー
元画像の選択］画面が表示されます。

4 コピー元画像があるフォルダーを
選ぶ
•コピー元画像のあるフォルダーを選
んで2を押すと、［画像選択の初期状
態］画面が表示されます。
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5 画像の選択方式を選ぶ
•コピー画像の選び方は、次の3通りが
あります。

6 コピーする画像を選ぶ
•マルチセレクターで画像を選び、
W（S）ボタンを押すと、Lが表
示されます。もう一度W（S）ボ
タンを押すと、Lが消えます。

• X（T）ボタンを押している間、
選択中の画像を拡大表示します。

•コピーしたい全ての画像にLを入れて
からJボタンを押すと、［画像コ
ピー］画面に戻ります。

全画像非選択

フォルダー内全ての画像が選ばれていない状態で表示さ
れます。
• コピーする画像を 1 枚ずつ自分で選びたい場合に適して
います。

全画像選択
フォルダー内の全ての画像が選ばれた状態で表示されます。
• フォルダー内の全画像をコピーしたい場合に適してい
ます。

プロテクト
画像選択

フォルダー内のプロテクトされている画像だけが選ばれ
た状態で表示されます。

W（S）ボタン
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7［コピー先フォルダーの選択］を
選ぶ
•［コピー先フォルダーの選択］を選ん
で2を押すと、［コピー先フォルダー
の選択］画面が表示されます。

8 コピー先フォルダーの選択方法を
選ぶ
•コピー先フォルダーの選択方法を選
んで2を押します。

9 コピー先フォルダーを選ぶ
•それぞれの画面で、フォルダー番号を指定または選んでJボタン
を押すと、コピー先フォルダーを設定して［画像コピー］画面に
戻ります。

フォルダー
番号指定

コピー先のフォルダー番号
を入力して指定します
（0309）。指定したフォル
ダー番号のフォルダーがな
い場合は、フォルダーを新
規作成します。

既存フォル
ダーから
選択

既存フォルダーの一覧表示
から、コピー先フォルダー
を選びます。
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10［コピー実行］を選ぶ
•［コピー実行］を選んでJボタンを押
すと、コピーの確認画面が表示され
ます。

11［はい］を選ぶ
•［コピーしますか？］というメッセージ
と、コピーする枚数が表示されます。

•［はい］を選んでJボタンを押すと、
コピーを実行します。

•コピーが終了したら、もう一度Jボ
タンを押してコピーを完了します。

D 画像コピーについてのご注意
•コピー先SDカードの残量がない場合、コピーできません。
•コピー先フォルダーに同じファイル番号が存
在する場合、右のような画面が表示されます。
このとき、［上書き］または［全て上書き］を
選ぶと、コピー元の画像に上書きされますの
でご注意ください。ただし、コピー先の画像
にプロテクトまたは非表示が設定されている
場合は、上書きできません。［スキップ］を選
ぶと、上書きせずに残りの画像のコピーを続
けます。［キャンセル］を選ぶと、コピーを中止します。

•プロテクト設定はコピー先の画像に引き継がれます。
•［プリント指定（DPOF）］（0271）で設定した情報は、コピー先画像には引
き継がれません。

•非表示設定した画像はコピーできません。
•動画をコピーするときは、バッテリー切れを防ぐため、充分に充電されたバッ
テリーをお使いください。
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撮影直後に画像を自動的に表示するかどうかを設定します。［しない］
を選んだ場合に撮影画像を表示確認するには、Kボタンを押してくだ
さい。

画像を削除した後に表示する画像を設定できます。

縦位置で撮影した画像を、自動的に回転して表示します。

撮影直後の画像確認
Gボタン ➜ D再生メニュー

削除後の次再生画像
Gボタン ➜ D再生メニュー

S 後ろのコマ
削除した画像の次に撮影した画像を表示します。
最後の画像を削除した場合は、1つ前の画像を表示します。

T 前のコマ
削除した画像の前に撮影した画像を表示します。
最初の画像を削除した場合は、次に撮影した画像を表示し
ます。

U 直前コマ送り
方向に従う

• 直前のコマ送りが前の画像から後の画像の順番のとき
は、［後ろのコマ］と同じ動作になります。

• 直前のコマ送りが後の画像から前の画像の順番のとき
は、［前のコマ］と同じ動作になります。

縦位置自動回転
Gボタン ➜ D再生メニュー

D 縦位置自動回転についてのご注意
•［縦位置自動回転］を［する］に設定しても、セットアップメニューの［縦横
位置情報の記録］（0383）を［しない］にして撮影した画像は、全て横位置
で表示されます。

•縦位置で撮影した状態のまま画像確認がしやすいように、［縦位置自動回転］
を［する］に設定しても、撮影直後の画像確認時は自動回転しません。
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撮影した画像を記録された順番に1コマずつ連続再生します。［再生フォ
ルダー設定］（0298）で設定されたフォルダー内の画像が記録された
順番で再生されます。ただし、［非表示設定］（0298）されている画像
は再生されません。

❚❚スライドショーを再生する
［開始］を選んでJボタンを押すと、スラ
イドショーが始まります。スライドショー
の再生中は、次の操作が可能です。

スライドショー
Gボタン ➜ D再生メニュー

開始 スライドショーを開始します。

再生画像の種類
スライドショーで再生する画像の種類を［静止画と動画］、
［静止画のみ］、［動画のみ］から選べます。

インターバル設定 1コマの画像を表示する時間を設定します。

1コマ進む/
戻る

マルチセレクターの4を押すと前の画
像が、2を押すと次の画像が表示されま
す。

画像情報を
切り換える

1または3を押すと、静止画再生時に
画像情報の切り換えができます
（0242）。画像情報を「画像のみ」に切
り換えると、画像だけをスライドショー
で再生できます。

一時停止する
スライドショーが一時停止します。［再
開］を選んでJボタンを押すと、スラ
イドショーが再開します。

動画再生中に
音量を調節する

X（T）/ 
W　（S）

X（T）ボタンを押すと音量が大き
くなり、W（S）ボタンを押すと小
さくなります。
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再生が終わると、右のような画面が表示さ
れます。［再開］を選んでJボタンを押す
と、スライドショーが再開します。［終了］
を選んでJ ボタンを押すと、スライド
ショーが終了します。

再生メニュー
に戻る G

スライドショーを中止して、再生メ
ニューに戻ります。

通常再生に戻る K

スライドショーを中止して、1コマ表示
モード（0237）、サムネイル表示モー
ド（0239）またはカレンダー表示モー
ド（0240）に戻ります。

撮影に戻る
液晶モニターが消灯し、すぐに撮影でき
ます。
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Gボタンを押して、タブのCアイコンを選ぶと、静止画撮影メニュー
が表示されます。

静止画撮影メニュー項目一覧
静止画撮影メニューの項目は次の通りです。

※ユーザーセッティングモードU1、U2（0100）に機能を登録できません。

C 静止画撮影メニュー：
静止画撮影で使える便利な機能

Gボタン

メニュー項目 0

静止画撮影メニューのリセット※ 309

記録フォルダー設定※ 309

ファイル名設定 311

スロット2の機能 118

画質モード 114

画像サイズ 117

撮像範囲※ 109

JPEG圧縮 116

RAW記録 116

ホワイトバランス 144

ピクチャーコントロール 164

カスタムピクチャー
コントロール※

169

色空間 312

アクティブD-ライティング 175

HDR（ハイダイナミック
レンジ）

177

ヴィネットコントロール 313

自動ゆがみ補正 314

長秒時ノイズ低減 315

高感度ノイズ低減 315

ISO感度設定 132

リモコンモード設定（ML-L3）※ 194

多重露出※ 215

インターバルタイマー撮影※ 221

メニュー項目 0

A 設定できない静止画撮影メニュー項目について
撮影モードやカメラの状態によって、設定できないメニュー項目があります。こ
の場合、その項目はグレーで表示されて選べません。
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静止画撮影メニューをリセットして初期設定に戻します。

記録フォルダーの新規作成や既存フォルダーからの選択を行います。
［フォルダー番号指定］では、フォルダーを新規作成できます。［既存
フォルダーから選択］では、既存フォルダーの一覧から選べます。

❚❚フォルダー番号指定
記録するフォルダー番号を指定します。フォルダーが存在しない場合は
新しく作成します。

1［フォルダー番号指定］を選ぶ
•［フォルダー番号指定］を選んでマル
チセレクターの2を押すと、［フォル
ダー番号指定］画面が表示されます。

•［フォルダー番号指定］画面の右上に
は、フォルダーを作成するスロット
が下線で強調されて表示されます。
フォルダーを作成するスロットは、静止画撮影メニュー［スロッ
ト2の機能］（0118）の設定によって異なります。

2 フォルダー番号の桁を選ぶ
•4または2を押して、フォルダー番号の変更したい桁を選びます。

静止画撮影メニューのリセット
Gボタン ➜ C静止画撮影メニュー

A 関連ページ
「静止画撮影メニューの初期設定」（0289）

記録フォルダー設定
Gボタン ➜ C静止画撮影メニュー
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3 フォルダー番号を変更する
•1または3を押して、フォルダー番号の数値を変更します。

4 フォルダー番号を設定する
•Jボタンを押すと、新規フォルダーを作成してメニュー画面に戻
ります。

•次に撮影する画像は、作成した新規フォルダーに保存します。
•作成済みのフォルダー番号を指定すると、フォルダー番号の左に
フォルダーマーク（W、X、Y）が表示されます。
WまたはXが表示されたフォルダーを選んでJボタンを押す
と、指定したフォルダーを記録フォルダーに設定してメニューに
戻ります。

•キャンセルしたい場合は、Gボタンを押すとメニューに戻ります。

❚❚既存フォルダーから選択
既存のフォルダーから選びます。

1［既存フォルダーから選択］を選ぶ
•［既存フォルダーから選択］を選んで
マルチセレクターの2を押すと、［既
存フォルダーから選択］画面が表示さ
れます。

2 フォルダーを選ぶ
•1または3を押して、画像を記録するフォルダーを選びます。

A フォルダーマークについて
［フォルダー番号指定］画面では、フォルダー番号の左に、画像の入っていない
フォルダーのときはW、フォルダー内のファイル数が999個またはファイル番
号が9999に達しているフォルダーのときはY、その他のフォルダーのときはX
のフォルダーマークが表示されます。Yが表示されているフォルダーには、画
像は記録できません。
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3 画像を記録するフォルダーを設定する
•Jボタンを押すと、設定が有効になりメニュー画面に戻ります。
•次に撮影する画像は、選んだフォルダーに保存します。

このカメラで撮影した画像には、自動的にDSC_nnnn.xxxというファイ
ル名が付きます。［ファイル名設定］では、「DSC」の3文字を任意に変
更できます。ファイル名の設定方法は、「カスタムピクチャーコントロー
ルを登録する」の手順6をご覧ください（0171）。

D フォルダー番号およびファイル番号についてのご注意
フォルダー番号が999に達しているときに、ファイル番号が9999に達するか、
このフォルダー内のファイル数が999個に達した場合は、それ以上フォルダーを
作成できず、シャッターがきれなくなります。ただし、次の場合、SDカードに
まだ空き容量があれば、さらに撮影を続けられます。
•フォルダー番号が999以下で、その内のファイル数が999に達していないフォ
ルダーを記録フォルダーとして選んだ場合

•フォルダー番号が999以下のフォルダーを新規に作成し、それを記録フォルダー
として選んだ場合

A 大容量のSDカードを使用する場合
すでにたくさんのフォルダーや画像が記録されているSDカードを使用する場
合、SDカードを挿入したときや、カメラの電源をONにしたときなどに行われ
るファイル検索に時間がかかるため、撮影や再生ができるまでに時間がかかる
ことがあります。

ファイル名設定
Gボタン ➜ C静止画撮影メニュー /1動画撮影メニュー
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記録する画像の色空間を指定します（色空間とは、モニターやプリン
ターで表現できる色の範囲のことです）。［sRGB］色空間は、再生やプ
リントなど、一般的な用途で画像を楽しむのに適しています。［Adobe
RGB］色空間は［sRGB］色空間に比べて色域が広いため、商業印刷な
どの業務用途に適しています。

A ファイル名について
•このカメラで撮影された画像にはDSC_nnnn.xxxという名称が付きます。

nnnnには0001～9999までの数字が入ります。xxxには選んだ画質モードに
よって、次の拡張子が入ります。
- NEF：RAWの場合
- JPG：FINE/NORMAL/BASICの場合
- MOV：動画の場合
- NDF：イメージダストオフデータの場合

•静止画撮影メニューの［色空間］で［Adobe RGB］（0312）を選んだ場合
は_DSCnnnn.xxxという名称が付きます。

•同時記録されたRAW画像とJPEG画像のファイル名は同じですが、拡張子がそ
れぞれNEF、JPGになります。

色空間
Gボタン ➜ C静止画撮影メニュー

D 色空間についてのご注意
Capture NX-Dまたは付属のViewNX 2をお使いになると、正しい色空間での処
理が自動的に行われます。他社製の画像閲覧用または画像編集用ソフトウェア
を使うと、正しく色が表示されないことがあります。

A Adobe RGB色空間について
適切な色再現には、カラーマネージメント機能に対応したアプリケーション、モ
ニター、プリンターなどの環境が必要です。
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ヴィネットコントロールは、レンズの特性による周辺光量の低下をレン
ズに応じて軽減します。特に開放絞り側で撮影した場合に効果的です。
Gタイプ、Eタイプ、またはDタイプレンズを装着しているときのみ機
能します（PCレンズを除く）。

ヴィネットコントロール
Gボタン ➜ C静止画撮影メニュー

h　 強め
効果が強い順に、［強め］、［標準］、［弱め］になります。g　 標準

i　 弱め
しない 周辺光量の低下を補正しません。

D ヴィネットコントロールについてのご注意
•次の場合、ヴィネットコントロールの効果は適用されません。

- 静止画撮影メニューの［多重露出］（0215）を設定しているとき
- 動画撮影時
- DXレンズを装着して静止画撮影メニュー［撮像範囲］の［DX自動切り換
え］（0110）を［しない］に、［撮像範囲設定］（0111）を［DX（24×
16）1.5×］以外に設定しているとき

- FX レンズを装着して静止画撮影メニュー［撮像範囲］の［撮像範囲設定］
を［DX（24×16）1.5×］に設定しているとき

• JPEG画像の場合、使用するレンズ、撮影条件や撮影シーンの組み合わせによっ
ては、周辺光量が過剰に補正されて画像周辺部が明るくなることや補正が不足
して暗くなること、画像にノイズ（むら）が発生することがあります。また、
調整したピクチャーコントロールやカスタムピクチャーコントロールを設定
している場合も、適切な補正ができない場合があります。試し撮りをして、撮
影状況に適した設定を選択することをおすすめします。
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［する］にすると、広角レンズ使用時のたる型のゆがみや、望遠レンズ
使用時の糸巻き型のゆがみを補正して撮影します。
•［自動ゆがみ補正］は、Gタイプ、Eタイプ、またはDタイプレンズを
装着した場合のみ機能します。ただし、PCレンズ、フィッシュアイレ
ンズ、その他一部のレンズを装着した場合は機能しません。また、対
応レンズ以外を装着した場合については、動作を保証しません。

自動ゆがみ補正
Gボタン ➜ C静止画撮影メニュー

D 自動ゆがみ補正についてのご注意
•［する］の場合、シャッターをきってから、記録が始まるまで時間がかかる場
合があります。

•ゆがみを大きく補正するほど、画像周辺部は切り取られます。
•DXレンズを装着している場合は、自動ゆがみ補正を行う前に、［DX自動切り換え］
を［する］に設定するか、［撮像範囲設定］を［DX（24×16）1.5×］に設定し
てください（0109）。その他の撮像範囲で撮影すると、画像周辺部が大きく切り
取られたり、DXフォーマットの外側の部分が特に強く補正されることがあります。

•動画撮影時は、自動ゆがみ補正の効果は適用されません。

A 関連ページ
撮影した画像のゆがみを補正する →N［ゆがみ補正］（0414）
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低速シャッタースピードになったときに発生するノイズ（ざらつき、む
ら、輝点）を低減します。

長秒時ノイズ低減処理は、撮影後に行われ
ます。処理中は、表示パネルとファイン
ダー内表示にl　mが点滅します。こ
の表示が消えるまで、撮影はできません。
長秒時ノイズの低減処理を行う場合、画像
を記録するまでの時間は、長秒時ノイズ低
減を行わない場合の約2倍になります。

静止画または動画の撮影時に、感度が高くなるほど発生しやすいノイズ
（ざらつき）を低減します。

長秒時ノイズ低減
Gボタン ➜ C静止画撮影メニュー

する
シャッタースピードが1秒より低速になった場合に、長秒時ノイズ
の低減処理を行います。

しない 長秒時ノイズの低減処理を行いません。

D 長秒時ノイズ低減についてのご注意
•連続撮影速度は遅くなり、連続撮影可能コマ数も少なくなります。
•処理中に電源をOFFにすると、処理は行われず、長秒時ノイズの低減処理を行
う前の画像が保存されます。

高感度ノイズ低減
Gボタン ➜ C静止画撮影メニュー /1動画撮影メニュー

強め 全てのISO感度で高感度ノイズの低減処理を行います。ISO感度が高く
なるほど、効果的です。
• ノイズ低減の効果は、強い順に［強め］、［標準］、［弱め］になります。

標準
弱め

しない
ノイズが発生しやすい条件で撮影する場合のみ、ノイズ低減処理を行
います。ノイズ低減の効果は［弱め］よりもさらに弱くなります。
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Gボタンを押して、タブの1アイコンを選ぶと、動画撮影メニュー
が表示されます。

動画撮影メニュー項目一覧
動画撮影メニューの項目は次の通りです。

※ユーザーセッティングモードU1、U2（0100）に機能を登録できません。

1 動画撮影メニュー：
動画撮影で使える便利な機能

Gボタン

メニュー項目 0

動画撮影メニューのリセット※ 317

ファイル名設定 311

ファイル記録先 317

画像サイズ/フレームレート 318

動画の画質 318

マイク感度 319

録音帯域 319

風切り音低減 320

撮像範囲※ 75

ホワイトバランス 144

ピクチャーコントロール 164

カスタムピクチャー
コントロール※

169

高感度ノイズ低減 315

動画ISO感度設定 321

微速度撮影※ 227

メニュー項目 0

A 設定できない動画撮影メニュー項目について
撮影モードやカメラの状態によって、設定できないメニュー項目があります。こ
の場合、その項目はグレーで表示されて選べません。
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動画撮影メニューをリセットして初期設定に戻します。

SDカードを2枚使用している場合に動画を記
録するスロットを設定します。

•それぞれのカードで動画を記録できる残り
時間が表示されます。

•選んだファイル記録先のSDカードの残量が
なくなると、撮影は自動的に終了します。

動画撮影メニューのリセット
Gボタン ➜ 1動画撮影メニュー

A 関連ページ
「動画撮影メニューの初期設定」（0291）

ファイル記録先
Gボタン ➜ 1動画撮影メニュー
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［画像サイズ/フレームレート］では、動画を記録するときの画像サイズ
（ピクセル）とフレームレートを設定します。

※1 60p：59.94コマ/秒、50p：50コマ/秒、30p：29.97コマ/秒、25p：25コマ/秒、
24p：23.976コマ/秒

※2［動画の画質］が高画質の場合は、アイコンに★が表示されます。

動画の画質を高画質と標準から選べます。
•［画像サイズ /フレームレート］と［動画の画質］との組み合わせで、
動画の最大ビットレートと最長記録時間が変わります。

画像サイズ/フレームレート
Gボタン ➜ 1動画撮影メニュー

［画像サイズ/
フレームレート］※1

最大ビットレート
（［動画の画質］※2：
★高画質/標準）

最長記録時間
（［動画の画質］※2：
★高画質/標準）

v/y　 1920×1080 60p　
42 Mbps/24 Mbps 10分/

20分w/z　 1920×1080 50p　

o/1　 1920×1080 30p　

24 Mbps/12 Mbps 20分/
29分59秒

p/2　 1920×1080 25p　

q/3　 1920×1080 24p　

r/4　 1280× 720 60p　

s/5　 1280× 720 50p　

A［画像サイズ/フレームレート］について
［画像サイズ/フレームレート］の設定によっては、撮影した動画のノイズ（ざ
らつき、むら、輝点）の見え方が異なります。

動画の画質
Gボタン ➜ 1動画撮影メニュー
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内蔵マイクまたは別売のステレオマイクロホン（0447）の感度の程度
を設定します。

内蔵マイクまたは別売のステレオマイクロホン（0447）の周波数特性
を設定します。

マイク感度
Gボタン ➜ 1動画撮影メニュー

マイク感度 オート カメラが自動的にマイク感度を調整します。

マイク感度 マニュアル
マイク感度を手動調整します。［1］～［20］の調整が
できます。数字が大きいほど感度が高く、小さいほど
低くなります。

録音しない 音は記録しません。

A 音が記録されていない動画の表示について
［マイク感度］を［録音しない］にして撮影し
た動画の場合、再生時に2（音なしマーク）が
表示されます。

録音帯域
Gボタン ➜ 1動画撮影メニュー

K　 広帯域 低音域から高音域まで録音します。楽器演奏や街のざわめき
の録音など、幅広いシーンに適しています。

L　 音声帯域 主に人の声を録音したいときに適しています。
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［する］を選ぶと、ローカットフィルター機能により、内蔵マイクに吹
き付ける風の音を抑えて記録できます。ただし、風切り音以外の音も聞
こえにくくなることがあります。
•別売のステレオマイクロホンをお使いの場合は、カメラ側で［風切り
音低減］を［する］に設定しても風切り音は低減されません。ステレ
オマイクロホン側で設定してください。

動画撮影時のホワイトバランス（0144）を
設定できます。［静止画の設定と同じ］を選
ぶと、静止画撮影時と同じ設定になります。

動画撮影時のピクチャーコントロール
（0164）を設定できます。［静止画の設定と
同じ］を選ぶと、静止画撮影時と同じ設定に
なります。

風切り音低減
Gボタン ➜ 1動画撮影メニュー

ホワイトバランス
Gボタン ➜ 1動画撮影メニュー

ピクチャーコントロール
Gボタン ➜ 1動画撮影メニュー
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動画撮影時のISO感度に関する設定ができます。

動画ISO感度設定
Gボタン ➜ 1動画撮影メニュー

Mモード時の
ISO感度設定

撮影モードMでの動画撮影時の ISO感度（100～Hi 2）を設定で
きます。

Mモード時の
感度自動制御

［する］を選ぶと、撮影モードがMのときもカメラが自動的に動
画撮影時のISO感度を変更します。［しない］を選ぶと、撮影モー
ドがMのときに、［Mモード時のISO感度設定］で設定したISO感
度に固定されます。
• 撮影モードがM以外の場合は常に感度自動制御が動作します。

制御上限感度

• 感度自動制御するときに ISO感度が高くなりすぎないように、
上限感度（200～Hi 2）を設定できます。

• 撮影モードがP、SまたはAの場合と、撮影モードMで［Mモー
ド時の感度自動制御］が［する］の場合は、ここで設定した感
度が自動制御の上限になります。

A 感度自動制御についてのご注意
• ISO感度が上がると、被写体によっては、ノイズ（ざらつき、むら、すじ）が
発生することがあります。

• ISO感度が上がると、ピントが合いにくくなることがあります。
• 上記の現象が発生する場合は、［動画ISO感度設定］の［制御上限感度］を下
げて撮影してください。
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Gボタンを押して、タブのAアイコンを選ぶと、カスタムメニュー
が表示されます。

A カスタムメニュー：
撮影に関するさらに詳細な設定

Gボタン

＜第2階層＞

＜第1階層＞

カメラの各種設定を撮影者の好み
に合わせて変更できます。カスタ
ムメニュー画面は、2つの階層で
構成されています。

カスタムメニュー
のリセット（0324）



323

カスタムメニュー項目一覧
カスタムメニューの項目は次の通りです。

メニュー項目 0

カスタムメニューのリセット 324

a オートフォーカス

a1 AF-Cモード時の優先 325

a2 AF-Sモード時の優先 325

a3 AFロックオン 326

a4 フォーカスポイント表示 327

a5 フォーカスポイント照明 328

a6 フォーカスポイント循環
選択

328

a7 AF点数切り換え 328

a8 縦 /横位置フォーカスポイ
ント切換

329

a9 内蔵AF補助光の照射設定 330

b露出・測光

b1 ISO感度設定ステップ幅 331

b2 露出設定ステップ幅 331

b3 露出補正簡易設定 331

b4 マルチパターン測光 332

b5 中央部重点測光範囲 333

b6 基準露出レベルの調節 333

c AEロック・タイマー

c1 半押しAEロック 333

c2 半押しタイマー 334

c3 セルフタイマー 334

c4 モニターのパワーオフ
時間

335

c5 リモコン待機時間（ML-L3）335

d撮影・記録・表示

d1 電子音設定 336

d2 低速連続撮影 337

d3 連続撮影コマ数 337

d4 露出ディレーモード 338

d5 フラッシュ使用推奨表示 338

d6 連番モード 338

d7 ファインダー内格子線
表示

339

d8 ISO感度の簡易設定 339

d9 インフォ画面の表示設定 340

d10 イルミネーター点灯 340

d11 MB-D16電池設定 341

d12 電池の使用順序 343

e フラッシュ・BKT撮影

e1 フラッシュ撮影同調速度 344

e2 フラッシュ時シャッター
スピード制限

346

e3 内蔵フラッシュ発光 346

e4 フラッシュ使用時の露出
補正

353

e5 モデリング発光 353

e6 オートブラケティングの
セット

353

e7 BKTの順序 354

f 操作

f1 OKボタンの機能 354

f2 Fnボタンの機能 356

f3 プレビューボタンの機能 361

f4 AE/AFロックボタンの
機能

361

f5 コマンドダイヤルの設定 363

メニュー項目 0
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※設定内容が初期設定と異なる場合、変更されたメニュー項目の左上にアスタリス
ク（E）を表示します。

カスタムメニューをリセットして初期設定に戻します。

f6 ボタンのホールド設定 366

f7 カードなし時レリーズ 367

f8 インジケーターの＋/－
方向

367

f9 動画撮影ボタンの機能 368

f10 MB-D16の4ボタンの
機能

369

f11 リモコン（WR）のFnボタ
ンの機能

370

メニュー項目 0

g動画

g1 Fnボタンの機能 372

g2 プレビューボタンの機能 373

g3 AE/AFロックボタンの
機能

374

g4 シャッターボタンの機能 374

メニュー項目 0

A 設定できないカスタムメニュー項目について
撮影モードやカメラの状態によって、設定できないメニュー項目があります。こ
の場合、その項目はグレーで表示されて選べません。

A 関連ページ
「カスタムメニューの初期設定」（0292）

カスタムメニューのリセット
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー
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ファインダー撮影時のAFモードがAF-Cのとき（0119）にシャッター
ボタンを全押しした場合の動作を設定できます。

• AFモードがAF-Cのときは、［AF-Cモード時の優先］の設定にかかわ
らず、ピント表示（●）が点灯してもフォーカスロックは行われず、
シャッターをきるまでピント合わせの動作を続けます。

ファインダー撮影時のAFモードがAF-Sのとき（0119）にシャッター
ボタンを全押しした場合の動作を設定できます。

• AFモードがAF-Sのときは、［AF-Sモード時の優先］の設定にかかわ
らず、ピント表示（●）が点灯した状態でシャッターボタンの半押し
を続けると、シャッターをきるまでフォーカスロックが行われます。

a：オートフォーカス

a1：AF-Cモード時の優先
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

G レリーズ
ピント状態に関係なく撮影優先でシャッターをきることがで
きます。

F フォーカス
ピントが合うまで、シャッターボタンを全押ししてもシャッ
ターをきることができません。

a2：AF-Sモード時の優先
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

G レリーズ
ピント状態に関係なく撮影優先でシャッターをきることがで
きます。

F フォーカス
ピントが合うまで、シャッターボタンを全押ししてもシャッ
ターをきることができません。
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ファインダー撮影時のAFモードがAF-Cのときや、AF-Aに設定してい
て自動的にAF-Cに切り替わったときに、被写体との距離が瞬時に大き
く変わった場合のピント合わせの動作について設定できます。

• AFエリアモードが3D-トラッキングまたはオートエリアAFの場合は、
［2］、［1（弱め）］、［しない］に設定していても、［3（標準）］を選ん
だときと同じ動作になります。

a3：AFロックオン
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

C 5（強め） 被写体との距離が瞬時に大きく変わったとき、一定時間経過し
てから被写体を追従するピント合わせを行います。被写体とカ
メラの間を障害物が横切るような撮影など、意図に反して障害
物にピント合わせを行うことを防止します。
• 被写体との距離が瞬時に大きく変わってから、追従するピン
ト合わせを開始するまでの時間が長い順に、［5 （強め）］、
［4］、［3（標準）］、［2］、［1（弱め）］になります。

( 4　

D 3（標準）

) 2　

E 1（弱め）

しない
被写体との距離が瞬時に大きく変わったときは、すぐに追従す
るようにピント合わせを行います。距離の異なる複数の被写体
を次々と撮影するようなときに便利です。
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ファインダー内のフォーカスポイントの表示に関する設定ができます。

❚❚マニュアルフォーカス時の表示
［する］に設定すると、マニュアルフォーカスでの撮影時にフォーカス
ポイントが常に点灯します。［しない］に設定すると、フォーカスポイ
ントを移動したときのみ一瞬点灯します。

❚❚ダイナミックAFモード時の表示
［する］に設定すると、ダイナミックAFモード（0121）時に自分で選
んだフォーカスポイントと周辺のフォーカスポイントを同時に表示し
ます。［しない］に設定すると、自分で選んだフォーカスポイントのみ
を表示します。

❚❚グループエリアAFモード時の表示
グループエリアAFモード（0122）時の、ファインダー内のフォーカ
スポイントの見え方を選べます。

a4：フォーカスポイント表示
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

g　 フォーカスポイントを四角で表示します。

h　 フォーカスポイントを点で表示します。

A［ダイナミックAFモード時の表示］を［する］に設定した場合の
3D-トラッキングについて

［ダイナミックAFモード時の表示］を［する］に設定してAFエリアモードを3D-ト
ラッキングにすると、フォーカスポイントの中央に点が表示されます（N）。
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ファインダー内のフォーカスポイントの照明方法を設定できます。

フォーカスポイントをマルチセレクターで選ぶときに、上下左右端で循
環するように設定できます。
［する］を選んだ場合、一番端のフォーカス
ポイント（①）を選んでいるときに、さらに
マルチセレクターを同方向（右図の場合は
2）に押すと、反対側の端のフォーカスポイ
ント（②）に移動します。

手動で選べるフォーカスポイントの数を設定できます。

a5：フォーカスポイント照明
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

オート
被写体または背景が暗いときは、自動的にフォーカスポイントを赤
色に照明します。

する
被写体または背景の明るさにかかわらず常にフォーカスポイントが
赤色に照明します。背景が明るいときは、照明が見えづらい場合が
あります。

しない フォーカスポイントを照明しません。

a6：フォーカスポイント循環選択
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

a7：AF点数切り換え
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

B　 51点 51点全てのフォーカスポイントを選べます。

A　 11点
11点のフォーカスポイントから選べます。
フォーカスポイントの位置を素早く動かし
たいときに便利です。
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カメラを正位置（横位置）にしたときと、時計回りの縦位置と反時計回
りの縦位置にしたときで個別にフォーカスポイントを設定できます。
•［しない］に設定した場合、横位置と縦位置で同じフォーカスポイン
トを使います。

•［する］に設定すると、横位置と縦位置で個別にフォーカスポイント
を設定できます。

a8：縦/横位置フォーカスポイント切換
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

縦位置
反時計回りに90°回転

横位置 縦位置
時計回りに90°回転

縦位置
反時計回りに90°回転

横位置 縦位置
時計回りに90°回転



330

被写体が暗いときなど、シャッターボタン
を半押しすると、ピント合わせのためにAF
補助光を自動的に照射します。
暗い場所でもAF補助光を自動的に照射させ
ないように設定できます。

a9：内蔵AF補助光の照射設定
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

する

ファインダー撮影時に、オートフォーカスでのピント合わせの際に、
次の条件が全て満たされた場合に、自動的にAF補助光を照射します。
• 被写体が暗い場合
• AFモードが AF-S、またはAF-Aで自動的に AF-Sが選ばれた場合
（0119）

• オートエリアAF以外のAFエリアモード（0121）で、中央のフォー
カスポイントを選択したとき、またはオートエリアAFのとき

しない
AF補助光を照射しません。被写体が暗いときなどは、オートフォーカ
スでのピント合わせはできなくなる場合があります。

A AF補助光について
•AF補助光が届く距離範囲の目安は約0.5～3mです。
•AF補助光使用時は、レンズフードを取り外してください。
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ISO感度のステップ幅を設定できます。ISO感度のステップ幅を変更し
たとき、設定されているISO感度が変更後のステップ幅に存在しない場
合は、最も近い値に変更されます。

シャッタースピード、絞り値、オートブラケティング補正量、露出補正
量、および調光補正量のステップ幅を設定できます。

Eボタンを使用せずに、コマンドダイヤルだけで露出補正できるように
設定を変更できます。
露出補正簡易設定を［する（自動リセット）］または［する］に設定す
ると、露出インジケーターの「0」が点滅します。

b：露出・測光

b1： ISO感度設定ステップ幅
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

b2： 露出設定ステップ幅
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

b3：露出補正簡易設定
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

する
（自動リセット）

コマンドダイヤルだけで露出補正値を設定できます。
• コマンドダイヤルだけを使って設定した露出補正値は、電源
をOFFにするか、半押しタイマーがオフになると、リセット
されます。

する
コマンドダイヤルだけで露出補正値を設定できます。
• 電源をOFFにしても、半押しタイマーがオフになっても、設
定した露出補正値はリセットされません。

しない
Eボタンを押しながら、メインコマンドダイヤルを回して露出
補正を設定します。
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測光モード（0137）がマルチパターン測光の場合、カメラが人物の顔
を認識したときに顔の明るさに合わせて露出を決定するかどうかを選
べます。この設定は、ファインダー撮影時のみ有効です。

A b3［露出補正簡易設定］とf5［メインとサブの入れ換え］の併用に
ついて

［露出補正簡易設定］とカスタムメニューf5［コマンドダイヤルの設定］（0363）
の［メインとサブの入れ換え］との併用により、次の表で記載しているコマン
ドダイヤルで露出補正ができます。

A b3［露出補正簡易設定］とd8［ISO感度の簡易設定］について
カスタムメニュー b3［露出補正簡易設定］の［する（自動リセット）］と［す
る］は、d8［ISO感度の簡易設定］（0339）とは併用できません。メッセージ
が表示され、先に設定していた内容が［しない］にリセットされます。

b4： マルチパターン測光
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

M 顔認識する カメラが認識した顔を優先して測光を行います。

N 顔認識しない 顔を優先した測光は行いません。

カスタムメニュー f5→メインとサブの入れ換え
しない する

撮影モード

P サブコマンドダイヤル サブコマンドダイヤル

S サブコマンドダイヤル メインコマンドダイヤル

A メインコマンドダイヤル サブコマンドダイヤル

M 機能しません
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中央部重点測光は、ファインダー中央部を重点的に測光して、露出値を
決定します。中央部重点測光の範囲を変更できます。
•非CPUレンズを装着しているときの測光範囲は、φ12mm相当にな
ります。

適正露出の基準を撮影者の好みに合わせ、測光モードごとに明るめ（＋
側）または暗め（－側）に調節できます。1/6段ステップ幅で±1段の範
囲で設定できます。初期設定は0です。

シャッターボタンを半押ししたときにAEロックを行うかどうかを設定
できます。

b5：中央部重点測光範囲
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

b6：基準露出レベルの調節
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

D 基準露出レベルの調節について
•カスタムメニューb6［基準露出レベルの調節］を0以外に設定しても、Eマー
クは表示されませんのでご注意ください。設定した基準露出レベルは、カスタ
ムメニュー b6の画面でのみ確認できます。

•基準露出レベルの調節の設定は、ツーボタンリセットでは解除できません。

c：AEロック・タイマー

c1：半押しAEロック
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー
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シャッターボタンを半押ししてから何も操作しないで一定時間が過ぎ
ると、待機状態に入ります。この待機状態になるまでの時間を変更でき
ます。
•待機状態になると、表示パネルのシャッタースピードと絞り値の表示
とファインダー内の表示が消灯します。

•半押しタイマーを延長すると、バッテリーの消耗が早くなります。

セルフタイマー撮影時（0106）にシャッターボタンを全押ししてから
シャッターがきれるまでの時間と、撮影するコマ数、連続撮影するとき
の撮影間隔を設定できます。

c2：半押しタイマー
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

c3：セルフタイマー
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

時間 シャッターがきれるまでの時間を選べます。

撮影コマ数
マルチセレクターの1または3を押して、1コマ～9コマの間で設定
できます。

連続撮影
間隔

［撮影コマ数］を2コマ以上に設定した場合に、連続撮影するときの
撮影間隔を選べます。
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液晶モニターが自動的に消灯するまでの時間を変更できます。
•［画像の再生］、［メニュー表示］、［インフォ画面表示］、［撮影直後の
画像確認］、［ライブビュー表示］で液晶モニターが自動的に消灯する
までの時間を個別に設定できます。

•初期設定は、［画像の再生］と［インフォ画面表示］は10秒、［メニュー
表示］は1分、［撮影直後の画像確認］は4秒、［ライブビュー表示］は
10分です。

•液晶モニターの表示時間を延長すると、バッテリーの消耗が早くなり
ます。

リモコンモード（0194）に設定してから、カメラがリモコンからの信
号を待ち受ける時間を設定します。
•リモコン待機時間を長くすると、カメラのバッテリーの消耗が早くな
ります。

•リモコンモードにしてから、リモコン撮影をしないままで受信待機時
間が過ぎると、リモコンモードが解除され、静止画撮影メニュー［リ
モコンモード設定（ML-L3）］が［しない］になります。

c4：モニターのパワーオフ時間
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

c5：リモコン待機時間（ML-L3）
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー



336

電子音の音の高さや音量を設定できます。

❚❚音量
電子音の音量を設定できます。
•［電子音なし］を選ぶと、電子音は鳴りません。
•［音量］を［電子音なし］以外に設定すると、次の場合に電子音が鳴
ります。
- セルフタイマー作動中
- 2秒リモコン撮影（0195）の作動中
- 瞬時リモコン撮影またはミラーアップリモコン撮影（0195）の完
了時

- 微速度撮影終了時（0229）
- オートフォーカスのピントが合ったとき（ただし、AFモード（0119）
がAF-Cのとき、またはAF-Aで自動的にAF-Cが選ばれた場合、電子
音は鳴りません）

-「LOCK」したSD カードをカメラに入れてシャッターをきろうとした
とき（032）

❚❚音の高さ
電子音の音の高さを［高音］と［低音］から選べます。

d：撮影・記録・表示

d1：電子音設定
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー
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レリーズモードがTのときの連続撮影速度を［6コマ/秒］～［1コマ/
秒］の間で設定できます（0104）。

連続撮影を最大何コマまで継続できるかを設定できます。マルチセレク
ターの1または3を押して、1コマ～100コマの間で設定します。
•シャッタースピードが 4秒以上の場合は、連続撮影のコマ数は制限さ
れません。

D 動画ライブビュー時および静音撮影時の電子音について
動画ライブビュー時（066）およびレリーズモードがJまたはM（0104）の
場合は、［電子音設定］の設定にかかわらず、ピントが合ったときの電子音は鳴
りません。

A 電子音設定時の表示について
［音量］が［電子音なし］以外の場合はインフォ
画面にc（電子音あり）マークが表示されます。

d2：低速連続撮影
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

d3：連続撮影コマ数
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

A 連続撮影コマ数について
カスタムメニュー d3［連続撮影コマ数］で設定するコマ数は、連続撮影を継続
できる最大のコマ数です。ただし、連続撮影速度を維持したまま連続撮影でき
るコマ数には、画質モードなどによって上限があります（0495）。このコマ数
を超えると「tAA」と表示され、連続撮影速度は低下します。
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顕微鏡撮影時などのカメラブレを最小限に抑えるため、シャッターボタ
ンを押すと最初にミラーが作動し、約1～3秒後にシャッターがきれる
ように変更できます。

被写体が暗いときや逆光など、フラッシュが必要な撮影条件でフラッ
シュを使わずに撮影しようとした場合に、ファインダー内のレディーラ
イトcが点滅してフラッシュの使用をおすすめします。［しない］を選
ぶと、撮影状況にかかわらず、cは点滅しません。

ファイル名に使われるファイル番号の連番について設定できます。

d4：露出ディレーモード
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

d5：フラッシュ使用推奨表示
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

d6：連番モード
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

する

SDカードを交換したり、画像を記録するフォルダーを変更しても、
連番でファイル番号を付けます。複数のカードを使って撮影しても
ファイル番号が重複しないため、撮影後の画像ファイルを管理しや
すくなります。

しない

SDカードや画像を記録するフォルダーを変更するたびに、ファイル
番号が「0001」に戻ります。画像を記録するフォルダー内にすでに
画像ファイルがある場合は、次の番号からファイル番号が付きます。
• 連番モードを［する］から［しない］に変更しても、カメラはファ
イル番号を記憶しています。次に［する］に切り換えたときは、以
前記憶した番号からの連番でファイル名が付きます。

リセット

［する］を設定したときのファイル番号をリセットします。リセット
した後に撮影を行うと、現在選択中のフォルダーに画像ファイルが
ない場合は0001から連番で画像が記録されます。すでにファイルが
ある場合には、そのファイル番号の次の番号からファイル番号が付
きます。
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ファインダー内に構図用格子線（010）を表示するかしないかを設定
できます。

［する］を選ぶと、コマンドダイヤルの操作だけでISO感度を変更できます。

A ファイル番号について
•ファイル番号が 9999に達したときに撮影を行うと、自動的に新規フォルダー
が作成され、ファイル番号が0001番に戻ります。

•フォルダー番号が999に達しているときにファイル番号が9999に達するか、こ
のフォルダー内のファイル数が999個に達すると、それ以上フォルダーを作成
できず、シャッターがきれなくなります。この場合は、カスタムメニュー d6
［連番モード］を［リセット］した後、SDカードを初期化するか、交換してく
ださい。

D フォルダーの自動作成について
•撮影中に記録フォルダー内に999個のファイルが記録された場合、SDカード内
に存在する最大フォルダー番号＋1という番号のフォルダーを自動的に作成し
て、記録フォルダーとしてそのフォルダーを選びます。

•撮影中にファイル番号が9999となった場合、SDカード内に存在する最大フォ
ルダー番号＋1の番号のフォルダーを自動的に作成して、記録フォルダーとし
てそのフォルダーを選びます。

d7：ファインダー内格子線表示
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

d8：ISO感度の簡易設定
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

する 

撮影モードがP、 S、 Aのときのみコマンドダイヤルで ISO感度を変更
できます。
• 撮影モードP、S：サブコマンドダイヤルでISO感度を変更します。
• 撮影モードA：メインコマンドダイヤルでISO感度を変更します。

しない
W（S）ボタンを押しながら、コマンドダイヤルを回して ISO感
度を設定します。
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明るい場所や暗い場所で液晶モニターが見づらいときにインフォ画面
（012）の見え方を設定できます。

［しない］に設定すると、電源スイッチをDに合わせたときだけ表示パ
ネルのイルミネーター（照明）が点灯します（03）。［する］に設定す
ると、電源スイッチをDに合わせなくても、半押しタイマー（038）
の作動中には表示パネルのイルミネーター（照明）を常に点灯します。
ただし、バッテリーの消耗は早くなります。

d9：インフォ画面の表示設定
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

v 自動
インフォ画面の表示を見やすくするように、カメラが自動的に白黒
反転します。明るい場所では黒文字表示に、暗い場所では明るさを
抑えた白文字表示に切り替わります。

手動

手動でインフォ画面の表示を切り換えます。

w 黒文字
明るい場所で撮影するときにインフォ画面が見やす
いように、文字を黒く表示します。

x 白文字
暗い場所で撮影するときにインフォ画面が見やすい
ように、文字を白く表示します。

d10：イルミネーター点灯
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

黒文字表示 白文字表示
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別売のマルチパワーバッテリーパックMB-D16に単3形電池を入れて使
用するときに、カメラが電池残量をより正確に表示できるように、電池
の種類を指定してください。ただし、Li-ion リチャージャブルバッテ
リー EN-EL15を使用する場合は、設定する必要がありません。
MB-D16で使える市販の単3形電池は、アルカリ電池、ニッケル水素充
電池、リチウム電池です。次の表に合わせて正しく設定してください。
•電池設定を正しく設定していない場合、カメラが正常に作動しないお
それがあります。

d11：MB-D16電池設定
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

対応する電池

1 アルカリ単3形電池 アルカリ単3形電池

2 Ni-MH単3形充電池 ニッケル水素単3形充電池

3 リチウム単3形電池 リチウム単3形電池
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A 単3形電池の使用について
別売のマルチパワーバッテリーパックMB-D16に単3形電池（アルカリ電池、
ニッケル水素充電池、リチウム電池）を電源として使用するときは、次のこと
にご注意ください。
•アルカリ電池を電源として使用した場合、他の電源を使用した場合と比較して
撮影できるコマ数が極端に減少します。通常の撮影では他の電源を使用し、ア
ルカリ電池は緊急用として使用してください。また、低温時は使用しないでく
ださい。

•電池のメーカーや銘柄によっては、撮影できるコマ数が少なかったり、使用で
きない場合があります。

•周囲の温度が20℃よりも低い環境では、撮影できるコマ数が極端に減少する場
合があります。

•電池の使用推奨期間内であっても、保管状態によっては撮影できるコマ数が減
少したり、使用できない場合があります。

•単3形電池を使っているときは、表示パネルとファインダー内の電池残量表示
は次のようになります。

表示パネル ファインダー 意味

L　 表示なし バッテリーは充分に残っています。

H　 d　 バッテリーが残り少なくなりました。バッテ
リー交換の準備をしてください。

H
（点滅）

d
（点滅）

撮影できません。バッテリーを交換してくだ
さい。
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MB-D16

別売のマルチパワーバッテリーパックMB-D16装着時に、MB-D16に
入っている電池から使用するか、カメラに入っているバッテリーから使
用するかを設定します。

d12：電池の使用順序
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

A マルチパワーバッテリーパックMB-D16について
•別売のマルチパワーバッテリーパックMB-D16
をカメラに装着すると、インフォ画面の
MB-D16のバッテリー種別表示は、使用してい
るバッテリーにより、次のように変わります。

•別売のパワーコネクターとACアダプターをMB-D16に接続している場合は、カ
スタムメニュー d12［電池の使用順序］の設定にかかわらず、常にACアダプ
ターを使用します。

MB-D16の
バッテリー種別表示

MB-D16で使用しているバッテリー

$ Li-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL15

w アルカリ単3形電池

o ニッケル水素単3形充電池

p リチウム単3形電池
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フラッシュ撮影時の同調速度を設定できます。

※撮影モードPまたはAで、表示パネルまたはファインダー内表示のシャッタース
ピードがカスタムメニュー e1［フラッシュ撮影同調速度］で設定した同調速度
を示す場合、実際に制御されるシャッタースピードが同調速度よりわずかでも高
速側であれば、FP発光に切り替わります。

e：フラッシュ・BKT撮影

e1：フラッシュ撮影同調速度
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

1/250秒
（オートFP）

フラッシュ撮影時の同調速度を1/250秒または1/200秒に設定
します。別売のオートFPハイスピードシンクロ対応スピードラ
イト（0440）使用時は1/250秒または1/200秒より速いシャッ
タースピードでは自動的にFP発光に切り替わります。※

1/200秒
（オートFP）

1/200秒

フラッシュ撮影時の同調速度を、1/200～1/60秒の範囲で設定
できます。

1/160秒

1/125秒

1/100秒

1/80秒

1/60秒

A シャッタースピードの同調速度を固定するには
撮影モードSまたはMのときに、シャッタースピードの同調速度をカスタムメ
ニュー e1［フラッシュ撮影同調速度］で設定した値に固定するには、最も低速
側（30秒または%）の次の位置を選んでください。表示パネルとファインダー
内表示にX（フラッシュシンクロマーク）と設定した同調速度が表示されます。
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❚❚オートFPハイスピードシンクロについて
カスタムメニュー e1［フラッシュ撮影同調速度］（0344）を［1/250
秒（オートFP）］または［1/200秒（オートFP）］に設定すると、内蔵
フラッシュや別売のスピードライト（0439）を使って1/250秒または
1/200秒までフラッシュ同調ができます。また、別売のオートFP ハイ
スピードシンクロ対応スピードライト使用時にシャッタースピードが
1/250秒または1/200秒より速くなると、自動的にFP発光に切り替わり
ます。

※ガイドナンバーは、シャッタースピードが速くなるほど小さくなりますが、FP
発光時よりは大きくなります。

シャッター
スピード

1/250秒
（オートFP）

1/200秒
（オートFP）

1/200秒

内蔵
フラッシュ

スピード
ライト
（別売）

内蔵
フラッシュ

スピード
ライト
（別売）

内蔵
フラッシュ

スピード
ライト
（別売）

1/4000～
1/250秒
より高速側

— FP発光 — FP発光 — —

1/250～
1/200秒
より高速側

フラッシュ
同調 ※

フラッシュ
同調 ※

— FP発光 — —

1/200～
30秒

フラッシュ
同調

フラッシュ
同調

フラッシュ
同調

フラッシュ
同調

フラッシュ
同調

フラッシュ
同調

A FP発光について
フラッシュ撮影時のシャッタースピードをカメラの最高速度まで設定できます
（0187）。［1/250秒（オートFP）］や［1/200秒（オートFP）］に設定すると、
シャッタースピードがフラッシュ撮影同調速度よりも高速側になった場合、自
動的にFP発光に切り替わります。日中でも、レンズの絞りを開いて背景をぼか
した撮影ができます。
•FP 発光に切り替わると、インフォ画面のフラッシュモードに「FP」が表示さ
れます（0185、444）。
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撮影モードがPまたはAの場合のフラッシュ撮影時のシャッタースピー
ドの低速側の制限を設定できます。
•スローシンクロモード、後幕シンクロモード、赤目軽減スローシンク
ロモード時や撮影モードがSまたはMの場合には、カスタムメニュー
e2［フラッシュ時シャッタースピード制限］の設定にかかわらず、
シャッタースピードの低速側の制限は30秒になります。

内蔵フラッシュの発光方式を設定できます。

e2：フラッシュ時シャッタースピード制限
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

e3：内蔵フラッシュ発光
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

1 TTLモード
内蔵フラッシュの光量は、撮影状況に応じて自動的に調節
されます。

2 マニュアル
発光モード

指定した発光量で内蔵フラッシュが発光します（0347）。
モニター発光は行いません。

3 リピーティング
発光モード

1回の露光中に、内蔵フラッシュを繰り返し連続発光させ
て、被写体の連続的な動きを分解写真のように写し込みま
す（0347）。

4 コマンダー
モード

内蔵フラッシュを、カメラから離れた別売のスピードライ
トで構成される補助灯（リモート）グループをワイヤレス
制御するためのコマンダーとして利用します（0348）。

A 内蔵フラッシュの発光方式について
内蔵フラッシュの発光方式は、インフォ画面の
フラッシュモードで確認できます（014、
185）。
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❚❚マニュアル発光モード
発光量を選べます。
•「Full」（フル発光）に設定した場合、内蔵フラッシュのガイドナンバー
は約12（ISO 100・m、20℃）となります。

❚❚リピーティング発光モード
［リピーティング発光モード］を選ぶと、右
のような画面が表示されます。

マルチセレクターの4または2で［発光量］、［回数］、［間隔］の各設
定項目を切り換え、1または3で数値を設定してください。

A 調光補正マークの表示について
［マニュアル発光モード］または［リピーティング発光モード］に設定すると、
表示パネルとファインダー内表示にYマークが点滅します。

A 別売スピードライトSB-500、SB-400またはSB-300を装着している
場合について

別売スピードライトSB-500、SB-400、SB-300を装着してスピードライトの電
源をONにすると、カスタムメニュー e3［内蔵フラッシュ発光］がe3［外付け
フラッシュ発光］に変わります。SB-500装着時はスピードライトの発光方式を
［TTLモード］、［マニュアル発光モード］または［コマンダーモード］に設定で
きます。SB-400またはSB-300装着時は［TTLモード］または［マニュアル発光
モード］に設定できます。

発光量
1回あたりの発光量を設定します。発光量は、1/4～1/128で設定
できます。

回数
1回の露光中に発光する回数を設定します。設定できる発光回数
は、発光量によって変わります。

間隔 発光間隔を、Hz（ヘルツ；1秒あたりの発光回数）単位で設定します。
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❚❚コマンダーモード
内蔵フラッシュを主灯（マスターフラッシュ）として、カメラから離れ
た別売のスピードライトで構成される補助灯（リモート）グループをワ
イヤレス（アドバンストワイヤレスライティング、0439）で制御する
ためのモードです。
内蔵フラッシュや2つの補助灯グループのスピードライトに、それぞれ
発光モードと調光補正量（または発光量）を設定できます。

［コマンダーモード］を選ぶと、右のような
画面が表示されます。

A リピーティング発光モードの発光回数について
•［回数］で設定する数値は、最大の発光回数です。シャッタースピードを高速
にしたり、発光間隔を長くすると、実際の発光回数は設定よりも少なくなるこ
とがあります。

•  設定できる発光回数は、［発光量］によって次のように変わります。

発光量
回数

2 3 4 5 6 7 8 9 10 15 20 25 30 35
1/4 ○
1/8 ○ ○ ○ ○

1/16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1/32 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1/64 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1/128 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



349

マルチセレクターの4または2で項目を切り換え、1または3で発光
モードや補正量（または発光量）を設定してください。

※絞り連動外部自動調光対応スピードライトの場合のみ発光します（0439）。

発光
モード

内容

内蔵
フラッシュ

TTL
内蔵フラッシュは、i-TTL調光を行います。右側の［補正量］
欄で、内蔵フラッシュの調光補正量を設定（1/3 段ステップ
で± 3 段）します。

M 内蔵フラッシュはマニュアル調光を行います。右側の［補
正量］欄で、内蔵フラッシュの発光量を選びます。

--　
内蔵フラッシュは発光せず、補助灯だけが発光します。た
だし、撮影時にモニター発光を行えるよう、 M（Y）ボタン
を押して内蔵フラッシュを上げておいてください。

Aグループ

TTL
A グループの全ての補助灯が、i-TTL調光を行います。右側
の［補正量］欄で、Aグループの補助灯の調光補正量を設定
（1/3 段ステップで±3 段）します。

AA※
Aグループの全ての補助灯が、絞り連動外部自動調光を行い
ます。右側の［補正量］欄で、A グループの補助灯の調光補
正量を設定（1/3 段ステップで±3 段）します。

M
Aグループの全ての補助灯が、マニュアル調光を行います。
右側の［補正量］欄で、A グループの補助灯の発光量を選び
ます。

--　 A グループの補助灯は発光しません。

Bグループ Bグループの補助灯について、A グループと同様の設定を行います。

チャンネル
補助灯と通信を行うためのチャンネルを、1～4のいずれかに設定し
ます。全ての補助灯のチャンネルを、ここで設定したチャンネルに合
わせる必要があります。

A 別売スピードライトSB-500について
別売スピードライトSB-500の装着時は、［コマンダーモード］内の［内蔵フラッ
シュ］が［外付けフラッシュ］に変わります。
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コマンダーモードでの撮影手順は、次の通りです。

1 右の画面で、［内蔵フラッシュ］の
［発光モード］と［補正量］を設定
する
•発光モードを［--］（非発光）にした場
合は、［補正量］が設定できません。

2 同様に［A グループ］の［発光
モード］と［補正量］を設定する

3 Bグループの補助灯を使用する場
合は、同様に［Bグループ］の
［発光モード］と［補正量］を設
定する

4［チャンネル］を設定する

5 Jボタンを押して設定を有効にする
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6 構図を決め、カメラと補助灯（別売のスピードライト）を
配置する
•補助灯は下図の範囲内に配置してください。

•周辺環境により、上図内の距離は多少変化します。

7 使用する全ての補助灯の電源をON にし、グループとチャ
ンネルを設定する

•補助灯の設定方法については、スピードライトの使用説明書をご
覧ください。

•補助灯のチャンネルは、必ずカメラで設定したものと同じチャン
ネル（1～ 4）に設定してください。

8 M（Y）ボタンを押して、内蔵フラッシュを上げる
•内蔵フラッシュの［発光モード］を［--］に設定した場合も、撮
影時にモニター発光を行えるよう、内蔵フラッシュを上げておい
てください。

9 カメラのファインダー内表示と全ての補助灯でレディーライ
トが点灯していることを確認し、ピントを合わせて撮影する
•コマンダーモードはFV ロック（0191）と組み合わせて撮影す
ることもできます。

カメラ
（内蔵フラッシュ）

約10 m以内
30º以内

30º以内

60º以内

60º以内

約5 m以内

約5 m以内

補助灯のワイヤレスリモートセンサー窓を
カメラ側に向けて設定してください。
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A 内蔵フラッシュを発光させない場合の表示について
手順1で［内蔵フラッシュ］の［発光モード］を［--］にして内蔵フラッシュを
上げると、インフォ画面のフラッシュモード表示から cが消灯します。

A コマンダーモード時の調光補正と表示について
•コマンダーモード時に、M（Y） ボタンとサブコマンドダイヤルで調光補正を
行うと、［内蔵フラッシュ］、［A グループ］、「B グループ」のそれぞれの［補
正量］に加算されます。

•［内蔵フラッシュ］、［Aグループ］、［Bグループ］のいずれかを［TTL］または
［AA］にして補正量を0以外に設定すると、表示パネルとファインダー内表示
にYが点灯します。

•［内蔵フラッシュ］を［M］に設定すると、表示パネルとファインダー内表示
にYが点滅します。

D コマンダーモードについてのご注意
•補助灯は、内蔵フラッシュの光がセンサー窓に入る位置（通常はカメラより被
写体に近い位置）に置きます。特に、手持ちで撮影するときは、内蔵フラッ
シュの光が確実にセンサー窓に入るように、補助灯はカメラより前に構えてく
ださい。

•補助灯の直接光または強い反射光が、カメラの撮影レンズ（［TTL］設定時）や
他の補助灯の外部自動調光用受光窓（［AA］設定時）に入らないようにしてく
ださい。光が入ると、適正露出が得られません。

•同時に使用できる補助灯の台数に制限はありません。しかし、センサーに他の
補助灯の強い光が入ると、正常動作できない場合があるため、実用上は3 台程
度が限度です。

•［内蔵フラッシュ］の［発光モード］を［--］にした場合でも、補助灯の発光
タイミングを合わせるため、モニター発光とは別に、撮影中に内蔵フラッシュ
が少量発光を行います。近距離撮影を行う場合、この少量発光が画像に写り込
む場合があります。画像への影響を防ぐには、低い ISO感度、または小さい絞
り（大きい絞り値）で撮影するか、別売の内蔵フラッシュ用赤外パネルSG-3IR
をお使いください。少量発光の光量が大きくなる後幕シンクロ撮影では、内蔵
フラッシュ用赤外パネルSG-3IRをお使いください。

•撮影準備と配置が終わったら、必ずテスト撮影を行って、画像を確認してくだ
さい。



353

フラッシュ撮影時に露出補正を設定した場合のフラッシュの調光を設
定できます。

内蔵フラッシュや別売のニコンクリエイティブライティングシステム
対応スピードライト（0437）使用時にカメラのPVボタンを押したとき
に（093）、陰影の状況を把握するためのモデリング発光を行わないよ
うに設定できます。

オートブラケティング（0203）の種類を設定できます。

e4：フラッシュ使用時の露出補正
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

YE　 全体を補正 露出と調光量を同時に補正します。全体の露出が変化し
ます。

E　 背景のみ補正 背景の露出だけを補正します。

e5：モデリング発光
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

e6：オートブラケティングのセット
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

j AE・フラッシュ
ブラケティング

露出値（AE）とフラッシュの発光量を変えながら撮
影します。

k AEブラケティング 露出値を変えながら撮影します。

l フラッシュ
ブラケティング

フラッシュの発光量を変えながら撮影します。

m WBブラケティング
（0208）

1回の撮影でホワイトバランス（WB）を変えた画像を
記録します。複数の光源が混在しているなど、ホワイ
トバランスを決めにくいときや、微妙な白の色みを好
みで選びたいときなどに便利です。RAW画像を含む
画質モードを設定したときは、WBブラケティングは
使用できません。

y ADLブラケティング
（0211）

アクティブD-ライティング（0175）の効果の度合
いを変えながら撮影します。
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オートブラケティングの補正順序を変更できます。

• カスタムメニュー e6［オートブラケティングのセット］が［ADLブラケティン
グ］の場合、e7の設定を変更しても補正順序は変わりません。

ファインダー撮影時とライブビュー撮影時または再生時にJボタンを
押したときの機能を設定できます（1コマ表示中の画像が動画の場合、
［再生モード］の設定にかかわらず、Jボタンを押すと動画を再生しま
す）。

❚❚撮影モード

e7：BKTの順序
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

H ［0］→［－］→［＋］
「補正なし」→「－側に補正」→「＋側に補正」
の順になります。

I ［－］→［0］→［＋］
「－側に補正」→「補正なし」→「＋側に補正」
の順になります。

f：操作

f1：OKボタンの機能
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

J フォーカスポイント
中央リセット

Jボタンを押すと、フォーカスポイントが中央に移
動します。

K 選択フォーカス
ポイント表示

Jボタンを押すと、選択中のフォーカスポイントが
点灯します。

設定しない Jボタンは機能しません。
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❚❚再生モード

❚❚ライブビュー

Q　 1コマとサムネイル
の切り換え

Jボタンを押すごとに、1コマ表示とサムネイル表
示（4コマ、9コマ、72コマ）を切り換えます。

R　 ヒストグラム表示
Jボタンを押している間、ヒストグラム（0246）
を表示します。サムネイル表示時もヒストグラム表
示できます。

p　 拡大画面との
切り換え

Jボタンを押すと、撮影時のフォーカスポイントを
中心にして、設定した拡大率で拡大表示します。も
う一度Jボタンを押すと、元の表示に戻ります。
•［拡大画面との切り換え］を選んで2を押すと、拡
大率を［低倍率（50%）］、［等倍（100%）］、［高
倍率（200%）］から選べます。

• サムネイル表示時も拡大表示できます。

W スロット/
フォルダー指定

Jボタンを押すと、［スロット/フォルダー指定メ
ニュー］画面（0241）が表示され、画像を再生す
るスロットとフォルダーを指定できます。

J フォーカスポイント
中央リセット

ライブビュー表示中にJボタンを押すと、フォーカ
スポイントが画面中央に移動します。

p　 拡大画面との
切り換え

ライブビュー表示中にJボタンを押すと、フォーカ
スポイントを中心にして、設定した拡大率で拡大表
示します。もう一度Jボタンを押すと、元の表示に
戻ります。
•［拡大画面との切り換え］を選んで2を押すと、拡大
率を［低倍率（50%）］、［等倍（100%）］、［高倍
率（200%）］から選べます。

設定しない Jボタンは機能しません。
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Fnボタンを単独で押したときの機能と、Fn
ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回
したときの機能を設定できます。

❚❚押し時の動作
Fnボタンを単独で押したときの機能を設定できます。

f2：Fnボタンの機能
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

q プレビュー

ファインダー撮影時にFnボタンを押し続けると、レ
ンズの絞り羽根が絞り込まれ、Fnボタンを押してい
る間、被写界深度が確認できます（093）。静止画
ライブビュー時にFnボタンを1回押すと開放絞りに
なり、ピントを確認しやすくなります。もう一度Fn
ボタンを押すと、設定した絞り値に絞り込まれます
（056）。

r FV-L　

内蔵フラッシュまたは別売のスピードライト
（0440）使用時は、Fnボタンを1回押すとFVロック
（0191）を行い、もう一度Fnボタンを押すと解除し
ます。

B AE-L/AF-L　
Fnボタンを押している間、AEロックとフォーカス
ロックを同時に行います。

C AE-L　 Fnボタンを押している間、AEロックを行います。

E AE-L　（ホールド）

Fnボタンを1回押すとAEロックを行い、AEロック状
態が維持されます。シャッターをきってもAEロック
は解除されません。ただし、もう一度Fnボタンを押
すか、半押しタイマーがオフになると、AEロックを
解除します。

F AF-L　
Fnボタンを押している間、フォーカスロックを行い
ます。

A AF-ON　
Fnボタンを押すと、オートフォーカスが作動します。
この場合、シャッターボタンの半押しではオート
フォーカスは作動しません。
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s フラッシュ
発光禁止

Fnボタンを押している間、フラッシュは発光禁止に
なります。

t BKT自動連写

カスタムメニュー e6［オートブラケティングのセッ
ト］が［WBブラケティング］以外の場合でレリーズ
モードがT、U、またはMのときは、Fnボタンを押
しながらシャッターボタンを全押ししている間、1回
分のブラケティング設定コマ数を撮影し終えた後も、
引き続きブラケティング撮影をします。また、レリー
ズモードがSまたはJのときは、Fnボタンを押しなが
らシャッターボタンを全押しし続けると、1回分のブ
ラケティング設定コマ数を連続撮影します。
［オートブラケティングのセット］が［WBブラケティ
ング］の場合は、Fnボタンを押しながらシャッター
ボタンを全押ししている間連続撮影して、各コマに
対してWBブラケティングを行います。

e プラスRAW記録

画質モードがJPEG（FINE）、JPEG（NORMAL）、JPEG
（BASIC） の場合、Fnボタンを押すとファインダーに
プラスRAW記録マークが表示され、押してから1回
の撮影のみRAW画像がJPEG画像と同時に記録され
ます。撮影後シャッターボタンから指を放すか、も
う一度Fnボタンを押すと［プラスRAW記録］を解除
します。

L マルチパターン
測光簡易設定

Fnボタンを押している間、測光モードがマルチパ
ターン測光になります。

M 中央部重点測光
簡易設定

Fnボタンを押している間、測光モードが中央部重点
測光になります。

N スポット測光
簡易設定

Fnボタンを押している間、測光モードがスポット測
光になります。

4 ハイライト重点
測光簡易設定

Fnボタンを押している間、測光モードがハイライト
重点測光になります。

9 ファインダー内
格子線表示

Fnボタンを1回押すと、ファインダーに格子線を表示
します（010）。もう一度Fnボタンを押すと、格子
線表示を終了します。

m ファインダー内
水準器

Fnボタンを1回押すと、ファインダーにローリング方
向の水準器インジケーターを表示します（0359）。も
う一度Fnボタンを押すと、水準器表示を終了します。

n マイメニュー
Fnボタンを押すと、マイメニュー（0424）を表示
します。
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6 マイメニューの
トップ項目先へ
ジャンプ

Fnボタンを1回押すと、マイメニューの最上位に登録
してある項目へジャンプします。よく使うメニュー項
目をマイメニューの最上位に登録して、この機能を使
うと便利です。

K 再生
FnボタンにKボタンと同じ機能を割り当てます。望
遠レンズなどを使用していて、Kボタンを左手で操
作できないときに便利です。

設定しない Fnボタンは機能しません。

A［押し時の動作］と［コマンドダイヤル併用時の動作］が併用できな
い場合について

［押し時の動作］と［コマンドダイヤル併用時の動作］の機能が同時に設定でき
ない場合は、メッセージが表示され、先に設定していた内容が［設定しない］に
変更されます。
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A 水準器インジケーターについて
［押し時の動作］を［ファインダー内水準器］に設定してFnボタンを押すと、カ
メラに内蔵している傾斜センサーを使って、ファインダーにローリング方向の
水準器インジケーターを表示します。この「水準器インジケーター」の見方は
次の通りです。

•カメラを前または後ろに大きく傾けると、水準器の誤差が大きくなりますので
ご注意ください。

•セットアップメニューの［水準器表示］（0390）では、液晶モニターに水準
器を表示できます。

カメラが
時計回りに

傾いている場合

カメラが正位置の
場合（傾いていな

い場合）

カメラが
反時計回りに
傾いている場合

横位置
撮影時

縦位置
撮影時
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❚❚コマンドダイヤル併用時の動作
Fnボタンを押しながらコマンドダイヤルを回したときの機能を設定で
きます。

5 撮像範囲選択
Fnボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、
［撮像範囲設定］（0109）の設定を切り換えられます。

v シャッター・
絞り値1段選択

カスタムメニューb2［露出設定ステップ幅］の設定に
かかわらず、シャッタースピードまたは絞り値を1段
ステップで設定できます。
• 撮影モードがSまたはMのとき、Fnボタンを押しな
がらメインコマンドダイヤルを回すと、シャッ
タースピードを1段ステップで設定します。

• 撮影モードがAまたはMのとき、Fnボタンを押しな
がらサブコマンドダイヤルを回すと、絞り値を1段
ステップで設定します。

w 手動設定済み
レンズの選択

Fnボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、
現在使用中のレンズの情報を、セットアップメ
ニューの［レンズ情報手動設定］（0232）で設定し
たレンズNo.のものに切り換えます。

y アクティブ
D-ライティング
設定

Fnボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、
アクティブD-ライティング（0175）の効果の度合
いが切り替わります。

S HDR
（ハイダイナミック
レンジ）

Fnボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回
すと、［HDRモード］が切り替わります（0177）。
Fnボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを回す
と、［HDR強度］を変更できます。

z 露出ディレーモード
Fnボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、
露出ディレーモード（0338）の設定を切り換えら
れます。

設定しない
Fnボタンを押しながらコマンドダイヤルを回しても
機能しません。
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PVボタンを単独で押したときの機能と、コ
マンドダイヤルを併用したときの機能を設
定できます。

❚❚押し時の動作
PVボタンを単独で押したときの機能は、カスタムメニュー f2［Fnボタ
ンの機能］→［押し時の動作］（0356）と同じです。初期設定は［プ
レビュー］です。

❚❚コマンドダイヤル併用時の動作
PVボタンを押しながらコマンドダイヤルを回したときの機能は、カスタ
ムメニュー f2［Fnボタンの機能］→［コマンドダイヤル併用時の動作］
（0360）と同じです。初期設定は［設定しない］です。

AAE/AFロックボタンを単独で押したとき
の機能と、AAE/AFロックボタンを押しな
がらコマンドダイヤルを回したときの機能
を設定できます。

f3：プレビューボタンの機能
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

f4：AE/AFロックボタンの機能
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー
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❚❚押し時の動作
AAE/AFロックボタンを単独で押したときの機能を設定できます。

❚❚コマンドダイヤル併用時の動作
AAE/AFロックボタンを押しながらコマンドダイヤルを回したときの
機能を設定できます。

B　 AE-L/AF-L　
AAE/AFロックボタンを押している間、AEロックと
フォーカスロックを同時に行います。

C　 AE-L　 AAE/AFロックボタンを押している間、AEロックを
行います。

E AE-L（ホールド）

AAE/AFロックボタンを1回押すとAEロックを行い、
AEロック状態が維持されます。シャッターをきって
もAEロックは解除されません。ただし、もう一度
AAE/AFロックボタンを押すか、半押しタイマーが
オフになると、AEロックを解除します。

F　 AF-L　
AAE/AFロックボタンを押している間、フォーカス
ロックを行います。

A AF-ON　
AAE/AFロックボタンを押すと、オートフォーカス
が作動します。この場合、シャッターボタンの半押
しではオートフォーカスは作動しません。

r　 FV-L　

内蔵フラッシュまたは別売のスピードライト
（0437）使用時は、AAE/AFロックボタンを1回押
すとFVロック（0191）を行い、もう一度AAE/AF
ロックボタンを押すと解除します。

設定しない AAE/AFロックボタンは機能しません。

5 撮像範囲選択
AAE/AFロックボタンを押しながらコマンドダイヤ
ルを回すと、［撮像範囲設定］（0109）の設定を切
り換えられます。

w 手動設定済みレンズ
の選択

AAE/AFロックボタンを押しながらコマンドダイヤ
ルを回すと、現在使用中のレンズの情報を、セット
アップメニューの［レンズ情報手動設定］（0232）
で設定したレンズNo.のものに切り換えます。

設定しない
AAE/AFロックボタンを押しながらコマンドダイヤ
ルを回しても機能しません。
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メインコマンドダイヤルとサブコマンドダイヤルの機能を変更できます。

❚❚回転方向の変更
露出補正の設定時またはシャッタースピード/絞り値の設定時に、メイ
ンコマンドダイヤルとサブコマンドダイヤルを操作するときの回転方
向を逆方向に変更できます。
•［露出補正の設定時］または［シャッター
スピード/絞り値の設定時］を選んでマル
チセレクターの2を押すと、項目の左側の
チェックボックスがオンMになります。も
う一度2を押すと、チェックボックスがオ
フUになります。

•Jボタンを押すと、設定が完了します。
•別売のマルチパワーバッテリーパックMB-D16のコマンドダイヤルの
回転方向も変更されます。

❚❚メインとサブの入れ換え
メインコマンドダイヤルとサブコマンドダイヤルの機能を入れ換えら
れます。

•別売のマルチパワーバッテリーパックMB-D16のコマンドダイヤルの
機能も入れ替わります。

f5：コマンドダイヤルの設定
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

露出設定

［する］を選ぶと、メインコマンドダイヤルで絞り値を、サブ
コマンドダイヤルでシャッタースピードを設定します。［する
（Aモード）］を選ぶと、撮影モードAのときのみ、メインコマ
ンドダイヤルで絞り値を設定します。

AF設定
［する］を選ぶと、AFモードボタンを押しながらメインコマ
ンドダイヤルを回してAFエリアモードを、サブコマンドダイ
ヤルを回してAFモードを設定します。
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❚❚絞り値の設定方法
CPUレンズの装着時に、撮影モードAまたはMでレンズの絞りリングを
使って絞り値を設定できるように変更できます。

•絞りリングのないレンズ（Gタイプ、Eタイプレンズ）装着時は、［絞
り値の設定方法］での設定にかかわらず、絞り値はサブコマンドダイ
ヤルで設定します。

•非CPUレンズ装着時は、［絞り値の設定方法］での設定にかかわらず、
絞り値はレンズの絞りリングで設定します。

サブコマンド
ダイヤル

サブコマンドダイヤルで絞り値をセットします（［メインとサブ
の入れ換え］の［露出設定］を［する］に設定した場合は、メ
インコマンドダイヤルで絞り値をセットします）。

絞りリング
レンズの絞りリングで絞り値をセットします。絞りリングによる中間
絞りの設定は可能ですが、絞り値の表示は1段ステップになります。
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❚❚再生/メニュー画面で使用
画像のコマ送りやメニュー操作を、マルチセレクターでの操作から、メ
インコマンドダイヤルとサブコマンドダイヤルの操作でも行えるよう
に変更できます。

※ サブコマンドダイヤルでは項目を決定することはできません。項目を決定する
には、Jボタンかマルチセレクターの2を押してください。

❚❚サブコマンドダイヤルで画像送り
［再生/メニュー画面で使用］で［する］または［する（撮影後確認時を
除く）］に設定した場合、1コマ表示時にサブコマンドダイヤルを回した
ときのコマ送りの方法を設定できます。

する

再生時：
• 1コマ表示時には、メインコマンドダイヤルで撮影画像
をコマ送りします。サブコマンドダイヤルを回すと、［サ
ブコマンドダイヤルで画像送り］で設定した方法でコマ
送りします。

• サムネイル表示時には、メインコマンドダイヤルを回す
と、黄色の枠（カーソル）が左右に移動し、サブコマン
ドダイヤルを回すと、ページを切り換えます。

メニュー画面表示時※：
メインコマンドダイヤルで選択項目を切り換えます。サブ
コマンドダイヤルを時計方向に回すと、サブメニューに移
動します。反時計回りに回すと、前の画面に戻ります。

i　 する（撮影後確
認時を除く）

［する］と同じ内容ですが、撮影直後の画像確認時は操作
できません。

しない
再生時の表示画像の切り換え、画像の選択、およびメ
ニュー画面での項目の選択は、マルチセレクターを操作し
て行います。

10コマ 10コマずつコマ送りします。

50コマ 50コマずつコマ送りします。

W　 フォルダー 再生フォルダーを切り換えます。
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［する］に設定して対象のボタンを1回押すと、ボタンを放しても設定で
きる状態が維持され、コマンドダイヤル単独で設定できます。もう一度
ボタンを押すか、シャッターボタンを半押しするか、半押しタイマーが
オフになると、解除されます。対象のボタンは次の通りです。

※1 カスタムメニュー f2［Fnボタンの機能］の［コマンドダイヤル併用時の動作］
で［手動設定済みレンズの選択］、［アクティブD-ライティング設定］、［HDR
（ハイダイナミックレンジ）］、［露出ディレーモード］のいずれかがFnボタンに
割り当てられている場合

※2 カスタムメニュー f3［プレビューボタンの機能］の［コマンドダイヤル併用時
の動作］で［手動設定済みレンズの選択］、［アクティブD-ライティング設定］、
［HDR（ハイダイナミックレンジ）］、［露出ディレーモード］のいずれかがPv
ボタンに割り当てられている場合

※3 カスタムメニュー f4［AE/AF ロックボタンの機能］の［コマンドダイヤル併
用時の動作］で［手動設定済みレンズの選択］がAAE/AFロックボタンに割り
当てられている場合

※4 カスタムメニュー f9［動画撮影ボタンの機能］で［ホワイトバランス］または
［ISO感度］が動画撮影ボタンに割り当てられている場合

f6：ボタンのホールド設定
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

対象のボタン 0

Eボタン 142　

M（Y）ボタン 181　

W（S）ボタン 132　

X（T）ボタン 114　、117

L（U）ボタン
145　、149、
152、154、

158

AFモードボタン
57、59、

120、123

Z（Q）ボタン 138　

Dボタン
204、208、

211

Fnボタン※1 356　

Pvボタン※2 361　

AAE/AFロックボタン※3 361　

動画撮影ボタン※4 368

対象のボタン 0
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カメラにSDカードを入れていないときのレリーズ操作を設定できます。

ファインダー内表示、表示パネルおよびインフォ画面（R）での露出、
露出補正、オートブラケティングのインジケーターの＋と－方向を入れ
換えることができます。

f7：カードなし時レリーズ
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

a レリーズ禁止 SDカードを入れていないときは、シャッターはきれません。

b レリーズ許可
SDカードを入れていないときでも、シャッターがきれま
す。再生時には［デモモード］と表示され、画像は記録で
きません。

f8：インジケーターの＋/－方向
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

V
インジケーターの＋側を左に、－側を右に
表示します。

W
インジケーターの－側を左に、＋側を右に
表示します。
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❚❚コマンドダイヤル併用時の動作
ファインダー撮影時または静止画ライブ
ビュー時に、動画撮影ボタンを押しながらコ
マンドダイヤルを回したときの機能を設定
できます。

f9：動画撮影ボタンの機能
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

m ホワイトバランス
動画撮影ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回す
と、ホワイトバランスを変更できます（0144）。

8 ISO感度
動画撮影ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回す
と、ISO感度を変更できます（0132）。

5 撮像範囲選択
動画撮影ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回す
と、撮像範囲を変更できます（0109）。

設定しない
動画撮影ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回し
ても機能しません。

動画撮影ボタン
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別売のマルチパワーバッテ
リーパックMB-D16のAAE/AF
ロックボタンの機能を設定し
ます。

f10：MB-D16の4ボタンの機能
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

B AE-L/AF-L　
AAE/AFロックボタンを押している間、AEロックと
フォーカスロックを同時に行います。

C AE-L　
AAE/AFロックボタンを押している間、AEロックを行い
ます。

E AE-L
（ホールド）

AAE/AFロックボタンを1回押すとAEロックを行い、AE
ロック状態が維持されます。シャッターをきってもAE
ロックを解除しません。ただし、もう一度AAE/AFロッ
クボタンを押すか、半押しタイマーがオフになると、AE
ロックを解除します。

F AF-L　
AAE/AFロックボタンを押している間、フォーカスロッ
クを行います。

A AF-ON　
AAE/AFロックボタンを押すと、オートフォーカスが作
動します。この場合、シャッターボタンの半押しではオー
トフォーカスは作動しません。

r　 FV-L　

内蔵フラッシュまたは別売のスピードライト（0440）
使用時は、AAE/AFロックボタンを1回押すとFVロック
（0191）を行い、もう一度AAE/AFロックボタンを押
すと解除します。

G Fnボタンと同じ Fnボタンと同じ機能になります（0356）。
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ワイヤレスリモートコントローラーのFnボタンを押した
ときの機能を設定できます。

f11：リモコン（WR）のFnボタンの機能
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

q プレビュー

ファインダー撮影時にFnボタンを押し続けると、レンズの
絞り羽根が絞り込まれ、Fnボタンを押している間、被写界
深度が確認できます（093）。静止画ライブビュー時に
Fnボタンを1回押すと開放絞りになり、ピントを確認しや
すくなります。もう一度Fnボタンを押すと、設定した絞り
値に絞り込まれます（056）。

r FV-L　
内蔵フラッシュまたは別売のスピードライト（0440）使用
時は、FVロック（0191）を行い、もう一度Fnボタンを押
すと解除します。

B AE-L/AF-L　
Fnボタンを押している間、AEロックとフォーカスロックを
同時に行います。

C AE-L　 Fnボタンを押している間、AEロックを行います。

E AE-L
（ホールド）

Fnボタンを1回押すとAEロックを行い、AEロック状態が維
持されます。シャッターをきってもAEロックは解除されま
せん。ただし、もう一度Fnボタンを押すか、半押しタイ
マーがオフになると、AEロックを解除します。

F AF-L　 Fnボタンを押している間、フォーカスロックを行います。

s
フラッシュ
発光禁止

Fnボタンを押している間、フラッシュは発光禁止になります。

e
プラスRAW
記録

画質モードがJPEG（FINE）、JPEG（NORMAL）、JPEG（BASIC）
の場合、Fnボタンを押すとファインダーにプラスRAW記録
マークが表示され、押してから1回の撮影のみRAW画像が
JPEG画像と同時に記録されます。撮影後シャッターボタン
から指を放すか、もう一度Fnボタンを押すと［プラスRAW
記録］を解除します。
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a ライブビュー
Fnボタンを押すと、ライブビューを開始します。もう一度
Fnボタンを押すと、ライブビューを終了します。

x カメラのFnボ
タンと同じ

カメラのFnボタンと同じ機能（0356）になります。

y
カメラのプレ
ビューボタン
と同じ

カメラのPVボタンと同じ機能（0361）になります。

z カメラの4ボ
タンと同じ

カメラのAAE/AFロックと同じ機能（0361）になります。

設定しない Fnボタンは機能しません。
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❚❚押し時の動作
動画ライブビューでFnボタンを押したときの機能を設定できます。初期
設定は［設定しない］です。

g：動画

g1：Fnボタンの機能
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

q パワー絞り
（開放絞り側）

Fnボタンを押している間、開放絞り側に絞りが動きます。
カスタムメニュー g2［プレビューボタンの機能］の［押
し時の動作］が［パワー絞り（最小絞り側）］のときは、自
動的にこの項目が選ばれます（0373）。

r インデックス
マーキング

動画撮影中にFnボタンを押すと、撮影中の動画にインデッ
クスマークを付けることができます。インデックスマーク
を付けると、動画の再生時や編集時に目的の場所へ素早く
移動できます（069）。

s 静止画撮影
情報の表示

Fnボタンを押すと、動画ライブビューで静止画を撮影する
ときの撮影情報が表示されます。もう一度Fnボタンを押す
と元の画面に戻ります。

B AE-L/AF-L　
Fnボタンを押している間、AEロックとフォーカスロックを
同時に行います。

C AE-L　 Fnボタンを押している間、AEロックを行います。

E
AE-L
（ホールド）

Fnボタンを1回押すとAEロックを行い、AEロック状態が維
持されます。シャッターをきってもAEロックは解除されま
せん。ただし、もう一度Fnボタンを押すと、解除されます。

F AF-L　 Fnボタンを押している間、フォーカスロックを行います。

A AF-ON　
Fnボタンを押すと、オートフォーカスが作動します。この
場合、シャッターボタンの半押しではオートフォーカスは
作動しません。

設定しない Fnボタンは機能しません。
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❚❚押し時の動作
動画ライブビューでPVボタンを押したときの機能を設定できます。初期
設定は［インデックスマーキング］です。

A パワー絞りについて
•撮影モードAまたはMのときのみ動作します。
•静止画撮影情報の表示中は、パワー絞りは動作しません。
•6マークが液晶モニターに表示されているときは、パワー絞りは動作しません。
•使用するレンズによっては、パワー絞りが動作しない場合があります。
•カメラの電源をOFFにするか、動画ライブビューを終了して半押しタイマーが
オフになると、パワー絞りは無効になります。

g2：プレビューボタンの機能
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

q パワー絞り
（最小絞り側）

Pvボタンを押している間、最小絞り側に絞りが動きます。
カスタムメニュー g1［Fnボタンの機能］の［押し時の動
作］が［パワー絞り（開放絞り側）］のときは、自動的にこ
の項目が選ばれます（0372）。

r インデックス
マーキング

動画撮影中にPvボタンを押すと、撮影中の動画にインデッ
クスマークを付けることができます。インデックスマーク
を付けると、動画の再生時や編集時に目的の場所へ素早く
移動できます（069）。

s 静止画撮影
情報の表示

Pvボタンを押すと、動画ライブビューで静止画を撮影する
ときの撮影情報が表示されます。もう一度Pvボタンを押す
と元の画面に戻ります。

B AE-L/AF-L　
Pvボタンを押している間、AEロックとフォーカスロックを
同時に行います。

C AE-L　 Pvボタンを押している間、AEロックを行います。

E AE-L
（ホールド）

Pvボタンを1回押すとAEロックを行い、AEロック状態が維
持されます。シャッターをきってもAEロックは解除されま
せん。ただし、もう一度Pvボタンを押すと、解除されます。

F AF-L　 Pvボタンを押している間、フォーカスロックを行います。

A AF-ON　
Pvボタンを押すと、オートフォーカスが作動します。この
場合、シャッターボタンの半押しではオートフォーカスは
作動しません。

設定しない Pvボタンは機能しません。
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❚❚押し時の動作
動画ライブビュー時でAAE/AFロックボタンを押したときの機能を設定
できます。AAE/AFロックボタンに割り当てられる機能は、カスタムメ
ニュー g1［Fnボタンの機能］とほぼ同じですが、［パワー絞り（開放絞
り側）］は選べません。初期設定は［AE-L/AF-L］です。

ライブビューセレクターが1の場合に、シャッターボタンを押したときの
機能を設定できます。

g3：AE/AFロックボタンの機能
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

g4：シャッターボタンの機能
Gボタン ➜ Aカスタムメニュー

C 静止画撮影

シャッターボタンを全押しすると、アスペクト比（縦横比）
16：9の静止画を撮影します（撮影中の動画は終了します）。
静止画の画像サイズ（ピクセル）については、「動画ライ
ブビュー時に撮影できる静止画の画像サイズ」（076）を
ご覧ください。

1 動画撮影

シャッターボタンを半押しすると、動画ライブビューを開
始します。動画ライブビュー中にシャッターボタンを半押
しすると、フォーカスモードセレクターがAFの場合はピン
ト合わせを行います。また、全押しすると、動画撮影を開
始します。もう一度シャッターボタンを押すと、動画撮影
を終了します。
•［動画撮影］に設定すると、動画撮影以外のシャッター
ボタンを使う操作は行えません。

• 動画ライブビューを終了するには、aボタンを押してく
ださい。

• 別売のリモコンML-L3は使えません。
• 別売のワイヤレスリモートコントローラー （0447）ま
たはリモートコード（0447）使用時には、ワイヤレス
リモートコントローラーやリモートコードのシャッ
ターボタンを半押しして動画ライブビューを開始した
り、全押しして動画撮影の開始と終了を行えます。
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Gボタンを押して、タブのBアイコンを選ぶと、セットアップメ
ニューが表示されます。

セットアップメニュー項目一覧
セットアップメニューの項目は次の通りです。

※1 バッテリー残量表示がJ以下のときは選べません。
※2 この機能に対応したEye-Fiカードを挿入したときのみ表示されます。

B セットアップメニュー：
カメラを使いやすくする基本設定

Gボタン

メニュー項目 0

カードの初期化（フォーマット） 376
ユーザーセッティングの登録 100
ユーザーセッティングの
リセット 103

モニターの明るさ 377

モニターのカラーカスタマイズ 378

イメージセンサークリーニング 453
クリーニングミラーアップ※1 455

イメージダストオフデータ取得 379
フリッカー低減 381

地域と日時 382

言語（Language） 383
縦横位置情報の記録 383

電池チェック 384

画像コメント 385
著作権情報 386

カメラ設定の保存と読み込み 387
水準器表示 390

レンズ情報手動設定 232

AF微調節 391

HDMI 274

位置情報 235

Wi-Fi 277
ネットワーク 264
Eye-Fi送信機能※2 393

認証マークの表示 394

ファームウェアバージョン 394

メニュー項目 0

A 関連ページ
「セットアップメニューの初期設定」（0296）
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SDカードを初期化（フォーマット）します。初期化したいスロットを
選んで［はい］を選ぶと、選んだスロットのSDカードを初期化します。
初期化すると、カード内のデータは全て削除されます。カード内に必要
なデータが残っている場合は、初期化の前にパソコンなどに保存してく
ださい（0261）。

❚❚ボタン操作でSDカードを初期化（フォーマット）
する

O（Q）ボタンとZ（Q）ボタンで初期化することもできます。

1 2つのQボタンを同時に
押す
•赤色のQマークがついた
O（Q）ボタンとZ（Q）
ボタンを同時に2秒以上押し
ます。

•表示パネルとファインダー
内表示にC（フォーマット）が
点滅します。

• SDカードが2枚入っている場合は、
表示パネルで点滅している側のSD
カードを初期化します。Cが点
滅しているときにメインコマンドダ
イヤルを回すと、初期化するスロッ
トを切り換えられます。

カードの初期化（フォーマット）
Gボタン ➜ B セットアップメニュー

D カードの初期化についてのご注意
［カードの初期化（フォーマット）中です。］のメッセージが液晶モニターに表
示されている間は、電源をOFFにしたり、SDカードを取り出さないでください。

Z（Q）ボタンO（Q）ボタン
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•Cが点滅状態のまま約6秒経過すると、初期化はキャンセルさ
れます。O（Q）ボタンとZ（Q）ボタン以外のボタンを押し
たときも、初期化をキャンセルします。

2 Cが点滅している間に、もう一度O（Q）ボタンとZ
（Q）ボタンを同時に押す
•初期化が始まります。初期化中は、電源をOFFにしたり、バッテ
リーやSDカードを取り出したりしないでください。

•初期化が完了すると、表示パネルとファインダー内表示の記録可
能コマ数表示部にこれから撮影できるコマ数が表示されます。

画像の再生時、メニュー表示時、インフォ画面表示時の液晶モニターの
明るさをマルチセレクターの1または3を押して調整できます。+にす
ると明るく、－にすると暗くなります。

A カメラにSDカードが2枚入っている場合
カメラにSDカードが2枚入っているときに初期化する場合は、スロット1
（030）のSDカードマークが先に点滅します。

モニターの明るさ
Gボタン ➜ B セットアップメニュー

A 静止画ライブビューまたは動画ライブビュー中の液晶モニターの明る
さについて

•［モニターの明るさ］で設定した液晶モニターの明るさは、静止画ライブビュー
または動画ライブビュー中の明るさには反映されません。ライブビュー表示中
の液晶モニターの明るさを設定するには、「Pボタンを使う」（061、70）を
ご覧ください。

•非常に明るい場所で液晶モニターが見えにくいときは、液晶モニターの明るさ
を［+4］以上に設定すると、液晶モニターが見やすくなりますが、黄色が黄
緑に見えることがあります。色の確認を行うときは［+3］以下に設定するこ
とをおすすめします。
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カメラの液晶モニターの色調を好みに合わせて変更できます。
•右のような画面が表示され、マルチセレ
クターで液晶モニターの色みを調整でき
ます。Jボタンを押すと決定します。

•液晶モニターの色みを調整すると、メニュー表示や画像再生時、静止
画ライブビューまたは動画ライブビュー中の表示全てに反映されま
すが、撮影した画像には反映されません。

•最後に撮影した画像または最後に再生した画像がサンプルとして表
示されます。撮影した画像がSDカード内にない場合、グレーで表示さ
れます。

•W（S）ボタンを押すと、画像の選択
画面が表示されます。画像を選んでJボ
タンを押すと、選んだ画像がサンプルと
して表示されます。

•画像の選択画面でX（T）ボタンを押
している間、選んだ画像を拡大表示します。

モニターのカラーカスタマイズ
Gボタン ➜ B セットアップメニュー

グリーンが強くなる

マゼンタが強くなる

アンバーが
強くなる

ブルーが
強くなる
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Capture NX-D（0263）の「イメージダストオフ機能」を使うための
データを取得します。イメージダストオフとは、カメラの撮像素子の前
面にあるローパスフィルターに付いたゴミの写り込みをRAW画像から取
り除く機能です。イメージダストオフ機能については、Capture NX-Dの
ヘルプをご覧ください。

❚❚イメージダストオフデータ取得の手順

1 イメージダストオフデータの取得方法を選ぶ
•［開始］を選んでJボタンを押すと、
［イメージダストオフデータ取得］
画面が表示されます。

•［イメージセンサークリーニング後 
開始］を選んでJボタンを押すと、
すぐにイメージセンサークリーニン
グを実行します。イメージセンサー
クリーニングの実行後に、［イメー
ジダストオフデータ取得］画面が表
示されます。

•表示パネルとファインダー内表示に
は、右のように表示されます。

•データ取得を取り消したいときは、
Gボタンを押してください。

イメージダストオフデータ取得
Gボタン ➜ B セットアップメニュー
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2 レンズ先端から10cm 程度離れた、明るく白い無地の被写
体を画面いっぱいにとらえ、シャッターボタンを半押しする
•オートフォーカスのときは、カメラが自動的に無限遠にピントを
合わせます。

•マニュアルフォーカスのときは、手動で無限遠に合わせてください。

3 シャッターボタンを全押しして撮影する
•シャッターボタンを押すと、液晶モニターが消灯します。
•被写体が明るすぎ、または暗すぎた
ために、データが取得できなかった
場合は、液晶モニターに右の画面が
表示され、手順1の状態に戻ります。
被写体の明るさを変えて、もう一度
撮影してください。

A イメージセンサークリーニングについてのご注意
イメージセンサークリーニングを実行する前に取得したイメージダストオフ
データは、クリーニング実行後に撮影した画像とゴミの位置が一致しなくなる
ため、Capture NX-Dのイメージダストオフ機能を使用できません。イメージセ
ンサークリーニング機能とイメージダストオフ機能を併用する場合は、［イメー
ジセンサークリーニング後 開始］を選択後に撮影することをおすすめします。
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蛍光灯や水銀灯などの光源下で、ライブビュー表示中（054）や動画撮
影時（066）に画面にちらつきや横縞が生じる「フリッカー現象」を低
減できます。通常はカメラが自動的に電源周波数を選ぶ［オート］をお
使いください。［オート］にしていても、フリッカー低減効果が得られな
い場合は、お使いの地域の電源周波数に応じて、［50 Hz］と［60 Hz］
から選びます。東日本など電源周波数が50 Hzの地域では［50 Hz］を
選び、西日本など電源周波数が60 Hzの地域では［60 Hz］を選んでく
ださい。

D イメージダストオフデータ取得についてのご注意
•非CPUレンズをお使いの場合は、［イメージダストオフデータ取得］を選べま
せん。

•お使いになるCPUレンズは、焦点距離が50mm以上のレンズ（DXレンズを除
く）をおすすめします（0430）。

•ズームレンズは望遠側にしてください。
•取得したイメージダストオフデータは、データ取得後にレンズや絞り値を変更
して撮影した画像にも適用できます。

•イメージダストオフデータは画像処理ソフトウェアなどで開けません。
•イメージダストオフデータをカメラで再生す
ると、右の画面が表示されます。

フリッカー低減
Gボタン ➜ B セットアップメニュー

D フリッカー低減についてのご注意
•［オート］に設定してもフリッカー低減効果が得られない場合や電源周波数が
わからない場合は、設定を切り換えて試し撮りをすることをおすすめします。

•被写体が非常に明るい場合、フリッカー低減効果が得られない場合がありま
す。絞りを絞り込んで（より大きい数値にして）ください。
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現在地と日時、年月日の表示順を設定します。

•カメラの内蔵時計の設定が初期化されている場合、インフォ画面にY
マークが点滅して警告します。

地域と日時
Gボタン ➜ B セットアップメニュー

現在地の設定

現在地のタイムゾーンを選び
ます。現在地のタイムゾーンを
変更すると、［日時の設定］で
設定された日時が、時差に合わ
せて自動的に更新されます。

日時の設定

［現在地の設定］で選ばれてい
るタイムゾーンの時刻を設定
します。

日付の表示順

液晶モニターに表示される、日
付の年、月、日の表示順を、［年
/月/日］、［月/日/年］、［日/月/
年］から選びます。

夏時間の設定

現在地で夏時間（サマータイム
制）が実施されている場合は
［する］に、そうでない場合は
［しない］に設定します。［する］
にすると、時刻が1時間進みま
す。初期設定は［しない］です。
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メニュー画面やメッセージの表示言語を選びます。

撮影時のカメラの縦横位置情報を画像に記録できます。

言語（Language）
Gボタン ➜ B セットアップメニュー

縦横位置情報の記録
Gボタン ➜ B セットアップメニュー

する

液晶モニターやCapture NX-Dまたは付属のViewNX 2で画像を再
生するときに、記録した縦横位置情報を利用して、自動的に回転表
示されます。
記録されるカメラの縦横位置情報は、次の3 種類です。

しない 縦横位置情報は記録されず、再生時には常に横位置で表示します。

D 縦横位置情報記録についてのご注意
カメラを上向きまたは下向きにして撮影したり流し撮りすると、縦横位置情報
が正しく得られない場合があります。

A 再生メニュー［縦位置自動回転］
再生メニューの［縦位置自動回転］（0305）では、［縦横位置情報の記録］を
［する］に設定して縦位置で撮影された画像を、液晶モニターに縦位置で表示す
るように変更できます。

横位置 縦位置
時計回りに

90º回転

縦位置
反時計回りに

90º回転
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カメラに装着中のバッテリーの情報を表示
します。

電池チェック
Gボタン ➜ B セットアップメニュー

残容量 バッテリーの残量を1％単位で表示します。

撮影回数 充電後にシャッターをきった回数を表示します。

劣化度

バッテリーの劣化度合いが5 段階のバーグラフで表示されます。
• バーグラフが「0」（k）のときは、バッテリーは劣化してい
ません。

• バーグラフが「4」（l）のときは、バッテリーの寿命です。
新しいバッテリーと交換してください。

A 撮影回数について
［撮影回数］に表示される回数は、シャッターをきった回数です。ホワイトバラ
ンスのプリセットマニュアルデータ取得など、実際に画像がSDカードに記録さ
れない場合でも、シャッターをきるごとに1 ずつ加算されます。

D 低温で充電した場合の劣化度表示について
一般的な電池特性として、周囲の温度が下がるにつれ、バッテリーに充電できる
容量は少なくなります。新品のバッテリーでも、約5℃以下の低温で充電した場
合、［電池チェック］で劣化度が「1」と表示されることがありますが、約20℃
以上で再充電すると劣化度の表示は「0」に戻ります。

A マルチパワーバッテリーパックMB-D16装着時の表示について
別売のマルチパワーバッテリーパックMB-D16を
装着している場合、MB-D16に入れたバッテリー
がLi-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL15の
ときは、カメラに装着したバッテリーと同様に表
示されます。単3 形電池を使用している場合は、
残容量にバッテリー残量表示のアイコンが表示さ
れ、その他の項目は表示されません。
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あらかじめコメントを登録しておき、撮影する画像に添付できます。添
付されたコメントは、Capture NX-Dまたは付属のViewNX 2のメタデー
タで確認できます。

❚❚コメント入力
36文字までのコメントを登録できます。［コメント入力］を選んでマル
チセレクターの2を押すと、画像コメントの入力画面が表示されます。
入力画面での文字の入力方法については、「カスタムピクチャーコント
ロールを登録する」の手順6をご覧ください（0171）。

❚❚コメント添付
登録したコメントを画像に添付したいとき
は、［コメント添付］を選んで2を押し、
チェックボックスをオンMにします。Jボ
タンを押すと、設定が有効になり、その後
撮影した画像には全てコメントが添付され
ます。

画像コメント
Gボタン ➜ B セットアップメニュー

A 画像情報に表示される画像コメントについて
入力・添付された画像コメントは、「撮影情報」の「画像コメント」に表示され
ます（0248）。
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撮影した画像に著作権情報を添付することができます。添付された著作
権情報は、Capture NX-Dまたは付属のViewNX 2のメタデータで確認
できます。

❚❚撮影者名入力、著作権者名入力
36文字までの撮影者名と、54文字までの著作権者名を登録できます。
［撮影者名入力］または［著作権者名入力］を選んでマルチセレクター
の2を押すと名前の入力画面が表示されます。入力画面での文字の入力
方法については、「カスタムピクチャーコントロールを登録する」の手
順6をご覧ください（0171）。

❚❚著作権情報添付
登録した著作権情報を画像に添付したいと
きは、［著作権情報添付］を選んで2を押
し、チェックボックスをオンMにします。
Jボタンを押すと、設定が有効になり、そ
の後撮影した画像には全て著作権情報が添
付されます。

著作権情報
Gボタン ➜ B セットアップメニュー

D 著作権情報に関するご注意
•カメラを貸したり譲渡したりする場合は、撮影者名や著作権者名の違法な使用
を防ぐため、［著作権情報添付］の設定を必ず解除してください。また、撮影
者名と著作権者名は空欄にしてください。

•［著作権情報］の使用によって生じたトラブルや損害など、当社は一切責任を
負いません。

A 画像情報に表示される著作権情報について
入力・添付された著作権情報は、「撮影情報」に表示されます（0247）。
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カメラの各機能の設定データをSDカードに保存できます。また、SDカー
ドに保存されている設定データをカメラで読み込むこともできるので、
複数のD750を同じ設定で使う場合などに便利です。カメラ設定の保存
と読み込みに使用するSDカードは、スロット1に入れてください。
設定を保存、読み込みできる機能は次の通りです。

カメラ設定の保存と読み込み
Gボタン ➜ B セットアップメニュー

再生
メニュー

再生画面設定
撮影直後の画像確認
削除後の次再生画像
縦位置自動回転

静止画撮影
メニュー

ファイル名設定
スロット2の機能
画質モード
画像サイズ
撮像範囲
JPEG圧縮
RAW記録
ホワイトバランス（微調整値、プリセットマニュアルデータ）
ピクチャーコントロール（登録されたカスタムピクチャー
コントロールは「スタンダード」で保存します）
色空間
アクティブD-ライティング
ヴィネットコントロール
自動ゆがみ補正
長秒時ノイズ低減
高感度ノイズ低減
ISO感度設定
リモコンモード設定（ML-L3）
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動画撮影
メニュー

ファイル記録先
画像サイズ/フレームレート
動画の画質
マイク感度
録音帯域
風切り音低減
撮像範囲
ホワイトバランス（微調整値、プリセットマニュアルデータ）
ピクチャーコントロール（登録されたカスタムピクチャー
コントロールは「スタンダード」で保存します）
高感度ノイズ低減
動画ISO感度設定

カスタムメニュー ［カスタムメニューのリセット］を除く全メニュー

セットアップ
メニュー

イメージセンサークリーニング
フリッカー低減
地域と日時（日時の設定を除く）
言語（Language）
縦横位置情報の記録
画像コメント
著作権情報
レンズ情報手動設定
HDMI　
位置情報
Wi-Fi　
Eye-Fi送信機能

マイメニュー /
最近設定した項目

マイメニューに登録したメニュー項目
最近設定したメニュー項目
このタブの機能変更
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❚❚保存
カメラの設定データをSDカードに保存します。SDカードに空き容量が
ない場合は、エラーメッセージが表示され、設定データは保存されませ
ん。保存された設定データは他機種のカメラとの互換性はありません。

❚❚読み込み
SDカードからカメラの設定データを読み込みます。SDカードが装着さ
れていないときや、SDカードに設定データが記録されていないときは、
［読み込み］は選べません。

D 設定データについてのご注意
SDカードに保存したカメラの設定データのファイル名は「NCSETUPG」です。
ファイル名を変更すると、設定データを読み込めなくなるためご注意ください。
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カメラに内蔵している傾斜センサーを使って、液晶モニターにローリン
グ方向とピッチング方向の水準器を表示します。
•カメラを正位置（傾きのない状態）にすると、ローリング方向の場合
は水準器表示の基準線が緑色に変わります。ピッチング方向の場合は
中央の●が緑色に変わります。

•水準器の1目盛は、約5°を表します。

水準器表示
Gボタン ➜ B セットアップメニュー

D 水準器の精度について
カメラを前または後ろに大きく傾けると、水準器の誤差が大きくなりますので
ご注意ください。測定できない状態までカメラを傾けると、水準器の目盛が消
灯します。

A 関連ページ
•ファインダーにローリング方向の水準器インジケーターを表示する
→ A f2［Fnボタンの機能］（0357、359）

•静止画ライブビュー、動画ライブビュー時に水準器を表示する→「静止画ライ
ブビュー時の表示を切り換える」（064）、「動画ライブビュー時の表示を切り
換える」（074）

カメラがローリング
方向、ピッチング方向
とも正位置の場合

カメラがローリング
方向に傾いている場合

カメラがピッチング
方向に傾いている場合
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装着したレンズごとに最適なピント合わせを行いたいときに、自分でピ
ント位置を調節できます。通常はAF微調節を行う必要はありません。必
要な場合のみ調節を行ってください。正常なレンズを調整すると、ピン
トが合わなくなる場合がありますのでご注意ください。

AF微調節
Gボタン ➜ B セットアップメニュー

AF微調節
（する/しない）

する AF微調節の設定が有効になります。

しない AF微調節を行いません。

個別レンズ
の登録

装着しているCPUレンズの微
調節値を登録できます。マル
チセレクターの1または3
を押して、＋20～－20の範囲
で調節できます。最大12種類
のレンズを登録できます。
• 非CPUレンズや、すでに登
録してあるレンズと同じ
種類のレンズは登録でき
ません。

その他レンズ
の登録

［個別レンズの登録］で登録
していないCPUレンズを装
着したときに、一律で微調節
する値を設定します。1また
は3を押して、＋20～－20
の範囲で調節できます。

個別レンズ
登録リスト

［個別レンズの登録］で登録した
レンズを一覧表示します。登録リ
ストからレンズを選んで2を押
すと、右の画面が表示されます。
•［識別番号入力］画面では、レ
ンズの識別番号を変更できま
す。1または3を押して識別
番号を選んで、Jボタンを押
します。［個別レンズの登録］は同じ種類のレンズを複数登録で
きないため、たとえば、同じレンズを数本所有しているときに
登録したレンズのシリアル番号の末尾2桁などを設定しておく
と、どのレンズで登録したかを識別できるので便利です。

ピントが合う
位置がカメラか
ら遠ざかります。今回の

微調節値

ピントが
合う位置が
カメラに近
づきます。

前回設定した
微調節値
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D AF微調節設定時のご注意
AF微調節を行うと、レンズの無限遠側または至近側で、ピントが合わなくなる
場合がありますのでご注意ください。

D ライブビュー撮影時のAF微調節について
ライブビュー撮影時にオートフォーカスでピント合わせを行うときは、［AF微
調節］で設定した微調節値は適用されません。

A 個別レンズの登録について
同じ種類のレンズは複数登録できませんが、テレコンバーターを装着した場合
は違うレンズとして個別登録できます。

A 登録したレンズを削除するには
［個別レンズの登録］で登録したレンズを削除するには、［個別レンズ登録リス
ト］画面の一覧表示から削除したいレンズを選んで、O（Q）ボタンを押します。
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このメニューは、市販のEye-Fiカードをカメラに挿入したときのみ、表
示されます。

•電波の状態が悪い場合、［有効］に設定していても送信できないこと
があります。

•電波の出力が禁止されている場所では、設定を［無効］にしてください。

Eye-Fi送信機能
Gボタン ➜ B セットアップメニュー

有効 カメラで作成した画像を、あらかじめ設定した保存先へ送信します。

無効 Eye-Fi送信機能を使用しません。

A Eye-Fi送信機能が無効のときの警告表示について
［無効］に設定しているときでも、電波が出力される場合があります。液晶モニ
ターに警告メッセージ（0478）が表示された場合は、カメラの電源をOFFに
してEye-Fiカードを取り出してください。

A Eye-Fiカード使用時の表示について
カメラ内のEye-Fiカードの通信状態は、インフォ
画面のEye-Fi通信マークで確認できます。
•d：［Eye-Fi 送信機能］が［無効］に設定され
ています。

•f（点灯）：画像の送信を待っています。
•f（点滅）：画像の送信中です。
•e：未送信の画像がありません。
•g：エラーが発生しました。Eye-Fiカードをコントロールできません。

- 表示パネルとファインダー内表示の記録可能コマ数表示部でWが点滅
している場合は、0478をご覧ください。

- Wが点滅していない場合は、続けて撮影できます。ただし、Eye-Fi 送
信機能の設定を変更できないことがあります。
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このカメラが取得している認証マークの一部を表示します。

カメラを制御する「ファームウェア」のバージョンを表示します。

D Eye-Fiカードを使用するときのご注意
•Eye-Fiカードの使用方法はEye-Fiカードの使用説明書をご覧ください。Eye-Fi
カードに関する不具合は、カードメーカーにお問い合わせください。

•スロット1とスロット2の両方にEye-Fiカードを使用すると、転送が不安定とな
るためおすすめしません。

•このカメラには Eye-Fi カードの通信機能を ON/OFF する機能がありますが、
Eye-Fiカードの全ての機能を保障するものではありません。

• Eye-Fiカードは、ご購入された国でのみ使用が認められています。使用する国の
法律に従ってお使いください。

•Eye-Fiカードを使う場合は、カスタムメニュー c2［半押しタイマー］を30秒
以上に設定してください。

•Eye-Fiカードの販売の有無は地域によって異なりますので、カードメーカーに
お問い合わせください。

• Eye-Fiカードのファームウェアを最新版にバージョンアップしてお使いください。

認証マークの表示
Gボタン ➜ B セットアップメニュー

ファームウェアバージョン
Gボタン ➜ B セットアップメニュー
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Gボタンを押して、タブのNアイコンを選ぶと、画像編集メニュー
が表示されます。

画像編集メニュー項目一覧
画像編集メニューでは、SDカード内の撮影済み画像を編集することが
できます。編集された画像は、元の画像とは別に、新しい画像として記
録されます。画像編集メニューの項目は次の通りです。
•カメラにSDカードが入っていない場合やSDカードに画像が記録されて
いない場合は、画像編集メニューはグレーで表示されて選択できません。

※1 Gボタンを押して、タブのNアイコンを選んだときのみ選べます。
※2 編集前または編集後の画像を1コマ表示してPボタンを押して、［画像編集］を
選んだときのみ表示されます。

N 画像編集メニュー：
撮影した画像に行う編集機能

Gボタン

メニュー項目 0

i D-ライティング 398

j 赤目補正 399

k トリミング 400

l モノトーン 401

m フィルター効果 402

n カラーカスタマイズ 403

o 画像合成※1 404

7 RAW現像 408

8 リサイズ 410

& 簡単レタッチ 413

e 傾き補正 413

( ゆがみ補正 414

) 魚眼効果 415

f 塗り絵 415

g カラースケッチ 416

h アオリ効果 417

i ミニチュア効果 418

u セレクトカラー 419

9 動画編集 83

p 編集前後の画像表示※2 422

メニュー項目 0
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❚❚画像編集の操作方法

1 画像編集メニューでメニュー項目
を選ぶ
マルチセレクターの1または3でメ
ニュー項目を選び、2を押します。

2 画像を選ぶ
•マルチセレクターで画像を選びます。
• X（T）ボタンを押している間、
選んだ画像を拡大表示します。

•画像を選んでJボタンを押すと、編
集画面が表示されます。

3 画像を編集する
•画像の編集方法については、各項目の説明をご覧ください。
•画像編集を途中でやめるには、Gボタンを押してください。画
像編集メニューに戻ります。

4 編集した画像を記録する
•Jボタンを押すと、編集した画像が記
録されます。

•画像編集した画像にはoが付きます。

A Pボタンを押して画像編集メニューを表示する
1コマ表示モード（0237）で静止画を選んでからPボタンを押して［画像編集］
を選ぶと、画像編集メニューが表示され、選んだ画像を編集できます。
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D 画像編集についてのご注意
•RAW画像とJPEG画像を1枚のSDカードに同時記録した場合（0115）、RAW
画像が画像編集の対象になります。

•このカメラ以外で撮影または編集した画像やパソコンで編集した画像は、この
カメラでは再生または編集できないことがあります。

•画像編集中に何も操作しないまましばらく経過すると、液晶モニターが消灯し、
編集中の画像は保存されません。カスタムメニュー c4［モニターのパワーオフ
時間］（0335）の［メニュー表示］の時間を長く設定することをおすすめします。

D 繰り返し画像編集する場合のご注意
•画像編集によって作成した画像に、さらに画像編集を行うこともできますが、
画像が粗くなったり、退色したりする場合があります。

•同じ画像編集を繰り返し行うことはできません（［画像合成］、［動画編集］の
［始点/終点の設定］を除く）。
•画像編集の組み合わせによっては繰り返し編集できないものもあります。
•選択中の画像に使用できない画像編集項目は、画像編集メニューでグレーで表
示されて選べません。

A 画質モードと画像サイズについて
［D-ライティング］、［赤目補正］、［モノトーン］、［フィルター効果］、［カラーカ
スタマイズ］、［簡単レタッチ］、［傾き補正］、［ゆがみ補正］、［魚眼効果］、［塗
り絵］、［カラースケッチ］、［アオリ効果］、［ミニチュア効果］、［セレクトカラー］
で作成した画像は、元画像と同じ画質モードと画像サイズで記録します。ただ
し、元画像がRAWを含む画質モードで撮影された画像の場合、［画質モード］が
［FINE］、［画像サイズ］が［サイズL］のJPEG 画像を作成します。また、どの
画質モードで撮影した画像も、［JPEG圧縮］は［サイズ優先］になります。
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D-ライティングでは、画像の暗い部分を明るく補正できます。逆光で撮
影したために顔の部分だけが暗くなった画像や、フラッシュの光量不足
で暗くなった画像などに効果的です。

編集画面では、D-ライティング効果の適用前と適用後のプレビュー画像
を表示します。
•マルチセレクターの4または2を押す
と、効果の度合いを選べます。効果の度
合いは、設定画面のプレビュー画像で確
認できます。

•Jボタンを押すと、編集した画像が記録
されます。

D-ライティング
Gボタン ➜ N 画像編集メニュー

D-ライティング前 D-ライティング後
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フラッシュ撮影時の「赤目現象」によって人物の瞳の部分が赤くなって
しまった画像を補正できます。
•フラッシュを発光しないで撮影した画像は選べません。
•カメラが赤目現象を検出できない画像は補正されません。

編集画面では、プレビュー画像が表示され、次の操作ができます。

赤目補正
Gボタン ➜ N 画像編集メニュー

拡大率を
上げる X（T）

X（T）ボタンを押す
ごとにプレビュー画像の
拡大率が上がります。

拡大表示中にこれらの操作
を行うと、画面の右下に画
像全体が表示され、拡大部
分が黄色い枠で囲んで示さ
れます。数秒すると消えま
すが、もう一度操作すると
表示されます。

拡大率を
下げる W（S）

プレビュー画像の拡大再
生中は、W（S）ボタ
ンを押すごとに、プレ
ビュー画像の拡大率が下
がります。

画面を
スクロール
（移動）
する

プレビュー画像の拡大再
生中は、画面をスクロー
ルして、見たい部分に移
動できます。マルチセレ
クターを押し続けると、
高速で移動します。

拡大表示を
終了する

拡大表示中にJボタンを押すと、拡大表示を終了し
ます。

画像を保存
する

補正した画像が記録されます。

D 赤目補正についてのご注意
赤目補正を行う場合は、次のことにご注意ください。
•画像によっては、望ましい結果が得られないことがあります。
•ごくまれに赤目以外の部分が補正されることがあります。
赤目補正を行う場合は、画像を保存する前に、プレビュー画像で効果をよく確
認してください。
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画像の必要な部分だけを切り抜きます。
編集画面では、トリミング範囲の黄色い枠
が表示され、次の操作ができます。

トリミング
Gボタン ➜ N 画像編集メニュー

切り抜く範囲
を狭くする W（S）W（S）ボタンを押すごとにトリミングで切り

抜かれる範囲は狭くなります。

切り抜く範囲
を広くする X（T）X（T）ボタンを押すごとにトリミングで切

り抜かれる範囲は広くなります。

画像の
アスペクト比
（縦横比）を
変更する

メインコマンドダイヤルを回すと、アスペクト比
を変更できます。

切り抜く範囲
を移動する

トリミングで切り抜く範囲を移動します。マルチ
セレクターを押し続けると、高速で移動します。

トリミングを
実行して
画像を保存
する

トリミングした画像が記録されます。

D トリミング画像についてのご注意
•トリミング画像は、拡大表示できないことが
あります。

•トリミング画像の画質モード（0114）は、
元画像の画質モードがRAWを含む画質モー
ド の と き は［FINE］に な り、［FINE］、
［NORMAL］、［BASIC］のときは元画像と同
じ画質モードになります。

•トリミング画像の画像サイズは編集画面の左上に表示されます。画像サイズ
は、トリミング時の拡大率とアスペクト比（横：縦）により変わります。
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モノトーンの画像（1種類の色の明暗のみで
構成される画像）を作成します。
［モノトーン］を選ぶと、右のメニューが表
示され、色調を選ぶことができます。

•編集画面では、プレビュー画
像を表示します。

•［セピア］または［クール］を
選んだ場合は、マルチセレク
ターで色の濃さを調整できま
す。1を押すと色が濃くなり、
3を押すと色が薄くなりま
す。調整した色の濃さはプレビュー画像に反映されます。

•Jボタンを押すと、編集した画像が記録されます。

モノトーン
Gボタン ➜ N 画像編集メニュー

白黒 モノクロになります。

セピア セピア色（褐色）のモノトーンになります。

クール ブルー系のモノトーンになります。

濃くする

薄くする
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画像全体の色調を演出できます。

フィルター効果
Gボタン ➜ N 画像編集メニュー

スカイ
ライト

スカイライトフィルターのよ
うに、画像の青みを抑える効
果があります。

編集画面では、プレビュー画像を
表示します。

ウォーム
トーン

画像を暖色にする効果があり
ます。

赤強調 赤色が強調されます。

マルチセレクターで強調の度合い
（色の濃さ）を調整できます。1を
押すと色が濃くなり、3を押すと
色が薄くなります。

緑強調 緑色が強調されます。

青強調 青色が強調されます。

クロス
スクリーン

クロスフィルターのように、
太陽の反射や街灯などの光源
から、放射状に光の筋が伸び
る効果があります。
•［光線の本数］：光線の本数
を、3種類から選べます。

•［クロスの量］：クロスフィ
ルターがかかる光源の量を
3段階から選べます。

•［光線の傾き］：光線の傾き
を3段階から選べます。

•［光線の長さ］：放射状に伸
びる光の長さを3段階から
選べます。

［確認］を選んでJボタンを押す
と、現在設定している内容を画像
に反映します。X（T）ボタン
を押している間、1コマ表示モード
と同じ大きさで画像を確認できま
す。保存する場合は［保存］を選
んでJボタンを押してください。
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•Jボタンを押すと、編集した画像が記録されます。

画像全体の色調を調整できます。

•Jボタンを押すと、編集した画像が記録されます。

ソフト
ソフトフィルターのように、
画像をソフトな雰囲気に仕上
げます。

4または2を押すと、効果の度合
いを選べます。効果の度合いは、設
定画面のプレビュー画面で確認で
きます。

カラーカスタマイズ
Gボタン ➜ N 画像編集メニュー

右のような画面が表示され、マルチセレク
ターで画像全体の色調を調整できます。
1342を押すたびに、画面全体の色調
が次のように変わります。

色調を操作すると、プレビュー画
像と画面右側のRGBヒストグラ
ム（色の分布図：0245）に反映
されます。

グリーンが強くなる

マゼンタが強くなる

アンバーが
強くなる

ブルーが
強くなる
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SDカードに記録されているRAW 画像2コマを重ね合わせて1コマの画
像に合成できます。RAWデータを使用して合成するため、通常のアプ
リケーションソフトウェアなどで画像を合成する場合と比べ、階調特性
に優れた画像になります。

1 画像編集メニュー画面で［画像合
成］を選ぶ
•［画像合成］を選んでマルチセレク
ターの2を押すと、右のような画面
が表示され、［画像1］欄がハイライ
ト表示されます。

A プレビュー画像の拡大表示について
調整画面でX（T）ボタンを押すと、プレ
ビュー画像を拡大表示し、拡大領域のヒストグ
ラムを表示することができます。拡大表示中に
L（U）ボタンを押すと、色調の調整と拡大
表示の操作を切り換えられます。拡大表示中に
マルチセレクターで画面をスクロールして、見
たい部分に移動できます。W（S）ボタンを
押すと画像を縮小表示します。

画像合成
Gボタン ➜ N 画像編集メニュー

+
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2 合成する画像の1 コマ目を選ぶ
•Jボタンを押すと表示されるRAW画
像のサムネイル一覧から、1コマ目の
画像を選びます。

•X（T）ボタンを押している間、
選択中の画像を拡大表示します。

3 1コマ目の画像を決定する
•Jボタンを押すと、選んだ画像が1コ
マ目に設定され、［画像1］欄にプレ
ビューが表示されます。

4 2コマ目の画像を選ぶ
•2を押して［画像2］を選び、手順2
～3と同じ手順で2コマ目の画像を選
びます。
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5 ゲインを調節する
•プレビュー欄に［画像1］と［画像

2］を合成した画像が表示されます。
プレビュー欄で確認しながら、合成
画像の明るさが適正になるように、
［画像1］または［画像2］を選んで
から1または3を押してゲイン（出
力）を設定します。

•ゲインは0.1 ～ 2.0 の範囲で、0.1 ステップで設定できます。
•各数値は初期設定の1.0（補正なし）を基準にした比率です。た
とえば0.5にするとゲインは約半分になります。

6［プレビュー］欄に移動する
•4または2を押して、プレビュー欄
に移動します。

•合成画像を確認せずに画像を保存し
たいときは、［保存］を選んでJボタ
ンを押してください。

7 合成画像を確認する
•［合成］を選び、Jボタンを押すと、
合成画像の確認画面が表示されます。

•設定をやり直したいときは、
W（S）ボタンを押してください。
手順6の画面に戻ります。

8 合成画像を保存する
•もう一度Jボタンを押すと、合成画
像が保存され、合成画像が表示され
ます。
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D 画像合成についてのご注意
•合成できる画像は、このカメラで撮影したRAW 画像だけです。機種の異なる
カメラやRAW 以外の画質モードで撮影した画像は選べません。

•合成画像の画質モード（0114）と画像サイズ（0117）は、合成時のカメラ
の設定と同じになります。画像合成をする前に、これらの設定を確認してくだ
さい。合成した画像をさらに別のRAW 画像と合成したいときは、画質モード
をRAWに設定してください。

•［撮像範囲］と［記録ビットモード］が同じRAW画像のみ合成できます。
•合成時に RAWを含む画質モードが選ばれている場合、元画像と同じ記録ビッ
トモードになります。また、記録方式は合成時のカメラの設定になります。

•合成時の画質モードがJPEGの場合、［JPEG圧縮］は［サイズ優先］になります。
•合成画像のホワイトバランス、ピクチャーコントロール、撮影データ（撮影日
時、測光モード、シャッタースピード、絞り値、撮影モード、露出補正値、焦
点距離、縦横位置情報など）は、［画像1］で選んだ画像の内容を引き継ぎま
す。ただし、著作権情報は引き継ぎません。また、合成された画像には、画像
合成時にカメラに設定されている画像コメントが添付されます。
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RAWを含む画質モード（0114）で記録したRAW画像を、カメラで
RAW現像してJPEG画像を作成できます。

1 画像編集メニュー画面で［RAW現
像］を選ぶ
•［RAW現像］を選んでマルチセレク
ターの2を押すと、RAW画像がサム
ネイル表示されます。

2 RAW現像する画像を選ぶ
•マルチセレクターでRAW現像する画
像を選び、Jボタンを押します。

• X（T）ボタンを押している間、
選択中の画像を拡大表示します。

RAW現像
（パソコンを使わずにRAW画像をJPEG画像に変換する）

Gボタン ➜ N 画像編集メニュー
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3 表示されている項目をそれぞれ設定する

4 RAW現像する
•［現像］を選んでJボタンを押すと、

JPEG画像を保存します。
• RAW現像後のJPEG画像が保存され
ます。

•キャンセルして画像編集メニューに
戻るときは、Gボタンを押してく
ださい。

D RAW現像についてのご注意
•RAW現像できる画像は、このカメラで撮影したRAW画像だけです。機種の異
なるカメラで撮影したRAW画像やRAW以外の画質モードで撮影した画像は選
べません。

•多重露出撮影した画像や［画像合成］で編集した画像の場合、［ホワイトバラ
ンス］と［ヴィネットコントロール］は選べません。

•［露出補正］で設定できる明るさ（－2～＋2）は、通常の露出補正の段数とは
異なります。

画質モード（0114）

画像サイズ（0117）

ホワイトバランス（0144）

露出補正（0142）

ピクチャーコントロール（0164）

色空間（0312）

高感度ノイズ低減（0315）

ヴィネットコントロール（0313）

D-ライティング（0398）
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サイズの小さい画像を作成します。SDカードを2枚使用している場合
は、記録先のスロットも指定できます。

❚❚複数の画像を選んでリサイズ画像を作成する
Gボタンを押して画像編集メニューを選んだ場合、複数の画像のリサ
イズ画像を一度に作成できます。

1 画像編集メニュー画面で［リサイ
ズ］を選ぶ
•［リサイズ］を選んでマルチセレク
ターの2を押します。

2 記録先のスロットを選ぶ
• SDカードを2枚使用している場合は、
［記録先スロットの選択］を選んで2
を押します。

• SDカードが1枚しか入っていない場合
は、［記録先スロットの選択］を選べ
ません。手順3に進んでください。

•1または3でスロットを選び、Jボ
タンを押します。

リサイズ
Gボタン ➜ N 画像編集メニュー
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3 画像サイズを設定する
•［画像サイズの設定］を選んで2を押
します。

•1または3で画像サイズを選び、J
ボタンを押します。

4［画像選択］を選ぶ
•［画像選択］を選んで2を押すと、画
像の選択画面が表示されます。

5 リサイズしたい画像を選ぶ
•マルチセレクターでリサイズしたい
画像を選びます。

• X（T）ボタンを押している間、
選んだ画像を拡大表示します。
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6  設定する
•W（S）ボタンを押すと、8が表
示されます。もう一度W（S）ボ
タンを押すと、8が消えます。

•リサイズする画像全てに設定したら、
Jボタンを押します。

7 リサイズ画像を作成する
•確認画面で［はい］を選んで、Jボタ
ンを押すと、リサイズ画像が保存され
ます。

D リサイズ画像についてのご注意
•リサイズ画像は、拡大表示できないことがあります。
•リサイズ画像の画質モード（0114）は、元画像の画質モードがRAWを含む画
質モードのときは［FINE］になり、［FINE］、［NORMAL］、［BASIC］のとき
は元画像と同じ画質モードになります。

W（S）ボタン
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コントラストと色の鮮やかさを高めた画像
を簡単に作成できます。
カメラがD-ライティングの機能を使って、
画像の暗い部分を明るく補正したり、コン
トラストと彩度（色の鮮やかさ）を高めた
りします。
•マルチセレクターの4または2を押す
と、効果の度合いを選べます。効果の度合いは、設定画面のプレビュー
画面で確認できます。

•Jボタンを押すと、編集した画像が記録されます。

画像の傾きを±5ºの範囲（約0.25ºステッ
プ）で補正できます。
•編集画面では、プレビュー画面を表示し
ます。

•補正する傾きが大きくなるほど、画像周
辺部は切り取られます。

簡単レタッチ
Gボタン ➜ N 画像編集メニュー

傾き補正
Gボタン ➜ N 画像編集メニュー

傾きを補正する
マルチセレクターの2を押すと時計回りに
傾き、4を押すと反時計回りに傾きます。

傾き補正を実行して
画像を保存する

傾き補正した画像が記録されます。
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広角レンズ使用時のたる型のゆがみや、望
遠レンズ使用時の糸巻き型のゆがみを補正
できます。［オート］を選ぶと選択した画像
のゆがみを自動的に判別して補正します
が、好みに応じて微調整することもできま
す。［マニュアル］を選ぶと自分でゆがみを
補正できます。
•編集画面では、プレビュー画面を表示します。
•［オート］は、Gタイプ、Eタイプ、またはDタイプレンズで撮影した
画像のみ機能します。ただし、PCレンズ、フィッシュアイレンズ、そ
の他一部のレンズで撮影した画像には機能しません。また、対応レン
ズ以外で撮影した画像については、動作を保証しません。

•［自動ゆがみ補正］（0314）を行った画像の場合、［マニュアル］の
み選べます。

ゆがみ補正
Gボタン ➜ N 画像編集メニュー

ゆがみを補正する

• たる型のゆがみを補正するには、マルチセ
レクターの2を押します。

• 糸巻き型のゆがみを補正するには、4を押
します。

ゆがみ補正を実行し
て画像を保存する

ゆがみ補正した画像が記録されます。

D ゆがみ補正についてのご注意
•補正するゆがみが大きくなるほど、画像周辺部は切り取られます。
•DXレンズを装着し、撮像範囲を［DX（24×16）1.5×］以外に設定して撮影
した画像の場合、画像周辺部が大きく切り取られたり、DXフォーマットの外
側の部分が特に強く補正されることがあります。
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フィッシュアイ（魚眼）レンズで撮影した
ような画像になります。
•編集画面では、プレビュー画面を表示し
ます。

•魚眼効果が大きくなるほど、画像周辺部
は切り取られます。

輪郭を抽出して塗り絵の原画風の画像を作
成できます。
•編集画面では、プレビュー画像を表示し
ます。

•Jボタンを押すと、編集した画像が記録
されます。

魚眼効果
Gボタン ➜ N 画像編集メニュー

魚眼効果を調節する
マルチセレクターの2を押すほど、魚眼効
果は大きくなり、4を押すほど小さくなり
ます。

魚眼効果を実行して
画像を保存する

魚眼効果の画像が記録されます。

塗り絵
Gボタン ➜ N 画像編集メニュー

塗り絵処理前 塗り絵処理後
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輪郭を抽出して色をつけることで、スケッチ
風の画像を作成できます。
•編集画面では、プレビュー画面を表示し
ます。

カラースケッチ
Gボタン ➜ N 画像編集メニュー

色の濃さを
変える

マルチセレクターの1または3を押して［色の
濃さ］を選んでから、2を押すと色が濃くなり、
4を押すと薄くなります。

線の濃さを
変える

1または3を押して［線の濃さ］を選んでか
ら、2を押すと線が濃くなり、4を押すと薄く
なります。［線の濃さ］を濃くすると、画像全体
の色も濃くなります。

カラースケッチ
画像を保存する

カラースケッチ画像が記録されます。
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高層ビルを見上げて撮影したときなどに生
じる、遠近感による被写体のゆがみを補正
します。
•編集画面では、プレビュー画像を表示し
ます。

•アオリ効果が大きくなるほど、画像周辺
部は切り取られます。

アオリ効果
Gボタン ➜ N 画像編集メニュー

アオリ効果を
調節する

マルチセレクターの1342でアオリの効果
を変更できます。

アオリ効果を
実行して

画像を保存する
アオリ効果の画像が記録されます。

アオリ効果処理前 アオリ効果処理後
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ミニチュア（模型）を接写したように加工します。ミニチュア効果に
は、高いところから見下ろして撮影した画像が適しています。
•［ミニチュア効果］を選ぶと、黄色い枠（ぼかさない範囲）が表示さ
れます。

ミニチュア効果
Gボタン ➜ N 画像編集メニュー

効果をかける
方向を変える W（S）

W（S）ボタンを押すと、効果をかける方向を
縦と横から選べます。

ぼかさない
範囲を決める

横方向に効果をかけ
る場合、マルチセレ
クターの1または
3を押して枠を動
かし、ぼかさないで
はっきりと見せる範
囲を選びます。

縦方向に効果をかけ
る場合、4または2
を押して枠を動か
し、ぼかさないで
はっきりと見せる範
囲を選びます。

効果をかける
幅を変える

横方向に効果をかける場合、4または2で効果を
かける幅の広さを選びます。

縦方向に効果をかける場合、1または3で効果を
かける幅の広さを選びます。

プレビューを
表示する X（T）プレビューが表示され、効果を確認できます。

ぼかさない範囲

ぼかさない範囲
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選択した色のみを残し、それ以外の色をモノトーン（白黒）に加工します。

1 画像編集メニュー画面で
［セレクトカラー］を選ぶ
•［セレクトカラー］を選んでマルチセ
レクターの2を押すと、画像の選択画
面が表示されます。

2 加工する画像を選ぶ
•マルチセレクターで画像を選び、Jボ
タンを押します。

• X（T）ボタンを押している間、
選択中の画像を拡大表示します。

ミニチュア効
果を実行して
画像を
保存する

ミニチュア効果の画像が記録されます。

セレクトカラー
Gボタン ➜ N 画像編集メニュー
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3 残したい色を抽出する
•マルチセレクターで色取得の枠を画像
の残したい色の上に重ねます。

• X（T）ボタンを押すと拡大表示さ
れ、残したい色を細部まで確認できま
す。W（S）ボタンを押すと縮小表
示します。

•残したい色の彩度によっては、抽出し
にくい場合があります。彩度の高い色
の抽出をおすすめします。

•AAE/AFロックボタンを押すと、色の
枠に抽出した色が表示されます。

4 色の感度の枠を選ぶ
•メインコマンドダイヤルを
回して、色の感度の枠を選
びます。

•抽出した色以外の色は、モ
ノトーンで表示されます。

色 色取得

AAE/AFロックボタン

色の感度
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5 抽出する色の感度を設定する
•1または3を押して、抽出する色の
感度を［1］ ～［7］から設定します。
数値が大きいほど抽出する色の色相が
広くなり、小さいほど狭くなります。

•色の感度を高く設定しすぎると、選
択した色に近い色相の色も抽出され
ます。

6 抽出する色を追加する
•メインコマンドダイヤルを
回して、別の色の枠と感度
の枠を選び、手順3～5と
同じ手順で色を抽出し、色
の感度を設定します。

•最大3色まで設定できます。
•抽出した色の枠を選んでO（Q）ボタンを押すと、抽出した色
をリセットします。

•抽出した全ての色を削除したい場合は、O（Q）ボタンを押し
続けます。確認画面で［はい］を選んでJボタンを押すと、全
ての色をリセットします。

7 決定する
•Jボタンを押すと、セレクトカラー画
像が保存され、1コマ表示になります。
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画像編集を行った画像を、編集元の画像と並べて表示して、画像編集の
効果を確認できます。このメニュー項目は、編集元または編集後の画像
を1コマ表示してからPボタンを押して、［画像編集］を選んだときのみ
表示されます。

❚❚編集前後の画像表示方法

1 1コマ表示モードで画像を選ぶ
•画像編集で作成した画像（oが表示
されている画像）または画像編集の
元画像のみを選べます。

2［画像編集］を選ぶ
• Pボタンを押し、［画像編集］を選ん
でJボタンを押します。

3［編集前後の画像表示］を選ぶ
•［編集前後の画像表示］を選んでJボ
タンを押すと、［編集前後の画像表
示］画面を表示します。

編集前後の画像表示
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4 編集前と編集後の画像を比較する
•編集前の画像を左側、編集後の画像を
右側に表示します。

•画像編集の内容は、2つの画像の上に
表示されます。

•マルチセレクターの4または2で、編
集前/編集後の画像を切り換えられます。

•画像合成の元画像の場合、1または3
で2枚の元画像を切り換えられます。

• 1枚の元画像から複数の画像編集を
行った場合、1または3で編集後の画像を切り換えられます。

• X（T）ボタンを押している間、選択中の画像を拡大表示し
ます。

•Jボタンを押すと、黄色の枠で選択中の画像を1コマ表示モード
で再生します。

•Kボタンを押すと、再生画面に戻ります。

D 編集前後の画像表示についてのご注意
•プロテクト（0253）が設定されている画像を編集した場合、編集前の画像は
表示されません。

•編集元の画像を削除した場合や非表示設定（0298）にした場合、画像の入っ
たカードが画像編集時とは違うスロットに入っている場合も、編集前の画像は
表示されません。

画像編集の内容

編集前
の画像

編集後
の画像
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Gボタンを押して、タブのOアイコンを選ぶと、［マイメニュー］画
面が表示されます。

O マイメニュー：よく使うメニューを登録
する
再生、静止画撮影、動画撮影、カスタム、セットアップ、画像編集の各
メニューから、よく使う項目だけを選んで、20項目までマイメニューに
登録できます。登録した項目は、削除したり、表示順序を変えたりでき
ます。

❚❚マイメニューを登録する

1［マイメニュー］画面で［マイメ
ニュー登録］を選ぶ
•［マイメニュー登録］を選んで、マル
チセレクターの2を押します。

2 登録したいメニューを選ぶ
•登録したいメニューを選んで2を押
すと、選んだメニューが一覧表示さ
れます。

O マイメニュー /m 最近設定した項目

Gボタン
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3 マイメニューに登録する項目を選ぶ
•マイメニューに登録する項目を選ん
でJボタンを押します。

4 登録する項目の表示位置を選ぶ
•1または3で登録する項目の表示位
置を選んで、Jボタンを押します。

5 マイメニューに表示したい全ての
項目を登録する
• Lが表示されている項目は、すでにマ
イメニューに登録済みです。

•左横にVが表示されている項目は、
マイメニューに登録できません。

•手順1～4を繰り返して、マイメ
ニューに表示したい項目を登録します。
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❚❚登録した項目を削除する

1［マイメニュー］画面で［登録項目の削除］を選ぶ
•［登録項目の削除］を選び、マルチセレクターの2を押します。

2 削除したいメニュー項目を選ぶ
•2を押すと、項目の左側のチェック
ボックスがMになります。

•削除したい全ての項目にLを入れます。

3 選んだ項目を削除する
•Jボタンを押すと、確認画面が表示
されます。もう一度Jボタンを押す
と、選んだ項目が削除されます。

A ボタン操作で登録した項目を削除するには
［マイメニュー］画面で削除したい項目を選んでO（Q）ボタンを押すと、確認
画面が表示されます。もう一度O（Q）ボタンを押すと、選んだ項目を削除し
ます。
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❚❚登録した項目の表示順序を変える

1［マイメニュー］画面で［登録項目の順序変更］を選ぶ
•［登録項目の順序変更］を選び、マルチセレクターの2を押します。

2 順番を変えたい項目を選ぶ
•順番を変えたい項目を選んで、Jボタ
ンを押します。

3 選んだ項目を移動したい位置を選ぶ
•1または3で移動したい位置を選ん
で、Jボタンを押すと、マイメ
ニューの中で位置が変わります。

•必要に応じて手順2～3を繰り返します。

4［マイメニュー］画面に戻る
Gボタンを押すと、［マイメニュー］
画面に戻ります。

Gボタン
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❚❚「マイメニュー」を「最近設定した項目」に変更する

1［マイメニュー］画面で［このタ
ブの機能変更］を選ぶ
•［このタブの機能変更］を選び、マル
チセレクターの2を押します。

2［最近設定した項目］を選ぶ
•［このタブの機能変更］画面で［最近
設定した項目］を選んで、Jボタン
を押します。

•［マイメニュー］が［最近設定した項
目］に切り替わります。
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m 最近設定した項目：最近設定したメニュー
をたどる
❚❚「最近設定した項目」の設定方法
メニューを設定するたびに「最近設定した
項目」に追加されます。最大20項目まで登
録されます。

A 最近設定した項目を削除するには
［最近設定した項目］画面で削除したい項目を選んでO（Q）ボタンを押すと、
確認画面が表示されます。もう一度O（Q）ボタンを押すと、選んだ項目を削
除します。

A「最近設定した項目」から「マイメニュー」に戻すには
「最近設定した項目」の［このタブの機能変更］を選ぶと、「「マイメニュー」を
「最近設定した項目」に変更する」（0428）の手順2と同じ画面が表示されま
す。［マイメニュー］を選んでJボタンを押すと、「マイメニュー」に切り替わ
ります。
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資 料
このカメラで使えるアクセサリーやカメラの主な仕様など、カメラを使
うときに役立つ情報を記載しています。また、カメラの動作がおかしい
ときや警告メッセージが表示されたときの対処方法についても説明し
ています。

CPUレンズ（IXニッコールを除く）をおすすめします。特にGタイプ、
Eタイプ、Dタイプレンズは、カメラの機能を最大限に引き出すことが
できます。

使用できるレンズ

モード フォーカスモード 撮影モード 測光モード

AF
（オート
フォーカス）

M
（フォーカス
エイド）※1

P
S

A
M

L　
M/N 4

レンズ
3D-
RGB

RGB

C
PU
レ
ン
ズ
※

2

Gタイプレンズ※3、
Eタイプレンズ※3、
Dタイプレンズ※3、
AF-Iレンズ、
AF-Sレンズ

○ ○ ○ ○ ○ × ○※4 ○

PC-E NIKKOR
シリーズ※5

× ○※6 ○※6 ○※6 ○※6 × ○※4、 6 ○

PCマイクロ 85mm 
F2.8D※7

× ○※6 × ○※8 ○ × ○※4、 6 ○

AF-S/AF-Iテレ
コンバーター※9

○ ○ ○ ○ ○ × ○※4 ○

Gタイプ、Eタイプ、
Dタイプ以外のAF
レンズ（F3AF用を
除く）

○※10 ○※10 ○ ○ × ○ ○※4 ×

AI-Pニッコール × ○※11 ○ ○ × ○ ○※4 ×

L=マルチパターン測光、M=中央部重点測光、N=スポット測光、4=ハイライ
ト重点測光
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※1 M（マニュアルフォーカス）は全てのレンズで使用可能です。
※2 IXレンズは装着できません。
※3 このカメラはVRレンズのVR（手ブレ補正）機能に対応しています。
※4 フォーカスポイントの選択によりスポット測光エリアの移動が可能

（0137）。
※5 PC-E NIKKOR 24mm f/3.5D EDを装着してレボルビング操作をすると、レ

ンズのシフトノブがカメラボディーに接触する場合があります。この場合、
シフトノブを小型に交換することで接触を回避できます。詳しくはニコン
サービス機関にお問い合わせください。

※6 アオリ操作をしていない場合のみ可能。
※7 カメラの測光モード、および調光制御機能は、アオリ操作（シフトまたは

ティルト）をしているとき、または開放絞り以外に絞り値が設定されている
ときには、正しく機能しません。

※8 撮影モードはMで使用可能。
※9 AF-Sレンズ、AF-Iレンズ専用です（0434）。オートフォーカスとフォーカ

スエイド可能なフォーカスポイントについては、0434をご覧ください。

非
C

PU
レ
ン
ズ
な
ど
※

12

AI-S、AI、
AI改造レンズ、
シリーズEレンズ※13

× ○※11 × ○※14 × ○※15 ○※16 ×

メディカル120mm f/4 × ○ × ○※17 × × × ×

レフレックス
レンズ

× × × ○※14 × × ○※16 ×

PCニッコール × ○※6 × ○※18 × × ○ ×

AI-S、AIテレ
コンバーター※19

× ○※20 × ○※14 × ○※15 ○※16 ×

ベローズアタッチメン
トPB-6 ※21

× ○※20 × ○※22 × × ○ ×

オート接写リング
（PK-11A、12、13、
PN-11）

× ○※20 × ○※14 × × ○ ×

モード フォーカスモード 撮影モード 測光モード

AF
（オート
フォーカス）

M
（フォーカス
エイド）※1

P
S

A
M

L　
M/N 4

レンズ
3D-
RGB

RGB
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※10 AF80–200mm f/2.8S、AF35–70mm f/2.8S、AF28–85mm f/3.5–4.5S
（New）、AF28–85mm f/3.5–4.5Sレンズを使用し、ズームの望遠側かつ至
近距離で撮影した場合、ファインダースクリーンのマット面の像とオート
フォーカスのピント表示が合致しない場合があります。このような場合は、
マニュアルフォーカスによりファインダースクリーンのマット面を利用して
ピントを合わせて撮影してください。

※11 開放F値がF5.6以上明るいレンズのみ使用可能。
※12 一部装着不可能なレンズ（0435）があります。
※13 AI ED80–200mm f/2.8Sの三脚座を回転するとカメラと干渉するため、回転

方向に制限があります。AI ED200–400mm f/4Sをカメラに装着したままで
のフィルター交換はできません。

※14 レンズ情報手動設定（0232）でレンズの開放絞り値を設定することにより
表示パネル、ファインダー内表示に絞り値が表示されます。

※15 レンズ情報手動設定（0232）でレンズの焦点距離、開放絞り値を設定する
ことにより可能です。一部のレンズでは焦点距離と開放絞り値を設定しても
充分な精度が得られない場合があります。この場合は中央部重点測光または
スポット測光を選んで撮影してください。

※16 レンズ情報手動設定（0232）で焦点距離、開放絞り値を設定することによ
り、測光の精度が向上します。

※17 撮影モードが M でフラッシュ同調シャッタースピードより1段以上低速の
シャッタースピードのときに使えます。

※18 絞り込み測光で使用します。撮影モードがAの場合はレンズ側で絞りプリ
セットを行い、AEロック後にアオリ操作を行ってください。撮影モードが
Mの場合はレンズ側で絞りプリセットを行い、あおる前に測光して露出を決
定してください。

※19 AI 28–85mm f/3.5–4.5S、AI 35–105mm f/3.5–4.5S、AI 35–135mm f/3.5–
4.5S、AF-S 80–200mm f/2.8Dレンズの組み合わせによっては、露出補正を
行う必要があります。

※20 合成絞り値がF5.6 以上明るい場合に使用可能。
※21 オート接写リングPK-12またはPK-13を併用すると装着できます。カメラの

姿勢、位置によりPB-6Dが必要です。
※22 絞り込み測光で使用可能、撮影モードがAの場合はベローズアタッチメント

側で絞り込みを行い、測光後撮影してください。
• 複写装置PF-4へはカメラアダプター PA-4を併用すると装備できます。
• レンズによっては高感度撮影時には、オートフォーカス作動中にノイズ（すじ）
が発生することがあります。この場合は、マニュアルフォーカスまたはフォーカ
スロックを利用して撮影してください。
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A レンズの開放F値とは
レンズの明るさを示す数値で、そのレンズで最も絞りを開いたときの絞り値を
意味します。レンズ名称の最後のほうに「f/2.8」「f/3.5–5.6」などと記されてい
ます。

A CPUレンズ、Gタイプレンズ、Eタイプレンズ、Dタイプレンズの見
分け方

CPUレンズにはCPU信号接点があります。Gタイプレンズには「G」マークが、
Eタイプレンズには「E」のマークが、Dタイプレンズには「D」マークが付いて
います。G タイプレンズとEタイプレンズには、絞りリングがありません。

CPUレンズ G/Eタイプレンズ Dタイプレンズ

絞りリングCPU信号接点
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A AF-S/AF-Iテレコンバーター使用時のフォーカスポイントについて
•AF-S/AF-Iテレコンバーターを装着して撮影を行う場合、オートフォーカスと
フォーカスエイドが可能なフォーカスポイントは、次の図の通りです（合成絞
り値がF5.6より暗い場合は、コントラストの低い被写体や輝度の低い被写体の
撮影時にピントが合わないことがあります）。

※1 AFエリアモード（058）が3D-トラッキングまたはオートエリアAFの場
合、シングルポイントAFに変更されます。

※2 この組み合わせの場合、オートフォーカス撮影はできません。
※3 中央のフォーカスポイント以外はラインセンサーによってピント情報を取
得します。

•AF-S VR Micro-Nikkor 105mm f/2.8G IF-EDをお使いの場合、オートフォーカ
ス撮影はできません。

テレコンバーター 装着レンズの開放F 値 フォーカスポイント

TC-14E/　TC-14E II/
TC-14E III

F4まで

F5.6　
※1

TC-17E II　

F2.8まで

F4　
※1

F5.6　 — ※2

TC-20E/TC-20E II/
TC-20E III

F2.8まで

F4　
※3

F5.6　 — ※2

TC-800-1.25E　ED　 F5.6　
※1
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A 非CPUレンズを使用する場合は
•非CPUレンズを使用する場合は、セットアップメニューの［レンズ情報手動設
定］（0232）でレンズの焦点距離と開放絞り値を設定することによって、絞
り値表示、RGBマルチパターン測光などの機能が使用できるようになります。
レンズの焦点距離と開放絞り値を設定しない場合、測光モードをマルチパター
ン測光に設定しても、自動的に中央部重点測光になります。

•絞り値はレンズの絞りリングでのみ設定できます。［レンズ情報手動設定］で
レンズの開放絞り値を設定しない場合、表示パネルとファインダー内表示の絞
り値表示が開放からの絞り込み段数表示となりますので、絞り値は、レンズの
絞りリングで確認してください。

D 使用できないレンズ
次の非CPUレンズは使用できません。無理に装着しようとすると、カメラやレ
ンズを破損しますのでご注意ください。
•AFテレコンバーター TC-16AS
•AI改造をしていないレンズ（AI方式以前の連動爪を使用するタイプ）
•フォーカシングユニットAU-1を必要とするレンズ（400mm f/4.5、600mm 

f/5.6、800mm f/8、1200mm f/11）
•フィッシュアイ（6mm f/5.6、7.5mm f/5.6、8mm f/8、OP10mm f/5.6）
•2.1cm f/4
•K2リング
•ED180–600mm f/8（製品No.174041～174180）
•ED360–1200mm f/11 （製品 No.174031～174127）
•200–600mm f/9.5（製品 No.280001～300490）
•F3AF用（AF80mm f/2.8、AF ED200mm f/3.5、テレコンバーター TC-16S）
•PC28mm f/4（製品 No.180900以前の製品）
•PC35mm f/2.8（製品 No.851001～906200）
•旧PC35mm f/3.5
•旧レフレックス1000mm f/6.3
•レフレックス1000mm f/11（製品 No.142361～143000）
•レフレックス2000mm f/11（製品 No.200111～200310）

D 赤目軽減モードについてのご注意
レンズの種類によっては、赤目軽減ランプの光がさえぎられ、フラッシュ撮影
時に充分な赤目軽減効果が得られない場合があります。
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A レンズの画角と焦点距離について
D750では、さまざまな当社製35mm判カメラ用レンズが使用できます。［DX自
動切り換え］（0110）を［する］に設定している場合、35mm判カメラのレン
ズを装着すると、35mm判カメラと同じ画角（フィルム面に写し込む範囲）の
［FX（36×24）1.0×］で撮影できます。DXレンズを装着すると、カメラが判
別して自動的に［DX（24×16）1.5×］に切り換えます。
［DX自動切り換え］の設定を変えて、使用しているレンズと異なる画角で撮影
することもできます。たとえば、35mm判カメラのレンズの使用時に、［DX（24
×16）1.5×］や［1.2×（30×20）1.2×］に設定し、画角を狭くして撮影す
ることもできます。
このため、［撮像範囲］の設定によっては、同じレンズで撮影しても、画角と画
面サイズが異なることにご注意ください。

35mm判カメラの撮影画面サイズは、対角線の長さで［DX（24×16）1.5×］
のときの約1.5倍、［1.2×（30×20）1.2×］のときの約1.2倍です。したがって、
D750に35mm判カメラのレンズを装着したときのレンズに表記されている焦点
距離は、［DX（24×16）1.5×］のときが約1.5倍、［1.2×（30×20）1.2×］
のときが約1.2倍に相当します。たとえば、焦点距離50 mmのレンズを装着した
ときは、［DX（24×16）1.5×］では約75 mm、［1.2×（30×20）1.2×］で
は約60 mmの焦点距離に相当する画角になります。

レンズ

画面対角線

［DX（24×16）1.5×］時の撮影画面サイズ

（23.5×15.7 mm）

［DX（24×16）1.5×］時の画角

［FX（36×24）1.0×］（35mm判カメラ）時の画角

［FX（36×24）1.0×］（35mm判カメラに

準じた撮影画面サイズ相当35.9×24.0 mm）

［1.2×（30×20）1.2×］時の撮影画面サイズ

（29.9×19.9 mm）

［1.2×（30×20）1.2×］時の画角
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このカメラは、ニコンクリエイティブライティングシステム対応スピー
ドライトとの組み合わせで、さまざまな機能が利用できます。

ニコンクリエイティブライティングシステム
（CLS）について
ニコンクリエイティブライティングシステム（CLS）は、ニコンのス
ピードライトとカメラのデータ通信方式を改良したシステムで、スピー
ドライト撮影に新たな可能性を開く、さまざまな機能を提供します。

❚❚ニコンクリエイティブライティングシステム対応
スピードライトの主な仕様

※1 カメラのホワイトバランスを v（オート）または N（フラッシュ）に設定
し、SB-910、SB-900、またはSB-700用カラーフィルターを装着して撮影する
と、カメラが自動的にフィルターを識別し、最適なホワイトバランスを設定し
ます。

※2 SB-500のLEDライト機能を使用するときは、カメラのホワイトバランスをvま
たはNに設定すると、カメラが自動的に最適なホワイトバランスを設定します。

※3 ワイヤレス機能はありません。
※4 リモート発光用スピードライトSB-R200を使用するには、内蔵フラッシュをコ
マンダーモードに設定するか、SB-910、SB-900、SB-800、SB-700、SB-500、
またはワイヤレススピードライトコマンダー SU-800が必要です。

使用できるスピードライト

ガイドナンバー（ISO 100・m、20℃）
SB-910/　

SB-900※1
34（照射角35mm、スタンダード配光時）

SB-800　 38（照射角35mm時）

SB-700※1 28（照射角35mm、スタンダード配光時）

SB-600　 30（照射角35mm時）

SB-500※2 24　

SB-400※3 21　

SB-300※3 18　

SB-R200※4 10　
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❚❚ SU-800について
ワイヤレススピードライトコマンダーSU-800は、ワイヤレスでSB-910、
SB-900、SB-800、SB-700、SB-600、SB-500、SB-R200を制御するコ
マンダーです。スピードライトを3つのグループに分けて制御できます。
SU-800には発光機能はありません。

A ガイドナンバーとは
フラッシュの光量を示す値で、大きいほど光が遠くまで届きます。「ガイドナン
バー =絞り値×撮影距離（m）」（ISO感度が100の場合）という関係がありま
す。ガイドナンバーが34（ISO感度100、20℃）のスピードライトの場合、ISO
感度が100で絞り値がF5.6なら、34÷5.6=約6.1mまでフラッシュの光が届く
ことになります。また、実効ガイドナンバーは ISO感度が2倍になると約1.4 倍
（√ 2 倍）になります。たとえば、ISO感度が200の場合、絞り値がF5.6なら
34÷5.6×1.4=約8.6mまで光が届きます。
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❚❚ニコンクリエイティブライティングシステム対応
スピードライトとの組み合わせで使用できる機能
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SU
-8

00
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SB
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1灯

i-TTL　
i-TTL-BL調光※1 ○ ○ ○ ○ ー ー ○ ○
スタンダード
i-TTL調光

○※2 ○ ○※2 ○ ー ー ○ ○

AA　
絞り連動外部
自動調光

○※3 ー ー ー ー ー ー ー

A　 外部自動調光 ○※3 ー ー ー ー ー ー ー

GN　
距離優先
マニュアル発光

○ ○ ー ー ー ー ー ー

M　 マニュアル発光 ○ ○ ○ ○※4 ー ー ○※4 ○※4

RPT　
リピーティング
フラッシュ

○ ー ー ー ー ー ー ー

ア
ド
バ
ン
ス
ト
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

主
灯

リモートフラッシュへの
発光指示

○ ○ ー ○※4 ○ ー ー ー

i-TTL　 i-TTL 調光 ○ ○ ー ○※4 ー ー ー ー

［A : B］　
クイック
ワイヤレス
コントロール

ー ○ ー ー ○※5 ー ー ー

AA　
絞り連動外部
自動調光

○※6 ー ー ー ー ー ー ー

A　 外部自動調光 ○ ー ー ー ー ー ー ー
M　 マニュアル発光 ○ ○ ー ○※4 ー ー ー ー

RPT　
リピーティング
フラッシュ

○ ー ー ー ー ー ー ー
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※1 スポット測光時は設定できません。
※2 スピードライト側でも設定できます。
※3 AAモードとAモードの選択は、スピードライトのカスタム設定で行います。ま

た、セットアップメニューの［レンズ情報手動設定］でレンズの開放絞り値と
焦点距離を設定していない非CPUレンズを装着した場合はAモードになります。

※4 カメラ側でのみ設定できます。
※5 クローズアップ撮影時のみ設定できます。
※6 スピードライトのカスタム設定にかかわらず、セットアップメニューの［レ

ンズ情報手動設定］でレンズの開放絞り値と焦点距離を設定していない非
CPUレンズを装着した場合はAモードになります。

※7 発光モードがi-TTL、AA、A、GN、Mの場合のみ動作します。
※8 発光モードがi-TTL、AA、Aの場合のみ動作します。
※9 コマンダー撮影時のみ設定できます。
※10 SB-910とSB-900のみカメラからのスピードライトファームアップが可能です。

ア
ド
バ
ン
ス
ト
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

補
助
灯

i-TTL　 i-TTL 調光 ○ ○ ○ ○ ー ○ ー ー

［A : B］　
クイック
ワイヤレス
コントロール

○ ○ ○ ○ ー ○ ー ー

AA　
絞り連動外部
自動調光

○※6 ー ー ー ー ー ー ー

A　 外部自動調光 ○ ー ー ー ー ー ー ー
M　 マニュアル発光 ○ ○ ○ ○ ー ○ ー ー

RPT　
リピーティング
フラッシュ

○ ○ ○ ○ ー ー ー ー

発光色温度情報伝達（フラッシュ） ○ ○ ○ ○ ー ー ○ ○
発光色温度情報伝達（LEDライト） ー ー ー ○ ー ー ー ー
オートFPハイスピード
シンクロ ※7

○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ー

FVロック ※8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
マルチポイントAF補助光 ○ ○ ○ ー ○※9 ー ー ー
赤目軽減発光 ○ ○ ○ ○ ー ー ○ ー
カメラ起動モデリング発光 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ー
カメラからの発光モード設定 ー ー ー ○ ー ー ○ ○
カメラからのスピードライト
ファームアップ

○※10 ○ ー ○ ー ー ー ○
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A その他のスピードライトとの組み合わせで利用できる機能
次のスピードライトを使用する場合、外部自動調光（A）あるいはマニュアル発
光撮影となります。装着レンズによって機能が変わることはありません。

※1 撮影モードをP、S、A、Mに設定し、内蔵フラッシュを収納した状態にして
内蔵フラッシュが光らないようにしてください。内蔵フラッシュが自動的
に上がって光ることがあるため、その他の撮影モードは使用しないでくだ
さい。

※2 このカメラと SB-27 を組み合わせると自動的に TTL モードになりますが、
TTLモードでは使えません。SB-27をAモードに設定し直してください。

※3 SB-29・21B・29Sでオートフォーカスができるレンズは、AF-S VR Micro-
Nikkor 105mm f/2.8G IF-EDとAF-S Micro NIKKOR 60mm F2.8G EDのみ
です。

※4 カメラ側のフラッシュモードで設定してください。

スピードライト
SB-80DX　
SB-28DX　

SB-50DX※1

SB-28　
SB-26　
SB-25　
SB-24　

SB-30　
SB-27※2

SB-22S　
SB-22　
SB-20　

SB-16B　
SB-15　

SB-23　
SB-29※3

SB-21B※3

SB-29S※3

区
分

A 外部自動調光 ○ － ○ ○ －

Ｍ マニュアル発光 ○ ○ ○ ○ ○

G マルチフラッシュ ○ － ○ － －

REAR※4後幕シンクロ ○ ○ ○ ○ ○
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D スピードライト使用時のご注意
•詳細はお使いになる各スピードライトの使用説明書をご覧ください。
•ニコンクリエイティブライティングシステム対応のスピードライトの使用説
明書にカメラ分類表が記載されている場合は、ニコンクリエイティブライティ
ングシステム対応デジタル一眼レフに該当する箇所をお読みください。なお、
このカメラはSB-80DX、SB-28DX、SB-50DXの使用説明書に記載のデジタル
一眼レフカメラには該当しません。

•別売のスピードライト使用時は、フラッシュモード（0182）のR（オー
ト：自動発光）機能は解除され、内蔵フラッシュは発光しません。

•スピードライトを使うと、j、%、uを除く全ての撮影モードでフラッシュ撮
影できます。

•ニコンクリエイティブライティングシステム対応スピードライト使用時には、
i-TTLや外部自動調光モードにおいて、フル発光でも露出不足になる可能性の
ある場合に、発光直後にレディーライトNが約3秒間点滅して露出アンダー警
告を行い ます。その他のスピードライトの場合、充電完了表示と露出アンダー
警告は、スピードライト側で確認してください。詳細はお使いになる各スピー
ドライトの使用説明書をご覧ください。

• i-TTL モード時のISO 感度連動範囲はISO 100～12800相当です。
• ISO感度を100よりも低感度に設定したり、12800よりも高感度に設定した場
合には、距離や絞り値によっては適正な発光量にならないことがあります。

•撮影モードがPの場合、下表の絞り値よりも絞りを開くことはできません。

※ 制御される絞り値よりも開放絞りが暗い場合は、装着レンズの開放絞りに
よって制御されます。

•スピードライト SB-910、SB-900、SB-800、SB-700、SB-600、SB-500、SB-400
の使用時に、フラッシュモードが赤目軽減、赤目軽減スローシンクロモードの
場合は、スピードライト側で赤目軽減発光が行われます。

•スピードライト SB-910、SB-900、SB-800、SB-700、SB-600、ワイヤレスス
ピードライトコマンダー SU-800の使用時に、AF補助光の照射条件が満たされ
ると、スピードライト側のAF補助光を自動的に照射します。

ISO感度と開放側の限界絞り（F）
100 200 400 800 1600 3200 6400 12800

4 4.8 5.6 6.7 8 9.5 11 13
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•スピードライトSB-910、SB-900のAF補助光は、17～135mmまでのAFレンズ
に対応しています。各焦点距離でオートフォーカス可能なフォーカスポイント
は、次の図の通りです。

•スピードライトSB-800、SB-600、ワイヤレススピードライトコマンダーSU-800
のAF補助光は、24～105mmまでのAFレンズに対応しています。各焦点距離
でオートフォーカス可能なフォーカスポイントは、次の図の通りです。

•スピードライトSB-700のAF補助光は、24～135mmまでのAFレンズに対応し
ています。各焦点距離でオートフォーカス可能なフォーカスポイントは、次の
図の通りです。

•使用するレンズや撮影シーンによっては、オートフォーカスによるピント合わ
せができずにシャッターがきれなかったり、ピントが合わなくてもピント表示
（●）が点灯してシャッターがきれることがあります。
• i-TTLモード時に、調光コードSC-17、SC-28、SC-29を使用してカメラからス
ピードライトを離して撮影する場合、スタンダード i-TTL調光以外では適正露
出を得られない場合があります。この場合は、スタンダード i-TTL調光に切り
換えて撮影してください。また、あらかじめテスト撮影を行ってください。

• i-TTL モード時に、発光面に内蔵パネルまたは付属のバウンスアダプター以外
の部材（拡散板など）を装着しないでください。カメラ内の演算に誤差が生
じ、適正露出とならない場合があります。

焦点距離が17mmから
19ｍｍの場合

焦点距離が20mmから
105ｍｍの場合

焦点距離が106mmから
135ｍｍの場合

焦点距離が24mmから
34ｍｍの場合

焦点距離が35mmから
49ｍｍの場合

焦点距離が50mmから
105ｍｍの場合

焦点距離が24mmから
27ｍｍの場合

焦点距離が28mmから
135ｍｍの場合
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A インフォ画面のフラッシュモード表示について
インフォ画面のフラッシュモードでは、別売のスピードライト使用時の発光方
式が、次のように表示されます。

A ホットシューアダプター AS-15
別売のホットシューアダプター AS-15を装着すると、シンクロターミナルが利
用できます。

D 他社製フラッシュについてのご注意
他社製のフラッシュ（カメラのX接点に250V以上の電圧がかかるものや、アク
セサリーシュー部の接点をショートさせてしまうもの）を使用しないでくださ
い。カメラの正常な機能が発揮できないだけでなく、カメラおよびフラッシュ
のシンクロ回路を破損することがあります。

通常発光 FP発光（0345）

i-TTL-BL調光
スタンダードi-TTL調光

絞り連動外部自動調光（AA）

外部自動調光（A）

距離優先マニュアル発光（GN）

マニュアル発光

リピーティング発光 —

アドバンストワイヤレス
ライティング
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D750には撮影領域を拡げるさまざまなアクセサリーが用意されています。
詳しくは最新のカタログや当社のホームページなどでご確認ください。

使用できるアクセサリー

電源

• Li-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL15（023、25）
ニコンデジタルカメラD750用のバッテリーです。

• バッテリーチャージャーMH-25a（023）
Li-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL15用のチャージャー
です。
- MH-25aの代わりにバッテリーチャージャーMH-25も使えます。

• マルチパワーバッテリーパックMB-D16
MB-D16には縦位置シャッターボタンとメインコマンドダイヤ
ル、サブコマンドダイヤル、マルチセレクター、AAE/AFロッ
クボタンが装備されているので、縦位置での撮影に便利です。カ
メラ本体のMB-D16用接点カバーを取り外して装着します。

• パワーコネクター EP-5B、ACアダプター EH-5b※

ACアダプターを使用すると、長時間カメラを使用するときに安
定して電源を供給できます。
- このカメラは、カメラ本体とACアダプターを接続するために
パワーコネクター EP-5Bが必要です。カメラとパワーコネク
ター、ACアダプターを接続する方法については、「カメラとパ
ワーコネクター、ACアダプターの接続方法」（0450）をご覧
ください。

-  EH-5bの代わりにACアダプター EH-5/EH-5aも使えます。
- マルチパワーバッテリーパックMB-D16をカメラに装着してAC
アダプターを使用する場合、EP-5Bは、カメラではなくMB-D16
に入れてください。なお、カメラとMB-D16の両方にEP-5Bを入
れて使用しないでください。

※ 日本国外でお使いになるには、別売の電源コードが必要です。
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無線/有線
LAN
アダプター
（0264）

• 通信ユニットUT-1
USBケーブルでUT-1をカメラに接続してから、LANケーブルを
UT-1に接続することにより、カメラで撮影した画像を有線でパソ
コンやFTP サーバーに転送したり、別売のCamera Control Pro 2
を使ってパソコンからカメラを遠隔操作できます。さらに、パソ
コンやiPhoneのWebブラウザーから画像を閲覧したり、リモート
撮影することもできます。

• ワイヤレストランスミッターWT-5
カメラに接続したUT-1に取り付けることにより、UT-1の機能を
無線LANで使えます。

通信ユニットおよびワイヤレストランスミッターをお使いいただく
場合は、有線LAN、無線LANの知識および環境が必要です。通信ユ
ニットおよびワイヤレストランスミッターに関連するソフトウェア
は、必ず最新版にバージョンアップしてお使いください。

HDMI
ケーブル
（0273）

• HDMIケーブルHC-E1
カメラ側がType C、HDMI機器側がType AのHDMIケーブル
です。

アクセサリー
シューカバー

• アクセサリーシューカバー BS-1
スピードライトを取り付けるアクセサリーシューを保護するた
めのカバーです。

ボディー
キャップ

• ボディーキャップBF-1B、BF-1A
レンズを取り外したカメラボディーに取り付けることにより、
ゴミやほこりの付着を防ぎ、カメラ内部を保護します。
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ファインダー
用アクセサ
リー

• 接眼補助レンズDK-20C
遠視、近視の方のための補助レンズで、接眼部に差し込むだけで
簡単に取り換えることができます。－ 5、－ 4、－ 3、－ 2、0、
＋ 0.5、＋1、＋2、＋3m－1の9種類が用意されていますが、いず
れもこのカメラの視度調節ダイヤルが基準位置（－1m－1）の場
合の値です。視度補正は個人差が大きいので店頭で実際に取り付
けてお選びください。このカメラには視度調節機能がついていま
す（－3～＋1m－1）ので、この範囲外の視度補正が必要なとき
にお使いください。なお、接眼補助レンズを使用している場合は、
接眼目当ては使用できません。

• マグニファイングアイピースDK-21M
このカメラのファインダー倍率を約1.17倍（50 mm F 1.4レンズ
使用時・∞・－1.0 m－1のとき）に拡大します。

• マグニファイヤー DG-2
ファインダー中央部の像を拡大します。より厳密なピント合わせ
が必要なときに使用します。

• アイピースアダプター DK-22
上記DG-2を取り付けるためのアダプターです。

• 角窓用変倍アングルファインダー DR-6
カメラの接眼部に取り付けると、撮影レンズと直角の方向（水
平方向に向けたカメラの真上など）からファインダー内の画像
を確認できます。

アクセサ
リーターミ
ナル

アクセサリーターミナルに次のアクセサリーを接続することがで
きます。
• ワイヤレスリモートコントローラー WR-R10（0198、449）
• ワイヤレスリモートコントローラー WR-1（0198、449）
• リモートコードMC-DC2（099）
• GPSユニットGP-1/GP-1A（0235）
図のようにアクセサリーターミ
ナルの マークとコネクターの
マークを合わせて、コネク

ターをアクセサリーターミナル
に接続します。

使用しないときは、カメラの端子カバーを必ず閉じてください。
ゴミ等が入ると、誤作動の原因となることがあります。

外部マイク • ステレオマイクロホンME-1（072）



448

フィルター

• フィルターをレンズ保護のために常用する場合は、NCフィルター
をお使いください。

• カメラ測光系の特性上、従来の偏光フィルター（Polar）は使用
できません。円偏光フィルター（C-PL、C-PL Ⅱ）をお使いくだ
さい。

• 逆光撮影や、輝度の高い光源を画面に入れて撮影する場合は、
フィルターによって画像上にゴーストが発生するおそれがあり
ます。このような場合は、フィルターを外して撮影することを
おすすめします。

• 露出倍数のかかるフィルター（Y44、Y48、Y52、O56、R60、X0、
X1、C-PL（円偏光フィルター）、ND2S、ND4S、ND4、ND8S、
ND8、ND400、A2、A12、B2、B8、B12）を使用する場合、RGB
マルチパターン測光、または3D-RGBマルチパターン測光の効果
が得られない場合がありますので、測光モードを中央部重点測光
に切り換えて撮影することをおすすめします。詳しくは、各フィ
ルターの使用説明書をご覧ください。

• 特殊フィルターなどを使用する場合は、オートフォーカスやフォー
カスエイドが行えないことがありますのでご注意ください。

ニコンデジ
タルカメラ
専用ソフト
ウェア

• Camera Control Pro 2
パソコンからカメラを操作して静止画や動画を撮影したり、撮
影した画像を直接パソコンへ保存したりできる、カメラコント
ロール用ソフトウェアです。Camera Control Pro 2で画像の記
録先の設定が［PC］になっている場合、カメラとパソコンを接
続してCamera Control Pro 2を起動すると、表示パネルにPC接
続中マークcが表示されます。

• ソフトウェアは必ず最新版にバージョンアップしてお使いくだ
さい。ご使用のパソコンがインターネットに接続されている場
合、OSログオン後に所定時間を経過すると、ニコンメッセージセ
ンター 2はソフトウェアの更新情報などを確認します（初期設
定）。更新情報がある場合は、「通知の画面」が自動的に表示され
ます。

• 対応OSについては、当社ホームページのサポート情報（0xxi）
でご確認ください。
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リモコン
（0194）/
ワイヤレス
リモート
コントロー
ラー
（0198）

• リモコンML-L3
リモコン用電池（CR2025型3Vリチウム電池）の交換方法

電池室のノブを右側に押しながら（q）、隙間に爪などを差し込
んで手前に引き出して（w）ください。リチウム電池を入れる
際は、「+」と「－」の向きをよくご確認ください（r）。

• ワイヤレスリモートコントローラー WR-R10/WR-T10
ワイヤレスリモートコントローラー WR-R10をカメラのアクセ
サリーターミナルに装着すると、ワイヤレスリモートコント
ローラー WR-T10からの操作で無線での遠隔撮影を行えます。

• ワイヤレスリモートコントローラー WR-1
WR-1は、他のWR-1やWR-R10またはWR-T10と組み合わせて、
送信機または受信機として使います。たとえば、受信機に設定
したWR-1をカメラのアクセサリーターミナルに取り付けると、
送信機に設定したWR-1からの操作で、遠隔撮影したりカメラの
設定を変更したりすることができます。

A 使用できるアクセサリーについて
•国または地域によって、販売していない場合があります。
•アクセサリーの最新情報は、当社ホームページやカタログなどでご確認ください。
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カメラとパワーコネクター、ACアダプターの
接続方法
カメラとパワーコネクター、ACアダプターを接続する前に、カメラ本
体の電源がOFFになっていることを確認してください。

1 カメラのバッテリー室
カバー（q）とパワーコ
ネクターカバー（w）を
開ける

2 パワーコネクター EP-5Bを入れる
•パワーコネクターは、接点の向きに注
意しながら入れてください。

•オレンジ色のバッテリーロックレバー
をパワーコネクター側面で押しなが
ら、パワーコネクターを奥まで入れる
と、バッテリーロックレバーがパワー
コネクターに掛かり、パワーコネク
ターがロックされます。

3 カメラのバッテリー室
カバーを閉じる
•パワーコネクターのコード
がパワーコネクターカバー
を開けた部分から出るよう
に注意して、バッテリー室
カバーを閉じます。
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4 パワーコネクターとACアダプター EH-5bを接続する
•電源コードのACプラグを、ACアダプターのACプラグ差し込み口
に差し込みます（e）。

•パワーコネクターのDCプラグコネクターにACアダプターのDCプ
ラグを差し込みます（r）。

•パワーコネクターとACアダプターの使用時には、液晶モニター
上のバッテリー残量表示がVに変わります。
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保管について
長期間カメラを使用しないときは、必ずバッテリーを取り出してくださ
い。バッテリーを取り出す前には、カメラの電源がOFFになっているこ
とを確認してください。
カメラを保管するときは、下記の場所は避けてください。
•換気の悪い場所や湿度が60％を超える場所
•テレビやラジオなど強い電磁波を出す装置の周辺
•温度が50℃以上、または－10℃以下の場所

クリーニングについて

アルコール、シンナーなど揮発性の薬品はお使いにならないでください。

カメラのお手入れについて

カメラ本体

ほこりや糸くずをブロアーで払い、柔らかい乾いた布で軽く拭き
ます。海辺でカメラを使用した後は、砂や塩を真水で湿らせた布
で軽く拭き取り、よく乾かします。
ご注意：カメラ内部にゴミ、ほこりや砂などが入り込むと故障の
原因となります。この場合、当社の保証の対象外となりますので
ご注意ください。

レンズ・
ミラー・

ファインダー

ガラスは傷つきやすいので、ほこりや糸くずをブロアーで払いま
す。スプレー缶タイプのブロアーは、缶を傾けずにお使いくださ
い（中の液体が気化されずに吹き出し、レンズ・ミラー・ファイ
ンダーを傷つけることがあります）。指紋や油脂などの汚れは、柔
らかい布にレンズクリーナーを少量付けて、ガラスを傷つけない
ように注意して拭きます。

液晶モニター
ほこりや糸くずをブロアーで払います。指紋や油脂などの汚れは、
表面を柔らかい布かセーム革で軽く拭き取ります。強く拭くと、
破損や故障の原因となることがありますのでご注意ください。
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ローパスフィルターのお手入れについて
レンズを取り付けるときなどに、撮像素子の前面にあるローパスフィル
ターにゴミやほこりが付くと、画像に影が写り込むことがあります。イ
メージセンサークリーニングを作動させると、ローパスフィルターを振
動させてゴミをふるい落とすことができます。
イメージセンサークリーニングは、メニューから操作する方法と、電源
のON/OFF時に自動的に行う方法があります。

❚❚セットアップメニューの［イメージセンサー
クリーニング］から操作する

•効果的にゴミをふるい落とせるように、カ
メラを正位置（横位置で構えるときの向
き）にしてください。

•セットアップメニューの［イメージセン
サークリーニング］を選び、［実行］を選
んでJボタンを押すと、イメージセン
サークリーニングが開始されます。実行中
は、表示パネルにPが点滅し、撮像
素子のチェックも行われます。

•イメージセンサークリーニング実行中
は、カメラの操作はできません。バッテ
リーやACアダプターを取り外さないでく
ださい。

•クリーニングが完了すると、セットアッ
プメニュー画面に戻ります。
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❚❚電源のON/OFF時にイメージセンサークリーニング
する

1［イメージセンサークリーニング］画
面で［電源スイッチに連動］を選ぶ
•［電源スイッチに連動］を選んでマル
チセレクターの2を押すと、［電源ス
イッチに連動］画面が表示されます。

2 イメージセンサークリーニングの
方法を選ぶ
•Jボタンを押して設定します。

5 電源ONで実行
電源ONと同時にイメージセンサークリーニング
が作動します。

6 電源OFFで実行
電源OFFと同時にイメージセンサークリーニング
が作動します。

7 電源ONとOFFで実行
電源ON、OFFと同時にイメージセンサークリー
ニングが作動します。

実行しない
電源ON、OFFしてもイメージセンサークリーニ
ングは作動しません。

D イメージセンサークリーニングについてのご注意
•電源スイッチに連動してイメージセンサークリーニングが作動しているとき
にカメラを操作すると、イメージセンサークリーニングは中断します。

•カメラの電源ON時に内蔵フラッシュの充電が行われるときは、カメラの電源
ONと同時にイメージセンサークリーニングが作動する設定になっていても、
イメージセンサークリーニングを行わないことがあります。

•完全にゴミを取り除けないことがあります。そのときは、ローパスフィルターを市
販のブロアーで掃除する（0455）か、ニコンサービス機関にご相談ください。

•イメージセンサークリーニングを連続して行うと、内部の回路を保護するた
め、一時的に作動しなくなる場合があります。少し時間をおくと再び作動する
ようになります。
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❚❚ローパスフィルターをブロアーで掃除する
イメージセンサークリーニング（0453）でゴミやほこりを取りきれな
いときは、ローパスフィルターを次の手順でクリーニングできます。た
だし、ローパスフィルターは非常に傷つきやすいため、ニコンサービス
機関にクリーニングをお申し付けくださることをおすすめします。
•作業中のバッテリー切れを防ぐため、充分に充電されたバッテリー、ま
たは別売のパワーコネクターとACアダプターを組み合わせてお使い
ください。

•セットアップメニューの［クリーニングミラーアップ］を使用します。
バッテリー残量表示がJ以下の場合、［クリーニングミラーアップ］
は操作できません。

1 カメラの電源をOFFにしてからレンズを取り外す
レンズを取り外したら、カメラの電源をONにしてください。

2 セットアップメニューで［クリー
ニングミラーアップ］を選んでマ
ルチセレクターの2を押す

3 Jボタンを押す
•クリーニングミラーアップの待機状
態になります。

•液晶モニター、表示パネル、ファイ
ンダー内表示に右のように表示され
ます。

•ローパスフィルターのお手入れを止
めるには、カメラの電源をOFFにし
てください。
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4 シャッターボタンを全押しする
•ミラーが上がり、シャッターが開い
た状態になります。

•このとき、表示パネルは右のような
点滅表示になります。ファインダー
内の表示は消灯します。

5 ローパスフィルターに光が当たる
ようにカメラを持ち、ゴミやほこ
りが付いていないかどうかを点検
する
•ゴミやほこりが付いていない場合は、
手順7にお進みください。

6 ローパスフィルターに付いたゴミ
やほこりをブロアーで払う
•ブラシの付いていないブロアーをお
使いください。ブラシでローパス
フィルターの表面に傷が付くことが
あります。

•ブロアーで取り除けない汚れがある場合は、ニコンサービス機関
にクリーニングをお申し付けください。絶対に、手でこすった
り、布で拭き取ったりしないでください。

7 カメラの電源をOFFにし、付属のボディーキャップを付ける
•ミラーがダウンしてシャッター幕が閉じます。
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D 作業中のシャッター幕の破損を防ぐために
カメラのシャッター幕は非常に破損しやすい部品です。シャッター幕はカメラ
に電源の供給がなくなると、自動的に閉じる構造になっています。作業中に不
意にシャッター幕が閉じて破損することを防ぐために、次の点にご注意ください。
•作業中に電源をOFFにしないでください。
•作業中にバッテリーやACアダプターを取り外さないでください。
•ミラーアップ中にバッテリー残量が少なくなった場合、電子音が鳴り、セルフ
タイマーランプが点滅してお知らせします。約2分経過するとシャッター幕が
閉じてミラーがダウンするので、ただちに作業を終了してください。

D ローパスフィルターに付着するゴミなどについて
ローパスフィルターには、カメラからレンズまたはボディーキャップを取り外
した際に外部からカメラ内に入ったゴミや、まれにカメラ内部の潤滑剤や細粉
などが付着することがあり、撮影条件によってはローパスフィルターに付着し
たゴミや潤滑剤、細粉などが撮影画像に写り込む場合があります。カメラ内へ
のゴミの侵入を防止するため、ほこりの多い場所でのレンズ交換やボディー
キャップの着脱は避け、カメラ本体のマウント部およびレンズのマウント部、ボ
ディーキャップのゴミを除去してからカメラに取り付けてください。レンズを
外してカメラを保管するときは、必ず付属のボディーキャップを装着してくだ
さい。ローパスフィルターに付着したゴミなどをイメージセンサークリーニン
グ（0453）で取り除ききれないときは、455ページの手順でクリーニングして
いただくか、ニコンサービス機関にクリーニングをお申し付けください。なお、
ゴミの写り込みは、画像加工アプリケーションなどで修正できます。

D 定期点検、オーバーホールのおすすめ
カメラは精密機械ですので、1～2年に1度は定期点検を、3～5年に1度はオー
バーホールすることをおすすめします（有料）。
•特に業務用にお使いの場合は、早めに点検整備を受けてください。
•より安心してご愛用いただけるよう、お使いのレンズやスピードライトなども
併せて点検依頼されることをおすすめします。
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カメラの使用上のご注意
● 強いショックを与えない
カメラやレンズを落としたり、ぶつけたりしないようにご注意ください。強い衝撃
や振動を加えると、破損したり精密に調整された部分に悪影響を及ぼします。

● 水にぬらさない
カメラは水にぬらさないようにご注意ください。カメラ内部に水滴が入ったりする
と部品がさびついてしまい、修理費用が高額になるだけでなく、修理不能になるこ
とがあります。

● 急激な温度変化を与えない
極端に温度差のある場所に急にカメラを持ち込むと、カメラ内外に水滴が生じ、故
障の原因となります。カメラをバッグやビニール袋などに入れて、周囲の温度にな
じませてからお使いください。

● 強い電波や磁気の発生する場所で撮影しない
強い電波や磁気を発生するテレビ塔などの周囲や、強い静電気の周囲では、記録
データが消滅したり、撮影画像へのノイズ混入等、カメラが正常に機能しないこと
があります。

● 長時間、太陽に向けて撮影または放置しない
太陽などの高輝度被写体に向けて長時間直接撮影したり、放置したりしないでくだ
さい。過度の光照射は撮像素子の褪色・焼き付きを起こすおそれがあります。ま
た、その際撮影された画像に、真っ白くにじみが生じることがあります。

● カメラ本体のお手入れについて
カメラ本体のお手入れの際は、ブロアーでゴミやほこりを軽く吹き払ってから、乾
いた柔らかい布で軽く拭いてください。特に、海辺で使った後は、真水を数滴たら
した柔らかい清潔な布で塩分を拭き取ってから、乾いた柔らかい布で軽く拭いて乾
かしてください。まれに、ブラシなどで表示パネルを拭いた場合に、静電気で表示
パネルが点灯したり、黒く変色したりすることがありますが、故障ではありませ
ん。しばらくすると元に戻ります。

カメラとバッテリーの取り扱い上の
ご注意
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● ミラーやレンズの手入れ方法について
ミラーやレンズは傷が付きやすいので、ゴミやほこりが付いているときは、ブロ
アーで軽く吹き払う程度にしてください。なお、スプレー缶タイプのブロアーの場
合、スプレー缶を傾けずにお使いください（中の液体が気化されずに吹き出し、ミ
ラーやレンズを傷つける場合があります）。レンズに万一指紋などが付いてしまっ
た場合は、柔らかい清潔な布に市販のレンズクリーナーを少量湿らせて、軽く拭き
取ってください。

● ローパスフィルターの手入れ方法について
撮像素子の前面にあるローパスフィルターのクリーニングの方法については
0453、455ページをご覧ください。

● レンズの信号接点について
レンズの信号接点を汚さないようにご注意ください。

● シャッター幕に触れない
シャッター幕は非常に薄いため、押さえたり、突いたり、ブロアーなどで強く吹く
などは、絶対にしないでください。傷や変形、破損などの原因となります。

● 風通しのよい場所に保管する
カビや故障などを防ぐため、風通しのよい乾燥した場所を選んでカメラを保管して
ください。防虫剤があるところ、磁気を発生する器具のそば、高温となる夏季の車
内、使用しているストーブの前などにカメラを置かないでください。故障の原因に
なります。

● 長期間使用しないときは、バッテリーを取り出し、乾燥剤と一緒に保管
する

カメラを長期間使用しないときは、バッテリーの液もれなどからカメラを保護する
ために、必ずカメラからバッテリーを取り出しておいてください。保管する際は、
カメラをポリエチレン袋などに乾燥剤と一緒に入れておくとより安全です。ただ
し、皮ケースをビニール袋に入れると、変質することがありますので避けてくださ
い。バッテリーは高温、多湿となる場所を避けて保管してください。乾燥剤（シリ
カゲル）は湿気を吸うと効力がなくなるので、ときどき交換してください。カメラ
を長期間使用しないまま放置しておくと、カビや故障の原因となることがあるの
で、月に一度を目安にバッテリーを入れ、カメラを操作することをおすすめします。

● バッテリーやACアダプターを取り外すときは、必ずカメラの電源を
OFFにする

カメラの電源がONの状態で、バッテリーを取り出したり、ACアダプターを取り外
すと、故障の原因となります。特に撮影中や記録データの削除中に前記の操作は行
わないでください。
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● 液晶モニターについて
• モニター画面は、非常に精密度の高い技術で作られており、99.99% 以上の有効
ドットがありますが、0.01%以下でドット抜けするものがあります。そのため、
常時点灯（白、赤、青、緑）あるいは非点灯（黒）の画素が一部存在することが
ありますが、故障ではありません。また、記録される画像には影響ありません。
あらかじめご了承ください。

• 屋外では日差しの加減で液晶モニターが見えにくい場合があります。
• 液晶モニター表面を強くこすったり、強く押したりしないでください。液晶モニ
ターの故障やトラブルの原因になります。もしゴミやほこり等が付着した場合
は、ブロアーで吹き払ってください。汚れがひどいときは、柔らかい布やセーム
革等で軽く拭き取ってください。万一、液晶モニターが破損した場合、ガラスの
破片などでケガをするおそれがあるので充分ご注意ください。中の液晶が皮膚や
目に付着したり、口に入ったりしないよう、充分ご注意ください。

バッテリーの使用上のご注意
お使いになる前に、必ず「安全上のご注意」（0xiv～xx）をお読みになり、記載
事項をお守りください。
• バッテリーの使用方法を誤ると液もれにより製品が腐食したり、バッテリーが破
裂したりするおそれがあります。次の使用上の注意をお守りください。
- バッテリーはカメラの電源をOFFにしてから入れる。
- バッテリーを長時間使用した後は、バッテリーが発熱していることがあるので注意する。
- バッテリーの端子は、汚さないように注意する。
- 必ず指定のバッテリーを使う。
- バッテリーを火の中に投入したり、ショートさせたり、分解したりしない。
- カメラやチャージャーから取り外したバッテリーには、必ず端子カバーを付ける。

• カメラの使用直後など、バッテリーの温度が高くなっている場合は、温度が下が
るのを待ってから充電してください。バッテリー内部の温度が高い状態では、充
電ができなかったり、または不完全な充電になるばかりでなく、バッテリーの性
能が劣化する原因になります。

• しばらく使わない場合は、カメラでバッテリーを使い切った状態でカメラから取
り外し、涼しいところで保管してください。周囲の温度が15℃ ～ 25℃くらいの
乾燥したところをおすすめします。暑いところや極端に寒いところは避けてくだ
さい。

• 使用後のバッテリーは半年以内に充電するようおすすめします。長期間保管する
場合は、半年に一回程度充電した後、カメラでバッテリーを使い切ってから涼し
いところで保管してください。
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• 使用しないときは必ずバッテリーをカメラやチャージャーから取り外してくだ
さい。付けたままにしておくと、電源が切れていても微少電流が流れていますの
で、過放電になり使えなくなるおそれがあります。

•バッテリーは 0℃～ 40℃の範囲を超える場所ではお使いにならないでください。
バッテリーの性能が劣化したり、故障の原因となります。周囲の温度が
5℃～35℃の室内で充電してください。バッテリーの温度が0℃以下、60℃以上
のときは、充電をしません。

•バッテリーの温度が0℃ ～ 15℃、45℃ ～ 60℃のときは、充電できる容量が少な
くなる、または充電時間が長くなることがあります。

•一般的な電池特性として、周囲の温度が下がるにつれ、バッテリーに充電できる
容量は少なくなります。新品のバッテリーでも、約5℃以下の低温で充電した場
合、セットアップメニューの［電池チェック］（0384）で劣化度が「1」と表示
されることがありますが、約20℃以上で再充電すると劣化度の表示は「0」に戻
ります。

•一般的な電池特性として、周囲の温度が下がるにつれ、使用できるバッテリー容
量は少なくなります。このカメラでは、温度変化に対して使用できる容量も的確
にバッテリー残量として表示します。そのため、充分に充電したバッテリーでも、
充電したときよりも温度が低くなると、充電直後から残量が減り始めた表示にな
ることがあります。

•カメラの使用後は、バッテリーが熱くなっていることがあります。取り出しの際
はご注意ください。

● 撮影前にバッテリーをあらかじめ充電する
撮影前にバッテリーを充電してください。付属のバッテリーは、ご購入時にはフル
充電されていません。

● 予備バッテリーを用意する
撮影の際は、充電された予備のバッテリーをご用意ください。特に、海外の地域に
よってはバッテリーの入手が困難な場合があるので、ご注意ください。

● 低温時にはフル充電したバッテリーを使用し、予備のバッテリーを用意
する

低温時に消耗したバッテリーを使用すると、カメラが作動しないことがあります。
低温時にはフル充電したバッテリーを使用し、保温した予備のバッテリーを用意し
て暖めながら交互に使用してください。低温のために一時的に性能が低下して使え
なかったバッテリーでも、常温に戻ると使えることがあります。

● バッテリーの残量について
• 電池残量がなくなったバッテリーをカメラに入れたまま、何度も電源のON/OFF
を繰り返すと、バッテリーの寿命に影響を及ぼすおそれがあります。電池残量が
なくなったバッテリーは、充電してお使いください。
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• 充分に充電したにもかかわらず、室温での使用状態でバッテリーの使用時間が極
端に短くなってきた場合は、バッテリーの寿命です。新しいリチャージャブル
バッテリーをお求めください。

● 充電が完了したバッテリーを続けて再充電しない
バッテリー性能が劣化します。

● 小型充電式電池のリサイクル
不要になった充電式電池は、貴重な資源を守るために、廃棄
しないで充電式電池リサイクル協力店へお持ちください。

チャージャーの使用上のご注意
•充電中にチャージャーをゆすったり、充電中のバッテリーに触れたりすると、振
動や静電気の影響により、きわめてまれではありますが、未充電にもかかわらず
充電完了表示になる場合があります。このような場合にはバッテリーを取り外
し、再度セットして充電を再開してください。

•チャージャーの端子をショートさせないでください。発熱、破損の原因となります。
•バッテリーをカメラやチャージャーから取り外しておくときは、ショートを防止
するため、付属の端子カバーを取り付けてください。

•チャージャーを使用しないときは、電源プラグをコンセントから抜いてください。
•バッテリーチャージャーMH-25aに対応していないバッテリーは、バッテリーチャー
ジャーMH-25aで充電しないでください。

数字の有無と数値は、
電池によって異なり
ます。
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次の機能については、✔が付いている撮影モードでのみ設定が可能です。

撮影モードによって設定に制限がある
機能一覧

i j

P、
S、
A、
M　

k、　p、
n、o、
s、w、

0

　l、　m、
r、t、
u、v、
x、y、
z

% giu

1、
2、
3

静
止
画
撮
影
メ
ニ
ュ
ー

/動
画
撮
影
メ
ニ
ュ
ー

ホワイトバランス － － ✔ － － － － － － －

ピクチャーコントロール － － ✔ － － － － － － －

アクティブ
D-ライティング

－
※1
－
※1 ✔ － ※1 － ※1 － － － － －

HDR（ハイダイナミッ
クレンジ）

－ － ✔ － － － － － － －

長秒時ノイズ低減 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ － ✔ ✔ ✔ ✔

高感度ノイズ低減 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ － ✔ ✔ ✔ ✔

ISO感度設定 ✔
※2

✔
※2 ✔ ✔※2 ✔※2 － ✔

※2
✔
※2

✔
※2

✔
※2

多重露出 － － ✔ － － － － － － －

動画ISO感度設定 － － ✔ － － － － － － －

微速度撮影 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ － － － － －

撮
影
関
連
の
設
定

測光モード － － ✔ － － － － － － －

露出補正 － － ✔ ✔ ✔ ✔ － － － －

オートブラケティング － － ✔ － － － － － － －

フラッシュモード ✔ － ✔ ✔ － － ✔ － － －

調光補正 － － ✔ ✔ － － － － － －

FVロック ✔ － ✔ ✔ － － ✔ － － －

ファインダー撮影時の
AFモード

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ － － － ✔

ファインダー撮影時の
AFエリアモード

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ － ✔ － ✔ ✔
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撮
影
関
連
の
設
定 ライブビュー /動画

撮影時のAFモード
✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ － － ✔ ✔

ライブビュー /動画撮影
時のAFエリアモード

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔
※3

✔
※3 －

✔
※3 ✔

カ
ス
タ
ム
メ
ニ
ュ
ー

a9：内蔵AF補助光の照
射設定

✔ ✔ ✔ ✔※4 ✔※5 ✔ ✔ － ✔ ✔

b3：露出補正簡易設定 － － ✔ － － － － － － －

b4：マルチパターン測光 － － ✔ － － － － － － －

b5：中央部重点測光範囲 － － ✔ － － － － － － －

d5：フラッシュ使用
推奨表示

－ － ✔ － － － － － － －

e2：フラッシュ時シャッ
タースピード制限

－ － ✔ － － － － － － －

e3：内蔵フラッシュ発光/
外付けフラッシュ発光

－ － ✔ － － － － － － －

e4：フラッシュ使用時
の露出補正

－ － ✔ － － － － － － －

e5：モデリング発光 － － ✔ － － － － － － －

e6：オートブラケティ
ングのセット

－ － ✔ － － － － － － －

e7：BKTの順序 － － ✔ － － － － － － －

※1 アクティブD-ライティングは、常に［オート］になります。 
※2［感度自動制御］は設定できません。
※3 ターゲット追尾AFには設定できません。
※4 撮影モードがwのときは設定できません。
※5 撮影モードがx、y、zのときのみ設定できます。

A 撮影モードによって設定に制限がある機能について
上記以外にも、組み合わせによっては設定できない機能があります。

i j

P、
S、
A、
M　

k、　p、
n、o、
s、w、

0

　l、　m、
r、t、
u、v、
x、y、
z

% giu

1、
2、
3
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次のグラフは、撮影モードがPのとき（090）の露出制御プログラム
（ISO 100の場合）を表しています。

• 測光範囲により、EV値の両端に制限があります。
• マルチパターン測光では、ISO 100の場合16 1/3を超えるEV値では、全て16 1/3

として制御されます。

撮影モードP（プログラムオート）の
プログラム線図
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カメラの動作がおかしいときは、ご購入店やニコンサービス機関にお問
い合わせになる前に、次の項目をご確認ください。

電源・表示関連

故障かな？と思ったら

● 電源ONの状態で、カメラの操作ができない
•画像や動画の記録などの処理が終わるまでお待ちください。
•操作できない状態が続くときは、電源をOFFにする操作をしてください。
•電源がOFFにならない場合は、バッテリーを入れ直してください。
•ACアダプター使用時は付け直してください。

-記録中であったデータは保存されません。
- 保存済みのデータはバッテリーやACアダプターの取り外しでは失われません。

● ファインダー内がはっきり見えない
•ファインダー内の見え方は、視度調節ダイヤルを回して調節できます（028）。
•視度調節しても被写体がはっきり見えない場合は、AFモード（0119）をAF-S、

AFエリアモード（0121）をシングルポイントAFに設定します。次に、中央の
フォーカスポイントを選んで、コントラストの高い被写体にオートフォーカスで
ピントを合わせます。その状態で被写体が最もはっきり見えるように調節してく
ださい。

•視度調節ダイヤルの範囲を超える補正が必要な場合は、別売の接眼補助レン
ズをお使いになることをおすすめします（0447）。

● ファインダー内が暗い
バッテリー残量は充分ですか？　バッテリーが入っていない場合や、入ってい
ても残量がない場合は、ファインダー内が暗く表示される場合があります
（023、25）。
● ファインダー内や表示パネル、液晶モニターの表示が、すぐに消えてしまう
カスタムメニュー c2［半押しタイマー］やc4［モニターのパワーオフ時間］
で、表示が消えるまでの時間を設定できます（0334、335）。

● 表示パネルやファインダー内の表示が薄い、表示が遅い
低温や高温のときは液晶表示の濃度が変わったり、応答速度が遅くなることが
あります。

● ファインダー内に線や模様が見える
液晶の特性上、フォーカスポイントなどから外側に延びる細い線が見えたり、
フォーカスポイントを照明するときにファインダー内が赤くなることがあり
ますが、いずれも故障ではありません。
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撮影関連（全撮影モード共通）
● 電源をONにしてから、撮影できる状態になるまでに時間がかかる

SDカード内にフォルダーや画像が大量にあるときは、ファイル検索のため時間
がかかる場合があります。

● シャッターがきれない
•残量のあるSDカードが入っていますか？（025）
•SDカードがロックされていませんか？（032）
•カスタムメニュー f7［カードなし時レリーズ］が［レリーズ禁止］になって
いませんか？（0367）

•内蔵フラッシュの充電中はシャッターがきれません（0186）。
•ピント表示（I）は点灯していますか？
•Gタイプ、Eタイプレンズ以外のCPUレンズを装着している場合は、レンズの
絞りリングを最小絞り（最も大きい数値）に設定しないとシャッターがきれ
ません。表示パネルにBと表示されている場合、カスタムメニュー f5［コ
マンドダイヤルの設定］の［絞り値の設定方法］を［絞りリング］に設定す
ると、レンズの絞りリングで絞り値を設定できます（0364）。

•CPUレンズが装着されていますか？　非CPUレンズは撮影モードAまたはM
以外ではお使いになれません（0435）。

● シャッターがきれるのが遅い
カスタムメニュー d4［露出ディレーモード］を［しない］にしてください
（0338）。
● リモコンの送信ボタンを押しても撮影できない

•リモコンの電池残量はありますか？（0449）
•リモコンモードに設定されていますか？（0194）
•フラッシュの充電中は、シャッターがきれません（0186）。
•送信ボタンを押す前にカスタムメニュー c5［リモコン待機時間（ML-L3）］
を過ぎると、リモコンモードはリセットされます（0335）。シャッターボタ
ンを半押ししてください。

•極端な逆光状態などでは、リモコン撮影ができない場合があります。
● 連続撮影できない
内蔵フラッシュが発光する場合は、連続撮影できません（0186）。
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● ピントが合わない
•マニュアルフォーカスになっていませんか？　オートフォーカスで撮影する
には、フォーカスモードセレクターをAFに合わせてください（0119）。

•次のような被写体では、オートフォーカスではピントが合わせづらい場合が
あります。マニュアルフォーカス、フォーカスロックを利用して撮影してく
ださい（0127、130）。
明暗差がはっきりしない/遠くのものと近くのものが混在する/連続した繰り
返しパターン/輝度差が著しく異なる/背景に対して主要被写体が小さい/絵
柄が細かい

● シャッターボタンを半押ししても、フォーカスロックされない
AFモードがAF-CまたはAF-Aで自動的にAF-Cが選ばれたときは、AAE/
AFロックボタンを押してフォーカスをロックしてください（0127）。

● フォーカスポイントを選べない
•フォーカスポイントロックレバー（マルチセレクター）が L（ロック）の位
置になっていませんか？（0125）

•AFエリアモードがオートエリアAFのときは、選べません（0121）。
•AFエリアモードを顔認識AFにしてライブビュー撮影を行っている場合は、選
べません（058）。

•画像の再生時またはメニューの操作時には、フォーカスポイントを選べませ
ん（019、237）。

•半押しタイマーがオフになっていませんか？　フォーカスポイントを選択す
るには、シャッターボタンを半押しして半押しタイマーをオンにしてくださ
い（038）。

● AFモードを変更できない
フォーカスモードセレクターがM（マニュアルフォーカス）になっていません
か？（0130）

● AFエリアモードを変更できない
フォーカスモードセレクターがM（マニュアルフォーカス）になっていません
か？（0130）

● 画像サイズを変更できない
［画質モード］が［RAW］のときは、画像サイズを変更できません（0115）。
● 画像の記録に時間がかかる
静止画撮影メニュー［長秒時ノイズ低減］が［する］になっていませんか？
（0315）



469

● 画像がざらつく
• ISO 感度が高くなっていませんか？　静止画撮影メニューまたは動画撮影メ
ニューの［高感度ノイズ低減］を［強め］、［標準］、［弱め］のいずれかに設
定すれば、ざらつきを低減できます（0315）。

•シャッタースピードが1秒より低速な場合は、ざらつきが発生しやすくなりま
す。静止画撮影メニュー［長秒時ノイズ低減］を［する］にして撮影すると、
ざらつきを低減できます（0315）。

•アクティブD-ライティングを設定していませんか？　撮影シーンによって
は、ざらつきが強調される場合があります（0175）。

● AF補助光ランプが光らない
•次の場合、AF補助光を照射しません。

-ファインダー撮影時のAFモードがAF-CまたはAF-Aで自動的にAF-Cが選
ばれたとき（0119）

-ライブビュー /動画撮影時
-オートエリア AF以外の AFエリアモードで中央以外のフォーカスポイント
が選択された場合（0121、125）

•カスタムメニュー a9［内蔵AF補助光の照射設定］が［しない］になってい
ませんか？（0330）

•AF補助光ランプを連続して使うと、保護機能が働いて一時的に照射が制限さ
れます。少し時間をおくと再び照射するようになります。また、短時間に何
回も使うと、AF補助光ランプが熱くなることがあるのでご注意ください。

● 画像にゴミが写り込む
•レンズの前面または背面（マウント側）が汚れていませんか？
•撮像素子の前面にあるローパスフィルターにゴミが付着していませんか？
イメージセンサークリーニングを行ってください（0453）。

● 動画に音声が録音されない
動画撮影メニュー［マイク感度］が［録音しない］になっていませんか？

● ライブビューが開始されなかったり、自動的に終了する
•次のような場合は、高温によるカメラへの損傷を抑えるために、ライブビュー
の開始を制限したり自動的に終了したりすることがあります。
-撮影時の気温が高い場合
-ライブビュー撮影や動画撮影を長時間行った場合
-連続撮影を行った直後など

•カメラが熱くなってライブビューを開始できない場合は、カメラ内部の温度
が下がるまでライブビューを一時休止してください。このとき、カメラボ
ディー表面が熱くなることがありますが故障ではありません。
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撮影関連（撮影モードP、S、A、M）

● ライブビュー表示中にノイズが発生する
長時間ライブビューで撮影すると、カメラ内部の温度が上昇することがあるた
め、ノイズ（ざらつき、むら、輝点）が発生する場合があります。撮影時以外
は、ライブビューを終了してください。

● ライブビュー表示中や動画撮影時に画面にちらつきや横縞が生じる
セットアップメニュー［フリッカー低減］の設定を、カメラをお使いになる地
域の電源周波数に合わせてください（0381）。

● ライブビュー表示中や動画撮影時に横帯状の明るい部分が生じる
撮影している周囲でスピードライトやフラッシュなどが発光されたり、イルミ
ネーションなどの点滅する光源がある場合には、画面の一部が明るくなった
り、明るい横帯が発生することがあります。

● 選択または設定できないメニュー項目がある
撮影モードによっては、設定できない機能があります。この場合、その項目は
選択できません。

● シャッターがきれない
•CPUレンズが装着されていますか？　非CPUレンズはA、M以外の撮影モード
ではお使いになれません（0435）。

•撮影モードMでシャッタースピードをA（バルブ）または%（タイム）
に設定し、そのまま撮影モードをSに変更した場合は、シャッタースピード
を再設定してから撮影してください（091）。

● 設定できるシャッタースピードの範囲が狭い
フラッシュ撮影時は、シャッタースピードが制限されます。フラッシュ撮影時
の同調シャッタースピードは、カスタムメニュー e1［フラッシュ撮影同調速
度］で、1/250～ 1/60秒の範囲で設定できます。［1/250秒（オートFP）］ま
たは［1/200秒（オートFP）］に設定して、別売のオートFPハイスピードシ
ンクロ対応スピードライト を使用すると、全シャッタースピードに同調可能
なオートFP ハイスピードシンクロが可能です（0344）。

● 画像の色合いがおかしい
•ホワイトバランスは正しく設定されていますか？（0144）
•ピクチャーコントロールは正しく設定されていますか？（0164）

● ホワイトバランスのプリセットマニュアルのデータが取得できない
被写体が明るすぎるか、暗すぎます（0156）。
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再生関連

● ホワイトバランスのプリセットマニュアルのデータとして設定できない画像
がある
この機種以外のカメラで撮影した画像は、プリセットマニュアルデータとして
設定することはできません（0161）。

● ホワイトバランス（WB）ブラケティング撮影ができない
•RAWまたはRAWを含む画質モードの場合、ホワイトバランスブラケティン
グ撮影はできません（0114、208）。

•ホワイトバランスブラケティングと多重露出による撮影を同時に行うことは
できません（0215）。

●［ピクチャーコントロール］の効果が安定しない
［ピクチャーコントロール］、［カスタムピクチャーコントロール］の調整画面
で、［輪郭強調］、［明瞭度］、［コントラスト］、［色の濃さ（彩度）］のいずれか
が［A］（オート）に設定されています。ピクチャーコントロールの効果を一
定にするには、これらの項目を［A］（オート）以外に設定してください
（0168）。
● 測光モードが変更できない

AEロック中は、測光モードを変更できません（0140）。
● 露出補正ができない
撮影モードがMの場合、露出補正を行っても、露出インジケーターの表示が変
化するだけで、シャッタースピードと絞り値は変化しません（0142）。

● 画像の一部が赤っぽくなる
シャッタースピードをA（バルブ）または%（タイム）にした場合など、
長時間露出で撮影すると、画像の一部が赤っぽくなることがあります。この現
象は、静止画撮影メニュー［長秒時ノイズ低減］を［する］に設定することで
低減できます（0315）。

● 画像にむらが出る
シャッタースピードをA（バルブ）または%（タイム）にした場合など、
長時間露出で撮影すると、画像の一部にむらが出ることがあります。この現象
は、静止画撮影メニュー［長秒時ノイズ低減］を［する］に設定することで低
減できます（0315）。

● RAW画像が表示されない
［画質モード］を［RAW＋FINE］、［RAW＋NORMAL］、［RAW＋BASIC］に
して撮影した画像は、JPEG画像しか再生されません（0115）。
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● 他のカメラで撮影した画像が表示されない
この機種以外のカメラで撮影した画像は、正常に表示されないことがあります。

● 全ての画像が表示されない
再生メニュー［再生フォルダー設定］を［全てのフォルダー］にしてください
（0298）。
● 画像の縦位置・横位置が正しく表示されない

•再生メニュー［縦位置自動回転］が［しない］になっていませんか？（0305）
•セットアップメニュー［縦横位置情報の記録］が［しない］になっていませ
んか？（0383）

•撮影直後の画像確認では自動回転はしません（0305）。
•カメラを上向き・下向きにして撮影すると、縦横位置情報が正しく得られな
い場合があります（0383）。

● 画像が削除できない
•SDカードがロックされていませんか？（032）
•画像にプロテクトが設定されていませんか？（0253）

●  画像が編集できない
このカメラでは編集できない画像です（0397）。

●［撮影画像がありません］と表示される
SDカードの交換直後に画像を再生するときは、再生メニュー［再生フォルダー
設定］を［全てのフォルダー］にしてください（0298）。

● プリント指定ができない
•SDカードがロックされていませんか？（032）
•SDカードの空き容量が不足していませんか？（030）

● ダイレクトプリントができない
RAW画像はダイレクトプリントできません（0266）。

● RAW画像をプリントできない
•画像編集メニューの［RAW現像］などでRAW画像からJPEG画像を作成して
からプリントしてください（0408）。

•RAW画像はパソコンに転送してから、Capture NX-Dまたは付属のViewNX 2
などのソフトウェアを使ってプリントしてください（0448）。

● 画像がHDMI対応機器で再生できない
HDMIケーブルが正しく接続されているか確認してください（0273）。

● HDMI-CEC対応機器のリモコンから制御できない
•セットアップメニューの［HDMI］の［機器制御］が［する］になっている
か確認してください（0274）。

•テレビ側のHDMI-CECの設定については、テレビの使用説明書などをご覧く
ださい。
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Wi-Fi（無線LAN）関連

その他

● 画像をパソコンに転送できない
お使いのパソコンのOSによっては、カメラをパソコンに接続して画像を転送
できないことがあります（0259）。カードリーダーなどの機器を使って、SD
カードの画像をパソコンに保存してください。

● Capture NX-Dでイメージダストオフ機能が動作しない
次の場合は、イメージセンサークリーニングにより、ローパスフィルター表面の
ゴミの位置が変わってしまうため、イメージダストオフ機能を使用できません。
•イメージセンサークリーニングを実行する前に撮影した画像に対して、ク
リーニング後に取得したイメージダストオフデータを使ってゴミの写り込み
を取り除こうとしたとき

•イメージセンサークリーニングを実行する前に取得したイメージダストオフ
データを使って、クリーニング後に撮影した画像に対してゴミの写り込みを
取り除こうとしたとき（0379）

●［ピクチャーコントロール］、［アクティブD-ライティング］、［ヴィネットコ
ントロール］の効果がパソコンで確認できない
RAW画像で記録した場合、当社製ソフトウェア以外では機能しません。RAW
画像の現像はCapture NX-Dまたは付属のViewNX 2をお使いください。

● スマートデバイスにカメラのSSID（ネットワーク名）が表示されない
•セットアップメニュー［Wi-Fi］の［通信機能］が［有効］になっているこ
とを確認してください（0280）。

•スマートデバイスのWi-Fi機能をOFFにしてからONにし直してみてください。

● 撮影日時が正しく表示されない
カメラの内蔵時計は合っていますか？　カメラの内蔵時計は腕時計などの一
般的な時計ほど精度は高くないので、定期的に日時設定を行うことをおすすめ
します（027、382）。

● 表示されているメニュー項目が選べない
•SDカードをカメラに挿入していないときは、選べない項目があります。
•一部のメニュー項目は、カメラの設定状況によって選べない場合があります。
•セットアップメニュー［電池チェック］は、電源に別売のパワーコネクター
とACアダプターを使用している場合は選べません（0384）。
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表示パネル、ファインダー、液晶モニターに表示される警告メッセージ
の意味は次の通りです。

警告メッセージ

こんなとき

原因 対処方法 0表示
パネル

ファイ
ンダー
内表示

B 
（点滅）

B 
（点滅）

レンズの絞りリングが
最小絞りになっていま
せん。

レンズの絞りリングを最小絞
り（最も大きい値）にしてく
ださい。

32

H d バッテリー残量は残り
わずかです。

バッテリー交換の準備をして
ください。

23、
25

H　
（点滅）

d　
（点滅）

• バッテリーが消耗し
ています。

• バッテリーを交換してくだ
さい。

25

• バッテリーを充電してくだ
さい。

23

• バッテリーとの情報
通信ができません。

• このバッテリーは使用できま
せん。ニコンサービス機関に
ご相談ください。

515

• 別売のマルチパワー
バッテリーパック
MB-D16装着時に、極
端に消耗している
Li-ionリチャージャ
ブ ル バ ッ テ リ ー
EN-EL15、またはカメ
ラと通信できない
バッテリーをカメラ
かMB-D16のいずれ
かで使用しています。

• 極端に消耗したバッテリーを
使用している場合は、充電し
てください。

23

• カメラと通信できないバッテ
リーを使用している場合は、
ニコン純正品のバッテリーと
交換してください。

xxi、
25、
445
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F F

開放絞りからの絞り段
数が表示されていま
す。非CPUレンズが装
着されているか、また
はレンズが装着されて
いない状態で、レンズ
の開放絞り値が設定さ
れていません。

レンズの開放絞り値を設定す
ると、レンズの絞り値が表示
されます。

232

i 
（点滅）

i 
（点滅）

レンズが装着されてい
ないか、非CPUレンズ
が装着されています。

• CPUレンズを装着してくださ
い。すでにCPUレンズを装着
している場合は、一度レンズ
を取り外してから、レンズを
装着し直してください。

26、
430

• 非CPUレンズを装着している
ときは、撮影モードAまたはM
で撮影してください。

435

— F　H
（点滅）

オートフォーカスで
ピント合わせができ
ません。

構図を変えるか、マニュアル
（手動）でピント合わせを行っ
てください。

130

こんなとき

原因 対処方法 0表示
パネル

ファイ
ンダー
内表示
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（シャッタース
ピード表示、絞
り値表示のいず
れかまたは露出
インジケーター
が点滅）

被写体が明るすぎてカ
メラの制御範囲を超え
ています。

• ISO感度を低くしてください。 132
• 撮影モードがPのときは市販
のNDフィルター（光量調節
用）を使用してください（S 、 
Aのときに下記の操作を行っ
ても警告表示が消えない場合
も同様に対応してください）。

448

• 撮影モードがSのときは
シャッタースピードをより高
速側にセットしてください。

91

• 撮影モードがAのときは絞り
を絞り込んでください（より
大きい数値）。

92

• 撮影モードが%の場合は、
撮影モードを切り換えてく
ださい。

6

被写体が暗すぎて、カ
メラの制御範囲を超え
ています。

• ISO感度を高くしてください。 132
• 撮影モードがPのときはフラッ
シュを使用してください（S 、 
A のときに下記の操作を行って
も警告表示が消えない場合も
同様に対応してください）。

183

• 撮影モードがSのときは
シャッタースピードをより低
速側にセットしてください。

91

• 撮影モードがAのときは絞り
を開いてください（より小さ
い数値）。

92

A

（点滅）
A

（点滅）

撮影モードがSのとき
にシャッタースピード
が A にセットさ
れています。

• シャッタースピードを変えて
ください。

• 撮影モードMで撮影してくだ
さい。

91、
94

こんなとき

原因 対処方法 0表示
パネル

ファイ
ンダー
内表示
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%

（点滅）
%

（点滅）

撮影モードがSのとき
にシャッタースピード
が % にセットされて
います。

• シャッタースピードを変えて
ください。

• 撮影モードMで撮影してくだ
さい。

91、
94

P　
（点滅）

k　
（点滅）

カメラが処理を行って
います。

カメラが処理を終えるまでお
待ちください。

—

—
c

（点滅）
フラッシュがフル発光
しました。

撮影に必要な光量が不足して
いる可能性があります。撮影
距離、絞り値、調光範囲、ISO 
感度などをご確認ください。

187

n

（点滅）
j

（点滅）

• 画像を記録する空き
容量がありません。

• カメラが扱えるファ
イル数をオーバーし
ています。

• SDカードに記録されている画
像を削除して、SDカードに画
像ファイルが保存可能な状態
にしてください。必要な画像
はパソコンなどに転送して
バックアップしてください。

254、
261

• 新しいSDカードに交換してく
ださい。

25

O

（点滅）
O

（点滅）
撮影中に何らかの異常
を検出しました。

もう一度シャッターボタンを
押してください。警告表示が
解除されない場合や、頻繁に
警告が表示される場合は、ニ
コンサービス機関にご相談く
ださい。

515

こんなとき

原因 対処方法 0表示
パネル

ファイ
ンダー
内表示
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こんなとき
原因 対処方法 0液晶モニター

表示
パネル

メモリーカードが
入っていません。

S

SDカードが入っ
ていないか、正
しくセットされ
ていません。

SDカードを正しくセット
してください。 25

このメモリーカード
は壊れている可能性
があるため、
使用できません。
カードを交換
してください。

W、
O　
（点滅）

• SDカードへ
のアクセス異
常です。

• このカメラ用のSDカー
ドであるかどうかを確認
してください。

494

• SDカードが壊れている
可能性があります。ニコ
ンサービス機関にご連絡
願います。

515

• 新規フォル
ダーが作成で
きません。

• SDカードに記録されて
いる画像を削除して、
SDカードに画像ファイ
ルが保存可能な状態にし
てください。必要な画像
はパソコンなどに転送し
てバックアップしてくだ
さい。

254、
261

• 新しいSDカードに交換
してください。

25

g
W、
O　
（点滅）

Eye-Fiカードを
コントロールで
きません。

• Eye-Fiカードのファーム
ウェアが最新版になって
いるか確認してください。

393

• 新しいSDカードに交換す
るか、必要な画像をパソ
コンなどに転送してバッ
クアップした後、カメラ
でEye-Fiカードをフォー
マットしてからご使用く
ださい。

25

メモリーカードが
書き込み禁止に
なっています。

W、
X　
（点滅）

SDカードの書
き込み禁止ス
イッチがロック
されています。

SDカードのロックを解除
してください。

32
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Eye-Fiカードは
書き込み禁止の
状態では使用
できません。

W、
O　
（点滅）

Eye-Fiカードの
書き込み禁止ス
イッチがロック
されています。

Eye-Fiカードのロックを解
除してください。

32

このメモリーカード
は初期化 （フォー
マット）されていま
せん。フォーマット
してください。

T

（点滅）

SDカードが正
しく初期化され
ていません。

• SDカードを初期化して
ください。

376

• 正しく初期化されたSD
カードに交換してくだ
さい。

25

時計がリセット
されました

—
内蔵時計の日時
が設定されてい
ません。

日時を設定してください。 27

ライブビューを
開始できません。
しばらくお待ち
ください。

—
カメラ内部の温
度が高くなって
います。

カメラ内部の温度が下がる
まで、ライブビュー撮影ま
たは動画撮影を一時休止し
てください。

64、
73

撮影画像が
ありません。

—

• 撮影画像があ
りません。

• 画像が記録されているSD
カードを入れてください。

25

• 再生するフォ
ルダーの指定
に問題があり
ます。

• 再生メニューの［再生
フォルダー設定］で、表
示可能な画像があるフォ
ルダーを選んでください。

298

全ての画像が
非表示に設定
されています。

—

記録されている
画像が非表示設
定されているた
めに表示されま
せん。

再生メニューの［非表示設
定］で、画像の非表示設定
を解除してください。

298

こんなとき
原因 対処方法 0液晶モニター

表示
パネル
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このファイルは
表示できません。

—

• パソコンで編
集した画像な
ど、DCF規格
外の画像ファ
イルのため再
生できません。

• 画像ファイル
に異常がある
ため再生でき
ません。

パソコンで編集された画像
を上書き保存しないでくだ
さい。

—

このファイルは
選択できません。

— 編集できない画
像です。

このカメラで撮影または編
集した画像しか画像編集で
きません。

397

この動画は
編集できません。

— 編集できない動
画です。

• このカメラで撮影した動
画しか編集できません。

• 2秒未満の動画は編集でき
ません。

397

86

複数の接続先を検
出したため接続を
中止しました。
しばらくしてから、
接続をやり直して
ください。

—

スマートデバイ
スからの通信信
号を受信中、複
数の接続先を検
出したため接続
を中止しました。

しばらくしてから、接続を
やり直してください。

—

エラーが
発生しました

—
Wi-Fiの通信時に
何らかのエラー
が発生しました。

セットアップメニュー
［Wi-Fi］の［通信機能］を
［無効］にしてから、もう一
度［有効］にしてください。

280

カメラの温度が下
がるまで通信機能
は使えません。

—
カメラ内部の温
度が高くなって
います。

カメラの電源をOFFにして、
カメラ内部の温度が下がる
までしばらく待ってから接
続をやり直してください。

—

こんなとき
原因 対処方法 0液晶モニター

表示
パネル
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※プリンターの使用説明書も併せてご覧ください。

プリンターの
状態を確認して
ください。※

— プリンターに異
常があります。

用紙切れなどエラーの原因
を取り除いた後、［継続］
を選んで J ボタンを押す
と、プリントが再開されま
す（エラー内容によって
は、［継続］を選べない場
合があります）。

266

用紙を確認
してください。※

—
指定したサイズ
の用紙がセット
されていません。

指定したサイズの用紙を
セットした後、［継続］を
選んで J ボタンを押し
て、プリントを再開してく
ださい。

266

紙詰まりです。※ — 用紙が詰まりま
した。

詰まった用紙を取り除いた
後、［継続］を選んで Jボ
タンを押して、プリントを
再開してください。

266

用紙が
ありません。※

— 用紙がセットさ
れていません。

指定したサイズの用紙を
セットした後、［継続］を
選んで J ボタンを押し
て、プリントを再開してく
ださい。

266

インクを確認
してください。※

— インクに異常が
あります。

インクを確認した後、［継
続］を選んで J ボタンを
押して、プリントを再開し
てください。

266

インクが
ありません。※

— インクがなくな
りました。

インクを交換した後、［継
続］を選んで J ボタンを
押して、プリントを再開し
てください。

266

こんなとき
原因 対処方法 0液晶モニター

表示
パネル
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ニコンデジタルカメラ D750

主な仕様

型式
型式 レンズ交換式一眼レフレックスタイプデジタルカメラ
レンズマウント ニコンFマウント （AFカップリング、AF接点付）
実撮影画角 ニコンFXフォーマット

有効画素数
有効画素数 2432万画素

撮像素子
方式 35.9×24.0mmサイズCMOSセンサー
総画素数 2493万画素

ダスト低減機能
イメージセンサークリーニング、イメージダストオフデータ
取得 （Capture NX-Dが必要）

記録形式

記録画素数

• 撮像範囲［FX（36×24）1.0×］の場合：
6016×4016 ピクセル （サイズL）
4512×3008 ピクセル （サイズM）
3008×2008 ピクセル （サイズS）

• 撮像範囲［1.2×（30×20）1.2×］の場合：
5008×3336ピクセル （サイズL）
3752×2504ピクセル （サイズM）
2504×1664ピクセル （サイズS）

• 撮像範囲［DX（24×16）1.5×］の場合：
3936×2624 ピクセル （サイズL）
2944×1968 ピクセル （サイズM）
1968×1312 ピクセル （サイズS）
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記録形式

記録画素数

• FX ベースの（動画）フォーマット（撮像範囲［FX（36 ×
24）1.0×］で動画ライブビュー中に静止画撮影する場合）
6016×3376 ピクセル（サイズL）
4512×2528 ピクセル（サイズM）
3008×1688 ピクセル（サイズS）

• DXベースの（動画）フォーマット（撮像範囲［DX（24×
16）1.5×］で動画ライブビュー中に静止画撮影する場合）：
3936×2224 ピクセル（サイズL）
2944×1664 ピクセル（サイズM）
1968×1112 ピクセル（サイズS）

画質モード

• RAW 12ビット/14ビット （ロスレス圧縮、圧縮）
• JPEG-Baseline準拠、圧縮率（約）：FINE （1/4）、NORMAL
（1/8）、BASIC （1/16）サイズ優先時、画質優先選択可能
• RAWとJPEGの同時記録可能

ピクチャー
コントロール
システム

スタンダード、ニュートラル、ビビッド、モノクローム、ポー
トレート、風景、フラット、いずれも調整可能、カスタムピ
クチャーコントロール登録可能

記録媒体
SDメモリーカード、SDHCメモリーカード、SDXCメモリー
カード（SDHCメモリーカード、SDXCメモリーカードはUHS-I
規格に対応）

ダブルスロット
順次記録、同時記録、RAW＋JPEG分割記録ならびにカード
間コピー可能

対応規格 DCF 2.0、DPOF、Exif 2.3、PictBridge
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ファインダー

ファインダー
アイレベル式ペンタプリズム使用一眼レフレックス式ファイ
ンダー

視野率
• FX：上下左右とも約100%（対実画面）
• 1.2×：上下左右とも約97%（対実画面）
• DX：上下左右とも約97%（対実画面）

倍率 約0.7倍（50mm f/1.4レンズ使用、∞、–1.0 m–1のとき）
アイポイント 接眼レンズ面中央から21 mm（–1.0 m–1のとき）
視度調節範囲 –3～＋1 m–1

ファインダー
スクリーン

B型クリアマットスクリーンⅢ
（AFエリアフレーム付、構図用格子線表示可能）

ミラー クイックリターン式

プレビュー
Pvボタンによる絞り込み可能、撮影モードA、Mでは設定絞り
値まで絞り込み可能、その他の撮影モードでは制御絞り値ま
で絞り込み可能

レンズ絞り 瞬間復元式、電子制御式

レンズ

交換レンズ

•G、EまたはDタイプレンズ（PCレンズ一部制限あり）
•G、EまたはDタイプ以外のAFレンズ（IX用レンズ、F3AF用
レンズ使用不可）

•Pタイプレンズ
•DXレンズ（撮像範囲は［DX（24×16）1.5×］）
•非CPUレンズ（ただし、非AIレンズは使用不可）：撮影モー
ドA、Mで使用可能

•開放F値がF5.6以上明るいレンズで、フォーカスエイド可能。
ただしフォーカスポイント11点は、F8以上明るいレンズで、
フォーカスエイド可能。

シャッター
型式 電子制御上下走行式フォーカルプレーンシャッター
シャッター
スピード

1/4000～30秒（1/3ステップ、1/2ステップに変更可能）、
Bulb、Time、X200

フラッシュ同調
シャッター
スピード

X=1/200秒、1/250秒以下の低速シャッタースピードで同調
（1/200～1/250秒はガイドナンバーが減少）
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レリーズ機能

レリーズモード
S：単写、T：低速連続撮影、U：高速連続撮影、J：静音
撮影、M：静音連続撮影、E：セルフタイマー撮影、V：
ミラーアップ撮影

連続撮影速度
•T：約1～6コマ/秒
•U：約6.5コマ/秒
•M：約3コマ/秒

セルフタイマー
作動時間：2、5、10、20秒、撮影コマ数：1～9コマ、連続
撮影間隔：0.5、1、2、3秒

リモコンモード
（ML-L3）

2秒リモコン、瞬時リモコン、ミラーアップリモコン

露出制御

測光方式
91Kピクセル（約91,000ピクセル）RGBセンサーによるTTL
開放測光方式

測光モード

• マルチパターン測光：3D-RGBマルチパターン測光Ⅲ（G、E
またはDタイプレンズ使用時）、RGBマルチパターン測光Ⅲ
（その他のCPUレンズ使用時）、RGBマルチパターン測光（非
CPUレンズのレンズ情報手動設定時）

• 中央部重点測光：φ12 mm相当を測光（中央部重点度約75%）、
φ8 mm、φ15 mm、φ20 mm、画面全体の平均のいずれか
に変更可能（非CPUレンズ使用時はφ12 mm）

• スポット測光：約φ4 mm相当（全画面の約1.5%）を測光、
フォーカスポイントに連動して測光位置可動（非CPUレン
ズ使用時は中央に固定）

• ハイライト重点測光：G、EまたはDタイプレンズ使用時の
み、その他のCPUレンズまたは非CPUレンズ使用時は中央
部重点測光に固定

測光範囲

• マルチパターン測光、中央部重点測光、ハイライト重点測
光：0～20 EV

• スポット測光：2～20 EV（ISO 100、f/1.4レンズ使用時、常
温20℃）

露出計連動 CPU連動方式、AI方式併用



486

撮影モード

i：オート、j：発光禁止オート、P：プログラムオート（プ
ログラムシフト可能）、S：シャッター優先オート、A：絞り優
先オート、M：マニュアル
• シーンモード：k：ポートレート、l：風景、p：こども
スナップ、m：スポーツ、n：クローズアップ、o：夜景
ポートレート、r：夜景、s：パーティー、t：海・雪、
u：夕焼け、v：トワイライト、w：ペット、x：キャンド
ルライト、y：桜、z：紅葉、0：料理

• スペシャルエフェクトモード：%：ナイトビジョン、g：
カラースケッチ、i：ミニチュア効果、u：セレクトカ
ラー、1：シルエット、2：ハイキー、3：ローキー

• ユーザーセッティングU1、U2に登録可能

露出補正 P、S、A、M、h、%モード時に設定可能、範囲：±5段、
補正ステップ：1/3、1/2ステップに変更可能

AEブラケティ
ング

撮影コマ数：2～9コマ、補正ステップ：1/3、1/2、2/3、1、
2、3ステップ（2、3ステップに設定時は、撮影コマ数は2～
5コマまで設定可能）

フラッシュ
ブラケティング

撮影コマ数：2～9コマ、補正ステップ：1/3、1/2、2/3、1、
2、3ステップ（2、3ステップに設定時は、撮影コマ数は2～
5コマまで設定可能）

ホワイトバランス
ブラケティング

撮影コマ数：2～3コマ、補正ステップ：1～3ステップ

アクティブ
D-ライティング
ブラケティング

撮影コマ数：2～5コマ、撮影コマ数が2コマの場合のみアク
ティブD-ライティングの効果の度合いを選択可能

AEロック AAE/AFロックボタンによる輝度値ロック方式

ISO感度
（推奨露光指数）

ISO 100～12800（1/3、1/2ステップ）、ISO 100に対し約
0.3、0.5、0.7、1段（ISO 50相当）の減感、ISO 12800に対
し約0.3、 0.5、 0.7、 1、2段（ISO 51200相当）の増感、感度
自動制御が可能

アクティブ
D-ライティング

オート、より強め、強め、標準、弱め、しない

オートフォーカス

方式

TTL 位相差検出方式：フォーカスポイント51点（うち、15点
はクロスタイプセンサー、11点はF8対応）、アドバンストマ
ルチCAM3500Ⅱオートフォーカスセンサーモジュールで検
出、AF微調節可能、AF補助光（約0.5～3 m）付

露出制御
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検出範囲 –3～＋19 EV （ISO 100、常温（20℃））

レンズサーボ

• オートフォーカス（AF）：シングルAFサーボ（AF-S）、コン
ティニュアスAFサーボ（AF-C）、AFサーボモード自動切り
換え（AF-A）を選択可能、被写体条件により自動的に予測
駆動フォーカスに移行

• マニュアルフォーカス（M）：フォーカスエイド可能
フォーカス
ポイント

• AF51点設定時：51点のフォーカスポイントから選択可能
• AF11点設定時：11点のフォーカスポイントから選択可能

AFエリア
モード

シングルポイントAF モード、ダイナミックAF モード（9点、
21点、51点）、3D-トラッキング、グループエリアAFモード、
オートエリアAFモード

フォーカス
ロック

AAE/AFロックボタン、またはシングルAFサーボ（AF-S）時
にシャッターボタン半押し

フラッシュ

内蔵フラッシュ

i、k、p、n、o、s、w、g時：オートポップアップ
方式による自動発光
P、 S、 A、 M、 0時：押しボタン操作による手動ポップアップ方式
ガイドナンバー：
• 約12（マニュアルフル発光時約12）（ISO 100・m、20℃）

調光方式

91Kピクセル（約91,000ピクセル）RGBセンサーによるTTL
調光制御：i-TTL-BL調光（マルチパターン測光、中央部重点
測光、またはハイライト重点測光）、スタンダード i-TTL調光
（スポット測光）可能

フラッシュ
モード

通常発光オート、赤目軽減オート、通常発光オート＋スロー
シャッター、赤目軽減オート＋スローシャッター、通常発光、
赤目軽減発光、通常発光＋スローシャッター、赤目軽減発光
＋スローシャッター、後幕発光＋スローシャッター、後幕発
光、発光禁止
• オートFPハイスピードシンクロ可能

調光補正 範囲：–3～+1段、補正ステップ：1/3、1/2ステップに変更可能

レディーライト
内蔵フラッシュ、別売スピードライト使用時に充電完了で点
灯、フル発光による露出警告時は点滅

アクセサリー
シュー

ホットシュー （ISO 518）装備：シンクロ接点、通信接点、
セーフティーロック機構（ロック穴）付

オートフォーカス
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ニコン
クリエイティブ
ライティング
システム

対応（コマンダー機能あり）

シンクロ
ターミナル

ホットシューアダプター AS-15（別売）

ホワイトバランス

ホワイト
バランス

オート（2種）、電球、蛍光灯（7種）、晴天、フラッシュ、曇
天、晴天日陰、プリセットマニュアル（6件登録可、ライブ
ビュー時にスポットホワイトバランス取得可能）、色温度設定
（2500K～10000K）、いずれも微調整可能

ライブビュー機能
撮影モード 静止画ライブビューモード、動画ライブビューモード

レンズサーボ
• オートフォーカス（AF）：シングルAFサーボ（AF-S）、常時

AFサーボ（AF-F）
• マニュアルフォーカス（M）

AFエリア
モード

顔認識AF、ワイドエリアAF、ノーマルエリアAF、ターゲッ
ト追尾AF

フォーカス
コントラストAF方式、全画面の任意の位置でAF可能（顔認識
AFまたはターゲット追尾AFのときは、カメラが決めた位置で
AF可能）

動画機能
測光方式 撮像素子によるTTL測光方式
測光モード マルチパターン測光、中央部重点測光、ハイライト重点測光

記録画素数/
フレームレート

• 1920×1080：60p/50p/30p/25p/24p
• 1280×720：60p/50p
※ 60p：59.94fps、50p：50fps、30p：29.97fps、25p：25fps、

24p：23.976fps
※標準/★高画質選択可能

ファイル形式 MOV　
映像圧縮方式 H.264/MPEG-4 AVC　
音声記録方式 リニアPCM

録音装置
内蔵ステレオマイク、外部マイク使用可能（ステレオ録音）、
マイク感度設定可能

その他の機能 インデックスマーク、微速度撮影

フラッシュ
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液晶モニター

液晶モニター
チルト式3.2型低温ポリシリコンTFT液晶モニター、
約122.9万ドット（640×RGBW×480）（VGA）、視野角約
170°、視野率約100%、 明るさ調整可能、角度調整可能

再生機能

再生機能

1コマ再生、サムネイル（4、9、72分割またはカレンダーモー
ド）、拡大再生、動画再生、スライドショー（静止画/動画選
択再生可能）、ヒストグラム表示、ハイライト表示、撮影情報
表示、位置情報表示、撮影画像の縦位置自動回転

インターフェース
USB Hi-Speed USB（標準装備されたUSBポートへの接続を推奨）
HDMI出力 HDMI端子（Type C）装備

アクセサリー
ターミナル

• ワイヤレスリモートコントローラー WR-1、WR-R10（別売）
• リモートコード：MC-DC2（別売）
• GPSユニット：GP-1、GP-1A（別売）

外部マイク入力
ステレオミニジャック（φ3.5 mm、プラグインパワーマイク
対応）

ヘッドホン出力 ステレオミニジャック（φ3.5 mm）

Wi-Fi（無線LAN）
D750（K）にはWi-Fi機能は搭載されていません。
準拠規格 IEEE802.11b、IEEE802.11g

伝送方式
• IEEE802.11b：DSSS/CCK
• IEEE802.11g：OFDM

周波数範囲
（中心周波数）

2412～2462 MHz（1～11ch）

通信距離
（見通し）

約30 m※

※ 電波干渉がない場合。通信距離は遮蔽物や電波状態などに
より影響されます。

データ転送速度
（規格値）

54 Mbps※
※ 表示の数値は、規格の理論上の最大値であり、実際のデー
タ転送速度を示すものではありません。

セキュリティー
• 認証方式：オープンシステム、WPA2-PSK
• 暗号方式：AES

無線設定 WPS対応
アクセス方式 インフラストラクチャーモード

表示言語
表示言語 日本語、英語
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• 仕様中のデータは特に記載のある場合を除き、CIPA（カメラ映像機器工業会）規
格によります。

• 仕様中のデータは、フル充電バッテリー使用時のものです。
• 仕様・性能は予告なく変更することがありますので、ご了承ください。使用説明
書の誤りなどについての補償はご容赦ください。

電源
使用電池 Li-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL15　1個使用

バッテリー
パック

マルチパワーバッテリーパックMB-D16（別売）：Li-ionリ
チャージャブルバッテリーEN-EL15 1個使用。単3形電池（ア
ルカリ電池、ニッケル水素充電池、リチウム電池）6本使用

ACアダプター
ACアダプターEH-5b（パワーコネクターEP-5Bと組み合わせ
て使用）（別売）

三脚ネジ穴
三脚ネジ穴 1/4 （ISO 1222）

寸法・質量
寸法
（W×H×D）

約140.5 × 113 × 78 mm

質量
約840 g（バッテリーおよびSDメモリーカードを含む、
ボディーキャップを除く）
約750 g（本体のみ）

動作環境
温度 0℃～40℃
湿度 85％以下（結露しないこと）
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バッテリーチャージャーMH-25a
電源 AC 100 ～ 240 V、50/60 Hz、0.23～0.12 A
定格入力容量 21 ～28 VA
充電出力 DC 8.4 V、1.2 A
適応充電池 Li-ion リチャージャブルバッテリー EN-EL15

充電時間
約2時間35分
 ※残量のない状態からの充電時間（周囲温度25℃）

使用温度 0℃～40℃
寸法
（W×H×D）

約95 × 33.5 × 71 mm（突起部除く）

質量 約115 g（電源プラグ（直付け型）を除く）

Li-ion リチャージャブルバッテリー EN-EL15
形式 リチウムイオン充電池
定格容量 7.0 V、1900 mAh
使用温度 0℃～40℃
寸法
（W×H×D）

約40 × 56 × 20.5 mm

質量 約88 g（端子カバーを除く）
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A このカメラの準拠規格
•Design rule for Camera File system（DCF）Version 2.0：各社のデジタ
ルカメラで記録された画像ファイルを相互に利用し合うための記録形式です。

•DPOF（Digital Print Order Format）：デジタルカメラで撮影した画像をプ
リントショップや家庭用プリンターで自動プリントするための記録フォー
マットです。

•Exif Version 2.3：（Exif ＝ Exchangeable image file format for digital still
cameras）：デジタルカメラとプリンターの連携を強化し、高品質なプリント
出力を簡単に得ることを目指した規格です。この規格に対応したプリンターを
お使いになると、撮影時のカメラ情報を活かして最適なプリント出力を得るこ
とができます。詳しくはプリンターの使用説明書をご覧ください。

•PictBridge：デジタルカメラとプリンターメーカーの各社が相互接続を保証
するもので、デジタルカメラの画像をパソコンを介さずプリンターで直接印刷
するための標準規格です。

•HDMI（High-Definition Multimedia Interface）：家庭用電化製品および
AV機器用のマルチメディアインターフェース規格です。1本のケーブルをつな
ぐだけで、画像、音声、制御信号をHDMI対応機器に送信できます。

A 商標説明
•PictBridgeロゴは商標です。
•SDロゴ、SDHCロゴ、およびSDXCロゴは、SD-3C, LLC.の商標です。
•Microsoft、Windows およびWindows Vistaは米国Microsoft Corporationの
米国およびその他の国における登録商標です。

•MacおよびOS Xは米国およびその他の国々で登録されたApple Inc.の商標です。
• IOSの商標は、米国およびその他の国におけるCiscoのライセンスに基づき使用
しています。

•HDMI、HDMIロゴ、およびHigh-Definition Multimedia Interfaceは、HDMI
Licensing, LLC.の商標または登録商標です。

•Wi-FiおよびWi-Fiロゴは、Wi-Fi Allianceの商標または登録商標です。
•その他の会社名、製品名は各社の商標、登録商標です。

A 認証マークの表示
セットアップメニューの［認証マークの表示］では、このカメラが取得してい
る認証マークの一部を確認できます（0394）。
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A 認証

A FreeType License（FreeType2）
本製品のソフトウェアの著作権の一部は、© 2012 The FreeType Project
（http://www.freetype.org）のものです。すべての権利はその所有者に帰属します。

A MIT License（HarfBuzz）
本製品のソフトウェアの著作権の一部は、© 2014 The HarfBuzz Project
（http://www.freedesktop.org/wiki/Software/HarfBuzz）のものです。すべ
ての権利はその所有者に帰属します。
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次のSDカードの動作を確認しています。

※1 カードリーダーなどをお使いの場合、お使いの機器が2 GBのSDカードに対応
している必要があります。

※2 SDHC規格に対応しています。カードリーダーなどをお使いの場合、お使いの
機器がSDHC規格に対応している必要があります。このカメラは、UHS-I規格
に対応しています。

※3 SDXC規格に対応しています。カードリーダーなど
をお使いの場合、お使いの機器がSDXC規格に対応
している必要があります。このカメラは、UHS-I規
格に対応しています。

•動画の撮影には、SDスピードクラスがClass 6以上のカードをおすす
めします。転送速度が遅いカードでは、動画の撮影が途中で終了する
ことがあります。

• SDカードの機能、動作の詳細、動作保証などについては、SDカード
メーカーにご相談ください。その他のメーカー製のSDカードにつきま
しては、動作の保証はいたしかねます。

使用できるSDカード

SD
メモリーカード

SDHC　
メモリーカード※2

SDXC　
メモリーカード※3

SanDisk社製 2 GB※1
4 GB、8 GB、
16 GB、32 GB

64 GB、128 GB　

東芝製 — 4 GB、8 GB、
16 GB、32 GB

64 GB　

Panasonic製 2 GB※1

4 GB、6 GB、8 GB、
12 GB、16 GB、
24 GB、32 GB

48 GB、64 GB

LEXAR MEDIA社 2 GB※1
4 GB、8 GB、
16 GB、32 GB

—

プラチナⅡシリーズ — 8 GB、16 GB、
32 GB　

64 GB　

プロフェッショナル
シリーズ

— 8 GB、16 GB、
32 GB　

64 GB、128 GB、
256 GB　

フルHDビデオ
カードシリーズ

— 4 GB、8 GB、
16 GB　

—
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撮像範囲（0109）、画質モード（0114）と、画像サイズ（0117）
の組み合わせによって、16 GBのSDカードに記録できるコマ数、およ
び連続撮影できるコマ数は、次のようになります※1。ただし、カードの
種類や撮影条件によって、コマ数は増減することがあります。

❚❚［撮像範囲］が［FX（36×24）1.0×］の場合※2

記録可能コマ数と連続撮影可能コマ数

画質モード
画像
サイズ

1コマあたりの
ファイルサイズ

記録可能
コマ数※3

連続撮影可能
コマ数※3、4

RAW（ロスレス
圧縮RAW/

12ビット記録）
— 約21.0 MB     376コマ   25コマ

RAW（ロスレス
圧縮RAW/

14ビット記録）
— 約26.9 MB     292コマ   15コマ

RAW（圧縮RAW/
12ビット記録）

— 約19.2 MB     507コマ   33コマ

RAW（圧縮RAW/
14ビット記録）

— 約23.9 MB     425コマ   21コマ

FINE※5

L　 約12.6 MB     923コマ   87コマ

M　 約 7.7 MB   1500コマ 100コマ

S　 約 4.1 MB   2900コマ 100コマ

NORMAL※5

L　 約 6.7 MB   1800コマ 100コマ

M　 約 3.9 MB   2900コマ 100コマ

S　 約 2.1 MB   5500コマ 100コマ

BASIC※5

L　 約 2.2 MB   3500コマ 100コマ

M　 約 1.6 MB   5700コマ 100コマ

S　 約 1.1 MB 10100コマ 100コマ
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❚❚［撮像範囲］が［DX（24×16）1.5×］の場合※6

※1 SanDisk社製16 GBのSDHC UHS-Iカード（SDSDXPA-016G-J35）を使用した
場合

※2［撮像範囲］の［DX自動切り換え］が［する］でDXレンズ以外のレンズを装
着した場合を含みます。

※3 撮影条件により、記録可能コマ数と連続撮影可能コマ数は、増減することがあ
ります。

※4 ISO感度がISO 100の場合の、連続撮影速度を維持して撮影できるコマ数です。
次のような場合、連続撮影可能コマ数は減少します。

•［JPEG圧縮］（0116）を［画質優先］に設定してJPEG画像を撮影した場合
• ISO感度（0132）をHi 0.3以上に設定した場合
•［自動ゆがみ補正］（0314）を［する］に設定した場合
•［長秒時ノイズ低減］（0315）を［する］に設定した場合

画質モード
画像
サイズ

1コマあたりの
ファイルサイズ

記録可能
コマ数※3

連続撮影可能
コマ数※3、4

RAW（ロスレス
圧縮RAW/

12ビット記録）
— 約10.5 MB     579コマ 100コマ

RAW（ロスレス
圧縮RAW/

14ビット記録）
— 約13.1 MB     449コマ   48コマ

RAW（圧縮RAW/
12ビット記録）

— 約 9.8 MB     785コマ 100コマ

RAW（圧縮RAW/
14ビット記録）

— 約11.9 MB     656コマ 100コマ

FINE※5

L　 約 6.2 MB   1900コマ 100コマ

M　 約 3.9 MB   3000コマ 100コマ

S　 約 2.3 MB   5000コマ 100コマ

NORMAL※5

L　 約 3.1 MB   3700コマ 100コマ

M　 約 2.0 MB   5700コマ 100コマ

S　 約 1.2 MB   9300コマ 100コマ

BASIC※5

L　 約 1.6 MB   7000コマ 100コマ

M　 約 1.2 MB 10300コマ 100コマ

S　 約 0.8 MB 15600コマ 100コマ
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※5 1コマあたりのファイルサイズおよび記録可能コマ数は、［JPEG圧縮］が［サ
イズ優先］に設定されている場合です。［JPEG圧縮］を［画質優先］に設定し
た場合、記録可能コマ数は減少します。

※6［撮像範囲］の［DX自動切り換え］が［する］でDXレンズを装着した場合を
含みます。

A カスタムメニュー d3［連続撮影コマ数］（0337）
カスタムメニュー d3［連続撮影コマ数］では、連続撮影時の連続撮影コマ数を
1～100コマの範囲で設定できます。
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カメラ単体または別売のマルチパワーバッテリーパックMB-D16装着
時の撮影可能コマ数（電池寿命）は、次の通りです。

•撮影可能コマ数（1コマ撮影モード）：CIPA基準準拠※1

約1230コマ（カメラ本体でLi-ionリチャージャブルバッテリーEN-EL15使用時）
約1230コマ（MB-D16を装着してEN-EL15使用時）
約430コマ（MB-D16を装着してアルカリ単3形電池使用時）

•撮影可能コマ数（連続撮影モード）：当社試験条件※2

約4420コマ（カメラ本体でEN-EL15使用時）
約4420コマ（MB-D16を装着してEN-EL15使用時）
約780コマ（MB-D16を装着してアルカリ単3形電池使用時）

•動画撮影可能時間※3

約55分（カメラ本体でEN-EL15使用時）
約55分（MB-D16を装着してEN-EL15使用時）
約20分（MB-D16を装着してアルカリ単3形電池使用時）

※1 初期設定条件で 30秒間隔ごとに撮影レンズを無限遠から至近に 1往復フォー
カシング動作をさせて1 コマ撮影する。ライブビュー撮影なし。レリーズ2 回
につき1 回内蔵フラッシュを発光させる。装着レンズAF-S NIKKOR 24-85mm
f/3.5-4.5G ED VR、温度23（± 2）℃。

※2 画質モードBASIC、画像サイズM、シャッタースピード1/250秒、シャターの
半押しを3 秒間持続後、撮影レンズを無限遠から至近間を3往復フォーカシン
グ動作させ6 回連続レリーズした後、液晶モニターを5秒間点灯させ、消灯後
半押しタイマーがオフになるまで放置。以後同じ動作を繰り返す。装着レンズ
AF-S NIKKOR 24-85mm f/3.5-4.5G ED VR、温度20℃。

※3 電池寿命測定方法を定めた CIPA（カメラ映像機器工業会）規格による実撮影
電池寿命です。装着レンズAF-S NIKKOR 24-85mm f/3.5-4.5G ED VR、温度
23（±2）℃。カメラは初期設定状態。
- 1回の動画撮影で記録可能な最長時間は20分（1080/60p）です。
- 1つの動画ファイルで記録可能な最大ファイルサイズは4GBです。
-カメラが熱くなった場合、連続撮影時間内でも動画撮影が終了することがあ
ります。

※バッテリーの充電状態、撮影間隔やメニュー画面からの設定条件などの使用環境
によって電池寿命が異なります。また、単3形電池使用時は、銘柄や保管状態に
より撮影可能コマ数が減少することがあります。単3形電池は、銘柄によっては
使用できないこともあります。

撮影可能コマ数（電池寿命）について
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次の場合はバッテリーの消耗が早くなります。
• ライブビュー撮影などで液晶モニターを使用した場合
• シャッターボタンの半押しを続けた場合
• オートフォーカスのレンズ駆動を繰り返し行った場合
• 画質モードをRAWに設定して撮影した場合
• 低速シャッタースピードで撮影した場合
• Wi-Fi（無線LAN）機能を使用した場合
• 通信ユニットUT-1、ワイヤレストランスミッターWT-5を使用した場合
• GPSユニットGP-1/GP-1A、ワイヤレスリモートコントローラーWR-R10/WR-1
を使用した場合

• VRレンズ使用時にVR（手ブレ補正）機能をONにした場合

Li-ionリチャージャブルバッテリーEN-EL15の性能を最大限に発揮させ
るため、次のことに注意してください。
• バッテリーの端子を汚さないでください。端子が汚れていると、充分な性能が発
揮できません。

• 充電が完了したバッテリーは、なるべく早いうちにお使いください。使用しない
まま放置していると、自己放電によって、バッテリー残量が減ってしまいます。
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❚❚ AF補助光撮影に制限のあるレンズについて
•使用するレンズや撮影距離によっては、AF補助光がレンズでさえぎら
れることがあります。

• AF補助光使用時は、レンズフードを取り外してください。
• AF補助光撮影に制限のあるレンズは次の通りです。

AF補助光撮影、内蔵フラッシュ撮影
に制限のあるレンズについて

AF補助光を使ってオートフォーカス撮影ができないレンズ

AF-S NIKKOR 200mm f/2G ED VR II　

AF-S VR Zoom-Nikkor 200–400mm f/4G IF-ED　

AF-S NIKKOR 200–400mm f/4G ED VR II　

AF-S NIKKOR 300mm f/2.8G ED VR II　

撮影距離によってAF補助光を使ったオートフォーカス撮影に制限のあるレンズ

AF-S NIKKOR 16–35mm f/4G ED VR　

0.7m以内では内蔵AF補助光
を使ったオートフォーカス撮
影はできません。

AF-S Zoom-Nikkor 17–35mm f/2.8D IF-ED　

AF-S DX Zoom-Nikkor 17–55mm f/2.8G IF-ED　

AF-S DX VR Zoom-Nikkor 18–200mm 　
f/3.5–5.6G IF-ED　

AF Zoom-Nikkor 20–35mm f/2.8D IF　

AF Zoom-Nikkor 24–85mm f/2.8–4D IF　

AF-S NIKKOR 24–85mm f/3.5–4.5G ED VR　

AF Zoom Nikkor 24–120mm f/3.5–5.6D(IF)　

AF-S NIKKOR 24–120mm f/4G ED VR　

AF-S NIKKOR 28–300mm f/3.5–5.6G ED VR　

AF-S NIKKOR 35mm f/1.4G　

AF Zoom Micro Nikkor ED 70–180mm 　
f/4.5–5.6D　

AF-S VR Micro-Nikkor 105mm f/2.8G IF-ED　
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AF-S DX NIKKOR 18–200mm 　
f/3.5–5.6G ED VR II　

1.0m以内では内蔵AF補助光
を使ったオートフォーカス撮
影はできません。

AF-S DX NIKKOR 18–300mm f/3.5–5.6G ED VR　

AF-S DX NIKKOR 18–300mm f/3.5–6.3G ED VR　

AF-S NIKKOR 24–70mm f/2.8G ED　

AF-S VR Zoom-Nikkor 24–120mm 　
f/3.5–5.6G IF-ED　

AF-S Zoom-Nikkor 28–70mm f/2.8D IF-ED　

AF-S NIKKOR 28–300mm f/3.5–5.6G ED VR　

AF Micro-Nikkor 200mm f/4D IF-ED　

AF-S NIKKOR 14–24mm f/2.8G ED　

1.5m以内では内蔵AF補助光
を使ったオートフォーカス撮
影はできません。

AF-S DX NIKKOR 18–300mm f/3.5–5.6G ED VR　

AF-S DX NIKKOR 55–300mm f/4.5–5.6G ED VR　

AF-S VR Zoom-Nikkor ED 70–200mm 　
f/2.8G (IF)　

AF-S NIKKOR 70–200mm f/2.8G ED VR II　

AF Zoom-Nikkor 80–200mm f/2.8D ED　

AF-S Zoom Nikkor ED 80–200mm f/2.8D (IF)　

撮影距離によってAF補助光を使ったオートフォーカス撮影に制限のあるレンズ
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❚❚内蔵フラッシュ撮影に制限のあるレンズについて
•内蔵フラッシュには、24mm（DXフォーマット時16mm）から300mm
までのCPUレンズが使用できます。
- 撮影距離0.6m以上で使用してください。
- マクロ付きズームレンズはマクロ領域では使用できません。

•使用するレンズや撮影距離によっては、フラッシュのケラレが発生す
ることがあります。

•ケラレとは、内蔵フラッシュの光がレンズの先端でさえぎられて影に
なり、写真に写り込む現象です。

•ケラレを防止するため、レンズフードは取り外して使用してください。
•焦点距離や撮影距離に制限のあるレンズは次の通りです。

レンズ ケラレなく撮影できる焦点距離と撮影距離

D
X

AF-S DX NIKKOR 10–24mm 　
f/3.5–4.5G ED　

●焦点距離18mm以上では制約なし

AF-S DX Zoom-Nikkor 　
12–24mm f/4G IF-ED　

●焦点距離18mmでは撮影距離1.0m以上
●焦点距離20mm以上では制約なし

AF-S DX Zoom-Nikkor 　
17–55mm f/2.8G IF-ED　

●焦点距離20mmでは撮影距離2.0m以上
●焦点距離24mm以上では撮影距離1.0m
以上

AF-S DX NIKKOR 18–200mm 　
f/3.5–5.6G ED VR II　
AF-S DX VR Zoom-Nikkor 　
18–200mm f/3.5–5.6G IF-ED　

●焦点距離18mmでは撮影距離1.0m以上
●焦点距離24mm以上では制約なし

AF-S DX NIKKOR 18–300mm 　
f/3.5–5.6G ED VR　

●焦点距離28mmでは撮影距離1.0m以上
●焦点距離50mm以上では制約なし

影 ケラレ
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F
X

AF-S NIKKOR 16–35mm 　
f/4G ED VR　

●焦点距離35mmでは撮影距離1.5m以上

AF-S Zoom-Nikkor 17–35mm 
f/2.8D IF-ED　

●焦点距離28mmでは撮影距離1.5m以上
●焦点距離35mmでは制限なし

AF Zoom-Nikkor 18–35mm 　
f/3.5–4.5D IF-ED　

●焦点距離24mmでは撮影距離1.0m以上
●焦点距離28mm以上では制限なし

AF-S NIKKOR 18–35mm 　
f/3.5–4.5G ED　

●焦点距離28mmでは撮影距離1.5m以上
●焦点距離35mmでは制限なし

AF Zoom-Nikkor 20–35mm 　
f/2.8D IF　

●焦点距離24mmでは撮影距離1.5m以上
●焦点距離28mmでは撮影距離1.0m以上
●焦点距離35mmでは制限なし

AF-S NIKKOR 20mm f/1.8G　
AF-S NIKKOR 24mm f/1.4G ED　

●撮影距離1.0m以上

AF-S NIKKOR 24–70mm 　
f/2.8G ED　

●焦点距離35mmでは撮影距離1.5m以上
●焦点距離50mm以上では制限なし

AF-S VR Zoom-Nikkor 　
24–120mm f/3.5–5.6G IF-ED　

●焦点距離24mmでは撮影距離1.0m以上
●焦点距離35mm以上では制限なし

AF-S NIKKOR 24–120mm 　
f/4G ED VR　

●焦点距離24mmでは撮影距離2.0m以上
●焦点距離28mmでは撮影距離1.0m以上
●焦点距離50mm以上では制限なし

AF-S Zoom-Nikkor 28–70mm 
f/2.8D IF-ED　

●焦点距離28mmでは撮影距離1.0m以上
●焦点距離50mm以上では制限なし

AF-S NIKKOR 28–300mm 　
f/3.5–5.6G ED VR　

●焦点距離28mmでは撮影距離1.5m以上
●焦点距離35mmでは撮影距離1.0m以上
●焦点距離50mm以上では制限なし

PC-E NIKKOR 24mm f/3.5 ED　
●アオリ操作をしていない状態で撮影距
離1.5m以上

- AF-S NIKKOR 14–24mm f/2.8G ED使用時は、全ての撮影距離でケ
ラレが発生します。

レンズ ケラレなく撮影できる焦点距離と撮影距離
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•内蔵フラッシュ撮影時に使用可能な非CPUレンズは、ニコンレンズシ
リーズEと、焦点距離が24mmから300mmまでのニッコール（AI-S、
AI、改造AI）です。ただし、次のレンズは使用に制限があります。

レンズ ケラレなく撮影できる焦点距離と撮影距離

AI-S 25–50mm f/4　
AI 25–50mm f/4　

●焦点距離25mmでは撮影距離2.0m以上
●焦点距離28mmでは撮影距離1.0m以上
●焦点距離35mm以上では制限なし

AI 50–300mm f/4.5　
AI改 50–300mm f/4.5　
AI-S ED 50–300mm f/4.5　
AI ED 50–300mm f/4.5　

●焦点距離70mm以上では制限なし
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マーク・英数字

i（オート）................................................ 6, 33
j（発光禁止オート）........................... 6, 33
h（シーン）............................................40
k（ポートレート）.......................................41
l（風景）............................................................41
p（こどもスナップ）.................................41
m（スポーツ）..................................................41
n（クローズアップ）.................................42
o（夜景ポートレート）............................42
r（夜景）............................................................42
s（パーティー）............................................42
t（海・雪）.......................................................43
u（夕焼け）.......................................................43
v（トワイライト）.......................................43
w（ペット）......................................................43
x（キャンドルライト）..............................44
y（桜）..................................................................44
z（紅葉）............................................................44
0（料理）.............................................................44
q（スペシャルエフェクト）.......45
%（ナイトビジョン）.................................46
g（カラースケッチ）......................46, 49
i（ミニチュア効果）......................47, 50
u（セレクトカラー）........................47, 52
1（シルエット）............................................47
2（ハイキー）.................................................48
3（ローキー）.................................................48
P（プログラムオート）..............................90
S（シャッター優先オート）....................91
A（絞り優先オート）....................................92
M（マニュアル）.............................................94
U1/U2 ..................................................................100
S（1コマ撮影）......................................7, 104
T（低速連続撮影）................7, 104, 337

U（高速連続撮影）............................ 7, 104
J（静音撮影）......................................... 7, 104
M（静音連続撮影）........................... 7, 104
E（セルフタイマー撮影）

.......................................................... 7, 104, 106
V（ミラーアップ撮影）

.......................................................... 7, 104, 108
!（顔認識AF）............................................... 58
$（ワイドエリアAF）............................... 58
%（ノーマルエリアAF）..........................58
&（ターゲット追尾AF）...................... 58
a（マルチパターン測光）......137, 332
Z（中央部重点測光）.................137, 333
b（スポット測光）..................................137
h（ハイライト重点測光）................137
R（フラッシュモード）...............182
T（フラッシュモード）..............184
S（フラッシュモード）..182, 184
Fn（ファンクション）ボタン

............................112, 192, 234, 356, 372
Pvボタン ............................. 56, 69, 361, 373
D（オートブラケティング）ボタン

....................................................204, 208, 211
Pボタン ............................... 61, 70, 199, 241
R（インフォ）ボタン ............................. 12
a（ライブビュー）ボタン ......... 54, 66
Q（ヘルプ）........................................................20
t（連続撮影可能コマ数）........105, 495
N（レディーライト）..................................39
12ビット記録................................................116
14ビット記録................................................116
1.2×（30×20）1.2×（撮像範囲）

................................................................109, 112
1コマ撮影 .................................................. 7, 104
1コマ表示 ........................................................237
2秒リモコン...................................................195

索 引
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3D-RGBマルチパターン測光Ⅲ ....... 138
3D-トラッキング ........................... 121, 123
ACアダプター .................................. 445, 450
ADLブラケティング（オートブラケ
ティングのセット）.................. 211, 353

Adobe RGB（色空間）........................... 312
AE-Lマーク......................................... 127, 140
AE/AFロックボタンの機能 .... 361, 374
AEブラケティング（オートブラケ
ティングのセット）.................. 203, 353

AEロック ......................................................... 140
AE・フラッシュブラケティング
（オートブラケティングのセット）

................................................................ 203, 353
AF-A（AFサーボモード自動切り換
え）.................................................................... 119

AF-C（コンティニュアスAFサーボ）
................................................................ 119, 325

AF-Cモード時の優先 .............................. 325
AF-F（常時AFサーボ）...............................57
AF-S（シングルAFサーボ）

........................................................57, 119, 325
AF-Sモード時の優先 ............................... 325
AFエリアモード .................................58, 121
AFサーボモード自動切り換え
（AF-A）.......................................................... 119

AF点数切り換え ......................................... 328
AF微調節.......................................................... 391
AF補助光.......................................................... 330
AFモード..................................................57, 119
AFモードボタン ......2, 57, 59, 120, 123
AFロックオン ............................................... 326
AUTO1 標準 ...................................... 144, 145
AUTO2 電球色を残す................. 144, 145
BASIC.................................................................. 114
BKTの順序 ....................................................... 354
Bulb（バルブ撮影）......................................96
B型クリアマットスクリーンⅢ ....... 484
Camera Control Pro 2.......................... 448
Capture NX-D..................... 115, 173, 379

CEC.......................................................................275
CPU信号接点.................................................433
CPUレンズ .................................32, 430, 433
DCF Version 2.0 .........................................492
DPOFプリント（PictBridge）...........269
DPOF（Digital Print Order Format）

.............................................................................492
DX（24×16）1.5×（撮像範囲）

.....................................................109, 110, 112
DX自動切り換え（撮像範囲）............110
DXフォーマット .........................................109
DXベースの（動画）フォーマット

................................................................................75
Dタイプレンズ.............................................433
D-ライティング ...........................................398
Exif Version 2.3 ...........................................492
Eye-Fi送信機能 ............................................393
Eタイプレンズ ..............................................433
FINE......................................................................114
FP発光 ....................................................344, 345
FVロック ...................................191, 356, 370
FX（36×24）1.0×（撮像範囲）

.................................................................109, 112
FXフォーマット ..........................................109
FXベースの（動画）フォーマット

................................................................................75
GPSユニット .....................................235, 447
Gタイプレンズ .............................................433
HDMI-CEC.......................................................275
HDMI端子........................................................273
HDMI（High-Definition Multimedia 

Interface）........................................273, 492
HDR（ハイダイナミックレンジ）...177
Hi（ISO感度）................................................132
H.264...................................................................488
INDEXプリント ...........................................269
ISO感度..................................................132, 321
ISO感度設定ステップ幅 ........................331
ISO感度の簡易設定 ...................................339
i-TTL-BL調光 ..................................................186
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i-TTL調光 ..............................................186, 439
JPEG.........................................................114, 116
JPEG圧縮 ..........................................................116
L（画像サイズ）...........................................117
Lo（ISO感度）...............................................132
M（画像サイズ）.........................................117
M（マニュアルフォーカス）.....60, 130
MB-D16.........................341, 343, 369, 445
MB-D16電池設定 .......................................341
MB-D16のAE/AFロックボタンの機能

.............................................................................369
MOV.....................................................................488
NEF ...........................................................114, 312
NORMAL..........................................................114
OKボタンの機能 .........................................354
PictBridge（ピクトブリッジ）

.................................................................266, 492
Picture Control Utility ..........................173
PINコード ........................................................281
PRE（プリセットマニュアル）

.................................................................144, 153
RAW.............................................114, 115, 116
RAW+JPEG分割記録（スロット2の
機能）...............................................................118

RAW記録 ..........................................................116
RAW現像 ..........................................................408
RGBヒストグラム表示 ...........................245
RGBマルチパターン測光 ..........138, 435
S（画像サイズ）...........................................117
SDカード............................25, 30, 376, 494
sRGB（色空間）............................................312
SSID......................................................................283
USBケーブル .....................................261, 266
UTC...........................................................235, 249
ViewNX 2

.................115, 173, 257, 261, 383, 385
WBブラケティング（WB-BKT）

.................................................................208, 353
Wi-Fi（無線LAN）機能 .........................277
Wireless Mobile Utility.............277, 279

WPS..........................................................280, 281
WPSプッシュボタン方式 .....................280

ア

アイピース ..........................................107, 447
アイピースキャップ.................................107
青強調（フィルター効果）...................402
アオリ効果 ......................................................417
赤強調（フィルター効果）...................402
赤目軽減発光（フラッシュモード）

................................................................182, 184
赤目補正............................................................399
明るさ（ピクチャーコントロール）

............................................................................167
アクセサリー（使用できるアクセサ
リー）...............................................................445
アクセサリーターミナル

....................................................198, 235, 447
アクティブD-ライティング ...............175
アクティブD-ライティングブラケ
ティング .......................................................211
圧縮RAW..........................................................116
後幕発光（フラッシュモード）........184
位置情報................................................235, 249
イメージセンサークリーニング ......453
イメージダストオフ.................................379
イメージダストオフ機能（Capture 

NX-D）................................................379, 473
イメージダストオフデータ取得 ......379
イルミネーター ..................................... 3, 340
イルミネーター点灯.................................340
色合い（色相）（ピクチャーコント
ロール）..........................................................167
色温度 .........................................144, 146, 150
色温度設定（ホワイトバランス）

................................................................144, 150
色空間 .................................................................312
色の濃さ（彩度）（ピクチャーコント
ロール）..........................................................167
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印刷（プリント）........................................ 266
インジケーターの＋/－方向 ............. 367
インターバル設定（スライドショー）

............................................................................ 306
インターバルタイマー撮影 ................ 221
インデックスプリント ........................... 269
インデックスマーキング..........................69
インフォ画面の表示設定...................... 340
ヴィネットコントロール...................... 313
ウォームトーン（フィルター効果）

............................................................................ 402
液晶モニター ...............................12, 16, 237
オート（撮影モード）............................6, 33
オート（ホワイトバランス）............. 144
オートFPハイスピードシンクロ

................................................................ 344, 345
オートエリアAF ............................. 122, 123
オートフォーカス

...........57, 58, 119, 121, 125, 127, 129
オートブラケティング

.................................................... 203, 353, 354
オートブラケティングのセット ..... 353

カ

カードなし時レリーズ ........................... 367
カードの初期化（フォーマット）

............................................................................ 376
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カスタムピクチャーコントロール

............................................................................ 169
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画像コメント .................................................385
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............................................................................402
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スマートデバイスへの送信指定/解除
............................................................................ 286
スライドショー ........................................... 306
スローシャッター（フラッシュモー
ド）........................................................ 182, 184
スロット2の機能 ....................................... 118
スロット/フォルダー指定メニュー

............................................................................ 241
制御上限感度（感度自動制御）........ 135
静止画撮影メニュー ................................ 308
静止画撮影メニューのリセット ..... 309
静止画ライブビュー ....................................54
晴天（ホワイトバランス）................... 144
晴天日陰（ホワイトバランス）........ 144
接眼補助レンズ ........................................... 447
接眼目当て...................................................... 107
接続設定のリセット ................................ 284
設定に制限がある機能一覧 ................ 463
設定の保存...................................................... 387
セットアップメニュー ........................... 375
セピア（モノトーン）.............................. 401
セルフタイマー ........................................... 334
セルフタイマー撮影 ...............7, 104, 106
セレクトカラー ........................................... 419
セレクトカラー（スペシャルエフェク
ト）...............................................................47, 52
全画像削除...................................................... 255
選択画像削除 ................................................ 255
選択フレームの保存 ....................................83
測光モード...................................................... 137
外付けフラッシュ発光 ........................... 347
ソフト（フィルター効果）................... 403
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ターゲット追尾AF........................................58
ダイナミックAF ................. 121, 123, 327
タイマー（セルフタイマー）............. 106
タイム撮影（長時間露出）..............96, 98
多重露出 ........................................................... 215

縦位置自動回転 ............................................305
縦横位置情報の記録 .................................383
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.............................................................................329
地域と日時.......................................................382
チャージャー ....................................................23
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中央部重点測光 ................................137, 333
中央部重点測光範囲 .................................333
調光範囲 ............................................................187
調光補正 ............................................................189
長時間露出..........................................................96
調色（ピクチャーコントロール）

.................................................................167, 168
長秒時ノイズ低減 ......................................315
著作権情報.......................................................386
チルト式液晶モニター...............................16
ツーボタンリセット .................................200
低感度（Lo）...................................................133
低速限界設定（感度自動制御）.........135
低速連続撮影 ...............................7, 104, 337
デモモード.......................................................367
テレビ .................................................................273
電球（ホワイトバランス）....................144
電子音設定.......................................................336
電池チェック .................................................384
電池の使用順序 ............................................343
動画........................................................ 66, 80, 83
動画ISO感度設定 ........................................321
動画撮影ボタン ...............................................68
動画撮影ボタンの機能............................368
動画撮影メニュー ......................................316
動画撮影メニューのリセット ...........317
動画の画質.......................................................318
動画編集 ...............................................................83
動画ライブビュー .............................66, 372
統合表示 ............................................................250
同調シャッタースピード

.....................................................344, 345, 470
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登録項目の削除（マイメニュー）
.............................................................................426
登録項目の順序変更（マイメニュー）

.............................................................................427
トリミング ......................................................400
曇天（ホワイトバランス）...................144

ナ

内蔵AF補助光の照射設定 ....................330
内蔵フラッシュ............................................181
内蔵フラッシュ発光 .................................346
ナイトビジョン（スペシャルエフェク
ト）........................................................................46
夏時間の設定（地域と日時）..............382
ニコンクリエイティブライティングシ
ステム.............................................................437
日時の設定（地域と日時）...................382
ニュートラル（ピクチャーコントロー
ル）.....................................................................164
認証マークの表示 ......................................394
塗り絵 .................................................................415
ネットワーク .................................................264
ノイズ低減 ......................................................315
ノーマルエリアAF........................................58

ハ

ハイキー（スペシャルエフェクト）
................................................................................48
ハイダイナミックレンジ ......................177
ハイビジョンテレビと接続する ......273
ハイライト重点測光 .................................137
ハイライト表示............................................244
バックアップ記録（スロット2の機
能）.....................................................................118
発光禁止（フラッシュモード）

.................................................................182, 184
発光禁止オート（撮影モード）...... 6, 33
バッテリー ....................................23, 29, 491

バッテリーチャージャー ......................491
バッテリーパック

........................................341, 343, 369, 445
バルブ撮影（長時間露出）...................... 96
パワーオフ時間 ...........................................335
パワーコネクター ..........................445, 450
パワー絞り ..........................................372, 373
範囲指定（PictBridge）.........................268
半押し（シャッターボタン）................. 35
半押しAEロック .........................................333
半押しタイマー .................................. 38, 334
非CPUレンズ ........................232, 431, 435
ピクチャーコントロール ......................164
被写界深度 .........................................................93
ヒストグラム表示 ..............355, 245, 246
微速度撮影 ......................................................227
日付選択（削除）.........................................256
日付と時刻を設定する .............................. 27
日付の表示順（地域と日時）..............382
日付プリント（PictBridge）...............268
ピッチング ......................................................390
ビビッド（ピクチャーコントロール）

............................................................................164
非表示設定 ......................................................298
表示中の画像を削除する .........................37
表示パネル ............................................................ 8
標準表示............................................................243
ピント表示 .........................................................35
ファームウェアバージョン.................394
ファイル記録先 ...........................................317
ファイル名設定 ...........................................311
ファインダー（視度調節）.......... 28, 447
ファインダー内格子線表示.................357
フィルター効果 ...........................................402
フィルター効果（ピクチャーコント
ロール）..............................................167, 168
風景（ピクチャーコントロール）

............................................................................164
フォーカスエイド ......................................131
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フォーカスポイント
..........................35, 54, 58, 125, 327, 328
フォーカスポイント循環選択........... 328
フォーカスポイント照明...................... 328
フォーカスポイント表示...................... 327
フォーカスモード......57, 119, 130, 325
フォーカスモードセレクター

....................................................................57, 119
フォーカスリング..............................60, 130
フォーカスロック（AFロック）...... 127
フォーマット（カードの初期化）

............................................................................ 376
フチ設定（PictBridge）......................... 268
ブラケティング ....... 203, 208, 211, 353
プラスRAW記録 ......................................... 357
フラッシュ ...................................................... 181
フラッシュ（ホワイトバランス）

............................................................................ 144
フラッシュ撮影同調速度...................... 344
フラッシュ使用時の露出補正........... 353
フラッシュ使用推奨表示...................... 338
フラッシュ時シャッタースピード制限

............................................................................ 346
フラッシュブラケティング（オートブ
ラケティングのセット）....... 203, 353
フラッシュモード.......................... 182, 184
フラット（ピクチャーコントロール）

............................................................................ 164
フランジバック ........................................... 131
プリセットマニュアル（ホワイトバラ
ンス）................................................... 144, 153
フリッカー低減 ........................................... 381
プリント ........................................................... 266
プリント実行（PictBridge）

................................................................ 267, 270
プリント指定（DPOF）.......................... 271
プリント設定（PictBridge）.............. 268
フレームレート ........................................... 318
プレビューボタンの機能...................... 373
プログラムオート..........................................90

プログラムシフト .........................................90
プログラム線図 ............................................465
プロテクト.......................................................253
ヘッドホン..........................................................72
ヘッドホン音量 ...............................................71
ヘルプ ....................................................................20
編集前後の画像表示 .................................422
ポートレート（ピクチャーコントロー
ル）.....................................................................164
ボタンのホールド設定............................366
ボディーキャップ ............................................3
ホワイトバランス ......................................144
ホワイトバランスの微調整 .................147
ホワイトバランスブラケティング
（WBブラケティング）.........................208

マ

マイク ............................................72, 319, 447
マイク感度.......................................................319
枚数指定（PictBridge）..........................268
マイメニュー .................................................424
マイメニュー登録（マイメニュー）

.............................................................................424
マニュアル（露出）.......................................94
マニュアル発光モード............................347
マニュアルフォーカス...................60, 130
マルチセレクター .........................................18
マルチセレクターによるパワー絞り

................................................................................71
マルチパターン測光 .....................137, 332
緑強調（フィルター効果）....................402
ミニチュア効果 ............................................418
ミニチュア効果（スペシャルエフェク
ト）...............................................................47, 50
ミラーアップ撮影 ....................7, 104, 108
ミラーアップリモコン............................195
ミレッド ............................................................148
無線LAN................................................264, 446
明瞭度 .................................................................167
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モデリング発光............................................353
モニターの明るさ ......................................377
モニターのカラーカスタマイズ ......378
モニターのパワーオフ時間 .................335
モニター発光 .........................186, 192, 346
モノクローム（ピクチャーコントロー
ル）.....................................................................164
モノトーン ......................................................401
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ユーザーセッティング............................100
ユーザーセッティングの登録 ...........100
ユーザーセッティングのリセット

.............................................................................103
有線LAN............................................................264
ゆがみ補正 ......................................................414
用紙設定（PictBridge）..........................268
予測駆動フォーカス .................................120

ラ

ライブビュー ...........................................54, 66
ライブビューセレクター ................54, 66
リサイズ ............................................................410
リセット ........................200, 309, 317, 324
リピーティング発光モード .................347
リモートコード..........................77, 99, 447
リモコン ................................................194, 449
リモコン撮影 .................................................194
リモコン待機時間（ML-L3）..............335
リモコンモード設定（ML-L3）.........195
リモコン（WR）のFnボタンの機能

.............................................................................370
輪郭強調 ............................................................167
レディーライト.......................39, 351, 442
レリーズモード............................................104
レリーズモードダイヤル ............................7
レリーズモードダイヤルロックボタン

...................................................................................7

レンズ情報手動設定.................................232
レンズの取り外し .........................................32
レンズマウント ...........................................131
レンズ（使用できるレンズ）..............430
連続撮影............................................................104
連続撮影コマ数 ...........................................337
連番モード ......................................................338
ローキー（スペシャルエフェクト）

...............................................................................48
ローパスフィルター.................................453
ローパスフィルターを自動で掃除する

............................................................................453
ローパスフィルターをブロアーで掃除
する..................................................................455
ローリング ..........................................359, 390
録音設定............................................................319
録音帯域............................................................319
露出 ..................................137, 140, 142, 203
露出インジケーター.................................... 95
露出設定ステップ幅.................................331
露出ディレーモード.................................338
露出プレビュー ..................................... 61, 62
露出補正............................................................142
露出補正簡易設定 ......................................331
露出補正値 ......................................................142
ロスレス圧縮RAW ....................................116

ワ

ワイドエリアAF............................................. 58
ワイヤレストランスミッター ...........264
ワイヤレスリモートコントローラー

....................................................... 77, 198, 370
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■この製品の使い方や修理に関するお問い合わせは
• 使い方に関するご質問は、裏面に記載の「ニコン　カスタマーサポートセンター」
にお問い合わせください。

• 修理に関するご質問は、裏面に記載の「修理センター」にお問い合わせください。
【お願い】
• お問い合わせいただく場合には、おわかりになる範囲で結構ですので、次の内容
をご確認の上、お問い合わせください。
「製品名」、「製品番号」、「ご購入日」、「問題が発生したときの症状」、「表示され
たメッセージ」、「症状の発生頻度」など。

• ソフトウェアのトラブルの場合には、おわかりになる範囲で結構ですので、次の
内容をご確認の上、お問い合わせください。
「ソフトウェア名およびバージョン」、「パソコンの機種名」、「OSのバージョン」、
「メモリー容量」、「ハードディスクの空き容量」、「問題が発生したときの症状」、
「症状の発生頻度」、エラーメッセージが表示されている場合はエラーメッセージ
の内容など。

• ファクシミリや郵送でお問い合わせの場合は「ご住所」、「お名前」、「フリガナ」、
「電話番号」、「FAX番号」を（会社の場合は会社名と部署名も）明確にお書きく
ださい。

■修理を依頼される場合は
ニコンサービス機関（ニコンプラザ、サービスセンター、修理センター）、ご購入
店、または最寄りの販売店にご依頼ください。
• ニコンサービス機関について詳しくは、左ページおよび裏面をご覧ください。
【お願い】
• 修理に出されるときは、メモリーカードがカメラ内に挿入されていないかご確認
ください。
※ 内蔵メモリーがあるカメラでは、内蔵メモリー内に画像データがあるときは、
消去される場合があります。

■補修用性能部品について
このカメラの補修用性能部品（その製品の機能を維持するために必要な部品）の保
有年数は、製造打ち切り後7年を目安としています。
• 修理可能期間は、部品保有期間内とさせていただきます。なお、部品保有期間経
過後も、修理可能な場合もありますので、ニコンサービス機関またはご購入店へ
お問い合わせください。水没、火災、落下等による故障または破損で全損と認め
られる場合は、修理が不可能となります。なお、この故障または破損の程度の判
定は、ニコンサービス機関にお任せください。

アフターサービスについて
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